
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　──究極的な話、青春とは運ゲーである。




　そもそも青春とは何であろうか。

　医学的には、脳から放出されるホルモン量が増加し、身体からだ、精神ともに少しずつ『子供』から『大人』へと移り変わっていく、いわゆる準備期間のことを指す。二次性せい徴ちよう、などという少々生々しい表現もあるが……とにかく年ねん齢れい的には、ティーンエイジャーなどと称しようされるように十三歳から十九歳くらいまでの数年間を表すことが多いようだ。

　日本で言えば大体、中学から高校まで六年間に該がい当とうする。

　さて、一言に青春と言ってもその裾すそ野のは広く、十人十色様々なことを想像するだろうが、あえてここは最も一いつ般ぱん的な側面について思し慮りよをめぐらせていきたいと思う。

　すなわち──充じゆう実じつした学校生活だ。

　学校生活の主要素といえば、大きく交友関係、部活動、勉強の三つに分類できる。

　つまりこの三要素で、如い何かに自身を充じゆう実じつさせるかが重要な鍵かぎになってくるわけだ。

　では、世にはびこる青春モノの創作物を例にとって考えてみよう。

　青春モノの登場人物である彼、ないし彼女たちは、皆みな懸けん命めいに生きている。

　部活動であったり、恋れん愛あいを含ふくめた交友関係であったり、あるいは勉強そのものであったり、その対象は枚挙に暇いとまがないが、ただ一つ共通して言えることは、その対象に全力で心血を注いでいるということだ。

　何かに熱中している人の姿は、すべからく美しく、見る人の胸を打つ。

　それゆえに普ふ遍へん的なコンテンツとして、老ろう若にやく男なん女によに好まれているのだろう。

　部活モノであれば、練習を重ね、試合があれば挑いどみ、勝てば喜び、負ければ涙なみだする。

　恋れん愛あいモノであれば、好きになった相手の気を引こうと懸けん命めいに試し行こう錯さく誤ごを繰くり返かえし、その結果、些さ細さいなことで悩なやみ、喜び、悲しむ。

　そんな等身大のひたむきな姿に、人々は心を動かされるのではないか。

　ああ、素す晴ばらしき青春。青春フォーエバー。

　──だが、待ってほしい。

　青春を謳おう歌かするための、あるいは青春の導入に至るための、極きわめて重要な前提条件があることを忘れてはいないだろうか。

　たとえば、部活モノであれば、主人公が熱中できるような部活に出会えなければどうか。

　恋れん愛あいモノであれば、主人公が運命の人に出会えなければどうか。

　いずれの場合も、そもそも物語──つまり、青春が始まりさえしないことに気づくだろう。

　では何な故ぜ、主人公たちはそういった対象に出会えたのか。

　結論を言おう。つまり──運が良かっただけだ。

　長々と鬱うつ陶とうしい論調で思し惟いを進めてきたが、とどのつまり、青春を謳おう歌かするためには、絶対的な運が必要なのである。




　さて、私事で恐きよう縮しゆくだが、僕こと湊みなと琥こ太た郎ろうは自じ称しよう、世界一不運な人間である。

　不運を自じ称しようする人間は、世界中に数多あまたいるであろうことは想像に難かたくないが、大体の人は気のせいや考えすぎだ。財さい布ふを落としただとか、道みち端ばたで犬のフンを踏ふんだだとか、気の毒とは思うが、そういったものは不運ではなくただ日常の不注意によるものだからだ。

　本当の不運とは、自分の力ではどうしようもない超ちよう常じよう的な力によって殴なぐりつけてくるものなのである。

　小学生の頃ころは、何も問題なく皆みなと同じように僕も幸運と不運のバランスをとって生きてきた。良いいことがあれば悪いこともある。当たり前のことだ。しかし、小学校を卒業した春休みのこと。僕はちょっとした事故に遭そう遇ぐうして、そのときにどういうわけか〈運〉を取り落としてしまったらしい。

　以来、僕には不運なことが頻ひん発ぱつするようになった。

　たとえばドキドキで臨のぞんだ中学校初めてのクラス。五十音順で平等に並べられたはずの僕の席は、何な故ぜか前後左右斜ななめの八方向を素行不良生徒に囲われてしまった。授業中に煙草たばこを吸ったり、いきなり喧けん嘩かを始めたりと、かなり頭のネジがぶっ飛んだ連中で、オオカミの群れに囲まれた羊状態の僕は生きた心ここ地ちがしなかった。おまけに、その後のくじ引きによる席替がえや、学年毎ごとのクラス替がえが行われても、僕は天文学的な確率を超ちよう越えつしてその八人の無法者たちに囲まれ続けた。よく不登校にならなかったと自分でも感心している。

　まあ、結果的にその八人から一目置かれることになったわけだが（相対的に九人の中で一番まともだっただけ）、僕としては平へい穏おん無事な学校生活と普ふ通つうの友だちが欲しかっただけなので面おも白しろくない。連中に一目置かれてしまったため、クラスでの真っ当な友だち作りは叶かなわないと悟さとった僕は、ならばせめて部活動だけはまともにやりたいと願い剣けん道どう部に入部した。部活で他クラスの友だちを作ることだけが望みだった。

　だが、その唯ゆい一いつの希望の剣けん道どう部は、入部早々顧こ問もんの体調不良という理由により休部になり、そのまま顧こ問もんは休職。結局一度も活動を行わないまま廃はい部ぶとなってしまった。その頃ころには入部期間はとっくに終わっていたこともあり、他部活への転部も認められないまま僕は中学一年を帰宅部として過ごした。

　二年時の入部期間には、卓たつ球きゆう部へ入部したが同じような理由により活動しないまま廃はい部ぶ。三年時には、文芸部へ入部したが以下同上なのであった。何らかの超ちよう常じよう的な引力が働いているとしか思えないレベルの不運ぶりに、もはや笑うしかない。帰宅部員に友だちなどできるはずもないので、つまり僕は中学三年間で一人も友だちができなかったことになる。

　いずれの場合も僕の努力でどうにかできる次元を超こえた事象であり、それらの経験を踏ふまえてようやく僕は自分が不運な人間であることに気づいた。

　もちろんそれ以外にも学校を楽しむための努力を色々した。委員会に入ってみたり、ボランティアに参加してみたり──。しかし、それらもすべて超ちよう常じよう的な力によって遮さえぎられ不発に終わり、結局僕は灰色の中学三年間を過ごした。

　そして──悟さとった。

　期待をするから失望する。

　希望を持つから絶望する。

　僕のような運のない人間、何をやっても上う手まくいかない人間は、多くを望まず、身みの丈たけに合った生活を心こころ掛がけることが肝かん要ようだ。

　だからきっと、高校の三年間もあらゆる期待を排はい斥せきして、現実的に過ごすのだろう。

　そういう生き方が一番疲つかれないし、何よりも一番、性しように合あっている。




　──そう、思っていたある日のこと。




　高校入学という一大イベントをそつなくこなし、何とかクラスにもほどほどに馴な染じめ、一人だけ友人も獲かく得とくすることができた僕は、完全なモノトーンだった中学時代と比ひ較かくしたら信じられないほどに恵めぐまれた環かん境きようを手にすることができてとても満足していた。

　だがもちろん安心はできない。きっといつか高校入学からのすべての幸運をひっくり返すような特大の不運に見み舞まわれるに違ちがいないのだ。だから僕は、多くを望まず、失っても傷つかない、そんな仏様の如ごとき精神で日々を過ごしていた。

　そして皆みなが浮うき足あし立だっていた四月を無事やり過ごし、ようやく周囲も落ちつき始めてきたゴールデンウィーク明け。

　今日も今日とて、朝から家中のすべての時計がきっちり十分遅おくれるという天文学的確率の不幸に遭そう遇ぐうし、家族から総スカンを食らいながら遅ち刻こくしないよう足早に家を出た僕は、通学路の途と中ちゆうで、ある少女と接せつ触しよくした。

　接せつ触しよくした、というのはコンタクトを取った、という比ひ喩ゆ的な表現ではなく、単純に、物理的にぶつかったという意味である。

　学園へ向かう道の、見通しの悪い十字路で、「遅ち刻こく遅ち刻こくー！」という素すっ頓とん狂きような声が聞こえてきたと思った次の瞬しゆん間かん、僕の身体からだは右方向からの強い衝しよう撃げきを受けた。

　不意打ちだったこともあり、僕は為なす術すべもなく吹ふっ飛とばされる。ぼんやりしていたこともあり、最初は何が起こったのかもわからなかった。

　しかし、固いアスファルトの地面に身体からだを打ちつけた痛みで、ようやく、誰だれかがぶつかってきたのだという事実に思い至る。

　このような見通しの悪い道で、安全確かく認にんを怠おこたって飛び出してくるなど言語道断である。苛いら立だちを隠かくすこともせず、僕は相手方を睨にらみつける。

　そしてそこで──思考停止する。

　それは──。

　相手が目の覚めるような黒くろ髪かみの美少女であったからでも、道路に尻しりもちをついた少女の白くて艶なまめかしい太ももに目を奪うばわれたからでも、ない。

　何な故ぜならば、ぶつかってきた少女が、あろうことか──口に食パンを咥えていたからに他ならない。

　カルチャーショックだった。

　まさかこの現実に、二十一世紀に、そんな漫まん画がみたいなことをする人間が実在していたという事実に、僕はどうしようもなく打ちのめされた。

「いたた……」と咥くわえていたパンを左手に持ち、次いで僕の視線に気づくと、「はわわ！」と慌あわててスカートの乱れを直した。

　はわわて。

　昭和か。
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　呆あきれる僕を、少女は赤面した顔で恨うらめしそうに見つめる。

「……見ました？」

　主語がないために今ひとつ不明瞭だったが、おそらく状じよう況きよう的に考えてスカートの中身について言げん及きゆうしているのだろう。

「いや……見てない」

　正直に答える。天てん地ち神しん明めいに誓ちかって見ていない。というか、なんで見てないんだ僕。数秒まえの迂う闊かつな自分を怒ど鳴なりつけてやりたい衝しよう動どうに駆かられる。

　後こう悔かいする僕をよそに、少女は軽かろやかに立ち上がると、右手をこちらに差し出してくる。

「ごめんなさい、前方不注意でした。お怪け我がはありませんか？」

「いや……大だい丈じよう夫ぶだ」

　少女の手を支えにして僕も立ち上がる。そこで──握あく手しゆをしたまま、少女はぴたりと静止する。まるで鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったように、まん丸の目でこちらをじっと見つめている。

　驚おどろいたように。喜んだように。

「……何？」不ふ審しんに思い声を掛かける。

「あ、いえ、すみません！」慌あわてたように少女はパッと手を離はなす。「何か、夢の中で会ったことありませんか？」

「いや、おまえテンプレ擦こすりすぎだろ！」

　やべー奴やつだった。今日きよう日び、食パン咥くわえて遅ち刻こくダッシュしてる時点でそんな気はしてたけどね！

　というか、テンプレートとはいえここまで擦こすられると逆にホラーだわ！

　正直、いくら美人でも、電波系の方とはあまり親しくなりたくない。何と言い訳をしてこの場を立ち去ろうかと真しん剣けんに考え始めたところで、突とつ然ぜん少女が「あー！」と声を上げた。思わずビクリとしてしまう。いや、マジで怖こわいわ……。

　ドン引きする僕を置いて、少女はぶつかった拍ひよう子しに取り落としてしまった自分の鞄かばんを慌あわてた様子で拾い上げた。

「ごめんなさい！　私、急いでて！　機会があったらまた会いましょう！」

　一方的にそう告げると、再びパンを咥くわえて「遅ち刻こく遅ち刻こくー！」と走り去って行ってしまった。

「……何だったんだ今の」

　思わず呟つぶやく。まるで台風のような少女だった。それもとびきり悪質な──。

　東しの雲のめ学園の制服を着ていたので、おそらくは同じ高校の生徒なのだろうが……。入学して一ヶ月が経たつが、あんな変な美人は見たことがなかった。あれだけ目立つ人間なのだから、噂うわさくらいは耳にしても良さそうなものだが……。

「まさか転校生だったりしてな……ははっ、そんなわけないか」

　そんな一昔まえのライトノベルみたいなことがこの現実で起こるわけない。いくらなんでもそこまでテンプレを踏とう襲しゆうしたら、それはもうテンプレの皮を被かぶった何らかの陰いん謀ぼうだろう。

　自分の思いつきを笑い飛ばし、僕は学園へ向かって再び歩き始めた。




　だが、この衝しよう撃げき的な出会いは、本当にただの序章に過ぎなかった。

　──天あま津つ風かぜ撫なで子しこ。

　それが、このときからおよそ十分後に明らかになる、少女の名前である。

　この天あま津つ風かぜとの出会いにより、僕の安定志向で、身みの丈たけに合った穏おだやかな高校生活は、無残にも終わりを告げる。

　何な故ぜそんなことになってしまったのか。後から考えてみれば、いくつか原因は思い当たるが……突つき詰つめれば、ある一つの事実に集約される。




　誤解を恐おそれずに言うのであれば。

　天あま津つ風かぜ撫なで子しこという少女は──とびきりの青春バカ野や郎ろうだった。




　　　　２




　何とか予よ鈴れいギリギリで、四階の教室まで辿たどり着ついた。

　すんでのところで間に合ったと、胸をなで下ろしたのも束つかの間ま、戸を開けた先に厄やつ介かいなのが立っていた。

「もう！　遅ち刻こくだよ、湊みなとくん！」

「……おはよう、委員長」

　僕を待ち受けていたのは、クラス委員長の加か賀が美み美み玖くだった。

　軽く挨あい拶さつをして、その脇わきを抜ぬけて席へ向かおうとするが、それはさせまいとブレザの裾すそを後ろからむんずと摑つかまれる。さすがにその手を振ふりほどくわけにもいかず、足を止めて振ふり向むく。どんぐりを詰つめ込んだリスのように頰ほおを膨ふくらませて、小さな少女が圧あつ倒とう的てき上うわ目め遣づかいで睨にらみつけてきていた。まるで幼女に非難されているようで罪悪感がハンパない。

「……ごめんて、委員長。そんなに怒おこるなよ」

「湊みなとくん、三日連続で遅ち刻こくだよ！」加か賀が美みはこちらの気も知らないで、ぷりぷりと怒おこっている。「規則を守らないのは非行の始まりなんだよ！　ほら、シャツもちゃんと仕し舞まって！」

　言いながら、こちらの許可も取らずに、加か賀が美みは、僕のはみ出たシャツをズボンのウェストに押し込んでくる。

「衣服の乱れは心の乱れなんだよ！　湊みなとくんがグレちゃったらどうするの！」

「委員長、たまにおばあちゃんみたいなこと言うよね」

「きみ、ホントに反省してるの!?」

　顔を真っ赤にして加か賀が美みは詰つめ寄よってくる。さすがに不真面目が過ぎたと反省する。

「いや、ホントごめんて。実は今日はやむにやまれぬ事情があってな……事情というか事故というか」

「えっ、湊みなとくん事故に遭あったの!?　大だい丈じよう夫ぶ、怪け我がはしてない!?」

　先ほどまで激げき怒どしていたはずなのに、急にぱたりと表情を変えて、心配そうに見上げてくる。僕は思わず苦く笑しようする。

　加か賀が美み美み玖く──私立東しの雲のめ学園一年Ｄ組のクラス委員長だ。委員長といえば、黒くろ髪かみロングか三つ編み眼鏡の印象が強いが、加か賀が美みはそれに当てはまらない第三の委員長だ。

　特とく徴ちようはとにかく小さい。小学生と見み紛まがうくらい小さい。柔やわらかそうな栗くり色いろの猫ねこっ毛けも相まって本当にそういう新種の小動物のような気もしてくる。だが実際には、見た目に反して妙みように世話焼きであり、僕のような出来の悪い人間にも気を配ってくれるありがた迷めい惑わくな変わり者だ。

　付いたあだ名が『ママ委員長』。全校のオギャリストたち憧あこがれの存在である。

「大だい丈じよう夫ぶ、怪け我がはないよ。ちょっと人とぶつかっただけだから……。なんで、今日のところは勘かん弁べんしてくれ。明日からはちゃんと来るから」

「もう……仕方ないなあ。信じてるからね。明日も遅ち刻こくしてきたら、次から朝、お迎むかえに行くからね」

「いや、僕に構い過ぎだろ。委員長、もしかして僕のこと好きなのか？　だったら申し訳ないけど、幼女はちょっと倫りん理り的に……」

「同い年だけどね!?　何なら私、四月二日生まれだからクラスで一番お姉さんだよ！」

「ひょっとして、昔僕みたいな亀かめを助けたあと、逆玉手箱でも開けた？」

「何その斬ざん新しんな竜りゆう宮ぐう城じよう土産みやげ!?　時の権力者が全力で求めて戦争始める類たぐいのお土産みやげだよ！」

「朝から元気だなあ。何か良いいことでもあったのか？」

「さっきからずっときみを𠮟しかってるんだけどね!?」

　そういえばそうだった。会話が楽しすぎて忘れていた。

「とにかく！」

　加か賀が美みは人差し指を僕に突つきつける。

「明日から遅ち刻こくしちゃダメなんだからね！」

　それだけ言うと彼女は肩かたを怒いからせて自分の席へ戻もどっていった。少しからかいすぎてしまったかもしれない、と反省する。面めん倒どう見の良いい加か賀が美みはどんな雑なボケにもバリエーション豊かな突つっ込みを返してくれるから、つい甘えてしまう。さすがはママ委員長だ。

　半なかば日常の一部と化している加か賀が美みとの掛かけ合あいを終えたところで、僕も席へ着く。するとすぐに後ろから肩かたを叩たたかれる。

「やあ、おはよう、琥こ太た郎ろうくん。朝から賑にぎやかだね」

　無視するわけにもいかず、僕は振ふり返かえる。そこには朝に相応ふさわしい爽さわやかな笑えみを向けてくる友人、八や重え樫がしがいた。僕は渋じゆう面めんを浮うかべて答える。

「できれば僕は静かに悪目立ちせず、心穏おだやかに過ごしたいんだけどな」

「また覇は気きのないことを言って。琥こ太た郎ろうくんは若いんだから、もっと元気よくしなきゃ」

「おまえも大たい概がい若い男のわりには落ち着いてる気がするけどね」

「じゃあ、二人で校舎の窓でも割って回ろうか」

「いや、世界観おかしいだろ!?」

　今どきそんなことしたら停学どころじゃなくて、ネットに動画上げられて社会的に死ぬわ。

　八や重え樫がしは、冗じよう談だんだよ、と嫌いや味みなくまた爽さわやかに笑った。

　八や重え樫がし楓かえで──クラス一のハンサムイケメンだ。中性的な顔立ちで、小柄なこともあり一見すると美少女にしか見えないがれっきとした男である。入学から先、席が近いというだけの理由で友人になったが、孤こ立りつしがちな僕に何かにつけちょっかいを掛かけてくる良いい奴やつだ。イケメンであるにもかかわらず性格まで良く、そのため、女子からの人気も高い。正直、爪つめの垢あかでも煎せんじて飲ませてほしいレベル。

　中学時代には、神に願っても決してこんな冗じよう談だんを言い合える友だちには出会えなかったので、正直八や重え樫がしには友だちになってくれたことにとても感謝している。もちろん、同時にいつ失っても大だい丈じよう夫ぶなよう、心の準備は常に整えてあるのだけれども。

「それにしても、事故に遭ったという話が聞こえたけど、本当に大だい丈じよう夫ぶかい？」

　窺うかがうように上うわ目め遣づかいを向けてくる。こいつが女子だったら変な誤解をしてしまいそうな仕草で少し落ち着かない。

「ちょっとな……変な奴やつにぶつかっただけだから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「変な奴やつ？」

「うん、なんか食パン咥くわえて走ってきた変な女だった」

「あはは、それは変だね。まさか『遅ち刻こく遅ち刻こく』って言ってたのかい？」

　冗じよう談だんめかして笑う八や重え樫がしに、僕は真顔で答える。

「それが言ってたんだよ……ビビったわ」

「ははっ、確かにそこまでくると逆にもうホラーかもね」

　他ひ人と事ごとのようにまた八や重え樫がしは笑った。

「でも、大体その手の話だと、相手は美女と相場が決まってるけど、きみの実体験ではどうだったんだい？」

　僕はあのときの光景を思い返す。

　転んで尻しりもちをついた少女の華きや奢しやな肢し体たい。ほつれ一つなく綺麗に梳すかれた長く艶やかな黒くろ髪かみ。小作りで整った造形の顔に、印象的な星ほし屑くずを散らしたようにキラキラと輝かがやいていた漆しつ黒こくの双そう眸ぼう。日焼けなどしたこともなさそうな、青白い太もも。

　深窓の令れい嬢じよう、とでも言うのだろうか。日当たりの良いい白い家のバルコニィで、白い日ひ傘がさを差しながら洋書でも読んでいればさぞや絵になる逸いつ材ざいに違ちがいない。残念ながら僕が見たのは、食パン遅ち刻こくダッシュ状態なのだが。

「……とんでもない美人だった」

　正直に答えると、八や重え樫がしは目を丸くする。

「へえ、そんなこともあるんだね。『食パンを咥くわえて走る美少女』なんて〈マンデラ効果〉だとばかり思っていたけれど」

「マンデラ？」

「事実ではないものを大勢の人が誤ご認にんしている、ある種のオカルトさ。『食パンを咥くわえて走る美少女』というのは、少女漫まん画がの定番として一九九〇年にはもう所いわ謂ゆるあるあるネタとして定着していたらしい。だが、それ以前の創作物を具つぶさに調べてみると、どうにも『食パンを咥くわえて走る美少女』が登場する作品はほぼ皆かい無むだったらしい。にもかかわらず、大勢の人間が、それが定番だ、と認にん識しきしていた。何な故ぜだかわかるかい？」

「さあね」

「一説によると、並へい行こう世界の記き憶おくが混在しているという」

「並へい行こう世界……？」

「パラレルワールドとも言うね。つまり、別の世界線ではそれがまさしく『正しい』記き憶おくなのさ。だが、この世界では明らかな間ま違ちがいだ。本来では決して交わらないはずの二つの世界線がどういうわけか互たがいに干かん渉しようし合って、記き憶おくの混在が発生しているという主張だね」

「──オカルトの講こう釈しやくなら余よ所そでやってくれよ」

　僕はぞんざいに手を振ふる。下らなすぎてあくびが出る。

「おや、こういう話は嫌きらいかい？　男の子はみんなこういう浪漫ろまん溢あふれる話が好きなのだと思っていたよ。某ぼう国民的電気ネズミの尻しつ尾ぽの先は黒いと思っていないかい？　Ｃ‐３ＰＯは本当に全身が金色だったかな？」

「──止よしてくれ」

　うっかり明確な拒きよ絶ぜつを見せる。八や重え樫がしがぴたりと口を噤つぐんだので、慌あわてて言い繕つくろう。

「ああ、いや、悪い。別に何が何でも嫌いやだ、ってわけじゃなくてさ。実は親おや父じが、その手のオカルトに傾けい倒とうしててさ。子どもの頃ころから色々聞かされてうんざりなんだ。今の時代、科学で説明できないことなんて、ほとんどないってのにな」

　そう言うと八や重え樫がしは、どこか寂さびしそうに笑った。

「──そう、か。いや、そういった事情があるなら仕方ないよ。今後僕も気をつけよう」

　しおらしそうに俯うつむく。そうしていると本当に美少女が落ち込んでいるように見えて、変な気持ちになってくる。妙みような空気になりつつあったので、僕は努めて明るく笑い飛ばす。

「まあ、食パンダッシュ娘むすめには、どうせもう会うこともないだろうからな。これでまさか、奴やつがこのクラスに転入してきたりしたら、そのときは僕も覚かく悟ごを決めて──」

「おーし、仔こ猫ねこども、席に着け！」

　そこまで言いかけたところで、クラス担任の村むら雨さめが教室に入ってきた。会話を中断し、声のほうに向き直る。ジャージに片手竹刀しないというふざけた様相のこの女教師は、教きよう卓たくの前に立ち、教室内を見回すと満足そうに頷うなずく。

「今日も欠席ゼロと。実に清すが々すがしい気分だ。委員長、号令」

「はい。起立──」

　ママ委員長こと加か賀が美みの号令で挨あい拶さつを終える。乱雑な言こと葉ば遣づかいと粗そ暴ぼうな振ふる舞まいから、男の寄りつかない二十八歳の女教師は、全員の着席を見届けて、口くちの端はしをニィと吊つり上あげて笑う。

「突とつ然ぜんだが、今日はみんなに転入生を紹しよう介かいしたいと思う。家庭の事情でこんな中ちゆう途と半はん端ぱな時期になってしまったが、仲良くしてやってくれ」

　────は？

　僕、目が点。急展開に思考がついていかない。とてつもなく嫌いやな予感がする。

「じゃあ、さっそく入ってきてくれ」

　村むら雨さめの言葉を合図に、前方廊ろう下か側の戸がスライドして開く。

「──失礼します」

　鈴すずを転がしたような澄すんだ美声が響ひびき渡わたる。

　転入生という言葉でざわついていた教室が一いつ瞬しゆんで水を打ったように静まり返る。

　転入生は、クラス中の視線を一身に集めながらも、特に緊きん張ちようした様子を見せることなく、ゆったりとした足取りで教きよう卓たくの前まで進んでいく。思わず数名がため息を漏もらしたほど、優ゆう雅がで落ち着いた所作だった。

　背中に流れる長く美しい黒くろ髪かみ。日焼けを知らぬ白い肌はだ。細身で伸のびやかな肢し体たい。何よりも、星ほし屑くずを散らしたようにきらきらと輝かがやく漆しつ黒こくの双そう眸ぼうが印象的な──美少女。

「──はじめまして」

　教きよう卓たくの前に辿たどり着ついた転入生は、涼すずやかなよく通る声で告げる。

「転入生の、天あま津つ風かぜ撫なで子しこといいます。空の『天』に、津つ々つ浦うら々うらの『津つ』に、ウィンドの『風』で、天あま津つ風かぜ。それから、手でさするの『撫』に子どもの『子』で、撫なで子しこです。よろしくお願いします。今日から一いつ緒しよに青春してくれると嬉うれしいです」

　ぺこりと頭を下げる。次の瞬しゆん間かん──主に男子を中心として、教室に狂きよう騒そうの嵐あらしが巻き起こる。

「おう、うるさいぞ、野や郎ろうども」

　面めん倒どうくさそうに、村むら雨さめは竹刀しないで軽く床ゆかを叩たたく。

「そんな元気いっぱいの野や郎ろうどもに朗報だ。これから天あま津つ風かぜの机を教室まで運ばなきゃならん。誰だれか手伝え」

　聞くや否いなや、血気盛さかんな男子たちの咆ほう吼こうが木こ霊だまする。我こそはと全身であり余る力をアピールしながら挙手をするクラスのほとんどの男子たち。さすがの天あま津つ風かぜも目を丸くしている。

「うるさいなあ……」村むら雨さめは片耳に人差し指を突つっ込んで顔をしかめる。「天あま津つ風かぜ、適当に見み繕つくろって騒さわぎを止めてくれ」

「そ、そんなこと言われても……」困ったように天あま津つ風かぜは教室内を見回す。

　と──そこで、目が合ってしまった。まずい、と思った瞬しゆん間かん視線を逸そらすが、遅おそかった。

「あー！　あなたは今朝の！」

　天あま津つ風かぜが叫さけんで僕を指さす。クラス中の視線が今度は僕に集まるが、僕は気づかない振ふり、他人の振ふりを貫つらぬく。

「あなたですよ、そこの窓まど際ぎわの！　私の『初めて』を奪うばった！」

「不ふ穏おん当とうなこと言うなよ！　ぶつかっただけだろうが！」

　さすがに無視を決め込めなかった。殺意に近い男子の視線と、軽けい蔑べつするような女子の視線が一身に集まる中、村むら雨さめは他ひ人と事ごとのように言った。

「じゃあ、湊みなと！　知り合いみたいだし、ちょっと倉庫から机と椅い子すを一セット運んでくるように。せっかくだし席も隣となりにしてやろう。色々天あま津つ風かぜに教えてあげるように」

　拒きよ否ひ権はないようだ。僕は針のむしろのような教室から、逃にげるように倉庫へ向かった。

　どうやら、ようやくこれまでの幸運を打ち消す不幸が徒党を組んで襲おそい掛かかってきたらしい。変なヤツに目を付けられるというのは、いつだって、僕の不幸の始まりだったから。

　今朝からの一連の出来事は、ただの偶ぐう然ぜんという言葉では処理しきれない超ちよう常じよう的な力が働いているような気がする。そんな理り不ふ尽じんな因果的引力に身を任せたらますますドツボに嵌はまって行きそうで、僕は見通しの利きかない数時間先の未来に、薄うすら寒さむいものを感じるのだった。
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「あの……ご迷めい惑わくをお掛かけしてしまったみたいで本当にすみませんでした……」

　倉庫まで付いてきた天あま津つ風かぜは、道すがら申し訳なさそうに言った。

「いいよ、別にもう」怒おこっているわけではなかったので正直に応じる。

「あの」

「なに？」

「お名前、教えてください」

「ああ……」そこでようやく名乗ってもいなかったことを思い出す。「湊みなと琥こ太た郎ろう」

「湊みなとさん」

「なに？」

「いえ、呼んでみただけです」

　とても嬉うれしそうに、天あま津つ風かぜは花のようにふわっと笑った。やはり変わり者だ。

「こういうの、憧あこがれていたんです」

「こういうのって？」

「男の子と、普ふ通つうにお友だちになることに」

「…………」

　こいつ、ひょっとしてマジの箱入りお嬢じよう様さまなのか。普ふ通つう、名前を知っているだけの相手を友だちとは言わない。何だか近い将来、悪い男に引ひっ掛かかりそうだ。

「……もしかして、共学初めてか？」

「いえ、そういうわけではないのですが……」天あま津つ風かぜは言いにくそうに言葉を濁にごす。「……実は、小さい頃ころから身体からだが弱くて、学校にほとんど行ったことがないんです。でも、大だい丈じよう夫ぶです！　もうすっかり元気になりましたから！」

　元気アピールのためか肩かたの高さまで挙げた両りよう腕うでを直角に曲げた。残念ながら二にの腕うでは真っ平らだった。というか、その分制服の胸むな元もとが張り、胸の大きさが強調されて落ち着かない。

　しかし、そうか……生活空間に同年代の男がいない環かん境きようにいたのであれば、この無防備さも納なつ得とくだ。あとで委員長に色々教えてもらう必要がありそうだ。

　でも、最初はトリッキィな変人かとも思ったが、こうして話すと落ち着いた思し慮りよ深ぶかそうな普ふ通つうの女の子に見える。もしかしたら、朝のアレも何らかの事情があったのかもしれない。

「一つ聞いていいか？」

「何ですか？」

「朝、パン咥くわえて走ってたけど……あれ、何？」

「あ、あれはですね……」急に恥はずかしそうに天あま津つ風かぜは頰ほおを赤らめる。「その、初めてちゃんと学校に通えると思ったらものすごく嬉うれしくなってしまって……それでずっと夢だったことを試ためしてみたんです」

「夢？　何が？」

「だから、食パンを咥くわえて走ることです」

　恥はずかしそうに、しかしそれでも確固とした意志を示す天あま津つ風かぜ。言っていることは理解できるが、言っている意味はまったくわからない。

「食パンを咥くわえて走るのが……夢だったのか？」

「そうです！」胸むな元もとに両拳こぶしを固めて天あま津つ風かぜは力説する。「だって、漫まん画がやラノベだと食パンを咥くわえて登校したら、素す敵てきな男の子とぶつかって、そこから青春が始まるじゃないですか！　私、入院生活が長かったので、そういう青春にすごく憧あこがれていて！」

「──ああ、なるほど」

　それであの奇き行こうに走ったというわけか。納なつ得とくはできないが理解はできた。

　ようするにこの少女は、少し天然で世間知らずな、普ふ通つうの女の子なわけだ。電波系のやべー奴やつを想像していただけに安心する。今になって思えば、食パンダッシュくらい、奇き行こうとはいえまだ常識の範はん疇ちゆうと言えよう。少なくとも僕が今まで経験してきた数々の超ちよう常じよう的な不運からすれば、全然普ふ通つうレベルの行動だ。

　青春というものに対して過か剰じような期待を抱いだいている点は如何いかがなものかと思うが、そこはまあ、信しん仰こうの自由だ。僕とは本質的に相あい容いれないけれど、天あま津つ風かぜくらいの美人ならばきっと、楽しい青春を送れることだろう。

　僕のような不運な人間と関わらなければ、という条件付きだけど。

「……なんか、ごめんな」

「何がですか？」きょとんとして天あま津つ風かぜは目を丸くする。

「いや、ぶつかったのが僕でさ」

　もしも、ぶつかったのが僕ではなく八や重え樫がしのような性格の良いい爽さわやかイケメンであったなら、きっとそこから、天あま津つ風かぜの明るく楽しい青春が幕を開けたことだろう。

　出鼻を挫くじく形になってしまい、正直申し訳なく思う。

　しかし──。

「何を謝っているのかよくわかりませんけど、私、ぶつかったのが湊みなとさんで……すごく嬉うれしかったです」

　天あま津つ風かぜはもじもじと身体からだを捩よじりながら、顔を赤らめる。

「あのとき、本当に憧あこがれていた漫まん画がみたいで……すごくドキドキしました。やっぱり、神様っているんですね。素す敵てきな男の子と出会わせてくれて──感謝しないといけません。これが運命の出会いというものなのでしょうか」

　…………ん？

　何やら想定とは異なる方向に話が進んでいるような──。

「素す敵てきな男の子って……誰だれが？」

「湊みなとさんです」

「……僕が？」

「はい。湊みなとさん、優やさしくて、親切で……格好良いです」

　言いにくそうに、恥はずかしそうに。

　照れながらも、天あま津つ風かぜははっきりとそう言った。

　そこでようやく彼女の根本的な過あやまちに気づく。

　これあれだ！　生まれたばかりの雛ひなが、初めて見たものを親だと認にん識しきする刷り込みインプリンテイング的なやつだ！　青春に憧あこがれすぎて、ただぶつかっただけの凡ぼん夫ぷを、過度な期待フィルターに掛かけて見ちゃってるんだ！

　しかも、よりによってその相手が僕なんて、不幸以外の何ものでもないぞ！

「落ち着け、天あま津つ風かぜ。おまえは重大な勘かん違ちがいをしている。僕はおまえが思っているような人間じゃない。目を覚ませ。おまえには、一いつ緒しよに青春を送るに相応ふさわしい相手が他にいるはずだ」

　僕の必死の説得を、天あま津つ風かぜはまたきょとんとした顔で聞いていたが、不意に瞳ひとみを潤うるませて上うわ目め遣づかいを向けてくる。

「あ……あの……もしかして、ご迷めい惑わくでしたか……？」

「い、いや、そういうわけじゃ……」

　さすがに狼狽うろたえる。そんなおやつを取り上げられた仔こ犬いぬみたいな目で見ないでほしい。

「では……私のことが、嫌きらい、とか……？」

「だから、そういうことじゃなくてな……うーん、どう言えばいいのかな……」

　どうにか説得を試みるが、上う手まく天あま津つ風かぜの誤解を解く言葉が見つからない。というか、そもそも他人の認にん識しきを改めるというのはとても難しい。ならば、一いつ旦たん彼女のやりたいようにやらせてしまえば、いずれ自身の致ち命めい的な過あやまちにも気づくのではないだろうか。荒あら療りよう治じにはなってしまうが……それもまた青春の一ページということで我が慢まんしてもらうしかない。

「……わかったから泣くな。いいよ、僕が悪かった。僕が言ったことは全部忘れてくれ」

「ええと……どなたでしたっけ？」

「そこまで忘れることないだろう！」

　慌あわてて突つっ込むと、天あま津つ風かぜはようやく涙なみだを指で軽く拭ぬぐって笑った。

「良かったです、琥こ太た郎ろうさんに嫌きらわれてしまったのかと思いました」

「…………」

　名前、と指し摘てきしようとも思ったが、好きにやらせると決めた以上、黙だまっている。ただ、女子に名前で呼ばれるというのは、何となくむず痒がゆい。

　それから、天あま津つ風かぜは僕の前に後ろ手を組んで立たち塞ふさがり、嬉うれしそうにはにかんだ。

「では──琥こ太た郎ろうさん。これから、よろしくお願いします。私と一いつ緒しよに、たくさん青春しましょうね！」
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　天あま津つ風かぜの机と椅い子すを倉庫から教室まで運び、ようやく一ひと段だん落らく付ついていつもどおりの日常へ戻もどるものだとばかり思っていたが、そうは問屋が卸おろさなかった。

　転入生の洗礼として、休み時間の度たびに天あま津つ風かぜの周りには人だかりができ、彼女を質問攻ぜめにするのだが、その度たび、何かにつけ僕に話を振ふってくるものだから、何ともやりにくい。

「好きな食べ物ですか？　うーん、アボカドですかね。あ、琥こ太た郎ろうさんは何が好きです？」

　とか。

「休日の過ごし方ですか？　大体、おうちで本読んでますね。琥こ太た郎ろうさんは何してます？」

　とか。

　いやマジで、一々僕に絡からんでくるなよ。クラスのやつらが、知りたくもないだろうに僕の個人情報を勝手に取得させられて気の毒だよ。

　いたたまれない気持ちのまま午前の授業が終わったと思ったら、間かん髪はつを容いれず、

「琥こ太た郎ろうさん琥こ太た郎ろうさん！　お昼一いつ緒しよに食べましょう！」

　などと言い出したものだから、さすがに見かねた加か賀が美みが助け船を出してくれた。

「はーい、湊みなとくんだけで天あま津つ風かぜさん占せん有ゆうしちゃダメですよー。天あま津つ風かぜさん、お昼は私たちと食べましょうねー」

「あ、では、琥こ太た郎ろうさんも一いつ緒しよに、」

「湊みなとくんはみんなのヘイトがこれ以上集まらないうちに、余よ所そで食べてきてねー」

　一見言葉は厳しいが、加か賀が美みは小さくウィンクをする。どうやら僕の窮きゆう状じようを察してくれたのだろう。さすが委員長ママ、頼たより甲が斐いがありすぎる。

「……すまん、委員長。助かる」

「いいよ、その代わり貸し一つだからね、湊みなとくん」

　散歩の途と中ちゆうで飼い主と離はなればなれになってしまった仔こ犬いぬのような、天あま津つ風かぜの切なげな視線を振ふり切きり、そそくさと教室を後にする。

　ようやく真の自由を手に入れられた。天あま津つ風かぜの手放しの好意は素す直なおに嬉うれしいが、何というか純じゆん粋すいな箱はこ入いり娘むすめを誑たぶらかしているようで少し後ろめたい。早く目を覚まして幻げん滅めつしてくれるといいんだけど……。

　そんなことを考えながら一人廊ろう下かを歩いていたら、突とつ然ぜん、後ろから視界を奪うばわれた。

「だーれだ」

　あまりのことに驚おどろいて一いつ瞬しゆん立たち竦すくむが、すぐに声の主に気づく。背中に当たるふくよかな二つの感かん触しよくを惜おしみながら、目を覆おおっている両手を外して答える。

「──那な珂か川がわさん、どうも」

　平静を装よそおって振ふり返かえる。そこには想定どおり、極ごく上じようの美女が立っていた。

「やほー、コタくん。元気してた？」

　二年生の那な珂か川がわきららさんは、満面の笑えみを浮うかべて両手を振ふる。

「昨日も会ったじゃないですか」

「コタくん相変わらずクール！　好きな子には毎日会いたいでしょ」

「……あんま冗じよう談だんでもそういうことむやみやたらと男に言わないほうがいいですよ。変な誤解をされます」

「コタくんがその気になってくれるなら、誤解でもいいなー。それに、誰だれにでも言ってるわけじゃないよ？　コタくんにだけだよ？」

　良いい匂においがしそうな長い髪かみを指先でくるくると回しながら、コケティッシュな流し目を向けてくる。目元の泣きぼくろが大変セクシィであらせられる。それから男を惑まどわす魔ま性しようの上級生は、周囲の目も憚はばからず、僕の腕うでに絡からみついてくる。

「ごはんまだでしょう？　一いつ緒しよに食べよ？」

　大きな胸を惜おしげもなく二にの腕うでに押しつけられ、一いつ瞬しゆん理性が飛びかけるが、鋼鉄の自制心で気を確かに持つ。勘かん違ちがいをしてはいけない。僕はただからかわれているだけなのだから──。

「せっかくのお誘さそいですが、遠えん慮りよしておきます」

「えー！　どうして？」

「那な珂か川がわさんのファンに校舎裏でボコられたくないからです」

　これは本音。那な珂か川がわさんは、いわゆる学園のアイドル的存在で、ファンクラブまであるすごいお方なのだ。にもかかわらず、一年の、それも木こっ端ぱに等しい僕なんかにこうして頻ひん繁ぱんにちょっかいを掛かけてくる。そのせいで、何な故ぜか先せん輩ぱい方がたからの僕の評判がすこぶる悪いという噂うわさを耳にして以来、いつ闇やみ討うちされるのかと日々怯おびえている次し第だいだ。

「じゃあ、私からみんなに伝えておこうか？　実は私たち付き合ってますって」

「火に油を注いでいくスタイル！」

　マジで不幸の手紙とかそういうレベルじゃない実害を被こうむるから止めてほしい。実は彼女は転入生で、まだこの東しの雲のめ学園に二ヶ月強しか在ざい籍せきしていないにもかかわらず、この圧あつ倒とう的てき影えい響きよう力。普ふ通つうに廊ろう下かで話しているだけで、今も四方から殺意を感じるのだから大したものだ。

「とにかく僕は一人で食べるので、那な珂か川がわさんも仲の良いいお友だちと食べてください」

「むー、つれないなあ。まあ、そこが可か愛わいいんだけどね！」

　自分の唇くちびるに触ふれた人差し指を、僕の唇くちびるに押しつけて那な珂か川がわさんは距きよ離りを取る。

　間接キッス。やべえ……今の死ぬほどドキドキしたわ……。

「今日のところはこれで許してあげよう。そういえば、コタくんのクラスにすごい美人の転入生が来たんだってね」

「……話が早いですね」

「元祖すごい美人の転入生として気になっちゃってね。で、その子と私、どっちが可か愛わいい？」

　試ためすような、上うわ目め遣づかいを向けてくる。なんと答えるのが正解なのか──と考えて、結局はぐらかす。

「そうですね、那な珂か川がわさんを女め豹ひようとしたら、その子は仔こ犬いぬという感じですか。つまり、単純な比ひ較かくのできない難しい問題です」

「ふうん」

　那な珂か川がわさんは、意味深な顔でジッとこちらを見つめてくるが、すぐに完かん璧ぺきな角度で小首を傾かしげて微ほほ笑えんだ。

「良かったら、今度私にも紹しよう介かいしてね。何だか、とても仲良くなれそうな気がするから」

「そうですね、いずれ必ず」

　天あま津つ風かぜと那な珂か川がわさんのツーショットは是ぜ非ひ見てみたい。きっととてつもなく目の保養になるだろう。日本眼科学会は刮かつ目もくして待つべし。

　そして那な珂か川がわさんは、可か愛わいらしく手を振ふりながら去って行った。

　ようやく解放されてホッとする。あんな綺き麗れいで人気者の先せん輩ぱいに目を付けられて、挙げ句の果てに毎日人目も憚はばからず弄いじられるというのは、悪目立ちしないことを信条としている僕としては、正直不幸というほかない。本音を言うともちろん嬉うれしいけど、それ以上にデメリットがでかすぎる。マジで闇やみ討うちされてもおかしくないくらいには美お味いしい思いをしているゆえ……。

　それにそもそも何な故ぜ、僕なんかを構いたがるのか謎なぞで、ある意味不気味ですらある。まさか本当に好意を持ってくれているなどと考えるほど、僕も脳天気ではない。

　ようするに、那な珂か川がわさんの存在自体が、僕にとっての不幸であり、悩なやみの種なのである。

　──まあ、今考えても詮せんないこと。

　まずは早さつ急きゆうに腹ごしらえをしなければ、午後の授業をやり過ごせない。

　一いつ旦たん面めん倒どうな思考をすべて放ほう棄きして──僕は、購こう買ばいへ足を向けた。
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「琥こ太た郎ろうさん琥こ太た郎ろうさん！　放課後ですよ！」

　一日の最後の授業がつつがなく終しゆう了りようし、ホームルームも無事に終わった瞬しゆん間かん、天あま津つ風かぜは飛びついてきた。もしも尻しつ尾ぽが付いていたら、きっと全力で左右にふりふりしていることだろう。ついでに犬耳も付けてみたい。きっと似合うと思う。──いや何の話だ。

「……何か放課後にやりたいことでもあるのか？」

「そうですね……！　もしよろしければ学園を案内してほしいです！」

　頰ほおを上気させ、胸の前で拳こぶしを握にぎる天あま津つ風かぜ。そんなきらきらの目で懇こん願がんされて断れるほど、僕も人間ができていないので、半ば諦あきらめ気味に、いいよ、と答える。

「へえ、楽しそうだなあ。よかったら僕も同行して良いかな、天あま津つ風かぜさん」

　後ろの席から爽さわやかなハスキィボイスが飛んでくる。すでに自己紹しよう介かいは済ませてあるようで、天あま津つ風かぜも笑え顔がおで応じる。

「是ぜ非ひお願いします。八や重え樫がしさんとも仲良くなりたいです」

　うーん。こうして端はたで見ていると画になる美男美女だな……。一いつ緒しよに居る僕がピエロに思えてくるほどに……。

「あ、じゃあ、私も一いつ緒しよしたーい」

　遠くの席から聞きつけたのか、加か賀が美みがててて、と小走りに寄ってくる。

「天あま津つ風かぜさん、私もいいかな？」

「もちろん！」

　満面の笑えみで、天あま津つ風かぜは、走り寄ってきた加か賀が美みを抱だき留とめる。

「美み玖くさん美み玖くさん」

「なあに？」

「いえ、呼んでみただけです」

「嬉うれしそうだねえ、天あま津つ風かぜさん。何か良いいことでもあった？」

「いえ、こういう萌もえ四コマみたいな女の子同士の触ふれ合あいに憧あこがれていて」

「も、萌もえ四……？　な、なあにそれ？」

「漫まん画がの殿でん堂どう・芳ほう文ぶん社しやです」

「な、何だかよくわからないけどわかったよ！」

　たぶん絶対わかってない。

　どうやら天あま津つ風かぜは、年とし頃ごろの女子高生にしてはサブカル系に詳くわしいようだ。小さい頃ころ、身体からだが弱かったと言っていたので、他人と関われない分、そう言った創作物で知識を得ていったのだろう。そしてその結果、多少一いつ般ぱん的とは言い難がたい常識を身につけてしまったようだが。

　それから四人で、学園中を歩き回る。

　超ちよう絶ぜつ美少女の天あま津つ風かぜと、学園一の爽さわやかイケメン八や重え樫がしと、学園のマスコット的存在で天性の愛されキャラの加か賀が美みという、とても人目を引く一団のためか、度たび々たび同級生だけでなく上級生からも声を掛かけられたが、その都度、八や重え樫がしや加か賀が美みが上う手まく対応してくれたので、何な故ぜかこの強キャラたちに同行している何の取とり柄えもないアルティメット凡ぼん夫ぷの僕に、必要以上のヘイトが集まることはなさそうだった。

「──ざっとこんなものかな」

　小一時間ほど学園中を練り歩いた頃ころ。第一校舎と第二校舎を結ぶ屋根付きの渡わたり廊ろう下かの途と中ちゆうで、加か賀が美みは足を止めた。

「どうかな、天あま津つ風かぜさん。何となくでも、設備は覚えられたかな？」

「はい、バッチリです」

　親指と人差し指で丸を作り、天あま津つ風かぜはドヤ顔を浮うかべる。

「素す敵てきなところですね。何というか、ザ・青春！　という感じです」

「あはは、天あま津つ風かぜさん、意外と熱血だね」加か賀が美みはにこにこしている。「これからどうしようか。部活でも見て回る？」

「あ、部活……！」

「ん？　もしかして見てみたい部活とかある？」

「はい！　実はずっと憧あこがれていた部活があって……！」

　そこで一いつ旦たん言葉を止めてから、天あま津つ風かぜは拳こぶしを固めて力強く言った。

「それはズバリ──謎なぞ部活です！」

「な、謎なぞ……？　なあに、それ？　クイズ研究会的な……？」加か賀が美みは困こん惑わくしている。

　すかさず八や重え樫がしがフォローする。

「謎なぞ部活っていうのはね、漫まん画がとかに出てくる『何をやるための部活なのかもわからない、ただ放課後集まって遊ぶだけの部活』のことだよ。『隣りん人じん部』とか『ＳＯＳ団』とか。基本的にはただ放課後集まって、遊んだりだべったりするだけの部活って感じかな」

「それ、部活の意味、ある……？」

　真面目な加か賀が美みはますます困こん惑わくする。というか、常識的な観点からすると加か賀が美みの感性が圧あつ倒とう的てきに正しいのだけれども。

「意味ならあります！」

　天あま津つ風かぜは声こわ高だかに主張する。

「謎なぞ部活とはつまり、青春の結けつ晶しようです！　思春期という曖あい昧まいなレールの上で、行き場のない情動を燻くすぶらせる若者たちの希望なのです！」

「……話を聞いていると、ますます理解が遠とお退のいていくんだけど」

　加か賀が美みは頭痛を堪こらえるようにこめかみを指で押さえながら僕に助けを求めてくる。そんな目をされても、僕には何もできない。天あま津つ風かぜ撫なで子しこという少女が、深窓の令れい嬢じよう然とした、ただの青春お化けであることを僕はもう知ってしまったから。

「ええと、天あま津つ風かぜさん。それは帰宅部になって、放課後どこかで集まって遊ぶのでは駄だ目めなのかな……？」

「それは違ちがいますよ、美み玖くさん！　あえて部活動というあたかも学園から強制されているようなスタイルを取ることで、無む為いに貴重な時間を浪ろう費ひしていることへの罪悪感を薄うすめるためにも部活動であるべきです！」

「めっちゃ力説してるけど、本質的には、怠たい惰だの言い訳だ!?」

「全力で無む駄だを満まん喫きつすることこそ、青春の本ほん懐かいなのです！」

　自信たっぷりに言い切られてしまったらどうしようもない。加か賀が美みも天あま津つ風かぜの勢いに押し負けてしまったらしく、納なつ得とくのいかない顔をしながらも、「そうかなあ……」と呟つぶやく。

「というわけで、琥こ太た郎ろうさん」

　パンと一度手を叩たたき、満面の笑えみで天あま津つ風かぜは僕に向き直る。

「青春を謳おう歌かするための部活、その名も『青春部』を立ち上げましょう」

　…………。

「あ、僕もやるんだ!?」

「もちろんです。琥こ太た郎ろうさんは副部長です」

「いや、役職とかマジでいらないんで……」

　びっくりしたわ。完全に天あま津つ風かぜたちの動向を見守るだけのモブキャラに成り下がってたら急に殴なぐられたわ。球場で暢気のんきに野球観戦してたらファールボールの直ちよく撃げき喰くらった気分だわ。

「というか、委員長、部活とかってそんな気軽に作れるものなのか？」

「うーん、できなくはないみたいだけど……」加か賀が美みは難しそうに腕うでを組む。

「申しん請せい期間は四月いっぱいだから、少なくとも今年度は無理だねえ。やるなら同好会かな？　人数集めて書類さえ出せば、公こう序じよ良りよう俗ぞくに反しない限り、大たい抵ていは許可されるはず。部室棟とうに部屋が余ってたら、部室くらいは貸してもらえると思うよ。同好会だと部費は出ないけど」

「人数って、最低何人？」

「えっと、五人かな」

「じゃあ、あと一人か」

「ちょっと待って、湊みなとくん！　今さらりと自然に私たちも頭あたま数かずに入れなかった!?」

「我ら三人、生まれた日は違ちがえども──」

「突とつ然ぜんの桃とう園えんの誓ちかいやめて！」

「こうなったら、毒を食らわば皿までだ。恨うらむなら、率そつ先せんして天あま津つ風かぜに関わった自分を恨うらむんだな！」

「あはは、琥こ太た郎ろうくんは強ごう引いんだなあ」この状じよう況きようでも、八や重え樫がしはあくまで余よ裕ゆうの表情で笑う。「僕はいいよ。帰宅部だしね、琥こ太た郎ろうくんたちと青春を浪ろう費ひするのも楽しそうだ」

　言っていることは本当にしょうもないことなのに、それでも様になるあたりイケメンはずるい。僕より頭一つ分は小こ柄がらなのに。

　正直一人で天あま津つ風かぜの相手をするのは荷が重すぎるので、八や重え樫がしの協力は素す直なおにありがたい。

「もう……しょうがないなあ」

　そこで加か賀が美みも、ため息交じりに言う。

「私も帰宅部だし、一いつ緒しよに青春ごっこしてあげよう。それに湊みなとくん問題児だし、目を離はなしたらどんな悪さするかわからないからね。私がしっかり見張ってあげないと」

「ありがとう美み玖くママ」

「生あい憎にく、おなかを痛めてきみを産んだ覚えはないよ!?」

　どうやら加か賀が美みは、ママ扱あつかいされることを気にしているらしい（当たり前だ）。

「お二人とも、ありがとうございます」

　天あま津つ風かぜがとても嬉うれしそうに、加か賀が美みと八や重え樫がしの手をそれぞれ取って感謝の気持ちを伝える。

「私、この間までずっと入院していて、こういう学園生活も、お友だちを作るのも、ずっと憧あこがれていたんです。どうかこれからよろしくお願いします」

「そんなかしこまらないで、気楽にやろうよ」八や重え樫がしは苦く笑しようする。「ただ『青春部』って名前だけは変えたいね。そもそもまだ部活じゃなくて同好会だし。何よりも外け連れん味みに欠ける」

「それもそうですね……。せめて『クラブ』ですか」

「『青春クラブ』ね……何かしまらないな。委員長はどう思う？」

「そうだねえ……『青春』っていうのが、ストレートすぎて少し恥はずかしいかも。慎つつしみは大事だよ、日本人として」

　ふむ、と天あま津つ風かぜは愛らしく小首を傾かしげる。

「では──『思春期クラブ』？」

「それたぶん絶対いかがわしいお店だ！」加か賀が美みはまた突つっ込む。

　どうせ遊ぶだけの同好会なんだし、名めい称しようなんて何でも良いい気がするけど……。

「琥こ太た郎ろうさん、何かアイデアはありませんか？」

　また傍ぼう観かん者でいようとしたのに、天あま津つ風かぜはそれを許してくれない。仕方がないので、少しだけ真面目に考える。

　青春、青春ねえ……。類語なんて、ユースとヤングマンくらいしか思いつかないけど、それだどクソダサ感出るしな……。

「……そういえば、『アオハル』って聞いたことあるな。ただの『青春』の訓読みだけど」

「『アオハル・クラブ』！　おしゃれですね！」

　天あま津つ風かぜは歓かん声せいを上げる。そこまで素す直なおに喜んでもらえると、僕も嬉うれしくなる。

「どうせなら『クラブ』もやめよう。何か堅かた苦くるしいし。同好会というよりも、僕たちの集まりみたいな意味も込こめて『パーティ』にしないか？」

「『アオハル・パーティ』！　素す敵てきです！　琥こ太た郎ろうさん、天才です！」

　嬉うれしそうに飛とび跳はねて全身で喜びを表現する天あま津つ風かぜ。見ていて気持ちの良いい奴やつだ。もしかしたら僕はネーミングに関して天才的な才能を発揮したのかもしれない。期待を込こめて、八や重え樫がしたちの反応を見る。

「ちょっと琥こ太た郎ろうくんの厨ちゆう二に病びようが出ちゃったね……いや、琥こ太た郎ろうくんがそれで良いいなら僕は構わないよ、うん。正直言うと滅め茶ちや苦く茶ちや恥はずかしいけど、きみが望むなら僕は耐たえるから」

「アオハル・パーティｗｗｗ　クソダサナメクジｗｗｗ」加か賀が美みは大だい爆ばく笑しようだった。

「いや、おまえら辛しん辣らつが過ぎるだろ!?」

　特に加か賀が美み。ナメクジは言い過ぎだろ。

　正直言うと今すぐにでも発言を取り下げたいが、天あま津つ風かぜが絶賛してしまっている以上、今さら引き下がれない。

　それから、天あま津つ風かぜは一度咳せき払ばらいをして気を取り直してから、改めて宣言した。

「では、ここに私たちの〈アオハル・パーティ〉を結成します！」

　天あま津つ風かぜを祝福するように、渡わたり廊ろう下かに目ま映ばゆいばかりの夕日が差し込む。雲一つない快晴に、優やさしい緋ひ色いろの斜しや陽ようは、まるで天あま津つ風かぜの目指す、明るく楽しい学園生活を応おう援えんしているようにも見える。

　美しい光景に感化され、僕も身みの程ほどを弁わきまえず、将来へ多少の期待を抱いだいてしまう。

　差し当たっては、同好会設立にはあと一人、入会希望者を探さなければならないが、まあ、この面めん子つであれば金を払はらってでも入りたいという奴やつらが大勢いることだろう。最後の一人は適当に見み繕つくろって──。

「あ、コタくんだー。珍めずらしいねえ、放課後残ってるなんてー」

　ガバリと。突とつ然ぜん背後から抱だきすくめられた。背中ににゅいと、柔やわらかな双そう丘きゆうを押し当てられるが、あくまでもクールに応じる。

「な、那な珂か川がわさん、はな、離はなれてください（裏声）」

「あはは、コタくん声裏返ってるー。かわいー」

　肩かたに顎あごを乗せ、背後から頰ほおを突つっついてくる那な珂か川がわさん。メチャクチャ良いい匂においする……！

「こ、琥こ太た郎ろうさん……？　失礼ですが、そちらの方は……？」

　先ほどまで満開の笑え顔がおを浮うかべていたはずの天あま津つ風かぜが、顔を引きつらせて尋たずねた。

　那な珂か川がわさんは、天あま津つ風かぜに気づいたのか、彼女を値ね踏ぶみするように上から下までじっくりと眺ながめ、ふうん、と呟つぶやく。

　ようやく僕を解放し、天あま津つ風かぜの前に立つ那な珂か川がわさん。チアリーディング部の彼女は、チアの衣い装しようを身に纏まとったままだった。出るとこは出て、引っ込むところは引っ込んでいて、肌はだも露あらわで、何というか色気の権ごん化げのような状態だった。こんな人に抱だきすくめられていたのか、という事実に今さらながら目め眩まいがする。

　嬉うれしさと、あと恐きよう怖ふに。

「あなたが天あま津つ風かぜちゃんね。コタくんからもお話は聞いてるよ」

　那な珂か川がわさんは、小首を傾かしげてあくまで余よ裕ゆうの笑え顔がおで天あま津つ風かぜを見やる。

「はじめまして、那な珂か川がわきらら、二年生よ」

「……はじめまして。天あま津つ風かぜ、撫なで子しこです」

　手を差さし伸のべられたためか、躊躇ためらいを見せながらも天あま津つ風かぜは握あく手しゆに応じる。

　そのとき不意に、雷らい鳴めいが響ひびき渡わたった。驚おどろいて空を見上げてみると、先ほどまで快晴だったはずの空が、いつの間にか重苦しい曇どん天てんに覆おおわれていた。

　噓うそだろ、たった数分まえのことだぞ……！

　動どう揺ようする僕をよそに、天あま津つ風かぜと那な珂か川がわさんは、当初僕が期待していたようなキャッキャうふふな雰ふん囲い気きとは打って変わった、どこか殺さつ伐ばつとした空気のまま対たい峙じする。

「あの、失礼ですが……琥こ太た郎ろうさんとは、どのような間あいだ柄がらなのでしょうか……？」

「アイダガラ？　ああ、関係ってことね。天あま津つ風かぜちゃん、古風な言い回しするね」

　そして那な珂か川がわさんは、僕の腕うでを取ってにっこりと笑った。

「実は付き合ってまーす」

　次の瞬しゆん間かん。

　目を焼かれるような閃せん光こうと、わずかに遅おくれて大地を震ふるわす轟ごう音おんが響ひびき渡わたった。

　何事かと、さすがに那な珂か川がわさんも飛び退すさる。遠くのほうで誰だれかが叫さけんでいる。どうやら近くに雷かみなりが落ちたらしい。幸い火の手はないようだが、怖こわい偶ぐう然ぜんもあるものだ。さらに、いつの間にかバケツをひっくり返したような雨も降り出していた。この天気の急変化は何事か。
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「──冗じよう談だんだってば、天あま津つ風かぜちゃん。そんなに怒おこらないで」

　不意に那な珂か川がわさんは、降参でもするかのように、両手を身体からだの前に広げる。

「ほら、笑って。可か愛わいい顔が台なしよ」

「──そう、ですか。いえ、私も不ぶ躾しつけな質問をして失礼しました」

　ぺこりと天あま津つ風かぜは頭を下げる。先せん輩ぱいということもあってか、天あま津つ風かぜもあまり強くは出られないらしい。先ほどまでの穏おだやかな視線とは少し違ちがう、どこか剣けん吞のんな目をしている天あま津つ風かぜは、硬こう質しつな印象でまた綺き麗れいだった。

「それで、新入生の有名な美男美女がこんなところで集まって、何をしていたの？」

　那な珂か川がわさんは話題を変える。彼女と面識があったのは僕だけのようなので、代表して答える。

「実は、同好会を作ろうかという話を、」

「琥こ太た郎ろうさん、それは──っ！」

　何な故ぜか、天あま津つ風かぜは慌あわてた様子で僕の口を手で塞ふさぐ。しかし、必要最低限の情報は那な珂か川がわさんに渡わたってしまったようで、彼女はまるで獲え物ものを前にした肉食動物のように目を細める。

「同好会を作るの？　コタくんたちが？」

　さすがにこの状じよう況きようで隠かくし立だてする意味もないと思ったのか、天あま津つ風かぜは僕から手を離はなして、どこか不服そうに小さく頷うなずいた。

「ふうん」那な珂か川がわさんは、口くちの端はしを吊つり上あげる。「面おも白しろそうね、私も入れてよ」

「ふぇ!?」

　天あま津つ風かぜは素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「だ、ダメです！　これは私たち一年の、大切な思い出作りが──」

「ねえ、コタくぅん。お願い。私もみんなと楽しいことしたぁい。チアって結構、上下関係とか厳しくてつらいときもあるの。だからたまには可か愛わいい子たちに混ざって癒いやされたぁい」

　那な珂か川がわさんは、しなを作り、寄りかかってくる。

　……さすがにこの状じよう況きようでは、断れない。

「そ、その、天あま津つ風かぜ。那な珂か川がわさんは顔も広いし、成績も優ゆう秀しゆうだから教師受けも抜ばつ群ぐんに良いいんだ。チア部での実績もあるし、この人を引き入れたほうが、僕たちのためにもなるというか──」

　再び、鋭するどい雷らい鳴めいが大気を震ふるわせた。そして、次の瞬しゆん間かん。

　──ボタボタボタ。

　渡わたり廊ろう下かの屋根に何かが立て続けに当たる音が響ひびき渡わたった。廊ろう下かから外に目を向けると──。

　──小さなカエルが降っていた。

　どこからともなく甲かん高だかい悲鳴が聞こえる。意味がわからない。そりゃ、空から急に大量のカエルが降ってきたら誰だれだって悲鳴の一つも上げたくなるだろう。

　だというのに。

　今この場にいる僕以外の四人は、気にも止めていなかった。この異常事態を、まるでそんなことも起こりうる、と達観しているような反応だ。その異常を異常とも思わない異様な光景に、僕は思わず背筋が寒くなる。

　そんな中、降蛙には目もくれず、天あま津つ風かぜは、口いっぱいに苦虫を詰つめ込み、全力で嚙かみ潰つぶしたような顔で呟つぶやいた。

「……わかりました。琥こ太た郎ろうさんが、そう言うなら……！」




　　　　６




　かくして、天あま津つ風かぜが明るく楽しい青春を送るための謎なぞ部活、『青春部』改め〈アオハル・パーティ〉は同好会申しん請せい最低人数を集めることに成功した。

　幸い、カエルが降ったのはあの一いつ瞬しゆんだけで、どうやら八や重え樫がしが言うには、竜たつ巻まきで池などから生物が飛ばされて、遠く離はなれた場所に降り注ぐことはわりとよくあるらしい。正直納なつ得とくはしかねるが、八や重え樫がしがそういうのであればきっとそうなのだろう。

　そしてどういう幸運か、空から降ってきたカエルたちは、一匹ぴきも潰つぶれることなくピンピンしており、そのままぴょんぴょんとどこかへ跳とび去っていってしまったらしい。不思議なこともあるものだが──どうにも偶ぐう然ぜんとは思えなくて、僕はずっと薄うす気き味み悪わるさを引ひき摺ずっている。

　ちなみに、あのあとすぐに那な珂か川がわさんは去って行き、天あま津つ風かぜもすぐに元どおりの調子に戻もどっていた。僕としては和わ気き藹あい々あいとした雰ふん囲い気きを望んでいたのに、どうしてあんな殺さつ伐ばつとした空気になってしまったのか。なかなか人生、思いどおりにいかないものである。まあ、僕の人生なんて、思いどおりに行ったためしがないのだけれども。

　間もなく下校時刻となり帰ることになったのだが、そこでまた一ひと悶もん着ちやくがあった。

　正門前に漆しつ黒こくのリムジンが駐とまっていて、執しつ事じ服に身を包んだ初老の男性が立っていたのである。それを見るや否いなや、慌あわてたように天あま津つ風かぜは駆かけ寄よる。後部ドアを開け、彼女の到とう着ちやくを待っていた男性は、天あま津つ風かぜに深々と頭を下げる。

「──お疲つかれさまでございました、お嬢じよう様さま」

「衣きぬ笠がささん、どうして──！　迎むかえは不要と伝えたはずですが！」

「旦だん那な様からのご用命でございまして、はい」

「お父様の……？」

「はい、やはり心配だから迎むかえに行くようにと」

「もう！　お父様の心配性しよう！」

　天あま津つ風かぜは悔くやしそうに叫さけぶ。呆あつ気けにとられる僕らに、白はく髪はつの男性は目を向ける。

「こちらの方々は──もしや、お嬢じよう様さまの……？」

　すぐに落ち着きを取とり戻もどしたように、天あま津つ風かぜは僕らを紹しよう介かいする。

「──ええ、そうです。今日、友人になりました。湊みなとさんと加か賀が美みさんと八や重え樫がしさんです。あなたからも父によく言っておいてください。友人もできて、私は普ふ通つうの学園生活を送ることができるのだから、邪じや魔まをしないでください、と」

「何と……」

　衣きぬ笠がさ氏は、目元に涙なみださえ浮うかべながら、好こう々こう爺や然とした笑えみで僕たちを見やる。

「申し遅おくれました、わたくし、天あま津つ風かぜ家の執しつ事じを務つとめさせていただいております、衣きぬ笠がさと申します。お嬢じよう様さまのご学友の方とはつゆ知らず、とんだご無礼を──」

「い、いえ、そんな！　私たちも、撫なで子しこさんをこんな時間まで引き留めてしまって、申し訳ありませんでした！　つい、長々と話し込んでしまって」

　慌あわてたように加か賀が美みが応じる。一見、小学生にしか見えないが、こう見えてもコミュ力抜群なのである。何せみんなのママであらせられる。

「さようでございますか。お気き遣づかいいただいてしまい申し訳ありません。どうか今後とも、お嬢じよう様さまと良き関係を築いていただけましたら、この上ない幸せにございます」

　衣きぬ笠がさ氏は一度深々と頭を下げてから、改めて僕らを見やり微ほほ笑えんだ。

　それから、渋しぶ々しぶといった様子で天あま津つ風かぜはリムジンに乗り込んで帰っていった。みんなの家まで送るという申し出ももらったが、遠えん慮りよした。僕ら庶しよ民みんには、リムジンでの送そう迎げいは少々、刺し激げきが強すぎる。

「それじゃ、僕は電車だから、先に帰るね。また明日」

　と八や重え樫がしも一人去って行って、結局僕と加か賀が美みだけが残される。どうしたものか、と悩なやんだが、やはり日も沈しずんだこの時間、こんな小学生みたいな女の子を一人で帰宅させるのは気が引ける。だが、率そつ先せんして僕のほうから家まで送るよ、とも言いづらく、なんと切り出したらいいか考えていると──。

「それじゃあ、湊みなとくんにはおうちまで送ってもらおうかな。ほら、今日のお昼の『貸し』もあるしね」

「あ、ああ、そうだな。うん、それがいい」

　ありがたいことに、加か賀が美みのほうから切り出してくれた。もしかしたら、気を遣つかってくれたのかもしれない。

　そんなこんなで、加か賀が美みと二人連れだって、薄うす暗ぐらい黄たそ昏がれ時の道を歩く。相手が小学生女子とはいえ、女の子と二人で歩くことなんて初めての経験だったので、少し緊きん張ちようする。

「小学生ではなく、高校生です」

「人の心を読むなよ！」

　意外と鋭するどくて困る。

　しかし、今まではあくまでもクラス委員長と問題児という適度な関係だったから普ふ通つうに接してこられたが、急に一段階進んだ関係になってしまったように感じられて、それを意識したらこれまでのように上う手まく会話が思おもい浮うかばない。

「天あま津つ風かぜさん、綺き麗れいだよね」

「え？　あ、ああ、まあ、そうだな」

　不意に、加か賀が美みは話を振ふってくる。少しだけ動どう揺ようしながらも、僕は応じる。

「でも、何だか変わり者っぽいから、委員長も苦労しそうだな」

「そうだねえ。うちのクラスの問題児は、遅ち刻こく常習犯の湊みなとくんだけで十分なのに」

　そう言って、加か賀が美みはくすくすと笑った。

「でも、正直ね、安心したんだ」

「安心？」

「うん。だって湊みなとくん、クラスでも浮ういてるし、八や重え樫がしくん以外のお友だちもいなさそうだったからさ」

「…………」

　よく見ている。クラス委員長にしてママ委員長。この二つ名は、伊だ達てではないらしい。

「八や重え樫がしの交友関係の広さに救われてるな」

「うーん、確かに八や重え樫がしくんハンサムで格好良いから、お友だちすごくたくさんいるみたいだけど、中でも湊みなとくんは特別気を許してるって感じ。女の子とも付き合ってないみたいだし、色々噂うわさはあるみたいだよ」

「噂うわさって……何が？」

「一部女子の間では、湊みなとくんと八や重え樫がしくんが実は付き合ってるんじゃないかって」

「ぶふぉ!?」

　突とつ然ぜんのＢＬ展開にむせる。女子の噂うわさってこえー！

「……それは誤解だ。八や重え樫がしとは、別にそういう親密な関係じゃない」

「まあ、そうだよねえ」加か賀が美みはからからと笑う。「でもほら、八や重え樫がしくん本当に女の子みたいに綺き麗れいだからさ、そういう話が好きな女子には、受けが良いいんだよね。ああ、受けって、受け攻せめの話じゃないよ」

「わかってるよ！　一々生々しい注ちゆう釈しやく挟はさまなくていいよ！」

「ちなみに主流は、湊みなとくんのヘタレ攻ぜめ」

「マジで止めろ！」

　何が悲しくて、ナマモノ女子たちに妄もう想そうされている事実を知らされにゃならんのだ。ため息を吐ついて解決策を提示する。

「変な噂うわさを払ふつ拭しよくするためにも、八や重え樫がしと付き合ってやってくれよ、委員長。そうしたら僕も巻まき添ぞえを食わなくて済む」

「あはは、それは難しいかなあ。八や重え樫がしくん、私のタイプじゃないし」

　あっけらかんと、加か賀が美みは言った。

「それに八や重え樫がしくんってどこかミステリアスなんだよね。本心を隠かくしてるっていうか、秘密を抱かかえてるっていうか。そういうのが好きな女子には堪たまらないんだろうけど、私はもっと開けっぴろげな人が好きだよー。たとえば、湊みなとくんみたいな、ね」

「……今日の僕はモテモテだな」

　明日の朝、死んでるんじゃないかというレベル。

「モテる男はつらいね」

　また快活に笑って、加か賀が美みは僕の背中を軽く押した。

「まあ、それは冗じよう談だんだけどさ、湊みなとくん、なんか自己評価低そうだから一応言っておくけど、きみは自分で思ってるほど駄だ目めな人じゃないよ。だから自信持ってもっと楽しそうにしよう」

「……なんか、本格的にお母さんみたいだな」

「同い年だけどね！」

　と、そこでようやく目的地に辿たどり着ついたらしい。加か賀が美みは自然に足を止める。

「ここだよ」

「ここって」

　東しの雲のめ学園都市内でも有数の高級住宅街のど真ん中だが、辺りに家やアパートの類たぐいは見当たらない。強しいて言うなら、目の前にやたら巨きよ大だいなマンションが──。

「ここ」

　加か賀が美みはその高層マンションを平然と指さした。明らかに尋じん常じようの住居ではない。

「いいい、委員長、ももももしかして、ものすごいお金持ちであらせられましたか……？」

「そんなことないよー。普ふ通つうだよー」

「普ふ通つう……普ふ通つうって何だ……」

　普ふ通つうがゲシュタルト崩ほう壊かいしそう。

「そんなことより、ここまで送ってくれたお礼にお茶でもご馳ち走そうするよ」

「いや、さすがにそういうわけには……」

「気を遣つかわなくてもいいよー。気楽な一人暮らしだからねー」

「この億ションに!?」

　天上人かこいつ!?

「いや待て、そういう問題じゃなくてな、一人暮らしなら尚なお更さら、上がり込わけには」

「良いいから良いいから、上がって上がってー」

　小さいくせに思いの外、力強く僕の背中を押してエントランスへ向かっていく。

　エントランスには屈くつ強きような警備員が二名待機していた。「こんばんはー」と加か賀が美みが声を掛かけると、こちらを微ほほ笑えましそうに眺ながめながら、むくつけき男たちは頭を下げた。そうか、傍はた目めに僕は、小学生女子に背中を押されてるように見えるのか……。そう考えると、些いささか恥はずかしい。

　こうなったら毒を喰くらわば皿までだ。覚かく悟ごを決めて、堂々と加か賀が美みの部屋にお邪じや魔ますることにする。

　彼女の部屋は、最上階の三十二階にあるらしい。もう何も驚おどろかない。

　エレベータに乗り込むと、箱は揺ゆれることもなく静かに天を目指して昇のぼっていくが、高速移動の気圧差で耳が少しおかしくなる。

「なかなか慣れないんだ、この耳キーン。こんなことならもっと下の階にすれば良かった」

「……そっすね」

「なに？　もしかして湊みなとくん緊きん張ちようしてるの？　ひょっとして女の子の部屋入るの初めて系？」

「……そうじゃなくて、金銭感覚の違ちがいに衝しよう撃げきを受けているだけだ」

「大だい丈じよう夫ぶ？　結けつ婚こんする？」

「僕の金銭感覚を是ぜ正せいするために、プロポーズするの止めろ！」

　金銭感覚だけじゃなくて、おまえの意外な倫りん理り観に僕は驚おどろきっぱなしだよ。

　学園だとただの真面目な幼女だと思っていたのに、実際に関わってみたら、殊ことの外ほか、頭のネジが外れている。もしかしたら、あの天あま津つ風かぜに匹ひつ敵てきするかも。

　えへへ、と加か賀が美みは楽しそうに笑っている。

　こんなに冗じよう談だんを言うやつだとは思っていなかったので、意外な一面を見られただけでも、この機会をくれた天あま津つ風かぜには感謝しなければならないかもしれない。

　チン、とエレベータは最上階到とう着ちやくを知らせ、扉とびらを開いた。

　やたら広い豪ごう奢しやな廊ろう下かを、加か賀が美みは我が物もの顔がおで歩いて行く。その果てに辿たどり着ついた最さい奥おうの部屋が──加か賀が美みの部屋らしい。

　加か賀が美みは手早く二つの施せ錠じようを解く。

「はい、上がって上がってー」

「……お邪じや魔まします」

　僕の自室くらい広い玄げん関かんに圧あつ倒とうされながら、框かまちを上がる。

　──ガチャ、ガチャ、ガコッ。

　背後から問答無用で施せ錠じようする音が聞こえた。ご丁てい寧ねいにドアガードまでも。

　おかしいな……僕はお茶をご馳ち走そうになったら早々に帰るハズなのに……。

「あの、委員長、ドアガートはさすがにやりすぎでは──」

「防犯大事」

「あっ、ハイ」

　強い意志で断言されてしまったら、何も言い返せない。加か賀が美みに導かれて長い廊ろう下かを歩き、ドッジボールができそうなほど広いリビングへ通された。

「ソファ好きなとこ座って。今、お茶入れるから寛くつろいでてね」

　言われるまま、高そうな本ほん革かわ張ばりのソファの端はしっこに腰こしを下ろす。汚よごしたら大変だ。

　しかし──どうにも落ち着かない。非日常的なハイソ空間にいるというのもあるが、家という閉へい鎖さ空間に、クラスメイトの女子と二人きりという状じよう況きようが、何とも言えず胸がざわつく。

　別に変な期待をしているとか、いやらしい妄もう想そうをしているとか、そういうつもりは断じてないのだが……それでも落ち着かないものは落ち着かない。

　まったく……僕が人じん畜ちく無害な人間だから良かったものの、それほど親しいわけでもないクラスメイトの異性を一人暮らしの家に上げるなんて、加か賀が美みはいったい何を考えているのか……。もしかしたら、天あま津つ風かぜ以上に、その手のことに無警けい戒かいなのかもしれない。

　これは早さつ急きゆうに、自意識の塊かたまりである那な珂か川がわさんに相談をしたほうが良さそうだ。

「お待たせー、って、湊みなとくんどうしてそんな端はしっこ座ってるの」

　お盆ぼんの上にティーセットを載のせた加か賀が美みが戻もどってくる。加か賀が美みは笑いながらも、僕の許可を取ることなくすぐ隣となりに腰こしを下ろした。

「あ、あの、委員長……？　近くない……？」

「近くなきゃ給きゆう仕じできないでしょ」

「…………」

　ぐうの音も出ない。もしかして僕は今誘ゆう惑わくされてるのか？　ここで加か賀が美みを押し倒たおすのが正解なのか？

　混乱のあまり犯罪的な選せん択たく肢しが脳のう裏りをよぎる。しかし、加か賀が美みはあくまでも普ふ通つうの様子で紅茶をカップに注ぎ、僕の前のテーブルに置いた。

「……いただきます」

「はい、召めし上あがれー」

　紅茶は鬼おにのように熱かったが、早く飲みきって帰らなければ身が保たなかったので、頑がん張ばって一気に飲み干す。

「おお、湊みなとくん喉のど渇かわいてたんだね。はい、お代わり」

「…………」

　どうやらわんこそばスタイルらしかった。

　このまま一気飲みを続けたら胃に穴が空きそうだったので、早期離り脱だつの方針は諦あきらめる。

「どう、美お味いしい？」嬉うれしそうに加か賀が美みは小首を傾かしげる。

「……よくわかんない」

　正直に答える。舌が火傷やけどしてもうただただ痛い。

　それからしばらくの間、沈ちん黙もくが続く。それはそうだ。お互たがいをまだろくに知らない今の僕たちに共通の話題などほとんどないのだから。

「──あの、あのね」

　不意に加か賀が美みが覚かく悟ごを決めたように話題を切り出す。

「湊みなとくんをうちに招いたのは、実は、二人だけでお話したいことがあったからなんだ」

「……それは、学園だとダメなのか？」

「うん。誰だれにも聞かれたくない、二人だけの秘密のお話」

　言って。

　加か賀が美みはこちらに身を乗り出して顔を寄せてくる。思わず身を引くが、ソファの端はしなので逃にげ場ばがない。これ以上身を引いたら落ちてしまう、というところで、思いの外力強く、手首を取られる。

「あのね、落ち着いて聞いてね」

　吐と息いきさえ届きそうな距きよ離りで、加か賀が美みは瞳ひとみを潤うるませて囁ささやく。もう声を出すこともできず、僕はただ首振ふり張り子のように頷うなずくことしかできない。

「実は私──」

　ごくりとつばを飲む。僕の喉のどが鳴ったのか、加か賀が美みの喉のどが鳴ったのかももうわからない。

　そうして加か賀が美みは──それを口にした。

「実は私──未来から来たサイボーグなの」




　　　　７




　…………。

　なんだ。

　なあんだ！

　前振ふりの長い、そういう冗じよう談だんだったのね！

　そうならそうと、もっと早く言ってくれれば良かったのにまったく、委員長も人が悪いな！

　乾かわいた笑いを浮うかべる僕。しかし加か賀が美みは、至し極ごく真面目な顔で言う。

「信じられないと思うけど、本当なの。より正確にいうなら、〈セル・オートマタ〉っていうナノマシンと機械を融ゆう合ごうさせたサイボーグ。未来といっても二十二世紀とかそんな先のことじゃなくて、今から二十年後の未来から、きみを守りに来たの。天あま津つ風かぜ博士が生み出した──タイムトラベル理論、通つう称しよう〈群ぐん青じよう理論〉を使って」

　天あま津つ風かぜ、博士。

　話の流れからすると、おそらく未来の天あま津つ風かぜなのだろう。設定が込こんでるというか、そういう冗じよう談だんを口にするタイプだとは思っていなかったので正直戸と惑まどう。

「あの、委員長。渾こん身しんの冗じよう談だんなのかもしれないけど、あまり僕には面おも白しろくないかな……」

「まあ、普ふ通つうの反応だよね」加か賀が美みは苦く笑しようする。「じゃあ、これ、ハイ」

　そう言って加か賀が美みは、おもむろに右手で自分の左ひだり肩かたのあたりを摑つかんだと思ったら、そのままするりと左腕を外して僕に手渡した。

「うえええ!?」

　何やってんの!?　おまえ、何やってんの!?

　ずしりと重たい左ひだり腕うでを抱かかえて僕は悲鳴を上げる。

「落ち着いて、湊みなとくん。よく見て。作り物だよ」

　左の肩かた口ぐちから先の制服をゆらゆらと揺ゆらしながら、加か賀が美みは諭さとすように言う。

　言われて改めて見てみる。どう見ても生身の人間の腕うでにしか見えないし、体温すら残っているとても生々しい腕うでだったが──確かに加か賀が美みの言うように、その付け根からは金属パーツが露ろ出しゆつしていた。

「ぎ……義手……？」

「うん。ちょっと未来で怪け我がしちゃってね。でも……少なくともその腕うでが、現代レベルの技術で作られたものじゃないことは、わかるでしょ？」

　真しん剣けんな顔で問われ、僕は渋しぶ々しぶ頷うなずく。最近の義手は本物に近づいていると聞くが、これほどまでに精せい巧こうで、かつ挙動も違い和わ感かんが全くないほど高性能なものではないだろう。

　だがそれでも──この加か賀が美みが未来から来たなんて与よ太た話ばなしを信じるわけにはいかない。

「──それで、未来から来た美みー玖くネーターが、何な故ぜ僕なんかに正体を明かす？」

「言ったでしょう？　きみを守りに来たって」

　器用に左ひだり腕うでを塡はめ直しながら、加か賀が美みは答える。

「未来ではね、天あま津つ風かぜ博士──つまり、この時代における未来の天あま津つ風かぜさんのことだけど、彼女が生み出したタイムトラベル理論を巡めぐって、大きな争いが起こるの。それで敵対勢力が、その〈群ぐん青じよう理論〉を独どく占せんするために、過去へ刺し客かくを送り込んでくる可能性があって──それで私が、この時代に送り込まれたの」

「……待て待て。論理が飛ひ躍やくしてる。そもそもどうして、刺し客かくがこの時代を狙ねらってくるとわかってるんだ。もし仮に、タイムトラベルなんてものが実現しているのであれば、もっとずっと過去に戻もどって、都合の良いいように世界を牛ぎゆう耳じるんじゃないか？」

「それは無理なの。〈群ぐん青じよう理論〉では、この時代までしか遡さかのぼれないから。そのために──天あま津つ風かぜ博士が作り出したものだから」

　何な故ぜか悲しそうに一いつ瞬しゆんだけ顔をしかめるが、すぐに真顔に戻もどって加か賀が美みは続ける。

「そして、刺し客かくに狙ねらわれているのは──湊みなとくん、きみだよ」

「……そこがまずおかしいだろ。なんで何の特技もない、凡ぼん人じん代表みたいな僕が、刺し客かくに狙ねらわれないといけないんだ。その〈群ぐん青じよう理論〉とやらを本当に独どく占せんしたいのなら、天あま津つ風かぜを狙ねらうべきだろう。この時代の天あま津つ風かぜは、何も知らない脳天気な普ふ通つうの女子高生なんだから」

「──普ふ通つうの女子高生じゃないから、問題なんだよ」

　そこで加か賀が美みは話題転てん換かんのためか、一度紅茶を啜すする。

「天あま津つ風かぜさんにはね──〈事じ象しよう連れん続ぞく体たい任にん意い遷せん移い抽ちゆう出しゆつ能力〉があるの」

「じしょ……は？　なんて？」

「事じ象しよう連れん続ぞく体たい任にん意い遷せん移い抽ちゆう出しゆつ能力」

　一生覚えられない。何だその厨ちゆう二に病びようの奴やつが辞書片手に考え出した必殺技わざみたいなのは。

「簡単に言うとね、天あま津つ風かぜさんはとびきりの幸運を持っているの」

「とびきりの……幸運？」

「うん。より正確に表現するなら、確率事象操作かな。一パーセントしか起こらない事象でも、彼女に掛かかれば百パーセントになる。あるいは、彼女が本気を出したら、ゼロパーセントの事象でさえ、因果律をねじ曲げて無理矢理発生させることができる」

　全くわからん。

「えっと、つまりね。天あま津つ風かぜさんは現状、世界一の幸運を持ってるってこと。ヒーローでたとえると、ラッキーマン。スタンドでたとえると、ヘイ・ヤー」

　小動物な見た目して往年のジャンプ漫まん画が大好きじゃねえか。

「だから、天あま津つ風かぜさんは狙ねらえない。狙ねらっても彼女の持つ激運によって、世界が彼女を守るから。狙ねらう意味もないし、逆に危険ですらある。そこで代わりに、きみが狙ねらわれるというわけ」

「……なんで？」

「天あま津つ風かぜさんはね、青春にとても憧あこがれているでしょう？　だから、これから彼女はとても濃のう密みつな青春時代を送る。きみと一いつ緒しよにね。そしてそのときの尊い体験がインスピレーションとなって、〈群ぐん青じよう理論〉の核かくとなるタイムトラベル理論を閃ひらめかせた。だから逆に言えば、彼女が灰色の青春時代を送ってしまえば、〈群ぐん青じよう理論〉自体が生まれないことになるの。天あま津つ風かぜさんを直接狙ねらえないのであれば、敵対勢力としては間接的に〈群ぐん青じよう理論〉消しよう滅めつを狙ねらうしかないでしょう？　そこで白しら羽はの矢が立ったのが、きみ」

「僕、完全なとばっちりじゃねえか！」

　なんだよそれ！　天あま津つ風かぜが強すぎて勝てないから横にいる雑ざ魚こボコろうって、町の不良レベルの倫りん理り観じゃねえか！

「時空間支配という遠大な目的の前には、倫りん理り観なんてゴミ同然ってことだね」

「それが大人のやることかよ！」

　いや待て。そもそも、これは加か賀が美みのホラ話の可能性だってまだ十分あるわけで。

「待て待て、危あやうく騙だまされるところだった。そもそも、天あま津つ風かぜがそんなチート能力持ってるなんて言われたって信じられないね！　証しよう拠こがなきゃ、僕は信じないぞ！」

　半ば意地になって加か賀が美みの言葉に耳を塞ふさごうとしたとき──突とつ然ぜん、携けい帯たい電話が着信を知らせた。何とも良すぎるタイミングに嫌いやな予感がするが、ポケットからスマホを取り出す。ディスプレイには、天あま津つ風かぜの名前が表示されていた。先ほど、番号を交こう換かんしていたので別に不思議なことではなかったのだが……。

　ちらりと加か賀が美みを窺うかがうと、彼女は無言で頷うなずいた。とにかく出ろ、ということらしい。仕方なく、諦あきらめて僕は着信に応じる。

「……もしもし」

『あ、琥こ太た郎ろうさんですか。天あま津つ風かぜです、こんばんは』

　電話の向こうの天あま津つ風かぜはどこか浮うき足あしだった様子だった。

「どうした？　何かあったか？」

『いえ、何があったということでもないのですが……家に帰って、部屋で一人で今日あったことを思い返していたら、胸が熱くなってしまって……！　それで居ても立ってもいられず、琥こ太た郎ろうさんにお電話をしてしまいました！　私、お友だちにお電話をするのも初めてで……！』

「そうか、それは何よりだ」

『あ……もしかして、ご迷めい惑わくでしたか……？』

　急に不安そうな声を出してきたので、慌あわてて言い繕つくろう。

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。全然暇ひまだから気にするな。電話くらいいつでも掛かけてくれ」

『そうですか、それは良かったです』安心した声こわ色いろに戻もどる。『ちなみに琥こ太た郎ろうさんは今何をしていましたか？』

　不意に問われ、言葉に詰つまる。まさか加か賀が美みを送ってそのまま彼女の部屋に上がり込んだとは言えない。

「ぼ、僕も部屋で一人、のんびりしてただけだよ。おそろいだな！」

『そうでしたか！　琥こ太た郎ろうさんとおそろい嬉うれしいです！』

　電話口だというのに、天あま津つ風かぜの表情が見て取れるようだ。きっと今にも尻しつ尾ぽを振ふり出だしそうな顔をしていることだろう。天あま津つ風かぜは上じよう機き嫌げんに続ける。

『ずっとずっと憧あこがれていたんです。普ふ通つうに学校へ通うことも。お友だちを作ることも。そして、こうして夜お友だちとお電話することも。絶対に叶かなわない夢だと諦あきらめていたので、それがこうして本当に叶かなってしまって……。そう思ったら胸が熱くなってしまって、この想おもいを誰だれに最初に伝えようかと思ったら、もう琥こ太た郎ろうさんしか思おもい浮うかばなくて。それでお電話をしてしまいました。特に用という用はないのですが……あ！　琥こ太た郎ろうさん！　空を見てください！』

　急に空を見ろと言われても。僕はソファから立ち上がり、カーテンの引かれていた窓まど際ぎわへ向かう。そして恐おそる恐おそるカーテンを開けると──絶句した。

　空には、薄緑色の光の幕が揺れていた。

　北ほつ極きよく圏けんでよく見られる、オーロラと呼ばれる大気の発光現象である。

『わあ……すごい、綺き麗れいですね、琥こ太た郎ろうさん！』

　電話の向こうで天あま津つ風かぜは感かん嘆たんの声を上げる。しかし、僕は返す言葉に詰つまる。

　当たり前のことを言うが、東京でオーロラが見えるはずがない。無論、自然現象である以上、発生確率はゼロではないはずだが、それにしたってほぼほぼゼロだろう。おまけに一いつ般ぱん的に日本で観測されるオーロラは赤色をしていたはずである。にもかかわらず、北ほつ極きよく圏けんのような鮮あざやかな緑色のオーロラ。明らかに、常じよう軌きを逸いつしている。

　まるで──誰だれかが確率を操作したように。

『こんなことってあるんですね！　私、琥こ太た郎ろうさんと出会ってから、まるで世界が変わったように感じるんです！　やっぱり運命の出会いだったんですね！　あ、長々と失礼しました。それではまた明日、学園でお会いしましょう！』

　一方的にそう言って、天あま津つ風かぜは通話を切ってしまった。それと同時に空に浮うかんでいた光の幕は霧む散さんする。僕は現実が受け入れられず、思考がぐちゃぐちゃになっている。

　……いや、でも、別に僕に不幸が降りかかったわけじゃないし、これくらいはまあ、許容範はん囲いと言えないこともない、のかな……？

　今にも切れそうな現実主義という細い糸に縋すがっている僕に、加か賀が美みはため息交じりに言う。

「──ファフロツキーズ」

「ふぁ……なんだって？」

「ファフロツキーズ。正確にはfalls from the skies──『空からの落下物』を意味する造語だけど、きみもついさっき見たでしょう？」

　空からの落下物。言われて思い出す。先ほど、突とつ然ぜんカエルが降ってきたことを。

「で、でも、あれは竜たつ巻まきがどうのって……」

「そのまえの急激な天候変化は？　そして今のオーロラは？　全部──天あま津つ風かぜさんが無意識に事象確率に干かん渉しようした結果だよ」

　言葉を失う。確かにあのときの突とつ然ぜんの雷らい雨うやカエルは、僕の中の常識を逸いつ脱だつした現象ではあった。ある種の──超ちよう能力と言っていいほどに。

「じゃ、じゃあ、どうして天あま津つ風かぜは、あんなふうに確率を操作したんだよ……？」

「無意識に、って言ったでしょう？　あれはね、彼女の機き嫌げんを損そこなった結果だよ」

「機き嫌げん……損そこなったのか？」

「はあぁ」

　これ見よがしの深いため息を吐はかれた。

「もう全部ぶっちゃけるけどね、天あま津つ風かぜさんはね、きみのことが好きなの。一ひと目め惚ぼれなの。大好きなの。きみはこれから先、天あま津つ風かぜさんと一いつ緒しよに明るく楽しいラブラブな学園生活を送るの。それは確定事じ項こうなの。だからあのとき那な珂か川がわさんが湊みなとくんにちょっかいを掛かけたから、機き嫌げんを損そこねちゃったの。ようするに嫉しつ妬としたんだね」

　…………。

「ちょっと何言ってるかわからないんだけど」

「なんで何言っているかわからないの!?」

　加か賀が美みは目を剝むいて驚おどろく。

　だって……あの天あま津つ風かぜだぞ？　超ちよう絶ぜつ美少女で、天然の箱はこ入いり娘むすめで、少しわがままで、転入初日からクラスの中心になるようなスクールカースト頂点のあの天あま津つ風かぜが、どうして通学路でぶつかっただけの凡ぼん人じんに一ひと目め惚ぼれをするのだ。今僕に懐なついているのはあくまでも、雛ひなの刷り込み効果と同じで、いずれ現実に気づいて僕みたいな凡ぼん夫ぷからは、離はなれていくのではないのか。

「離はなれないよ。これからますます天あま津つ風かぜさんは湊みなとくんのことが好きになる。もう寝ねても覚めてもきみのことしか考えられないくらい、ハイパー恋こいする乙おと女め状態になるの。未来の天あま津つ風かぜ博士から直接聞いたことだから、これは間ま違ちがいのない事実だよ」

　そんなことを言われても……困る。

　いや、あんな美人に好かれるのは正直男おとこ冥みよう利りに尽つきるというか、嬉うれしいと言えば嬉うれしいのだけど……。何だか、箱はこ入いり娘むすめの弱みにつけ込んでいるようで、罪悪感のほうが勝ってしまう。何よりも、その事実を本人からでなく、あまつさえ未来の天あま津つ風かぜからの伝聞で聞かされているという現状がどうしようもなく後ろめたい。

　こういうときどういう顔すれば良いかわからないよ……。

「笑えば良いと思うよ」

「この状じよう況きようで笑える奴やつは、面の皮厚すぎだろ！」

　マジで人として終わってるよ、そいつ！

「とにかく！」

　まるで強ごう引いんに話題を打ち切るように、加か賀が美みはソファから立ち上がると、僕の前に立って、人差し指を額にびしりと突つきつける。

「これから、湊みなとくんは何が何でも天あま津つ風かぜさんと一いつ緒しよに明るく楽しい学園生活を送らないといけないの！　そうしないと世界が滅ほろぶの！　私も影かげから全力でサポートするから、さっさときみも、天あま津つ風かぜさんの気持ちを受け入れて、両想おもいになりなさい！」




　どうやら。

　僕は知らないうちにトンデモナイ世界の陰いん謀ぼうに巻き込まれていたらしい。

　天あま津つ風かぜが明るく楽しい学園生活を送れないと世界が滅ほろぶ？

　悪い冗じよう談だんだ。これが夢なら早く覚めてほしい。

　だが──残念なことにこれが現実らしい。

　僕の慎つつましやかな三年間の学園生活の予定は、開始一ヶ月にして早くも崩くずれ去さってしまった。

　いったい、この先どんな苦難が待ち受けているのか……。

　考えただけでも目め眩まいがしてくるが、ただ一つだけ、確実に言えることがある。

　それは──。

「…………不運だ」

　僕は。

　力の限り嘆なげいて、深い、深いため息を吐ついたのだった──。
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　翌日。

　天あま津つ風かぜとともに朝一で我らが同好会〈アオハル・パーティ〉の申しん請せい書類を担任の村むら雨さめに提出した。そのときの村むら雨さめの驚おどろいたような喜んだような何とも言えない微び妙みような反応が忘れられない。

「おお……そうか……そうか……！　湊みなともついにクラスメイトに心を開いたのか……！　スーパー陰いんキャの問題児だと頭を悩なやませていたが、良いい友だちができて良かったな……！」

　ほっとけ。あと担任が教え子を陰いんキャ認にん定ていするなよ。僕じゃなかったらＰＴＡで吊つるし上あげられてるぞ。

「ああ、同好会の件は、任せておけ！　上には私から上う手まく説明しておく！　天あま津つ風かぜ、湊みなとのことをよろしくな！」

　何な故ぜか上じよう機き嫌げんに、僕と天あま津つ風かぜの肩かたを叩たたいて村むら雨さめは書類を受け取った。

　まあ、活動内容の欄らんに『青春という掛かけ替がえのない時間を、得え難がたい友人らと共に過ごし健すこやかな情じよう緒ちよを育むともに、地域に密着した奉ほう仕し活動を志し、郷土愛を向上させることを目的とした同好会』などとわけのわからないことが書いてある同好会申しん請せいをほぼ素す通どおりさせてくれたのは、ラッキーというほかなかったが。

「琥こ太た郎ろうさんのおかげで助かりました！」

　職員室を出るや否いなや、天あま津つ風かぜが興奮気味に息を漏もらす。喜んでいるのはわかるが、僕は素す直なおに喜べない。

「はは……陰いんキャもたまには役に立つな……」

「大だい丈じよう夫ぶです！　陰いんキャでも私は琥こ太た郎ろうさんと一いつ緒しよに居ますよ！」

　胸むな元もとで両拳こぶしを固めて宣言する天あま津つ風かぜ。本来は嬉うれしい言葉のはずなのに、重ね重ね喜べない。

　きらきらと目を輝かがやかせて僕を見上げる天あま津つ風かぜを改めて見やる。

　印象的な大きな瞳ひとみに、鼻筋の通った整った顔立ち。白磁の肌はだと対比する、花を散らしたように明るい口くち唇びる。ぬばたまの黒くろ髪かみは、陽光を乱反射して複雑な色に輝かがやいて見える。

　改めて見ても、天あま津つ風かぜ撫なで子しこは──極ごく上じようの美少女だった。

　どう考えてもこんな中ちゆう堅けんの進学校の片かた隅すみで、何の取とり柄えもないモブキャラと青春ごっこをしていていい存在ではない。まして、そのモブキャラに恋こいをするなど──。

「……どうしました、琥こ太た郎ろうさん？　私の顔に何か付いてます？」

「あのさ、天あま津つ風かぜ」

「はい？」

「──いや、なんでもない」

　あっさり話題を切り上げて僕は歩き出す。今、僕はいったい何を聞こうとしたのか。自分でもよくわからない。まさか、僕のことが好きなのか、なんて聞けるはずもないのに。

「待ってください。同じ教室なんですから、一いつ緒しよに行きましょう」

　天あま津つ風かぜは、ててて、と小走りについてきて隣となりに並ぶ。その仕草は本当に、親に懐なつくひよこや、飼い主に甘える仔こ犬いぬのようだ。昨日、加か賀が美みに衝しよう撃げき的な情報を知らされて以降、どうにも天あま津つ風かぜを意識してしまって仕方ない。

　ただ、正直言ってまだドッキリの可能性もゼロではないと考えている。最近、色々な動画サイトでドッキリ系の動画が流は行やっているが、もしかしたら『クラス一の陰いんキャを、クラス一の美少女が誘ゆう惑わくしてみた』的なドッキリである可能性までは否定できない。第一、加か賀が美みの話はやはり荒こう唐とう無む稽けいだったし、それが事実であることを示す具体的な証しよう拠こは今のところ何一つとして提示されていないのが現実だ。あの機械の腕うでにせよ、僕は専門家ではないので、もしかしたらあれくらいリアルなものが今は主流なのかもしれないし、カエルだって普ふ通つうに降ることもあるだろう。オーロラも同様だ。だから、彼女が提示した状じよう況きよう証しよう拠この数々は、彼女の発言を百パーセント信じるほどの理由になっていない。

　つまり、今はまだ話半分で状じよう況きように身を任せるしかないのである。

　なんだか──面めん倒どうなことになった。

　一昨日までは、気軽に教室の隅すみでジッとしていれば良かったのにどうしてこんな目に……。

「琥こ太た郎ろうさん琥こ太た郎ろうさん」

「……なに？」

　相変わらず、天あま津つ風かぜは上じよう機き嫌げんだ。青春に憧あこがれている彼女にとっては、ただ廊ろう下かを歩くだけでも楽しいのかもしれない。

「今日はお昼ごはん一いつ緒しよに食べましょうね。琥こ太た郎ろうさんは、学食ですか？　お弁当ですか？」

「僕は大体、学食か購こう買ばいだな……」

「では、特にお昼の用意はされていないと？」

「ああ」

「それは良かったです！」

　ぱあっと表情を輝かがやかせて、天あま津つ風かぜは手を叩たたく。

「私はお弁当なのですが、実は昨夜、シェフに学園でお友だちができたことをお話ししたらとても喜んでしまい、それで張り切りすぎてお弁当を多めに作ってしまったみたいで……。もし良かったら、少し摘つまんでいただけませんか？」

「……おまえんち、シェフいるの？」

「ええ、和洋中で三人」

「…………」

　レベルが違ちがった。お嬢じよう様ガチ勢やん……。

「ちなみに今日のお弁当はシェフ三人が腕うでによりを掛かけて大量に作ったものを、お昼休みに衣きぬ笠がささんが届けてくれる手はずになっています」

「それもう実質的に店屋物と変わらねえじゃん！」

　このまえ、昼にピザ注文した奴やつが生徒指導室に呼ばれてたけど、やってることは同じだよ！

「家に忘れたお弁当を家の者が届けに来ることの何が問題なのです？」

　天あま津つ風かぜはあくまで澄すまし顔だ。こいつ……意外としたたかだな……。

　まあ、でも、せっかくだしご相しよう伴ばんに与あずかろうか。別に悪いことをしているわけでもない……はずだ。それに、天あま津つ風かぜ家のシェフの作ならば、きっとご馳ち走そうに違ちがいないだろうし、正直言うとそれはそれで楽しみだ。

　面めん倒どうなことはすべて忘れ去って、本能に忠実に生きることにする。

「──わかったよ。遠えん慮りよなくご馳ち走そうになろう」

「本当ですか！　嬉うれしいです！」

　跳とび上あがって天あま津つ風かぜは喜ぶ。如い何かにも深窓の令れい嬢じよう然とした落ち着いた佇たたずまいのわりに、どうにも子どものように全身を使った感情表現を多用するためか、アンバランスで見ていて少し落ち着かない。僕は話題を変える。

「天あま津つ風かぜってさ、ここ地元？」

「はい、東しの雲のめの生まれです。おうちも市内にあります」

「じゃあ、中学までは余よ所そに行ってたのか？　この変な時期に転入ってことは、海外とか？」

　確か昨日、村むら雨さめが家庭の都合がどうのと言っていた気がする。天あま津つ風かぜはわずかに表情を曇くもらせて答えた。

「……実は私、中学校行ってないんです」

「え、小しよう卒そつ？」

「言い方ぁ！」天あま津つ風かぜは恥はずかしそうに頰ほおを赤らめて怒おこった顔をする。「そうではなくて、一応中学校入学までは決まっていたのですが、身体からだが弱くてずっと入院してたんです。だからその分、色々な学園モノの創作物を読よみ漁あさって期待を高めていたのです」

「ずっと入院って、それ相当身体からだ弱いんじゃないか……？　今メチャクチャ元気そうだけど……本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　急に心配になる。言われてみれば、天あま津つ風かぜは同年代の女の子よりも手足が細い気がする。思いの外胸は大きいため気づきにくいが、胸と尻しり以外の肉付きは思った以上に貧ひん弱じやくに見える。

「ええ、おかげさまで超ちよう元気です」

　腕うでを曲げて力こぶを作るポージングをする。当然、力こぶなどは一ミリも盛り上がらないが、それでも天あま津つ風かぜはドヤ顔を浮うかべて言う。

「実は冬の終わりくらいに突とつ然ぜん元気になりまして。そのおかげで、こうして無事に高校にも通えるようになったのです。残念ながら入学式には間に合いませんでしたが、それでも念願の学園生活を送れて私はとても嬉うれしいです！」

　なるほど。天あま津つ風かぜが青春にやたらと拘こだわる理由はそれか。

　おそらく創作の学園モノに憧あこがれていながら、中学時代満足のいく青春を送れなかった反動で、今の青春バカ野や郎ろう状態になってしまったと。

　はた迷めい惑わくな話ではあるが、同情の余地はある。

「そういえば、天あま津つ風かぜ」

「何です？」

「昨日はノリで、那な珂か川がわさんを同好会に引き入れちゃったけどさ……。もし気が進まないようであれば、僕から那な珂か川がわさんに話をつけて、昨日のことはなかったことにしてもらうけど……どうする？」

　また気まぐれでカエルを降らされたら堪たまらないので、お伺うかがいを立ててみる。しかし、天あま津つ風かぜは意外と機き嫌げん良さそうに答える。

「いえ、気が進まないということはないですよ。ただ、昨日は少し急なことに驚おどろいてしまっただけで……。でも一晩考えてみたら、那な珂か川がわさんの登場はむしろ願ったり叶かなったりでしたので、今はむしろ早く仲良くなりたくてうずうずしているくらいです。ライバルがいたほうが、ワクワクするでしょう？」

「……ライバル？　何の？」

「──いえ、何でもありません。とにかく、那な珂か川がわさんとは仲良くやっていきたいので、全然何の問題もありません。お気き遣づかいいただいてありがとうございました」

　何な故ぜか、頰ほおを染めて慌あわてたようにそう言うと、天あま津つ風かぜはこの話はここでお終しまいとばかりに締しめてしまう。よくわからなかったが、天あま津つ風かぜが良いいと言うのであれば、それで良いいのだろう。

　そんな話をしていたら、教室に到とう着ちやくした。僕は引き戸を開ける。

「お、湊みなとくんも天あま津つ風かぜさんもおはよう。何というかお似合いの二人だね！」

　開口一番、加か賀が美みが満面の笑えみを浮うかべて手を振ふっていた。朝っぱらからげんなりする。

「……そういうの要いらないんで」

「またまたぁ、湊みなとくん照れちゃってー。それより朗報だよ、朗報」

「なにさ」

「部室棟とうの四階南側の角部屋が空いてたから、部室使用の申しん請せい出しといたよー」

「…………」

　展開の早さについていけない。大体何でそんな条件の良さそうな部屋が空いてんだよ……事故物件なの？

「……これも天あま津つ風かぜの『体質』のおかげか？」

　小声で尋たずねると加か賀が美みは笑え顔がおのまま小声で答える。

「そうみたいだね。まあでも、無事部室も獲かく得とくできそうだし、これでしばらくは天あま津つ風かぜさんも落ち着いて過ごせるでしょう」

「お二人で何の内ない緒しよ話ばなしですか？」

　天あま津つ風かぜは不思議そうに首を傾かしげている。機き嫌げんを損そこなったわけではなさそうだったが、今後はこういう話し合いも気をつけなければならない。

「何でもないよ。ただ委員長の手て際ぎわの良さを褒ほめてただけだよ」

「確かに、素す晴ばらしい手しゆ腕わんです。早さつ速そく、お昼休みに見にいきましょう！　楽しみです！」

　今にも駆かけ出だしそうなくらい、天あま津つ風かぜはそわそわとしている。その様子が本当にご褒ほう美びを待つ仔こ犬いぬのようで、見ているこちらにも感情が伝でん播ぱしてきそうだ。

　少々変わってはいるが、本質的には普ふ通つうの女の子なのだな、ということを改めて認にん識しきしながら、僕は、そうだな、とだけ答えた。
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　四限目の数学の授業が終わるや否いなや、隣となりの席の天あま津つ風かぜは、何も言わないまま両眼を煌きらめかせてこちらに身を乗り出して来た。尻しつ尾ぽがあったら確実に高速で左右に振ふれているだろう。

　気持ちはわからないでもないが……。

「というかおまえ、執しつ事じの人に弁当持って来させてるんじゃなかったっけ？」

　一いつ瞬しゆんきょとんとしてから、天あま津つ風かぜは、あ、と声を上げる。

「大変です！　すっかり忘れていました！　では、私はお弁当を受け取って来ますので現地集合ということでお願いします！」

　そう言うと天あま津つ風かぜは、足早に教室を飛び出して行った。その背中に加か賀が美みが「天あま津つ風かぜさん、走っちゃ駄だ目めだよ！」と声を掛かけているがたぶん聞こえてないだろう。

「ははっ、琥こ太た郎ろうくんも大変だね」

　後ろから他ひ人と事ごとのように声を掛かけられる。振ふり返かえると、八や重え樫がしがいつものハンサム顔ににやにやとしか形容のしようがない笑えみを浮うかべてこちらを見ていた。

「おまえも一応当事者だからな？」

「僕はあくまでも脇わき役やくに徹てつするよ」八や重え樫がしは気取って肩かたを竦すくめる。「天あま津つ風かぜさんと琥こ太た郎ろうくんの青春を、良いい感じに盛り上げられるよう僕も頑がん張ばるよ」

「……本来、そういう引き立て役は僕の役目なんだけど」

「謙けん遜そんすることはないよ、琥こ太た郎ろうくん。きみは十分、『特別』な人間さ」

　冗じよう談だんめかしてそう言って、八や重え樫がしは立ち上がる。

「さて、僕らも部室とやらに向かおうか。委員長が鍵かぎとか手配してくれたのかな」

「ふっふっふ……抜ぬかりはないよ、八や重え樫がしくん」

　いつの間にか、すぐ側に加か賀が美みが立っていた。

「三限目終わりの休み時間の間に、手続きを終えてバッチリ鍵かぎも借りてきてます」

「ご苦労様、さすが委員長」

　褒ほめそやす八や重え樫がしと、ドヤ顔で薄うすい胸を張る加か賀が美み。予定調和のようで何だか気に入らない。

「それじゃあ、お昼休みも短いし、お弁当持って早さつ速そく向かおう」

　加か賀が美みの号令で、僕らは教室を出た。連れだって廊ろう下かを歩いたところで、あることに気づく。

「そういえば、那な珂か川がわさんはどうするんだ？　部室を見るならあの人にも声を掛かけたほうが良いい気がするんだけど」

「もう連れん絡らくしてあるよ」加か賀が美みはさも当然のように言う。「休み時間に廊ろう下かで会ったから、そのとき説明したら、チアの昼練サボってこっち来るって喜んでたよ」

「マジかよ……」

　昨日の今日で、いつの間にそんな仲良くなったんだよ。

「一度お話しすれば普ふ通つう、みんなお友だちじゃない？」

「コミュ力お化けかな？」

　僕なんか何回話しても友だちの作り方がわからねえよ。

　無む駄だに自信を喪そう失しつしつつ、目的の部室棟とう四階南側の角部屋前に到とう着ちやくした。

　せっかくなので、一番楽しみにしているであろう天あま津つ風かぜが来るのを待つことにする。

　僕らの到とう着ちやくからほどなくして、大きな風ふ呂ろ敷しきを片手に、天あま津つ風かぜがやって来た。

「すみません、お待たせしてしまいました！」

「はろろーん、みんな待っててくれたんだぁ、優やさしいなあ」

　天あま津つ風かぜの隣となりには、那な珂か川がわさんが暢気のんきに歩いていた。どうやら途と中ちゆうで出会ったらしい。またカエルでも降らされたら堪たまったものではないと身構えるが、思いの外、天あま津つ風かぜは上じよう機き嫌げんだし、那な珂か川がわさんとも結構良いい雰ふん囲い気きを作っていた。僕は訝いぶかしんだ。

「あ、きららさんとは部室棟とうの前でお会いして。入り方がわからなくて、右往左往していたら、裏口を教えてくださったのですよ」

　そういえば、この時間帯はまだ部室棟とうの正面口が開いていないので、裏口から入らなければならないのを天あま津つ風かぜに伝え忘れていた。那な珂か川がわさんを見やると、彼女は何とも言えない表情でそっぽを向いている。

「別に、天あま津つ風かぜちゃんが心配だったわけじゃないんだからね。ただ、オロオロしている天あま津つ風かぜちゃんを見るのが忍しのびなかったから、仕方なく声を掛かけてあげただけなんだからね。勘かん違ちがいしないでよね」

「きららさん、実はツンデレ的なアレですね？」

「なんでそんな目をキラキラさせてわけのわからないこと言ってるの!?」

　那な珂か川がわさんは珍めずらしく目を剝むいて突つっ込んでいる。意外と楽しそうで良かった。

　みんな揃そろったところで、加か賀が美みが部室の鍵かぎを開け、代表して天あま津つ風かぜが最初にドアを開く──。

「──わあ」

　誰だれともなく感かん嘆たんの声が上がる。

　そこは六畳じようほどのこぢんまりとした小部屋だった。決して広いとは言えないが、逆に秘密基地のような印象が強くなり、少しわくわくしてくる。陽ひ当あたりも良好で、かつ眺ちよう望ぼうも最高。おまけに冷れい暖だん房ぼう完備だというのだから、これで文句を言ったらバチが当たるというものだ。

「素す敵てきですね！　素す晴ばらしいです！」

　誰だれよりも喜んで、天あま津つ風かぜは部室の中央へ躍おどり出でると、感情を発散させるように両りよう腕うでを広げてくるりと回る。僕らも室内に足を踏ふみ入いれる。

「へえ、結構静かでいいね」興味深そうに八や重え樫がしは周囲を見回す。「それに景色も良いい。夏には遠くの花火なんかも良く見えそうだ」

「あら、部室から見るつもり？」意外そうに那な珂か川がわさんは声を上げる。「八や重え樫がしきゅんなら、花火のお誘さそいには事欠かないでしょうに」

「人混みや騒さわがしいの、あまり得意ではないんですよ」

「……ふうん。そういうものかしら」

　那な珂か川がわさんは、意味深な視線を八や重え樫がしに向けた。

「──おい、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」僕は小声で加か賀が美みに呼よび掛かける。

「大だい丈じよう夫ぶって、何が？」加か賀が美みは不思議そうに小首を傾かしげた。

「こんな良いい部屋が都合良く空いてること自体不自然なんだが……そもそも僕なんかがいて、本当に無事にこの同好会を続けられるのか？　自じ慢まんじゃないが僕は、中学時代に奇き跡せき的な不運で三つも部活動を潰つぶした部活クラッシャーとして恐おそれられてたくらいだぞ？　今にもまた特大の不運が起こって同好会が消しよう滅めつするんじゃないかって、気が気じゃないんだが……」

「あはは、大だい丈じよう夫ぶだよー」彼女は暢気のんきに笑う。「湊みなとくんがどうあれ、天あま津つ風かぜさんがそれを望んでいるのであれば、きみが望むと望まざるとにかかわらず世界は彼女の都合が良いいように変容していくからね」

「令和の新妖よう怪かいか何かか……？」

「まあまあ。それより早くごはんにしようよ。私、おなか空いちゃったよー」

　みんなの興味を引くようにそう言って、加か賀が美みはどこからともなく取り出したレジャーシートを床ゆかに広げた。

「机や椅い子すは放課後取りに行けば良いから、今はこれで食べよう」

「わあ！　ピクニックみたいで楽しそうです！」

「でしょう？　天あま津つ風かぜさん、こういうの好きかなと思って持ってきたんだー。ちゃんとしたピクニックも今度行こうね」

「是ぜ非ひ是ぜ非ひ！」

　とても嬉うれしそうに目を輝かがやかせて、天あま津つ風かぜはレジャーシートに座った。さっそく持っていた大きな風ふ呂ろ敷しきを広げ始める。

　彼女が取り出した弁当箱は、所いわ謂ゆる普ふ通つうの弁当箱ではなく、重箱と呼ばれる漆うるし塗ぬりの大層立派なものだった。つい作りすぎたというレベルの問題ではない。三段の重箱には、上から和洋中と順番に、シェフの得意分野と思おぼしき、美しい料理の数々が所狭せましと詰つめ込まれていた。

　さすがの天あま津つ風かぜも予想外だったようで、恥はずかしそうに頰ほおを染めた。

「……なんか、シェフたちがはしゃいでしまったみたいですね。あの、よろしければ皆みなさんこちらも摘つまんでください」

「おお、すごい！　ご馳ち走そうだあ！」

　両手を組んで握にぎり、加か賀が美みは喜ぶ。そうやって年相応にしていると、本当に小学生くらいにしか見えない。僕らは苦く笑しようしながら、重箱を中心にしてレジャーシートに車座になる。

　天あま津つ風かぜが号令を掛かける。

「それでは、両手を合わせて……いただきましょう」
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「……くるしい」

　今にも張はり裂さけそうなくらい膨ふくれた腹を擦さすりながら僕は唸うなる。

「あはは、湊みなとくん、お疲つかれさまー」

　レジャーシートの上でだらしなく寝ねそべる僕のすぐ横で、加か賀が美みが笑いかけてくる。

「よく頑がん張ばったね、偉えらい偉えらい」

　嬉うれしそうに頭を撫なでてくる加か賀が美みの手を振ふり払はらう余力もない。

　重箱弁当の威い力りよくは凄すさまじく、僕は完全にノックアウトされていた。というか、他のみんなは普ふ通つうに自分の弁当を持参しており、そちらを優先して食べなければならなかったこともあり、結果的に僕と天あま津つ風かぜと加か賀が美みの三人で重箱弁当の大半を平らげることになった。いや、加か賀が美みは加か賀が美みで自分の弁当を完食した上で、当たり前のようにひょいぱくひょいぱくと重箱を突つっついていたのだが。

　女性陣じんに無理をさせるわけにもいかず、おまけにシェフたちが腕うでによりを掛かけて作った自じ慢まんの重箱弁当を残すのも気が引けたので、やむなく僕が頑がん張ばった次し第だい。

　おかげで食後は一歩も動くことができず、さすがに過食を強しいてしまったことに申し訳なさを覚えたのか、天あま津つ風かぜは今、僕のためにお茶を買いに行ってくれている。ちなみに八や重え樫がしは用があると食後早々に部室を立ち去り、那な珂か川がわさんはチア部からの呼び出しを受け、しぶしぶ去って行った。

　ということで今は加か賀が美みと二人きりである。

「……でも、委員長も結構大量に食ってた気がするけど大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「私？　私は全然余よ裕ゆうだよー」

　見ていた感じ、確実に二人前は食べているはずなのにケロリとしている。

「誰だれもいないから言っちゃうけど、この身体からだ結構燃費が悪いんだよね。だから、たくさん食べないといけないの」

「……機械のせいで？」

「そう。だから本当はもっと食べられるんだけど、私たくさん食べると妊にん婦ぷさんみたいにおなかぷっくりしちゃうから恥はずかしいんだよね。あ、それとも湊みなとくん、妊にん婦ぷさん好き？」

「その質問の正解がわからねえよ！」

　好きでも嫌きらいでも人でなしじゃねえか。強しいて言うなら普ふ通つうだよ。

「ちなみに、湊みなとくん。お弁当をきみが頑がん張ばって食べたおかげで、世界が救われました」

「は？」

　急に何を言い出すのだこの幼女は。

「実は、今日のお昼イベントは致ち命めい的な因果をはらんでてね。もし、湊みなとくんが天あま津つ風かぜさんのお弁当を食べきれなかったら、代わりに天あま津つ風かぜさんが残りを無理して食べることになってたんだけど、そのとき、喉のどを詰つまらせて天あま津つ風かぜさんが死んじゃう因果もあったんだ。天あま津つ風かぜさんが死んじゃったら世界が消しよう滅めつしちゃうからね。いやあ、危なかった危なかった」

「…………」

　知らない間に九死に一生だった。

　というか、そんなテストで赤点回かい避ひしたくらいのノリで世界消しよう滅めつを語らないでほしい。

「……いや、待て。そもそもあいつは類い希まれな幸運で世界から守られてるんじゃなかったのか？　なら、喉のどに何か詰つまらせたくらいで死ぬのはおかしいだろうが」

「天あま津つ風かぜさん、ああ見えて常識人だからね。自分で世界を許容してしまったら、それはもう書かき換かえ不能な〈結果〉として、世界に刻まれちゃうんだ」

「……もう少しわかりやすく言ってくれよ」

「ようするに、彼女は自分をあくまでも一いつ般ぱん人じんだと思ってるってこと。一いつ般ぱん人じんなら喉のどを詰つまらせて死ぬこともあるでしょう？　そういう状じよう況きようになったら、自分の死を許容してしまうの。現実を認めてしまったら──彼女は確率干かん渉しようを行えなくなる」

　つまり常識の範はん疇ちゆうで起こりうることであれば、天あま津つ風かぜが死ぬこともあるってことか。

「あくまでも彼女の常識だけどね。逆に言えば、彼女にとって非常識なこと、たとえば暗殺者に命を狙ねらわれたり、毒を盛られたりだね、そういう状じよう況きようでは絶対に彼女を殺せないし、そもそもそうなったら世界が彼女を守る。だから、未来から来た人は、彼女に直接危害を加えることができないってわけ」

　わかったような、わからないような。

「私たち未来人は、本来この時代、この空間には居てはいけない存在なわけでしょう？　つまり、この時空の因果律に無理を言って、存在をどうにか許容してもらっているに過ぎないの。そんな不安定な私たち未来人が、〈神〉に愛された天あま津つ風かぜさんに危害を加えようとしたら、その時点で時空連続体に歪ゆがみが生じて、因果律は強制的に天あま津つ風かぜさんを保護してしまうのだけど……難しいかな？」

「びっくりするほど頭に入ってこない」

　因果律とか時空連続体とか、ただでさえ頭が痛くなりそうな話なのに、胃い袋ぶくろに血液が集まっている今なら尚なお更さらだ。

　そうだよね、と加か賀が美みは笑う。

「とにかく湊みなとくんは人知れず世界を救いました、ってお話。だから偉えらいねって褒ほめてあげる」

　そう言ってまた加か賀が美みは僕の頭を撫なで回まわす。子どもじゃないんだから、別に嬉うれしくない。

「……俄にわかには信じがたいけど、まあそういうことにしておいてやろう。でも今後もそういう、何でもないことで世界消しよう滅めつ的なことが起こるのか？」

「可能性はあるね。でも、私も正直詳くわしくはわからないんだ。今回はたまたま未来で天あま津つ風かぜ博士からチュートリアル的にレクチャーを受けていたので私にもわかったけど……。本来、因果律なんてものは人間が認にん識しきできちゃいけないものなんだよ。世界の理ことわりに反したことなの。天あま津つ風かぜ博士は……まあ、神様の寵ちよう愛あいを受けてるから特別に許されてるだけだね。この時代の天あま津つ風かぜさんは、因果律の認にん識しきはできないみたいだけど」

　重ね重ねとんでもねえやつだな、アイツ。食パンダッシュが可か愛わいらしく思えるレベル。

「ただ、少なくとも未来からの刺し客かくは、何らかのアクションを起こして天あま津つ風かぜさんに灰色の青春を送らせようと画策してるわけだから、今後もそういう致ち命めい的な選せん択たく肢しは増えてくると考えるのが妥だ当とうだね。湊みなとくん、責任重大だあ」

「…………」

　僕の知らないところで世界の命運を僕に握にぎらせるのほんと勘かん弁べんしてほしいんだけど……。

「ひとつ疑問なんだけど、天あま津つ風かぜはものすごい幸運で世界から守られてるわけだろう？　なら、間接的にでも天あま津つ風かぜに害することはできないんじゃないか？　たとえば、少なくとも現時点で僕は天あま津つ風かぜが青春を送る上で必要な存在なわけだろう？　なら、そもそも僕が危害を加えられそうになったら、天あま津つ風かぜがそれを認にん識しきするしないによらず、世界が僕も守らないといけない気がするんだけど」

　僕が死んだら天あま津つ風かぜが灰色の青春を送ることになるというのは、天あま津つ風かぜにとって都合の悪い因果のはずだ。ならばそもそもそのような因果が起こらないように、彼女の周囲にも〈神〉とやらは目を光らせていないとおかしいことになると思うのだが……。

「うーんとね、そのあたりのことは私も詳くわしくは聞かされてないんだ。彼女の認にん識しきはイコール〈世界〉の認にん識しきと同義であって、逆に言えば、彼女が認にん識しきしない事こと柄がらに関しては、因果律さんもお仕事しないってことなんじゃないかな。それにさっきも言ったけど、あくまでも彼女は自分を一いつ般ぱん人じんだと思い込んでるからね。友人である湊みなとくんが、ある日突とつ然ぜん刺し客かくに襲おそわれる可能性くらいなら、許容してるのかも」

　何となくおかしなことを言っている気がするが、とりあえず僕が命を狙ねらわれても神様とやらは助けてくれないらしいことはわかった。まあ、僕の不運を考えればその結論は妥だ当とうなところだけれども。とりあえず僕は、美みー玖くネーターに命を守ってもらいつつ、天あま津つ風かぜが楽しい青春を満まん喫きつできるようにフォローしていかなければならないようだ。

「──じゃあ、仮に今後もそういう致ち命めい的な因果云うん々ぬんの状じよう況きように直面した場合、僕はどうやってその事実を認にん識しきすればいいんだ？　そもそもおまえはどの程度、この先のことを知ってるんだ？　何かヤバそうなときは、こっそり耳打ちでもしてくれるのか？」

「それでもいいけど、天あま津つ風かぜさんの前だとそれも難しいよね」

　そういえば今朝、僕も同じことを思ったのだった。別に加か賀が美みに気があって内ない緒しよ話ばなしをしているわけではないが、天あま津つ風かぜに誤解されるリスクを考えたらできれば避さけたほうが良いいだろう。

「それに実は私も、この先のことはほとんど知らないんだ」

「ダメじゃん……」

「ところが！　そんな湊みなとくんにぴったりな未来の秘密道具があるんですよ！」

「ターミネーターじゃなくてドラえもんだった！」

「湊みなとくん、悪いんだけど少しだけ上半身浮うかせられるかな？」

「……上半身を？」

　訝いぶかしく思いながらも、寝ねそべったまま肘ひじを使って上体を少し起こす。

「はい、もういいよー。力抜ぬいて寝ねそべってー」

　背後からの加か賀が美みの声で再び身体からだを倒たおす。

　──と。何な故ぜか後頭部に先ほどまではなかったはずの柔やわらかいクッションのようなものが当たった。枕まくらでも置いてくれたのかな、とわずかに視線を上げる。

　すぐ目の前に加か賀が美みの小さな顔があった。

「……は？」

　自分の身の状じよう況きようがわからなかった。何な故ぜ、今僕は真っ逆さまの加か賀が美みと至近距きよ離りで見つめ合っているのか。そして何より、後頭部の柔やわらかくて温かい感かん触しよくはいったい……？

　鈍にぶりきった脳みそが答えをはじき出すよりも早く、加か賀が美みはあっさりと言った。

「膝ひざ枕まくらいぇー」

[image: ]

「…………」

　いぇーって。おまえのノリとテンションが昨日から全然わからねえよ。

　不満は多々あったが、とにかく僕は今膝ひざ枕まくらをされているらしい。

「……え、なんで？」

「そのほうが湊みなとくん喜ぶかと思って。男の子って、こういうの嬉うれしいんでしょ？」

　見み透すかされているようで悔くやしかったが、不意打ちでも嬉うれしかった。

「頑がん張ばった湊みなとくんにご褒ほう美びです。ちなみに、下半身は機械じゃなくて自前だから安心してね。美少女ＪＫの生太ももだよー」

「マジでおまえのキャラが未いまだに摑つかめねえ！」

　僕の記き憶おくが確かなら、秘密道具云うん々ぬんの話をしていたはずだけど……それが何な故ぜ膝ひざ枕まくらなのだろうか。疑問は尽つきないが、とにかく後頭部のあたりから得も言われぬ幸福を感じるのは確かだ。

「それじゃあ、じっとしててね」

　加か賀が美みは左手を僕の左頰ほおに添そえて真上を向かせる。視界には見慣れない部室の天てん井じようと、加か賀が美みの幼い顔が逆さまのどアップに映し出されている。

　わけもわからずドキドキする。妙みようだな……僕にロリコンの気はないはずなのに……！

「真まっ直すぐ上を向いて」

　吐と息いきも感じられそうなほどの至近距きよ離りで加か賀が美みは囁ささやき──。

　素す早ばやく何らかの液体を僕の右みぎ眼めにプシュッっと噴ふん霧むした。

「な、なにごと!?」

　慌あわてて起き上がろうとするが、額を押さえつけられているためそれも叶かなわない。

「大だい丈じよう夫ぶ、痛くないからしばらくそのままジッとしてて」

　額を押さえつけられることで、より強く後頭部から太ももが感じられる。突とつ然ぜん人の目に何をするのかという怒いかりも、太ももの柔やわらかさの前には無力だった。右みぎ眼めは確かに痛くはないが少し染しみる。眼がん窩かから鼻び腔こうに通っていく液体に僅わずかな苦みを感じた。

　しばらくそのままジッとしていたが、やがて加か賀が美みは額から手をどけた。

「うん、こんなものかな。どう？　気分とか悪くない？」

「気分は……強しいて言うなら最高だけど」

「えっち」

「何を僕の目に噴ふきかけたんだ？　まさかそれが秘密道具ってわけでもないだろう？」

「いや、これが秘密道具だよ」あっけらかんと加か賀が美みは答える。「これはね、天あま津つ風かぜ博士が湊みなとくんのために開発した特製のナノマシン入り薬やく剤ざいなの。これで湊みなとくんは世界に対して致ち命めい的な因果律を視し認にんできるようになりました」

「そんな超ちよう科学のやべーヤツを、僕の許可も取らずに噴ふん霧むしたのか、おまえ!?」

　インフォームドコンセントの概がい念ねんが未来にはないのかよ！

「まあまあ。身体からだに害はないし、すぐに無効化できる薬やく剤ざいも持ってきてるから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「というか、致ち命めい的な因果律云うん々ぬんってどういうことだよ。人間がそんなものを理解できたら、世界の理ことわりがどうこうって言ってただろ」

「細かいことを気にする男はモテないぞ♡」

「雑な感じに誤ご魔ま化かされた！」

　そこらへん、一番雑に扱あつかっちゃダメなとこだろ。噓うそでも専門用語の並べ立てでも良いいから、適当なこと言って説得してくれよ。投げっぱなしジャーマンが一番困るわ。

「とにかく、今この世界で湊みなとくんだけが因果律の一部を認にん識しきできるようになったの。それはつまり、運命に介かい入にゆうできるようになったとも言いい換かえられるね。だから、これからは湊みなとくんが自分の判断で、世界を正しい方向に導いていかなきゃいけないの」

「……本当に責任重大じゃないか」

　天あま津つ風かぜの機き嫌げん云うん々ぬんどころか、下手したら僕のせいで世界滅めつ亡ぼうしちゃうじゃん……。

　マジで一いつ介かいの高校生にそんな世界の命運を気軽に託たくすなよ……。前世紀終しゆう盤ばんに流は行やったセカイ系に登場するクソ大人かよ……。

「まあまあ。私も可能な限りフォローするし、世界レベルで迷めい惑わくを掛かける湊みなとくんへの見返りは無限大だよ？　これから先何度でも、何でも湊みなとくんの言うこと聞いちゃうよ？」

「びっくりするほど割に合ってないんだよなあ！」

「二十年後のスポーツ年ねん鑑かんとか、要いらない？」

「──い、要いらねえ！」

「お、ちょっと心が揺ゆれ動うごいたね」

　一いつ瞬しゆんで動どう揺ようを見破られた。二十年分のスポーツの勝敗を使って、ギャンブルで大おお儲もうけしたいとか僅わずかでも考えてしまったあたり、我ながら安い人間で困ってしまう。

「とりあえず、具体的なご褒ほう美びの話は一いつ旦たん置いておいて──。ナノマシンの効果が実はもう一つあるんだけど」

　言って、加か賀が美みは唐とう突とつに口を噤つぐむ。しかし、その目は如い何かにも何らかの意志を表明しており、わけがわからない。いったい何がしたいのかと訝いぶかしみながら加か賀が美みを見上げていると──。

（──湊みなとくーん。聞こえますかー？）

「──っ!?」

　突とつ然ぜん頭の中に加か賀が美みの声が響ひびき渡わたってびっくりした。口元は全く動いていないので腹話術の類ではなさそうだ。

（お、その様子だとちゃんと繫つながってるね。チャンネル合わせるのに少しコツがいるみたい。その、わけわからないって顔、可か愛わいいからもっと見ていたいけど、時間もないし種明かしをしちゃうね。ようするに今、湊みなとくんの頭の中に直接話しかけてる感じかな。お返事は頭の中で思ってくれれば、それが私にも伝わるよ）

　頭の中に直接ってマジかよ。それもうＳＦの世界じゃん。

（ＳＦっていうか、フィクションじゃなくて本物の未来の技術だけどね。でもこれで、私が未来から来たことも信じてくれたんじゃないかな？）

　ここまでされたらさすがにもう信じるしかない。こんな超ちよう能力じみた技術、現代の科学ではとても説明できそうにない。

　ただ思考が筒つつ抜ぬけになっているようで少し怖こわい。万が一卑ひ猥わいな妄もう想そうでもしていたらいったいどうするのか。

（今は私のほうでチャンネルを合わせてるから繫つながってるけど、常時この状態ってわけじゃないから安心してね。練習すれば湊みなとくんからも通信を開けるけど、今はあくまでも、緊きん急きゆう時に一方的に私から電話を掛かけられてるくらいの感覚で大だい丈じよう夫ぶだから。湊みなとくんも年とし頃ごろの男の子だもんね。クラスメイトの裸はだかを想像することくらいあるよね）

「余計な気き遣づかいはやめてくれ！」

　必死すぎてつい声に出てしまった。なかなか使いどころの難しい機能ではあるが、内ない緒しよで相談をしたいときなどは重宝しそうだ。テストのときなんかも答え教えてもらったり──。

（テストは実力でやってくださーい）

　…………。

　思考が筒つつ抜ぬけだった。何ともやりにくい。

「……とりあえず今は通信とやらを切ってくれ」

「あはは、ごめんね。──はい、切ったよ。何かあったらすぐ湊みなとくんにお知らせするからね。ただせいぜい数メートル以内でしか通信できないから、それだけは気をつけてね」

　あくまでも天あま津つ風かぜが目の前にいるときだけの内ない緒しよ話ばなし用ということか。少なくともそれ以外に内ない緒しよ話ばなしをすることなどもなさそうだし、たとえ数メートル以内でしか使えなかったとしても、あまり大きな影えい響きようはなさそうだが。

「とりあえず、膝ひざ枕まくらはこのくらいにしておこうか。天あま津つ風かぜさん戻もどってきたらまた嫉しつ妬とされちゃうかもだし」

「──ああ、そうだな」

　天あま津つ風かぜが僕に気がある、という加か賀が美みの主張を受け入れたわけではないが、実験して確かめるのも怖こわいし、今は加か賀が美みの言うことに従っておく。君子危あやうきに、というあれ。

　後頭部の桃とう源げん郷きよう経験はあまりにも惜おしかったが、僕は上半身を浮うかせて加か賀が美みの太ももとさよならする。

「膝ひざ枕まくらくらい、この先またいくらでもやってあげるからそんな悲しそうな顔しないでよ。でも、できればそういうのは天あま津つ風かぜさんにお願いしてね。彼女ならきっと喜んで協力してくれるだろうから」

「──覚えておくよ」

　加か賀が美みの魅み力りよく的な提案を意識の片かた隅すみで捉とらえながら、僕はまたせっせと消化活動に勤いそしむのだった──。
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「──とても素す敵てきなことを閃ひらめきました！」

　放課後。再び五人で集まり、僕らは部室に長机や椅い子すなどを運び込んだ。

　そしていよいよ、最初の活動を開始しようかというタイミングで、部長の天あま津つ風かぜは満面の笑えみを浮うかべながら手を叩たたいた。

「……素す敵てきなことってなんだ？」

「くふふ、とっても素す敵てきなことですよ、琥こ太た郎ろうさん」

　含ふくみ笑わらいで答える。もう嫌いやな予感しかしない。

「私ちょっと買い出しに行ってきますので、皆みなさんここで少しのんびりしてお待ちください」

　言うや否いなや、天あま津つ風かぜは部室を駆かけ足あしで飛び出して行ってしまった。残された僕らはただ立たち尽つくすしかない。

「……今のうちに帰っちゃうとかどうよ？」

「そんなことしたら、天あま津つ風かぜさん泣いちゃうよ」

　僕の素す敵てきな閃ひらめきは、八や重え樫がしに一いつ蹴しゆうされる。こいつ、見た目どおり真面目だからな……。

「コタくん、気が進まないんだったら、天あま津つ風かぜちゃん戻もどってくるまえに私と一いつ緒しよに逃とう避ひ行こうしない？」那な珂か川がわさんはセクシィに身体からだをくねらせる。「実は私コタくんと行ってみたいいかが──いえ、可か愛わいらしいお店があるんだけど」

「今、いかがわしいって言いかけましたよね!?」

　那な珂か川がわさんは相変わらず、僕の誘ゆう惑わくに余念がない。まったく……僕が本気にしてしまったらどうするつもりなのか。この人はこの人で意外とガードが緩ゆるそうで、放っておけない。

　実のない会話を五分ほど繰くり広ひろげていたら、購こう買ばいのビニル袋ぶくろを手にした天あま津つ風かぜが息を切らせて部室へ戻もどってきた。

「すみません、遅おそくなりました。早さつ速そく始めましょう！」

　とりあえず、一つの長机を囲むように五人で座る。部室が広くないこともありすでに窮きゆう屈くつだ。端はしの短辺に着いた天あま津つ風かぜは、ブレザのポケットからトランプのセットを取り出して机の上に置いた。

「というわけで、記念すべき〈アオハル・パーティ〉第一回のテーマは、トランプです！」

「トランプ、ねえ……」那な珂か川がわさんはどこか不満げだ。「平へい凡ぼんねえ。凡ぼん百ぴやくと言っても良いかもしれないわ。花はな盛ざかりの高校生が五人も集まってトランプなんて……」

「ちなみに総合で最下位だった人には素す敵てきな罰ばつゲームを用意しています」

「天あま津つ風かぜちゃん、あなたも大たい概がい、人の話聞かないわね!?」

　那な珂か川がわさんは楽しそうだ。

「楽しくはないわよ!?」

「人の思考を読まないでくださいよ」

　そういうのは、加か賀が美みだけで十分だ。

「罰ばつゲームっていうのは、何をするんだい？」

　八や重え樫がしは小首を傾かしげ、ハスキィボイスで尋たずねる。

「ふっふっふ……よくぞ聞いてくれました、八や重え樫がしさん」

　天あま津つ風かぜはドヤ顔を浮うかべて、持ってきたビニル袋ぶくろの中身を机の上に取り出した。

「じゃーん！　罰ばつゲームはこれに挑ちよう戦せんしてもらいます！」

　天あま津つ風かぜが購こう買ばいで買ってきたもの。

　それは、最近ＳＮＳなどでも話題沸ふつ騰とう中の超ちよう激げき辛からカップ焼きそばだった。

「こちら遺伝子改良によって作られた最強の唐とう辛がら子しジョロキア・ジョースターをふんだんに使った泣く子も失神するほどの辛さを誇ほこるカップ焼きそばです！　昨日、ユーツーブでこれを食べる速さを競きそう動画を見て、とても楽しそうだったので罰ばつゲームにはぴったりかなと！」

「……天あま津つ風かぜちゃん、これマジでヤバい辛さらしいけど、あなた大だい丈じよう夫ぶなの？　あなたが食べることになるかもしれないのよ？」意外にも那な珂か川がわさんは心配そうに尋たずねる。

「きららさん、食べたことがあるのですか？」

「いえ、私はないけど……。クラスの男子がお昼休みに食べてるの見たけど、全身の穴という穴から体液を噴ふき出だして失神してたわ」

　北ほく斗と神しん拳けんよりやべえじゃねえか。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、きららさん。私、こう見えて辛いの得意ですから」天あま津つ風かぜはしたり顔で胸を張る。「このまえなんて、ココイチの２辛に挑ちよう戦せんしたくらいです」

「自じ称しよう『辛いの得意』界かい隈わいでも、それマジで最弱の部類よ！」

　那な珂か川がわさんは丁てい寧ねいに突つっ込む。こう見えて意外と世話焼きなのかもしれない。

「まあまあ、きららさん。それくらいの罰ばつゲームがないと、トランプも盛り上がりませんから。皆みなさんも良いいですか？」

　天あま津つ風かぜに視線を向けられ、皆みな渋しぶ々しぶ頷うなずいた。まあ、そうは言っても全国的に流通しているものだし、そこまで辛すぎるということはあるまい──。

　天あま津つ風かぜが全員にカードを配っている最中、そんなことを考えていたら突とつ然ぜん、視界が赤く点てん滅めつして、頭の中にアラートのようなものが響ひびき渡わたった。

「──っ!?」

　驚おどろいてパイプ椅い子すから立ち上がるが、ほかの面々は不思議そうにこちらを見上げるばかりだ。

「あの、琥こ太た郎ろうさん？　どうかしました？」

　天あま津つ風かぜの心配そうな顔。もしかして、僕にしか見えてないのか……？

「い、いや、ごめん。何でもないよ」

　訝いぶかしく思いながらも再び座る。その間も、赤の明めい滅めつとアラートは止まらない。しかし、よくよく見ると、視界が赤く染まっているのは右みぎ眼めだけだった。右みぎ眼め──つまり、昼休み加か賀が美みに怪あやしげな液体を噴ふき付つけられたほうだ。

　ならばこれは、加か賀が美みの言っていた『致ち命めい的な因果律』というやつなのだろうか。困こん惑わくする中、右みぎ眼めの視界にぼんやりと文字が浮うかんでくる。




『天あま津つ風かぜが最下位になる→焼きそば食べる→理外の辛さにより世界滅めつ亡ぼう』




「…………っ！」

　危あやうく声が出そうになるのを必死に堪こらえる。

　クソゲーじゃねえか……クソゲーじゃねえか！

　いや、まさかそんなクソみたいな理由で世界滅めつ亡ぼうとかいくらなんでもあり得ないだろう、と思考の大部分は常識的な判断を下すが、それでも相手があの埒らち外がいの青春バカ野や郎ろう天あま津つ風かぜ撫なで子しこである以上、万が一という可能性も捨てきれない。

　とにかく一刻も早く加か賀が美みに知らせなければならない。天あま津つ風かぜにバレないように加か賀が美みに視線を送ってみるが、しかし当の加か賀が美みはまったくこちらに気づいた様子もなく配られたカードをニコニコ笑え顔がおで眺ながめている。まるで初めてトランプで遊ぶ幼女のように微ほほ笑えましいが今はそれどころではない。

　どうにかして天あま津つ風かぜに怪あやしまれないで、加か賀が美みに例の通信とやらを開いてもらう方法はないだろうか、と無い知ち恵えを絞しぼって必死に考えるがそうそう妙みよう案あんなど浮うかんでこない。

　僕が悪あく戦せん苦く闘とうしている間に、カードは配り終わったようで、早さつ速そく五人によるババ抜ぬきが開始された。

　ただ幸いなことに、天あま津つ風かぜを無理に勝たせる必要はなく、とにかく彼女のビリを回かい避ひすればそれで許されそうなので、難易度的にはそれほど難しくもないだろう。

　最初はそんなふうに思っていたが──すぐにその見通しが甘かったことを思い知らされる。

　十分後──。

「あちゃー、また私が最下位ですね」

　天あま津つ風かぜは残った手札のジョーカーを場に無造作に放った。天あま津つ風かぜ以外の全員が複雑そうな表情でババの札を見つめる。

　結論から言うと──天あま津つ風かぜ、ババ抜ぬきメチャクチャ弱い。

　ババ抜ぬきなんて運ゲーのはずなのに、何な故ぜか天あま津つ風かぜが最下位になる。しかも、三回連続で。

　いくら顔に出やすいとはいえ、この確率は異常すぎる。さすがに、何らかの危機感を抱いだき始めたのか、ようやく加か賀が美みが例の通信を開いてくれた。

（──湊みなとくん、聞こえる？　この状じよう況きよう、本当に大だい丈じよう夫ぶなの？）

　僕は現状のヤバさを手短に伝える。すると加か賀が美みはため息交じりの思念を飛ばしてくる。

（──うーん。困ったねえ……。しかもこの感じ、たぶん天あま津つ風かぜさんが確率操作してるね）

　確率操作──それはつまり、自分が負けるように仕向けているということか。

（そうだね。彼女の目的はあくまでも、みんなで楽しく遊ぶことであって、勝敗は二の次なんだよ。そして優やさしい彼女は自分以外の誰だれかが罰ばつゲームを受けると可哀想かわいそうだと思ってる。だから、自分が負けて罰ばつゲームを受けるのが結果的に一番良いいと考えてるんだろうね。あとたぶん、内心激げき辛からカップ焼きそばに興きよう味み津しん々しんなんだと思う）

　とんだマッチポンプではないか。ならどうしてそもそも罰ばつゲームなどと言い出したのか。

（そのほうがみんな盛り上がると思ったんだよ。天あま津つ風かぜさんなりの気き遣づかいだね）

　その結果の確率操作で、挙げ句に世界滅めつ亡ぼうとかもう笑えないレベルの迷めい惑わくなんだよなあ！

（とにかく次から天あま津つ風かぜさんをビリにしないよう、私たちで協力しよう。いくら確率操作をされていても、ズルには効果がないはずだから）

　加か賀が美みの言うことが正しい。僕は自ら泥どろを被かぶる覚かく悟ごで勝負に臨のぞむ。

（全然関係ないけど、湊みなとくん頭の中では私のこと『委員長』じゃなくて『加か賀が美み』って呼ぶんだね。ひょっとして、クラスメイトの女の子のことちゃんと呼ぶの恥はずかしい系かな？　可か愛わいいとこあるねー）

　マジで関係なさすぎるから後にしてくれ！

　全力で突つっ込んでから、勝負に集中する。

　幸いなことに、僕と加か賀が美みの協力プレイにより、次のゲームから天あま津つ風かぜのビリを回かい避ひさせることに成功した。

　作戦としては至極シンプルで、まず協力して先に加か賀が美みを上がらせてから、こっそり天あま津つ風かぜの手札を覗のぞかせて、ジョーカーの位置を僕に知らせるというもの。

　というか、そもそも天あま津つ風かぜの確率操作により、最初から最後まで天あま津つ風かぜの手札からジョーカーがまったく動かないのが彼女必敗のネタだったようだが、僕らのカンニングトリックの前には、その運に頼たよった作戦も通じないというもの。

　そしてジョーカーさえ引いてしまえば、あとはこちらのものだ。言葉巧たくみに純じゆん粋すいな天あま津つ風かぜを翻ほん弄ろうして『当たり』のカードを引かせれば良いだけのこと。

「ほうら、天あま津つ風かぜ。右側がジョーカーだぞ？　良いいのか？　そっちで本当に良いいのか？　そっちはジョーカーじゃないけど本当に良いいのか？」

「むううー！　じゃあ、琥こ太た郎ろうさんが可哀想かわいそうなので私がジョーカーを引きます！　えい！」

「ハッハー！　残念だったな！　実は左側がジョーカーだったのだ！　というわけで、天あま津つ風かぜの上がりで僕がまたビリだな！」

「琥こ太た郎ろうさん、あなた何でそんな全力で負けに来てるんです!?」

　そんなやり取りを数回繰くり返かえし──。

　結局、僕の負け星が天あま津つ風かぜの負け星を上回り、僕の最下位が決定した。

　そして今、天あま津つ風かぜがどこからか持ってきた電気湯ゆ沸わかし器きで、湯を沸わかし、カップ焼きそばができるのを待っているところである。八や重え樫がしが湯切りに行ってくれている段階だ。

　試合直前のボクサーのように椅い子すに座って項うな垂だれて、カップ焼きそばの到とう着ちやくを待つ僕に、天あま津つ風かぜは心配そうな声で尋たずねてくる。

「……あの、琥こ太た郎ろうさん。本当に大だい丈じよう夫ぶですか？　嫌いやなら私が代わりますけど」

　いや、それじゃあ今までの苦労が全部水の泡あわだろうが、と思ったがそんな感情は露つゆ程ほども見せず答える。

「天あま津つ風かぜに罰ばつゲームなんてやらせるわけにはいかないからな！　女の子には優やさしくするのが僕の信条さ！」

　とどめとばかりのウィンクとサムズアップ（ヤケクソ）。

「──格好良いです、琥こ太た郎ろうさん……！」

　何な故ぜか天あま津つ風かぜは瞳ひとみを潤うるませて尊敬の眼まな差ざしを向けてくる。天あま津つ風かぜのセンスが今ひとつよくわからない。

　そうこうしているうちに、八や重え樫がしが共用の水場から戻もどってきた。そして、僕の目の前で真っ赤な激げき辛からソースを白い焼きそばに絡からめていく。

「──琥こ太た郎ろうくん。これは完全な親切心から言うんだけど、本当にこれを食べるのかい？　作っているだけで目が激痛なんだけど……？」

「男に二言はない！　その代わり、何かあったら後のことは任せる！」

　半ば自じ暴ぼう自じ棄きになって、赤い焼きそばの満たされたカップを八や重え樫がしの手から奪うばい取とる。

　スーハー、と一度深呼吸。それだけでむせ返りそうになるほどの禍まが々まがしい臭においを放っているがもはや後には引けない。

　いざ、尋じん常じように──！

　僕は、舌が味を認にん識しきするよりも早く、ロクに嚙かまずにかき込んでいく。少しでも止まったらそこで心が折れる。そして、僅わずかでも残してしまったら、天あま津つ風かぜが残りを食べるとかバカなことを言い出しかねない。とにかく素す早ばやく焼きそばを処理していく。舌は辛さを通とおり越こしてもはや痛みしか感じないが、まだそれほどではない。

　結果、三十秒ほどで僕は激げき辛からカップ焼きそばを平らげた。さすがの速さに周囲もどよめく。

「す、すごいです……すごすぎます、琥こ太た郎ろうさん！　これは人類史に残る偉い大だいな一歩に違ちがいありません！」

「天あま津つ風かぜちゃん！　そんなことよりも早くこのソフトクリームをコタくんの口に突つっ込んで！　コタくん死んじゃうから！」

「は、はいっ！　わかりました！　琥こ太た郎ろうさん、失礼します！」

　僕の返事も待たずに、天あま津つ風かぜは購こう買ばいで売っている固めのソフトクリームを僕の口に突つっ込んでくる。

　そのあたりで──僕は急激に全身を駆かけ巡めぐった辛さにより意識を失った。
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　気がつくと僕は、自宅のベッドの上で横になっていた。

　一いつ瞬しゆん自分の置かれている状じよう況きようが理解できなかったが、慌あわてて母親に尋たずねてみると僕はいつものように普ふ通つうに帰宅して、そのまま自室に籠こもっていたらしい。

　どうやら記き憶おくが欠落しているだけで、意識はあったようだ。おそらく、埒らち外がいの辛さからの逃とう避ひで脳が記き憶おくの銘めい記きを放ほう棄きしたのだろう。つらい部分の記き憶おくがごっそりと抜ぬけているのは気き掛がかりだったが、とりあえずぶっ倒たおれて誰だれかに迷めい惑わくを掛かけたりしたわけでもなさそうなので、その点だけは良かったと胸をなで下ろす。

　ただ、食欲はまったく湧わいてこない。昼にあれだけの過食を強しいたあとで、まだロクに腹もこなれていない放課後にカップ焼きそばなどを食べてしまったせいで、身体からだがカロリィ摂せつ取しゆを拒きよ絶ぜつしているのかもしれない。

　心苦しくはあったが、母親に夕食は要いらないと伝えてまた部屋に籠こもる。

　一度深いため息を吐はく。

　どうやら今後も今日のように身体からだを張って、天あま津つ風かぜの青春を援えん護ごしていくことになりそうだ。

　彼女が満足するまで──僕の身体からだが保てば良いのだけれども。

　ふと気になってスマホをチェックしてみる。すると、昨日作成したグループチャットには僕の身を案じるメッセージが多数残されていた。




　　天あま津つ風かぜ：琥こ太た郎ろうさん、ご無事ですか？　あとからおなか痛くなったりしていませんか？

　　ミク：湊みなとくん今日はありがとう。ゆっくり休んでね。でも明日遅ち刻こくしちゃダメだよ！

　　きらら：コタくん男らしかったわ♡　つらかったらお姉さんが癒いやしてあげるね♡

　　八や重え樫がし：今日はお疲つかれさま。もし明日になっても味覚戻もどらなかったら声掛かけてね。




　何というかそれぞれ心配の仕方に個性が出ていて笑ってしまう。僕は『大だい丈じよう夫ぶ、超ちよう元気』とだけコメントを残してから目を閉じた。すると、すぐに睡すい魔まが襲おそってくる。血糖値が上がりすぎているせいだろうか。いずれにせよ、この強きよう烈れつな眠ねむ気けに抗あらがえるほどの精神力は持ち合わせていなかったので、僕は大人しく本能に身を任せる。

　そして眠ねむりに落ちる寸前に、気づく。

　まあ、総じて──今日は楽しかったかな、と。
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　ちなみにこれはまったくの余談なのだけれども。

　翌朝のトイレで、第二の地じ獄ごくが待ち受けていたのは、ここだけの話である。

　世界を救った英えい雄ゆうが、まさか唐とう辛がら子しに肛こう門もんを焼かれて絶ぜつ叫きようしたなんて──そんな格好悪い話は、ないだろう？
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「暑い……脳みそが溶とけ出る……」

　教室の自分の席で、僕はぐったりと机に突つっ伏ぷして唸うなる。

「五月でこの暑さはさすがに堪こたえるねえ」下した敷じきで顔を煽あおぎながら、八や重え樫がしも同意する。「何でも、昼過ぎには真夏並みの陽気になるらしいね。東海上の高気圧の発達がすごいってニュースに書いてあったよ。土曜授業で助かったね」

　いつも涼すずしげな顔をしている八や重え樫がしもさすがに暑そうだったが、その割にシャツのボタンは上まで閉しめているし、この暑いのにネクタイも緩ゆるめようとしない。しっかりとブレザも着込んでいるし、この優等生の爽さわやかイケメンは、それほど暑さに参っているようには見えない。

　いつかこの涼すずしげな顔を、別の色に染めてやりたいとは思うが、なかなかそれも難しい。そもそもこの八や重え樫がし楓かえでという男は、あまり感情表現が豊かなほうではない。いつもニコニコ泰たい然ぜん自じ若じやくとしているが、あくまでそれがデフォルト状態であり、そこから別の感情に移行することが極きわめて稀まれなのだ。

　笑っていても心の底から笑っているわけではなさそうだし……何となく僕を含ふくめて、クラスメイトたちに壁かべのようなものを作っている印象だ。

　おかげでこれだけの美形にもかかわらず、今のところ恋こい人びとを作る気配もない。人生勝ち組のくせに、あえて好機をスルーし続ける余よ裕ゆうぶりは、腹立たしく思わないでもないが、まあその飄ひよう々ひようとしたところもこいつの魅み力りよくなのかな、とも思う。

　ようするにこの八や重え樫がし楓かえでというのは──つかみ所のない男なのである。

「八や重え樫がしさん、あまり暑そうに見えませんね」

　隣となりの天あま津つ風かぜが感心したように言った。深窓の令れい嬢じよう然とした天あま津つ風かぜでさえ、この暑さは堪こたえるようで、長い黒くろ髪かみを結ゆい上あげてポニーテイルに纏まとめている。ポニテもめちゃくちゃ可か愛わいい。

「元々、体温が低いんだ」八や重え樫がしは苦く笑しようして答える。「代謝が低いのかもしれないね。汗あせもあまりかかないし……その代わり、逆に冬は苦手かな。寒いと動きたくなくなっちゃうよ」

「一長一短ですね。でも、冬はお洋服でいくらでも防寒できますけど、夏はお洋服で対策するにしても限度があるので困ってしまいます。これ以上脱ぬぐわけにもいきませんし」

　天あま津つ風かぜは、ブラウスにベストという軽装だ。さすがにこの暑さでブレザを着込んではいられなかったようで、今は椅い子すの背に掛かけられている。でも女子は、ベストがあるからまだ暑そうだ。まあ、ベストを着ていない女子もいるけど、天あま津つ風かぜは着ざるを得ないだろう。

　その……胸的な意味で。

「なにー？　何の話ー？」

　僕らの会話を聞きつけたのか、ふらふらと加か賀が美みが寄ってくる。大方の予想どおり、加か賀が美みはベストを着ていない。着る必要がないのだろう。クラス委員長という役職上、服装や規律にはうるさいのかと思いきや、結構そのあたりおおらかだったりする。その割には、僕にだけはやたらと厳しい気がするんだけど……気のせいだろうか。

「美み玖くさん」天あま津つ風かぜは嬉うれしそうに表情を輝かがやかせる。「暑いですね、ってお話ししてたんですよ。早く衣ころも替がえしたいです。セーラ服って着たことないので、とても楽しみです……！」

　私立東しの雲のめ学園は、冬服は男女共通でブレザだが、女子の夏服はセーラ服になる。ブレザもセーラ服もどちらも楽しめるということで、この学校は女子の倍率が少しだけ高いらしい。

「天あま津つ風かぜさんのセーラ服かあ……。きっとすごく可か愛わいいんだろうね。楽しみだね、湊みなとくん」

「……何な故ぜ僕に振ふる？」

「──楽しみでしょう？」言外に強めの圧を込こめる加か賀が美み。

「ああ、楽しみだな！　楽しみで楽しみで寝ねられなさそうだ！（ヤケクソ）」

「なるほど、えっちな妄もう想そうで身体からだを持て余すと」

「そこまでは言ってねえよ！」

　僕は何を求められてるんだよ。おまえの雑なネタ振ふりに困こん惑わくしっぱなしだよ。

「それはそれとして、湊みなとくん、シャツはちゃんとズボンに仕し舞まわないとダメだよ！」

「暑いんだよ……今日くらいは勘かん弁べんしてくれよ……」

「めーだよ！　ほら、ジッとして！」

　僕に断りもなく、加か賀が美みははみ出していたシャツをズボンの内側に押し込んでいく。何かいよいよ本格的にお母さんだな……。

　それを見ていた天あま津つ風かぜがくすくすと上品に笑う。

「美み玖くさんと琥こ太た郎ろうさん、仲良いですよね。羨うらやましいです」

　その反応は予想外だったのか、珍めずらしく加か賀が美みは慌あわてる。

「え、いや、そんなことないよ！　私、湊みなとくんとか微み塵じんも興味ないし！　私なんかよりも、天あま津つ風かぜさんのほうが湊みなとくんと仲良いし、お似合いだと思うなあ！」

「そ、そうですか……？」

　恥はずかしそうに天あま津つ風かぜは頰ほおを赤らめる。天あま津つ風かぜの機き嫌げんを損そこねる方向に話題が進まなくて良かったが、それはさておき、目の前でそういう反応をされると僕もリアクションに困る。

「ほら、騒さわぐとますます暑くなるだろうから、みんな少し落ち着こうか」

　八や重え樫がしが助け船を出してくれる。涼すずしげな顔で気の利きく男だ。

「今日の活動は、何か暑気払ばらいのようなことができるといいですね」天あま津つ風かぜは話題を変える。

「暑気払ばらい……怪かい談だんとか？」加か賀が美みは尋たずねた。

「いえ、それは夏本番まで取っておきましょう」

「うーん、ほかに何か涼すずしげな遊びあるかなあ……クーラをガンガンに効かせた部室で冷たいコーラを飲みながら映画でも観みる？」

「それも夏本番に取っておきましょう」天あま津つ風かぜは苦く笑しようする。「暑気払ばらいというよりは、せっかくなのでこの突とつ然ぜんの陽気を楽しむようなことがしたいです」

「暑さを楽しむねえ……」

　僕は唸うなる。言いたいことは何となくわかるが、具体的なイメージは湧わいてこない。暑さ……暑さねえ。

「いっそ水遊びでもするか」

　適当な思いつきを口にしてみるが、天あま津つ風かぜは嬉うれしそうに乗ってきた。

「ああ、それは良いいですねえ！　燦さん々さんと照りつける太陽の下で水に濡ぬれる男女……！　まさしく青春の一ページです！　さすが琥こ太た郎ろうさんです！　青春検定一級の称しよう号ごうを授さずけましょう！」

　いらねえ。

「水遊びって言っても……具体的には何をやるんだい？」

　八や重え樫がしが尋たずねる。普ふ段だんよりもどこか表情が硬かたいような気もするが……どうしたのだろうか。

　そうですねえ、と天あま津つ風かぜは腕うで組ぐみをして考え込むが、すぐに表情を輝かがやかせてパンと手を叩たたく。

「──とても素す敵てきなことを閃ひらめきました！」

　どうやら僕らは。

　また天あま津つ風かぜの思いつきに振ふり回まわされることになるようだった──。
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　放課後──といっても、土曜授業なのでただの昼過ぎだが。

〈アオハル・パーティ〉の五人は、簡単な昼食を終えると、体操服に着き替がえた上で、校庭の片かた隅すみに集められた。日差しはますます強くなり、すでに気温は三十度を超こえている。このままボーッと屋外に立っていたら熱中症しようになってしまいそうだ。

　何をするのかも知らされないまま外に連れ出された僕らは、天あま津つ風かぜの言葉を待つ。天あま津つ風かぜは大きな布の包みを抱かかえていた。

「少し手間取りましたが、何とか準備が間に合って良かったです！」

　天あま津つ風かぜは、期待に満ちた視線を僕らに向けながら言う。

「今日のテーマはこちらです、ジャーン！」

　抱かかえていた包みを地面に置いて広げる。中には、大小様々な──水みず鉄でつ砲ぽうが包まれていた。天あま津つ風かぜは朗々と宣言する。

「これで今日は、水みず鉄でつ砲ぽうサバゲーをやります！」

「あら、良いいわねえ！」

　意外にも那な珂か川がわさんが一番乗り気だ。彼女は体操服の裾すそを結び、丈たけを短くして涼りようを取っていた。細いウェストと可か愛わいらしいおへそが覗のぞいていて大変素す晴ばらしい。袖そでも肩かたまで捲めくっているし、実に涼すずしげだ。長い髪かみもポニーテイルにまとめているし言うことがない。

「これだけ暑いと水遊びしたくなるものねえ。ナイスチョイスだわ、天あま津つ風かぜちゃん」

　サムズアップで喜びを示す那な珂か川がわさんだったが、一方天あま津つ風かぜは少し心配そうだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか、きららさん」

「ん？　なにが？」

「お化け粧しよう落ちちゃいません？」

「してないわ！　ほぼすっぴんでこの美しさだわ！　日焼け止めもウォータープルーフだし、対策完かん璧ぺきだわ！」

「ウォータープルーフって何です？」

「……え、ちょっと待って。天あま津つ風かぜちゃん、紫外線対策もしないで水遊びしようとしてたの？　この炎えん天てん下かで？　正気？」

「日焼けしたら日焼けしたでいいかなと」

「ばかちん！　あなたのその綺き麗れいな白い肌はだは財産なのよ！　もっと自分を大切にしなさい！　今は若いから良いいけど、そんなことじゃ二十年後にはシミだらけになるわよ！」

「そんなことないです！　天あま津つ風かぜさんは二十年後も色白卵肌はだの美人なんですから！」

「なんでこのタイミングであなたがキレるの、加か賀が美みちゃん!?」

　美女三人が薄うす着ぎでわちゃわちゃしている。実に微ほほ笑えましい。

「とにかく、ちょっと日ひ陰かげ来なさい！　私の日焼け止め塗ぬりたくってあげるから！　ほら、加か賀が美みちゃんも一いつ緒しよに！」

　那な珂か川がわさんは、天あま津つ風かぜと加か賀が美みの手を引いて木こ陰かげへと向かっていく。

　そして男二人が炎えん天てん下かの中取り残される。

「クソ暑いな……」

「そうだねえ」

　額の汗あせを拭ぬぐいながら言う僕に対して、八や重え樫がしは相変わらず涼すずしげな顔をしていた。しかもこの暑いのに、上下ジャージを着ている。さすがに腕うでまくりはしているが、それでもあまり暑そうには見えない。格好つけで我が慢まんをしているわけでもなさそうだし、どうやら本当にそれほど暑さを感じていないようだ。少し羨うらやましい。

「もしかして暑さに強いのは南国の生まれとか？」

「いや、東京生まれ東京育ちだよ。海外も行ったことがない」

「じゃあ、ただの体質か」

　八や重え樫がしを眺ながめる。線が細く、小こ柄がらで、一部女子の間では〈王子様〉なんて呼ばれているが、こうして改めて見てみると、本当に細くて色白で少し心配になる。

「おまえ、ちゃんと飯食ってんのか？」

「普ふ通つうには食べてるよ。ただ元が小食だからね。運動部のみんなよりは食べないかな」

「その割には、結構胸むな板いた厚いよな。鍛きたえてるのか？」

　僕の言葉が意外だったのか、急に八や重え樫がしは不思議そうな顔をして僕を見つめる。しかし、すぐにいつもの微び笑しようを浮うかべ直して答える。

「──まあ、こう見えて僕も男だからね。筋トレが趣しゆ味みなんだ」

「へえ。僕もバカみたいに放課後遊あそび呆ほうけてないで、筋トレくらいはやろうかな」

「ははっ、ほどほどにね」

　そこで女性陣じんが戻もどってきた。皆みな一様に普ふ段だんよりも心なしか顔が白っぽい。たぶん、メチャクチャ強力な日焼け止めを塗ぬりたくられたのだろう、と予想する。

「ごめんね、お待たせ！　それじゃあ早さつ速そく始めましょうか！　武器は好きなのを選んで良いのかしら？」

　極きわめて上じよう機き嫌げんに、那な珂か川がわさんは水みず鉄でつ砲ぽうを物色し始めようとするが、天あま津つ風かぜがそれを制する。

「いえ、そのまえにルールの説明をしましょう」

　確かにルールは気になる。水みず鉄でつ砲ぽうでサバゲーってどうやるんだろうか。サバゲーの当たり判定は自己申しん告こくらしいけど、水みず鉄でつ砲ぽうならそれだとすぐに終わってしまいそうだ。

「基本ルールはバトルロイヤルです。つまり、全員が敵で最後まで生き残っていた人の優勝です。今回は特に罰ばつゲームなどは設けませんが……そうですね。では、優勝者は特別に何でも好きな命令を敗者にできることにしましょう。もちろん、公こう序じよ良りよう俗ぞくに反しない範はん囲いでお願いします」

「俄が然ぜんやる気が出てきたわ！」

　那な珂か川がわさんのテンションが高い。この人を勝たせるのは何か本能的にヤバい予感しかしないので、優先して対処したほうがいいかもしれない。

「それで、当たり判定のお話ですが……皆みなさん、首からこれをぶら下げて戦ってもらいます」

　天あま津つ風かぜが取り出したもの。それは、直径十センチほどの円に持ち手が付いた不思議な物体だった。どこかで見たことがある気がするが……。

「もしかしてそれは、金魚すくいのポイかい？」

「そのとおり！　さすがは八や重え樫がしさんです！」

　天あま津つ風かぜは嬉うれしそうに指を鳴らして、チャーミングにウィンクを向ける。

「このポイと呼ばれる、和紙の貼はられた輪っかを首からぶら下げてもらって、それが破れたらヒット扱あつかいになり、失格となります。つまり、皆みなさんはこのポイを狙ねらって水みず鉄でつ砲ぽうを撃うてば良いということですね」

　なるほど。確かにこれなら、当たり判定が一目見てわかりやすいし、顔などを狙ねらわれる心配もないので安心だろう。

「移動範はん囲いは、この校庭の片かた隅すみで、直径十メートルのサークル内としましょう。ワクワクしますねえ！　それでは皆みなさん、希望の水みず鉄でつ砲ぽうを選せん択たくしてください」

　天あま津つ風かぜの言葉を合図に、皆みなが一いつ斉せいに水みず鉄でつ砲ぽうへ群がっていった。
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　各自選せん択たくした水みず鉄でつ砲ぽうのタンクに水をしこたま詰つめ込み、僕らはサークルの円周上に立つ。大体、円形フィールドに内接する五角形の各頂点に並んでいることになる。

　さて、これから五人での、血で血を洗うバトルロイヤルが開始されるわけだが──。

「さあ、来なさい！　全員まとめて蜂はちの巣すにしてやるんだから！」

　全長一メートルほどのガトリング系電動水みず鉄でつ砲ぽうを腰こしだめに構えて──那な珂か川がわさんは誰だれよりもノリノリに宣戦布告をした。

　背中には、水タンクとバッテリィを背負った完全な臨戦態勢。天あま津つ風かぜが用意した水みず鉄でつ砲ぽうの中で最も巨きよ大だいで最も強力だったものを、いの一番に選せん択たくしたことになる。

　対する僕らの装備は、加圧式のものなどあくまで一いつ般ぱん的な水みず鉄でつ砲ぽう。まるで草野球にメジャーリーガが乱入したようなわけのわからない戦力差になってしまっていた。

　結果、自然と僕らは、那な珂か川がわさんと一直線に離はなれた場所に集まり、相談を始める。

「……おい、天あま津つ風かぜ。アレは何だ」

「アレはその……琥こ太た郎ろうさんに無む双そうして気持ちよくなっていただこうと用意したのですが」

「忖そん度たくがつらい！」

「まさかこんなことになるとは……計算外です」

「作戦ガバガバのくせに漫まん画がに出てくる敵の頭脳派キャラみたいなこと言うなよ！」

「いずれにせよ、タイマンで勝てる性能差じゃなさそうだね。やはりここは四人で協力して、那な珂か川がわさんをまず倒たおすべきじゃないかな」

　八や重え樫がしの冷静で的確な判断に、一いつ旦たん皆みなが頷うなずく。

「でも、四人で波状攻こう撃げきするにせよ、さすがにこっちの武器はちょっと心こころ許もとないよね。何か作戦がないと」

　加か賀が美みの呟つぶやきに皆みなが閉口して考え込む。幸いなことに、那な珂か川がわさんはこちらの協調を良しとした上で、反対側でジッと待っていてくれている。ワンサイドゲームではなく、シーソーゲームを楽しみたいクチなのだろう。あの人、イケイケのギャルに見えて、意外とこういう下らない遊びに貪どん欲よくだよな……。

「とりあえず、役割分担をしようか」八や重え樫がしが提案する。「牽けん制せいと攪かく乱らん、それとアタッカーかな。この中で一番のロングレンジはたぶん僕だろうから、僕が遠えん距きよ離りから牽けん制せいするよ」

　八や重え樫がしの水みず鉄でつ砲ぽうは、いわゆる竹水みず鉄でつ砲ぽうに近い代しろ物もので、八十センチくらいの筒つつに水を込こめて、先せん端たんの細い発射口から圧力を掛かけて水を噴ふん出しゆつするタイプのものだ。牽けん制せいには最適だろう。

「それじゃあ、攪かく乱らんは私かな。まあ、見ててよ。最高に格好良い散り様を見せてあげる」

　加か賀が美みはドヤ顔で、器用に二丁拳けん銃じゆうをくるくると回す。彼女の水みず鉄でつ砲ぽうは、所いわ謂ゆる普ふ通つうのハンドガンタイプのものだ。加圧もできないため、威い力りよくは固定で射程もせいぜい二、三メートルというところだろう。だが、小型かつ両手にそれぞれ持てることから、取り回しや敏びん捷しよう性せいは抜ばつ群ぐんで、小こ柄がらな加か賀が美みにはぴったりかもしれない。

「……じゃあ、僕と天あま津つ風かぜがアタッカーか」

　僕らの水みず鉄でつ砲ぽうは、ポンプで加圧することで威い力りよくや射程を調整できるタイプのものだ。汎はん用よう性が高く、機動力もそれなりなので隙すきを突ついて攻こう撃げきするには最適と言えるだろう。

　那な珂か川がわさん攻こう略りやくの指針は決まった。僕らは揃そろって強大な敵に視線を向ける。

「悪わる巧だくみは終わったかしら？　ならさっさと始めましょうか。私もこの子も早く暴れたくてうずうずしているの」

　愛おしそうにガトリングの銃身を細い指で撫なでる那な珂か川がわさん。その手つきがまたこの上なくセクシィだった。

「──わかりました。それでは、開始します！」

　言って、天あま津つ風かぜは頭上高くに水風船を放る。たっぷりと水を含ふくんだ風船は、十メートルほどの高さまで一気に上り、やがて重力に引かれて地面に向かっていく。そして固い地表とぶつかった瞬しゆん間かん、細やかな破は裂れつ音と大量の水を撒まき散ちらして爆ばく散さんした。

　それを合図に──全員が一いつ斉せいに動き出す。

　ガトリングを腰こしだめに構えた那な珂か川がわさんが、さながら『ターミネーター２』のワンシーンのように連射を開始する。見たところ射程は五メートルほどだが、あの連射力は脅きよう威いだ。あとスタイル抜ばつ群ぐんの体操服美女がやるととてもシュール。

　八や重え樫がしが負けじとロングレンジからの牽けん制せいを試みる。八や重え樫がしの射程は七、八メートルと、那な珂か川がわさんよりも若じやつ干かん有利ではあったが、牽けん制せいの射線上に弾だん幕まくを張られると減げん衰すいしてしまい有効打が那な珂か川がわさんの元まで届かないようだ。僕と天あま津つ風かぜもポンプでエアをチャージして応戦するが、最大射程でも五メートルほどで那な珂か川がわさんと同程度。状じよう況きようの打開は難しい。

　これは、攻こう略りやくに骨が折れそう。

（まあ、任せてよ、湊みなとくん。私もちょっと本気を出して、活路を作ってあげるから）

　僕の脳内に直接語りかけ、こっそりとウィンクを飛ばしてくる加か賀が美み。あまり無茶をしないでほしいものだが……。

　僕の心配を余よ所そに、加か賀が美みは身を低くしていきなりトップスピードで駆かけ出だした。最高速を維い持じしたまま那な珂か川がわさんに迫せまる。あれならば、上体で胸の当たり判定をカバーできるので、優位な状態で自分の戦せん闘とうレンジへ移行できる。

「甘いわ、加か賀が美みちゃん！　唯ゆい一いつの勝機が近接戦闘インフアイトであることくらい、お見通しよ！」

　口元を歪ゆがめて笑い、那な珂か川がわさんは右手でガトリングのトリガーを引きながら、左手で器用に何かを放った。あまりにも自然な動作のアンダースロー。いったい何を、と目を凝こらす。投とう擲てき物の正体は──ピンク色の水風船！

　完全に意識の外だった。確かにサブウェポン禁止の取り決めはなかったが、あんな大味の武器を率そつ先せんして選せん択たくするような人がまさか、いざというときの切り札を用意していたなんて。

　猛もう然ぜんと低姿勢でダッシュする加か賀が美みと、鋭するどく投とう擲てきされた水風船。その相対速度により両者は一いつ瞬しゆんで肉にく薄はくする。

　避よけられない──と、思わず目を逸そらしそうになった、次の瞬しゆん間かん。

　加か賀が美みは信じられない反応速度で真横に跳とび、水風船を回かい避ひした。濡ぬれた地面に転がったため泥どろだらけになるが、まるで気にした様子もなく再び駆かけていく。

「やるじゃないの、加か賀が美みちゃん！」

　嬉うれしそうに笑い、那な珂か川がわさんはガトリングの照準を僕らから加か賀が美みに移す。僕は天あま津つ風かぜと頷うなずき合い、このチャンスに距きよ離りを詰つめる。

　加か賀が美みと那な珂か川がわさんの交戦は、とても激しいものとなっていた。

　三メートルほどの至近距きよ離りで、互たがいに撃うち合あい、どちらもびしょ濡ぬれではあるが、類い希まれな運動能力により未いまだ有効打は与あたえられていない。チア部のエースであり、抜ばつ群ぐんの運動神経を持つことで有名な那な珂か川がわさんと、小こ柄がらな小動物系の加か賀が美みがここまで運動能力で張り合えるとは思っていなかった。これも加か賀が美みが言っていたサイボーグ云うん々ぬんの影えい響きようなのだろうか。

　さすがの那な珂か川がわさんも全力の加か賀が美み相手では余力はないようで、真正面から加か賀が美みに対たい峙じしている。

「あはははは！　すごいわ、加か賀が美みちゃん！　あなたのその可か愛わいい顔をますます敗北の恥ち辱じよくに染め上げたくなったわ！」

　那な珂か川がわさんは、完全にトリガーハッピー状態だった。しかし、こちらから注意が逸それるのはありがたい。

　弾だん幕まくが消えたことで八や重え樫がしはロングレンジからの牽けん制せいを再開する。さすがにこちらの牽けん制せいに対応する余力はないようで、那な珂か川がわさんはやむなく左半身を盾たてにして、当たり判定を守りながら、加か賀が美みに応戦している。つまり──左側に死角ができたことになる。

（湊みなとくん！）

　不意に加か賀が美みの声が脳のう裏りに響ひびく。

（補助電源がもうすぐ切れそう！　ハイパーモードが終わったらしばらく満足に動けなくなるから、後ご詰づめよろしく！）

　補助電源とか、ハイパーモードとか初めて聞く不ふ穏おん当とうな言葉が気になるが、とりあえず加か賀が美みがピンチであることはわかる。僕は天あま津つ風かぜと再び視線を交かわし、頷うなずき合う。

　そのタイミングで、突とつ然ぜん加か賀が美みが動きを止めた。ハイパーモードとやらが終しゆう了りようしたのだろう。その隙すきを逃のがすはずもなく、那な珂か川がわさんは加か賀が美みに集中砲ほう火かを浴びせて撃げき破はし、そしてすぐさま、先ほどから鬱うつ陶とうしいロングレンジからの牽けん制せいを行っていた八や重え樫がしに銃じゆう身しんを向ける。

「甘いわね、天あま津つ風かぜちゃん！　八や重え樫がしきゅんに牽けん制せいさせて、敢あえて左側に死角を作って、そっちから攻せめ込もうとしていることは読めていたわ！」

　そう。八や重え樫がしによる牽けん制せいのさらに外側──つまり先ほどまでの那な珂か川がわさんの完全な死角から、天あま津つ風かぜは距きよ離りを詰つめていた。すでに二人は互たがいの間合いに入っている。

　あと一秒でも加か賀が美みが応戦できていれば、その隙すきに一気に天あま津つ風かぜが懐ふところまで入り込み、勝負を決めていたかもしれないのに──勝利の女め神がみは残ざん酷こくだ。僅わずかの差で、天あま津つ風かぜと八や重え樫がしの当たり判定がほとんど同時に撃うち抜ぬかれる。

「さあ、残るはコタくんだけね！　タイマンなら、絶対に負けないん──？」

　自身の勝利を確信して、快かい哉さいを叫さけぶ那な珂か川がわさん。しかし、途と中ちゆうで言葉を吞のむ。

　おそらく──今自分が置かれている状じよう況きようが理解できていなかったのだろう。

「──チェックメイトです、那な珂か川がわさん」

「…………」

　驚きよう愕がくに目を見開きながら、ゆっくりと振ふり返かえる那な珂か川がわさん。

　僕は──彼女のわずか一メートル背後で、胸のあたりに照準を合わせながら〈詰つみ〉を宣言した。

「コタくん、いつの間に……？」

　まるで信じられないものでも見たように、那な珂か川がわさんは惚ほうけた声を出す。

「……たった今です。ギリギリで間に合いました」

　僕は肩かたで息をしながら答える。

　そう。八や重え樫がしによる牽けん制せいと、左側の死角。そしてそちらから攻せめる天あま津つ風かぜは──すべてフェイク。僕の真の狙ねらいは、加か賀が美みを盛せい大だいな囮おとりとして使いながら、彼女の身体からだを盾たてにして姿を隠かくし、那な珂か川がわさんが左側の死角に意識を向けた瞬しゆん間かん、一気に右側から距きよ離りを詰つめるというもの。

　ガトリングという大きな水みず鉄でつ砲ぽうを右手に構えている以上、右側から一気に距きよ離りを詰つめてしまったらもう、那な珂か川がわさんにできることはない。

　彼女は啞あ然ぜんとした表情をしていたが、不意に穏おだやかな笑えみを浮うかべて言った。

「──そう、私は負けたのね。いいわ、コタくんの手で勝負を決められるのであれば、それも悪くないわ」

　観念したように、銃じゆう口こうを地面に向けると、那な珂か川がわさんは、無防備に当たり判定をこちらに晒さらして立たち尽つくす。

　僕は改めて、当たり判定に狙ねらいを定めて──そこでとんでもない事実に気づく。

　今、僕が狙ねらいを付けている当たり判定。それは当然、那な珂か川がわさんの豊満な胸むな元もとにある。もし、僕が水みず鉄でつ砲ぽうでそれを撃うち抜ぬいてしまったら、当然体操服もまたびしょ濡ぬれになり──その結果、那な珂か川がわさんの素す敵てきな下着が透すけて見えてしまうのではないだろうか。

　一いつ瞬しゆん脳のう裏りをよぎった、余計な思考。考えてみれば、天あま津つ風かぜも加か賀が美みもすでにびしょ濡ぬれなのだから、今さら下着の透すけも何もないだろう。だが、それでも──僕はトリガーを引くことを躊躇ためらってしまった。

　そして那な珂か川がわさんは、その隙すきを見過ごすほどお人ひと好よしではなかった。

「──私に気を遣つかってくれてありがとう、コタくん。あなたのそういう優やさしいところ、憎にくらしいほど大好きよ」

　言って。

　那な珂か川がわさんは、どこからともなく取り出した、二発目の水風船を左手で放った。

　ほぼゼロ距きよ離りからの投とう擲てき。当然、加か賀が美みのような超ちよう反応で避よけられるはずもなく──僕は被ひ弾だんする。

　その瞬しゆん間かん、那な珂か川がわきららの勝利が確定した。
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　あれから、ガトリング禁止で何度かまた試合が組まれたが、結局最終的に当たり判定云うん々ぬんを無視した水の掛かけ合あいになってしまったため、勝負の結果としては那な珂か川がわさんの一人勝ちと相成った。

　単純に、この炎えん天てん下かで水を掛かけ合あうという児じ戯ぎが楽しすぎたのが原因だと思うが、とにかく全身びしょ濡ぬれ泥どろだらけになって、楽しんだので、まあ、これはこれで良かったのだろう。

　散々、遊び倒たおしたところで、水みず鉄でつ砲ぽう大会はお開きとなり、女子たちは着き替がえとシャワーのために女子更こう衣い室へ向かってしまった。

　残された男二人。泥どろだらけだったこともあり、僕らもシャワーを浴びに行こうと、八や重え樫がしに提案したのだが、やんわりと断られてしまった。

「僕は汗あせもあまりかいていないし、少し水に濡ぬれただけだから大だい丈じよう夫ぶだよ。先に部室へ戻もどってるから、琥こ太た郎ろうくんはゆっくりとシャワーを浴びて汗あせと汚よごれを落としておいでよ」

　そう言うと、八や重え樫がしはさっさと部室に向かってしまう。まあ、元々それほど協調性の高いほうではないので気にしないことにしよう。仕方なく、一人でシャワールームへ向かおうとするが、そこでハタと気づく。

　着き替がえを部室に置いてきてしまった。

　放課後の男子更こう衣い室は、むくつけき運動部員たちにより大変混雑するため、それを避さけようと横着して部室で着き替がえたのが裏目に出てしまった。

　せっかく汗あせや汚よごれを綺き麗れいに洗い流しても、そのあとにまたこの汚よごれた体操服を着るのは少々抵てい抗こうがある。やむなく、一いつ旦たん僕も部室へ向かう。

　そういえば、八や重え樫がしも更こう衣い室へは向かわなかったみたいだけど、あいつはどこで着き替がえるつもりなんだろうか。思い返してみれば、体育のときもいつの間にか着き替がえ終わっているし……。相変わらず謎なぞの多い奴やつだ。

　そんなことを考えていたら部室に到とう着ちやくした。さすがにまだ誰だれも戻もどっていないはずなので、ノックもせずに部屋へ侵しん入にゆうする。




「────へ？」

「…………は？」




　──思考が停止した。

　部室では、八や重え樫がしが着き替がえをしていた。

　なるほど、奴やつも横着して部室で着き替がえをしていたのだな、という理解は、まあいい。

　問題は──八や重え樫がし自身にある。

　八や重え樫がしは、ずっと着込んでいたびしょ濡ぬれのジャージを脱ぬぎ捨すて、体操服に手を掛かけている最中だった。ちょうど脱ぬぎ終わる直前、体操服に袖そでを通したまま、両りよう腕うでを頭上に掲かかげているポージングで止まっていると表現すればわかりやすいか。

　そこまでは、いい。

　問題は──体操服の下に隠かくれていた白い柔やわ肌はだの豊満な胸に、女性用の下着を身に着けていたことだ。そして脱ぎかけた短パンの下には、またお揃いの、女性用下着がチラリと覗いている。

　理解が追いつかない。思考が、目の前の光景を拒きよ絶ぜつしている。

　しかし、それは当の八や重え樫がしも同様の様子で、両りよう腕うでを頭上に掲かかげた扇せん情じよう的なポージングのまま放心したようにこちらを見つめている。

　なんだこれは。僕は悪い夢でも見ているのか。

　いったい、何な故ぜ。

　いったい何な故ぜ──八重樫楓が女性に見えているのか。

「あの……えっと、その……八や重え樫がし……？」
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　この世の終わりくらい混乱しながら、僕は意味を成さない言葉を発する。しかし、そのおかげで八や重え樫がしの呪じゆ縛ばくも解けたらしく、少しずつ顔が赤らんでいく。

　やがて茹ゆで蛸だこのように真っ赤になった八や重え樫がしは、声を震ふるわせて涙なみだ目めで呟つぶやく。

「こ、『琥太郎くんは、何も見なかった』。『八重樫楓は、やはり男だ』」

　まるで残念な催さい眠みん術を掛かけられているようだが、その割に八や重え樫がしは必死に見える。

「え、えっと……八や重え樫がし……何を言っているんだ……？」

「うわあ……やっぱり効かない……もうダメだあ……」

　途と端たん、八や重え樫がしは半はん裸らのまま床ゆかに頽くずおれる。駆かけ寄よって良いものかどうか判断に迷うが、やはり放っておくわけにもいかず、僕はゆっくりと近づいていく。

「その……勘かん違ちがいだったら、謝るんだけど……もしかしておまえ……女なのか……？」

　びくりと細い肩かたを震ふるわせる八や重え樫がし。おもむろに顔を上げ、涙なみだ目めでこちらを見上げながら、何かを言おうと口を開きかけたそのとき──突とつ然ぜん、部室の外から話し声が聞こえてきた。

　まずい、この状じよう況きようを誰だれかに見られたらさすがに言い訳が立たない……！

　僕は動どう揺ようするが、それは八や重え樫がしも同じだったようで、外の気配に気づくや否いなや立ち上がり、僕の手を引いて、僕諸もろとも部屋の隅すみの掃そう除じ用具入れに駆かけ込んだ。

「──っ!?」

　狭せまい掃そう除じ用具入れの中で、身体からだを密着させる僕と八や重え樫がし。下着姿の八や重え樫がしからは、直接の体温と女性特有の柔やわらかさが伝わってきて頭がクラクラする。

　わずかに視線を下げるだけで、八や重え樫がしの胸の谷間が視界に入り、僕は反射的に視線を逸そらす。

　何が胸むな板いたが厚いだよ！　当たり前だよ！　女の子だったんだから！

　小一時間まえの何も知らない自分を怒ど鳴なりつけてやりたい衝しよう動どうに駆かられつつ、一刻も早く掃そう除じ用具入れから出なければ頭がおかしくなりそうだと、思い始めたそのとき、部室のドアが開く音が聞こえ、僕は身体からだを強こわばらせる。

　隙すき間まから部室を覗のぞく。するとそこには、まだ体操服姿の天あま津つ風かぜたちの姿があった。シャワーを浴びると言っていたはずなのに、いったい何な故ぜ──！

「まさかタオルを忘れるなんて迂う闊かつだったわ」

　那な珂か川がわさんが、申し訳なさそうに言った。

「天あま津つ風かぜちゃんたちも別に付いてこなくても良かったのに。あなたたちも早くシャワーを浴びたいでしょうに」

「いえ、きららさんを置いて先にシャワーは浴びられません！　それに、一いつ緒しよに浴びたほうがきっと楽しいです！」

「──あなたって、ホント思いの外ものすごく良い子でやりにくいわ」

「きららさんも、思いの外ツンデレこじらせてますよね！」

「人のこと、安いキャラ付けしないで！」

「ヒュー！　きららさん、ヒュー！」

「天あま津つ風かぜちゃんのキャラが未いまだによくわからないわ！」

　そこで、天あま津つ風かぜが無造作に床ゆかに脱ぬぎ捨すててある体操服に気づいた。

「あら？　どなたか先に戻もどってらしたみたいですね。これは……八や重え樫がしさんのお召めしものでしょうか」

「意外だねえ。八や重え樫がしくん、脱ぬぎ散らかすタイプには見えないけど」

　加か賀が美みは、床ゆかに落ちている体操服を丁てい寧ねいに拾い上げながら言う。

「確かに八や重え樫がしきゅんって、そういうところしっかりしてるイメージよね」と那な珂か川がわさん。「それにしても、あの子肌はだ超ちよう綺き麗れいだし、すごく良いい匂においするし、本当に女の子みたいだわ」

　みたい、じゃなくて本当に女の子なんです……！　そしてあなたの言うその良いい匂においで僕は今死にそうです……！

「いつかフリフリのお洋服とか着せてみたいわ。きっとメチャクチャ似合うに違ちがいないもの」

　それは僕も見てみたいけど！　でも、良いいから今は早く出て行ってください……！

　僕の渾こん身しんの念が通じたのか、不意に加か賀が美みが手を叩たたく。

「ほらほら、タオル持ったら早くシャワー浴びに行くよ。このままだと二人とも風か邪ぜ引いちゃうでしょう」

「加か賀が美みちゃん、わりと本格的にママよね……」

　そんな掛かけ合あいをしながら天あま津つ風かぜたちは、再び部室を出て行った。

　天あま津つ風かぜたちの賑にぎやかな声が完全に聞こえなくなるのを待ってから──僕らは、転げるように掃そう除じ用具入れからまろび出た。

　その結果──僕が下、八や重え樫がしが上の状態で抱だき合あっているようになり、僕は慌あわてて手を離はなす。

「ご、ごめん！　その、触さわるつもりはなかったんだけど、反射的に──」

　言い訳をしようとしたが、八や重え樫がしが人差し指を押し当てて僕の唇くちびるを封ふうじたためそこで言葉を吞のむ。八や重え樫がしは上体を起こし、僕に馬乗りになったまま、告げる。

「──琥こ太た郎ろうくん」

「……はい」

「きみは僕の大切な友人だ。僕はとてもきみを信しん頼らいしている。だから、できれば僕の信しん頼らいを裏切らないでほしい。言っていることが、わかるかい？」

　念を押すような八や重え樫がしの言葉。暗に、生せい殺さつ与よ奪だつの権はこちらにあるので機き嫌げんを損そこねないほうが身のためだぞ、とほのめかしているようにしか聞こえない。僕は黙だまったまま何度も頷うなずく。

「良い子だ、琥こ太た郎ろうくん。では、きみにとっておきの秘密を打ち明けるのだけどね。見てのとおり、実は僕は女なんだ」

　それは……見ればわかる。

　今の状態の八や重え樫がしを見ても、八や重え樫がしを男だと思い込めるような奴やつは、眼球をゲーセンのプライズにでも変えたほうがまだマシだ。

「男の振ふりをしてこの学園に通っているのには、ちょっとした事情があってね……。できれば、このことは誰だれにも言わず内ない緒しよにしておいてほしいのだけど……琥こ太た郎ろうくんは約束が守れる紳しん士しかな？　それとも、口の軽い自殺志願者かな？」

　感情を伴ともなわない、氷のように冷たい言葉。僕は再び黙だまったまま、こくこくと頷うなずくしかない。

「それは良かった。僕は掛かけ替がえのない大切な友人を、二つの意味で失わなくて良さそうだ」

　満足そうに微ほほ笑えむ八や重え樫がし。それから彼──否、彼女は、思案顔を浮うかべた。

「──そうだね、どこから話そうか」

　頭の中で考えをまとめるように独り言を呟つぶやいてから、八や重え樫がしは改めて僕に向き直る。

「僕はね──実は、世界を陰から支える秘密結社〈ＳＳＰ財団〉のエージェントなんだ」




　　　　５




　放課後の部室で、半はん裸らの女子に馬乗りにされているという非日常的な状じよう況きようの中で、僕は妙みように冷静に、なるほど、と思った。

　遠い彼方かなたからは、調子外れのトランペットが響ひびいている。

「──意外だ。驚おどろかないのかい？」

　八や重え樫がしは大きな目をさらに見開いて、変わったものでも見るようにこちらを見やる。

「もっと急に変なことを言い出した僕を、蔑さげすむような目をすると思っていたのに」

「急に変なことを言い出すやつに耐たい性せいがあるんだ」

　主に美み玖くえもんのせいで。

「おまえの言うことを信じるかはともかく、とりあえず話してみ？」

「……うん。冷静な対応、感謝する」

　ぺこりと頭を下げてから、八や重え樫がしは語り始める。

「ＳＳＰ財団は、Secure（確保）、Sealed（封ふう印いん）、Protect（保護）をスローガンに掲かかげる秘密結社でね、世界にあふれる〈この世に存在してはならないもの〉を管理することで人間社会を円えん滑かつに進めることを生なり業わいとしている組織さ」

　存在してはならないもの？

「簡単に言うと、〈世界の理ことわりに反するもの〉かな。存在を許容し、放置しておくとやがて人間社会、あるいは文明に大きな損害を与あたえる恐おそれのあるものといえばわかりやすいかな。これは物、人、現象、概がい念ねん、あらゆるものを対象としている。対象となったものは、〈特別封ふう印いんプロトコル〉と呼ばれるプログラムで、人間社会に影えい響きようを与あたえないよう処理される」

「……今ひとつよくわからないんだが」

「では、少し具体的な話をしようか」八や重え樫がしは微ほほ笑えむ。

「たとえば、この僕がまさに〈特別封ふう印いんプロトコル〉の対象者だ。アイテム番号は〈SSP-2700-JP〉。オブジェクトクラスは〈セーフ〉。一いつ般ぱん名は〈識サブ域リミ下ナルの・フ幻アン影トム〉。僕はね──いわゆる超ちよう能力者なんだ」

「それはすごい」

「……その顔は全然信じてないね？」

「いや、わりと本気で信じてるよ。僕はこの広い世の中、超ちよう能力者くらいいてもいいと思ってるタイプだ」

　現に未来人がいるのだ。宇宙人と異世界人と超ちよう能力者くらいはいてもいいだろう。

「──まあ、理解が早いのは助かるよ」

　些いささか納なつ得とくがいっていないのか、八や重え樫がしは微び妙みような表情をするが、すぐにいつものハンサム顔に戻もどって続ける。

「僕はね、簡単に言うと、他人の認にん識しきを操あやつれるんだ。わかりやすく言いい換かえると、他人の視覚や記き憶おくを、僕にとって都合の良いいように、ある程度書かき換かえることができる感じかな」

「……洗脳みたいな感じか？」

「まあ、大おお雑ざつ把ぱに言うとそうだね。そしてその洗脳を、個人にではなく不特定多数に、リアルタイムで施ほどこすことができるのが僕の超ちよう能力さ」

「…………」

　やべー奴やつだった。天あま津つ風かぜに匹ひつ敵てきするヤバいのが、当たり前のようにこれまで僕の後ろの席で一いつ緒しよに授業を受けていたという事実に目め眩まいを覚える。

　何なの？　最近、僕の周りでチート系流は行やってんの？

「このまえ、琥こ太た郎ろうくんが激げき辛からカップ焼きそばを食べたろう？　実はあのとき、きみの記き憶おくと認にん識しきを少し操作して、一時的に一連の記き憶おくを曖あい昧まいにしつつ辛みを感じなくしたんだ。なんかそうしないと命に関わりそうだったからね」

「命の恩人じゃねえか！」

　どうりであのとき色々覚えてなかったわけだよ。ただ、これでまた八や重え樫がしの言葉を信じざるを得なくなった。

「じゃあ、その洗脳能力で、今まで自分を男だと周囲に思わせていたってことか？」

「うん、そのとおり。その理由までは今は話せないけど……とにかく僕は、自分の性別を偽いつわってこの東しの雲のめ学園に潜せん入にゆうしなければならなかったんだ。世界を、守るために」

　そこで八や重え樫がしは一呼吸置く。眼前に晒さらされた細いウエストが艶なまめかしく動いて落ち着かない。

「ここから先は、財団でも知っている人が僅わずかしかいないトップシークレットなんだけど……。僕の任務は、ずばり天あま津つ風かぜ撫なで子しこの監かん視しだ。彼女も──〈特別封ふう印いんプロトコル〉の対象者さ」

　やっぱり……。話の流れからそんな気はしてたけれども。

「アイテム番号は〈SSP-667-JP〉。オブジェクトクラスは〈カタストロフ〉。つまり、最悪の評価だ。僕の〈セーフ〉が、この世界の一いつ般ぱん的な核かく兵へい器きと同程度の危険度だと言えば、問題の大きさを少しは理解してもらえるかな？」

「…………」

　核かく兵へい器きよりヤバい女、天あま津つ風かぜ撫なで子しこ。早々に話を聞いてしまったことを後こう悔かいし始めている。

「信じられないかもしれないけど、彼女には〈確率事象操作〉ができる。幸運を通とおり越こした〈激運〉とでも言うのかな。〈世界〉のあらゆる事象が、彼女の思うままだ。そしてその〈激運〉は因果律にすら干かん渉しようを可能とする。上層部はこの〈世界〉に愛された異能に〈事じ象しよう連れん続ぞく体たい任にん意い遷せん移い抽ちゆう出しゆつ能力〉と名づけた」

　知ってる知ってる。二週間くらいまえに美み玖くえもんから同じような話聞いたもん。

「彼女の〈想おもい〉は、天を超こえて神に届く。ゆえに一いつ般ぱん名を〈天高く神に届く風ヘブンズ・パス〉という」

〈天の小径ヘブンズ・パス〉、ね……。なるほど、天あま津つ風かぜの特性から考えるに言い得て妙みようだ。

「天あま津つ風かぜさんが転入してきたときカエルが降ったろう？　あれも彼女の事象操作だ。そのあとのオーロラもね。自分の力を制せい御ぎよできていないから、ちょっとした感情のブレですぐにああいうことが起こってしまう」

　最近はもうすっかり現実を受け入れてしまっていたが、改めて考えるとわりとイカれた環かん境きようにいるんだな、僕は……。

「本来であれば、財団の威い信しんにかけてでも、全力で天あま津つ風かぜさんをカーボナイト凍とう結けつで封ふう印いんしなければならないんだけど……なにぶん事が大きすぎるし、下手なことをしたらそれが引き金になって世界が滅ほろびかねない案件なので、さすがの上層部も及および腰ごしでね。一部急進派の連中は、財団の抱かかえる〈ルイン〉クラスのエージェントを全投入してでも封ふう印いんすべきだって息巻いてるけど、それでも安全に彼女を封ふう印いんできる保証なんてどこにもないからね。一いつ旦たんは様子を見ようってことになったんだ。それで、そのお目付役に僕が任命されたってわけさ」

「その〈ルイン〉クラスのエージェントって、具体的にはどういうことができる人なんだ？」

「僕も噂うわさに聞いたくらいだけど、時を止めたり、重力を自在に操あやつったりみたいな感じかな」

「…………」

　僕の生きるこの現実で、そんな異能バトル漫まん画がみたいな奴やつらをのさばらせないでほしい。

「まあ、それはともかく──」

　八や重え樫がしはまとめに入る。

「僕が超ちよう能力者で、性別を偽いつわって天あま津つ風かぜさんに近づいたことは、理解してもらえたかな？」

「それは、まあ」

　さすがの僕でもその程度の理解力はある。百パーセントそれを信じるかは別にして、だ。

「それから──きみに近づいたのも任務のためだ。財団が抱かかえる近未来視能力者によって、天あま津つ風かぜさんが琥こ太た郎ろうくんと仲良くなることは予あらかじめわかっていたからね。……軽けい蔑べつしたかい？」

　八や重え樫がしは、どこか寂さびしげに僕を見下ろした。

　彼方かなたで響ひびく調子外れのトランペットはまだ続いている。

　僕は、少しだけ考えて正直に答える。

「軽けい蔑べつなんか、するはずないだろ」

「……え？」

　八や重え樫がしは間の抜ぬけた声を上げて目を丸くする。そのうっかり出てしまったような素の様子が如い何かにも女の子らしくて、僕は思わず苦く笑しようする。

「僕はね、おまえに救われたんだよ。実は中学時代は、色々な不運に巻き込まれて友だち一人作れなかったから、きっと高校も同じような感じなんだろうって、最初は諦あきらめてたんだ。でも、入学早々、おまえは僕に絡からんで来て──友だちになってくれた。おかげでほどほどにクラスにも馴な染じめたし、色々と波乱はあるけど、とりあえず僕の学園生活はそこそこ安あん泰たいだ。たとえ、おまえにはおまえの思おも惑わくがあったのだとしても、それで僕が救われた事実は変わらない。だいたい、おまえ以外に友だちなんかロクにいないんだからな。おまえが友だち止めたいって言っても、僕は気にせず空気も読まず今までどおり、おまえに付つき纏まとうからな。陰いんキャ舐なめんな」

　きょとんとした顔で僕を見つめてから、八や重え樫がしは困ったように苦く笑しようする。

「──なんだい、それは」しかし、彼女の顔はどこか晴れやかにも見える。「じゃあ僕は、これからもきみと一いつ緒しよに居ていいんだね？」

「当然だろう。逆に居てくれないと困るわ。他に友だちいないと思われるだろ」

「いないんだろう？」

「いないけどさ！」

　少しは見み栄え張はりたいだろ！　男の子なんだよ！

「あはは、いいなあ、琥こ太た郎ろうくんは」

　心の底からおかしそうに八や重え樫がしはしばらく笑う。多少ふて腐くされながらも、僕は黙だまって八や重え樫がしが落ち着くのを待つ。

「いやあ、ごめんごめん」八や重え樫がしは目元に浮うかんだ涙なみだを指の背で拭ぬぐう。「うん、やっぱりきみに話して正解だったね。ずっときみを騙だましているようで気が引けていたんだけど……これで心穏おだやかに過ごせそうだ」

「逆に僕はとんでもない話を聞かされて身の危険を覚えてるけどな！」

　重ね重ね僕の周りの環かん境きようが異常すぎて、天あま津つ風かぜの食パンダッシュとか全然普ふ通つうのことだったのだな、ということを思い知らされる。

　というか加か賀が美みといい八や重え樫がしといい、頼たのむから僕の平へい穏おん無事な学園生活を脅おびやかすようなことをあまりしないでほしいのだが。

「あはは、大だい丈じよう夫ぶ。何があっても、琥こ太た郎ろうくんのことは、僕が必ず守るから。それに僕はあくまでも、天あま津つ風かぜさんの監かん視しが目的であって彼女に危害を加えるつもりはない。元々、彼女の封ふう印いんには反対なんだ。だから、あまり気にせず、琥こ太た郎ろうくんはこれまでどおりの生活を続けてくれれば大だい丈じよう夫ぶだから」

「これまでどおりねえ……」

　それはそれで難しそうだ。八や重え樫がしが実は女の子なのだと知ってしまった今となっては、多少対応も変わるというものだろう。僕も八や重え樫がしも、元々、スキンシップの多いタイプではないが、それでも迂う闊かつに身体からだに触ふれたりしないように気をつけなければならない。

　──というか。

「……あのさ、悪いんだけどそろそろどいてくれないかな。その……目のやり場に困る」

「え……あっ」

　どうやら自分が半はん裸らで馬乗りになっていたことをすっかり忘れていたらしい。自分の身体からだを見下ろした八や重え樫がしは、急にまた一いつ瞬しゆんで顔を赤らめて僕の上から跳とび退すさる。

　それから彼女は、いそいそと制服に着き替がえ始める。僕は何とも落ち着かない。

「えっと、その……外で待ってようか？」

「いや、そこにいてくれて構わないよ。ただ、できればこちらは見ないでくれると嬉うれしい」

　当然だ。この状じよう況きようで嬉き々きとして覗のぞきができるほど、僕は強心臓の持ち主ではないのである。

　しゅるしゅる、という衣きぬ擦ずれにモヤモヤしながら、背を向けて一分ほど黙だまって待つ。

「──もういいよ」

　八や重え樫がしの言葉で振ふり返かえる。そこには、いつもの男子制服を着た八や重え樫がしが立っていた。

　細身の体たい軀くに、整った造形の小さな顔。一見して可か愛わいらしい女の子なのに、それでもこれまで男だと信じきっていたのだから、八や重え樫がしの洗脳能力のすごさを思い知らされる。

「ところで僕はこれまで、変なところ触さわったりしなかったか？　記き憶おくにはないんだけど、もしあったら謝るから正直に言ってほしいんだけど」

「……本当に男なのか、って、胸とお尻しりを三回ほど触さわられたよ」

「すみませんでした！」

　恥はずかしそうに答える八や重え樫がしに、僕は土下座する。

　チキショウ！　なんでせっかくの感かん触しよくをまったく覚えてないんだ！

「いいよ、仕方のないことだったと思うし、僕も気にしてない」

「……そう言ってもらえると助かる」

「だから、これからもみんなの前でなら、合法的に僕の胸やお尻しりを触さわることができるわけだね。僕らを同性同士だと周囲が認にん識しきしている以上、それは何てことのないスキンシップだ」

「──謹つつしんで遠えん慮りよさせていただきます」

　この状じよう況きようでそれを是ぜとできる奴やつは、かなり頭がおかしいから気をつけたほうがいいだろう。

「琥こ太た郎ろうくんが紳しん士しで良かったよ」

　爽さわやかに笑ってから、八や重え樫がしは話題を戻もどす。

「とにかく、きみに話せて良かったよ。僕もきみのことは本当に大切な親友だと思っているからね。親友に隠かくし事ごとをしているのはとても心苦しかったんだ」

「……その隠かくし事ごとを話したせいで僕に迷めい惑わくが掛かかる可能性までは考えなかったのか？」

「きみが秘密を守って、これまでどおり何も知らない振ふりをしてくれれば問題ないだろう？」

　試ためすような八や重え樫がしの上うわ目め遣づかい。僕は諦あきらめてまたため息を吐つく。

「……わかった。そういうことにしておこう。僕は何も聞いてないし、八や重え樫がしはやはり男だ」

「そそ、これからもよろしくね」

　にこやかに笑いながら手を差さし伸のべてくる八や重え樫がし。仕方なく僕は握あく手しゆに応じる。八や重え樫がしの手は、小さくて柔やわらかい。今はもういつもどおり男子の制服を着ているが、改めて──八や重え樫がしが実は女の子なのだということを実感する。

　ちょうど、手を離はなしたタイミングで、天あま津つ風かぜたちが再び部室へ戻もどってきた。

「ただ今戻もどりましたー、って、琥こ太た郎ろうさん！　まだ着き替がえてなかったんですか!?」

　開口一番、天あま津つ風かぜが驚おどろいた声を上げた。

　しまったな……非常識な話に気を取られて、自分が未いまだ濡ぬれ鼠ねずみであったことを忘れていた。変に言い繕つくろって怪あやしまれても面めん倒どうなので、強ごう引いんに切きり抜ぬける。

「着き替がえるのが面めん倒どうになってな。どうせもう帰るだけだし、このままでもいいかなって」

「そ、そういうものですかね、男の子って……？」

　不可解そうに眉まゆを顰ひそめる天あま津つ風かぜ。びしょ濡ぬれで泥どろだらけの僕と違ちがい、天あま津つ風かぜたち女性陣じんはいつもどおりの綺き麗れいな姿に整えられていた。ほんのりと香る石けんの匂においが何とも落ち着かない。

「コタくんと八や重え樫がしきゅん、二人きりで待ってたの？」那な珂か川がわさんが首を傾かしげる。

「ええ、まあ」

「何だか私の乙おと女めセンサがビンビンに発動してるんだけど……何か二人とも良いい雰ふん囲い気きになってない？　こっそりえっちなこととかしなかった？」

「し……してねえっす！」

　一いつ瞬しゆん、脳のう裏りに下着姿の八や重え樫がしの姿がよぎったが、慌あわてて否定する。

　那な珂か川がわさんは何な故ぜか嬉うれしそうだ。

「ええー本当にぃ？　怪あやしいなあ……。二人の絡からみならむしろ全然ウェルカムなんだけど」

「──絡からみってこういうのかな？」

　突とつ然ぜん、八や重え樫がしは後ろから僕を抱だきすくめてくる。自分の制服が泥どろで汚よごれるのもお構いなしに、ギュッと。

「キタコレ！」

「これは……ありよりのありですね！」

「仲良いのは全然いいんだけど、風紀だけは乱さないでね」

　歓かん喜きする那な珂か川がわさん、興味深そうに双そう眸ぼうを輝かがやかせる天あま津つ風かぜ、あくまで冷静な加か賀が美みという三者三様。あと加か賀が美みさん、委員長ぶってるけど、あなたわりと風紀乱す発言多いからね？

「じょ、冗じよう談だんは止よしてくれ、八や重え樫がし」

　平静を装よそおいながら、僕は八や重え樫がしを引ひき剝はがす。

「あはは、ごめんごめん」

　まったく悪びれた様子もなくペロリと舌を出す八や重え樫がし。もしかして僕はこれから八や重え樫がしにもこうやってからかわれる生活を送るのだろうか……？

　新たな見地に戸と惑まどいながらも、この先の学園生活にまた不安材料を抱かかえる。安定の不運。

「まあ、二人が仲良しなのは個人的にとても嬉うれしいことなのだけど、今は置いておいて」

　那な珂か川がわさんが話題を変える。

「それより今は、私の話を聞いてもらいたいわ！」

「何かあるんですか？」

　首を傾かしげる天あま津つ風かぜ。那な珂か川がわさんは、勝かち誇ほこったようにドヤ顔を浮うかべた。

「みんな忘れてないかしら！　水みず鉄でつ砲ぽうサバゲの勝者は、敗者に何でも好きなことを命令できるということを！」

　そういえば、すっかり忘れていた。それ以上に衝しよう撃げき的な事実に記き憶おくの大部分を支配されていたが、冷静に考えてみると那な珂か川がわさんが勝者というのは結構拙まずい気がする。何を言い出すか見当もつかないし、下手したらそのことでまた天あま津つ風かぜの機き嫌げんを損そこねるかも──。

　最悪のパターンを危き惧ぐする僕。他の面々もどこか不安そうに彼女を見つめている。

　そんな中、那な珂か川がわさんはとても嬉うれしそうに朗々と宣言した。

「私の命令はただ一つ！　コタくん！　来週の日曜日、私と二人だけでデートしましょう！」

　直後、快晴の空に、何な故ぜか突とつ然ぜん、神の怒いかりのような雷らい鳴めいが轟とどろいた。
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　約一週間後の日曜日、午前十一時五分まえ。

　僕は、駅前の時計塔とう広場に落ち着かない心持ちで一人立たち尽つくしていた。

　イギリスビッグベンを模して、良いい感じにスケールダウンして作られたこの時計塔とうは、市内のランドマークとして有名で、待ち合わせスポットとして市民に広く利用されている。

　日曜日ということもあり、広場はカップルや親子連れで溢あふれかえっており、陰いんキャ代表の僕としては場違ちがい感がハンパなくて今すぐにでも逃にげ出だしたかったが、約束があるのだから仕方がない。

　そう──今日は、那な珂か川がわさんとのデートの日である。

　水遊びをした日以来、天あま津つ風かぜの機き嫌げんに合わせるように曇どん天てんの日が続いたが、当日の今日は何な故ぜか雲一つ無い快晴だった。きっと何らかの理由で天あま津つ風かぜの機き嫌げんが直ったのだろう。

　雨の日の外出ほど億おつ劫くうなものはないので、ありがたいと言えばありがたいのだが、真の問題は別にある。

　僕のような面おも白しろ味みのない人間と二人きりでデートなんて、罰ばつゲーム以外の何ものでもないはずなのに……那な珂か川がわさんは、いったい何を企たくらんでいるのか。

　あと、もし今日のデートを学校の男子連中に見られたらマジで殺されかねないので、その意味でも憂ゆう鬱うつだ。

　いや、嬉うれしいことは嬉うれしいのだ。あの学園のアイドル那な珂か川がわさんと二人きりでデートなんて、男おとこ冥みよう利りに尽つきるというものだろう。だが、それはそれとして、その他雑多な問題事が多すぎて、素す直なおに喜べないというのが正直なところで──。

「あ、コタくん、お待たせー」

　不意に声を掛かけられる。僕は思考を中断して声のほうへ視線を向けて──固まる。

「やほー、コタくん。今日はデートに付き合ってくれてありがとね」

「──あ……いえ、こちらこそ、誘さそっていただけて光栄です……」

　思考停止した頭で何とか言葉をひねり出す。那な珂か川がわさんは、愛らしく小首を傾かしげてはにかむ。

「お休みの日に、学校の外で改めて会うのって、なんか照れるね。どうかな、このカッコ。おかしくない？」

　那な珂か川がわさんは、ダンサーのようにくるりと一度その場を回る。

　控ひかえめにフリルをあしらった白いブラウスに、ハイウェストのコルセットスカートという意外にも露ろ出しゆつの少ない清せい楚そな出いで立たちだった。しかし、スタイル抜ばつ群ぐんのため胸の大きさが必要以上に強調されて、逆に色っぽく見えてしまう矛む盾じゆん。ウェーブの掛かかった長い髪かみも相まって、大変セクシィに見える。

「その……とても……お綺き麗れいです」

「あ、ありがとう」珍めずらしく面食らったように那な珂か川がわさんは顔を赤らめる。「な、なんかストレートに言われると恥はずかしいね。うん、でも嬉うれしいな」

「何というか……いつもと少し雰ふん囲い気きが違ちがいますね」

「そう、かな？　──うん、そうかも。あなたにだけは、本当の私を知ってもらいたいから」

　照れたような、思おもい詰つめたような。不思議な表情を一いつ瞬しゆんだけ浮うかべる那な珂か川がわさん。しかし、すぐにいつものように快活に笑うと、僕の腕うでにしがみついてきた。

「それよりホラ！　早く行こう！　時間は有限だよ！」

「わ、わかりましたから、少し離はなれていただいて……」

「ダメだよー。これは『デート』なんだから。敗者のコタくんは、今日は勝者の私の言うことをなんでも聞かないといけないの！」

　とても楽しそうに笑って、那な珂か川がわさんは僕の腕うでを引いて歩き出した。仕方なく、彼女に従って、僕は半ば引ひき摺ずられるように歩いて行く。どこぞの資産家のご令れい嬢じようと、散歩中の駄だ犬けんというような感じ。自分で言うのもアレだけど、まったく釣つり合あってない。美び女じよと野や獣じゆう、どころか、美女とカス虫というレベル。まったく……那な珂か川がわさんは、本当に何が目的で僕なんかを構うのだろうか。やれやれ、那な珂か川がわさんのからかい癖くせにも困ったものだ。

（──とか何とか思いながらも、嬉うれしそうに鼻の下は伸のびきってるよ、湊みなとくん）

　突とつ如じよ、脳のう裏りに響ひびいた加か賀が美みの声に、僕は跳とび上あがるほど驚おどろく。

　アイエエエ!?　ママ委員長!?　ママ委員長ナンデ!?

（ふっふっふ……実は湊みなとくんたちが、不純異性交遊をしないように監かん視ししているのデス！）

　ただのストーカーじゃねえか！

（後ろ振ふり向むいてごらん）

　恐おそる恐おそる振ふり返かえる。すると十メートルほど離はなれた物もの陰かげに怪あやしげな一団が見えた。振ふり返かえった瞬しゆん間かん、一団は一いつ斉せいに物もの陰かげに隠かくれる。一いつ瞬しゆんだけ見えたが、謎なぞの三人組はみんな似合いもしない濃こいサングラスを掛かけていた。それから三人組が姿を隠かくした物もの陰かげから、小こ柄がらな人物がひょこりと顔を覗のぞかせると、口元をにへらと緩ゆるませて、暢気のんきにぴらぴらと手を振ふった。

　あ……あいつら……！
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（天あま津つ風かぜさんと八や重え樫がしくんもいるよー。今日のことを話したら二人ともノリノリで付いてきてくれたよー。特に天あま津つ風かぜさんは、漫まん画がみたいで面おも白しろそうです！　って、はしゃいでる）

　このピーカン照りはそのせいか……。天あま津つ風かぜのやる気が直ちよくで天気に影えい響きようするの、たぶん絶対、誰だれかの迷めい惑わくになってるから止めたほうがいい。

（まあでも、基本的にはこうして見てるだけだから、安心してデートを楽しんでよ！　ただし、お触さわりは禁止だからね！　高校生として節度ある──）

　グダグダとお説教を始める加か賀が美み。僕は無視を決め込む。

「コタくん？　どうかした？」那な珂か川がわさんが不思議そうにこちらを見上げてくる。

「──いえ、ちょっと小うるさい羽虫が視界に入ったもので」

「ふうん……まあ、いいや。それよりコタくん、どこか行きたいところある？」

「那な珂か川がわさんの行きたいところが、僕の行きたいところですよ」

「じゃあ、ＳＭショップか」

「噓うそでしょう!?」

「あはは、冗じよう談だんだよう。コタくん照れちゃって可か愛わいいんだから」

　楽しそうに那な珂か川がわさんは僕の頰ほおを突つく。

「じゃあ、今日は私のセレクトで色々回ろう！　お金のことは心配しなくていいよ！　今日は全部私の奢おごりだから！」

「いや、自分の分は自分で出しますよ」

「いいからいいから、ここはお姉さんに任せなさい。金銭的にコタくんを依い存ぞんさせてヒモにする計画なんだから気にしないで」

「気にする要素しかない！」

　そんな実のない掛かけ合あいを繰くり広ひろげながら、僕たちは穏おだやかな初夏の休日を歩く。

　雲一つ無い晴天なのに、何な故ぜかまた雷らい鳴めいが轟とどろいた。
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「見て見てコタくん！　賢かしこそうに見えるかな？」

　伊だ達て眼鏡を掛かけた那な珂か川がわさんがテンプルに手を添そえて、嬉うれしそうに顔を寄せてくる。所いわ謂ゆるオーバルの赤いフレームで、華はなやかな那な珂か川がわさんの顔をより引き立たせていた。

「とても素す敵てきだと思います。那な珂か川がわさん、眼鏡も似合うんですね」

「うふふ、嬉うれしいなあ。コタくんは何でも褒ほめてくれるなあ。そういうとこも好き」

　那な珂か川がわさんは、嬉うれしそうにはにかむ。

「ちなみにコタくんは、眼鏡の女の子と裸ら眼がんの女の子、どっちが好き？」

「僕ですか？　そうですね……どちら、というよりもギャップが好きですね。普ふ段だんは掛かけてないけど、オフの日は掛かけてるみたいな」

「なるほど……ラノベだと眼鏡のヒロインは敬遠されるっていうから、眼鏡好きによる逃にげ道みちとしては、最適解だね」

「何言ってるんです!?」

　那な珂か川がわさんもなかなか底が見えない。話していて楽しいが正直パンドラの箱的な怖こわさがある。

　彼女の勧すすめで、僕らはウィンドウショッピングという名の冷やかしを楽しんでいた。

　今は、これまで入ったこともないとてもおしゃれなセレクトショップの一角で遊んでいる。冷やかしなんて店員に怒おこられないかとても不安だったが、幸いなことに店員のお姉さんは時折微ほほ笑えましげな視線をこちらに向けるだけで何も言わない。きっと僕らのような若い冷やかしの客には慣れっこなのだろう。

「コタくんには何が似合うかなあ……やっぱメタルフレームかな」

　展示された中から一つ選んで、那な珂か川がわさんはそれを僕の顔に装着する。

「おおっ、良いい感じ！　コタくん、決してイケメンじゃないけど愛あい嬌きようのある顔だから、眼鏡を掛かけると印象が引ひき締しまって見えて、五割増しくらいで格好良く見えるね！」

「……それ、褒ほめてます？」

「すごい褒ほめてるよ！　こう、コタくんみたいな冴さえない感じの眼鏡の子と、八や重え樫がしきゅんみたいな爽さわやかイケメンの絡からみとかもう最高にてえてえよ！」

「ちょっと何言ってるかわからないですね……」

「ねえねえ、コタくん！　写真撮とって良い？」

　こちらが返事をするよりも先に、息も荒あらく那な珂か川がわさんはスマホを取り出して連写する。僕は引きつった笑えみのままされるがままだった。

（こっちからじゃ良く見えないから、自じ撮どり送って）

　うるせえ。

　脳内に語りかけてくる加か賀が美みを一いつ喝かつする。

　それから、いくつか眼鏡を取っ替かえ引っ替かえ掛かけさせられ、その度にスマホの連写を喰くらった後、僕らはセレクトショップを後にする。

「いやあ……堪たん能のうした……妄もう想そうが捗はかどるわ……」

　心なしか那な珂か川がわさんの顔が艶つや々つやしている気がする。反対に僕は精神をすり減らしていた。陰いんキャにあの空気は少しつらい。

「大だい丈じよう夫ぶ？　疲つかれちゃった？」少し心配そうに那な珂か川がわさんは僕の顔色を窺うかがう。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。ただ、少しおなか空いたかなと」

「おお、もうこんな時間か。楽しい時間は過ぎるのが早いね」

　那な珂か川がわさんは腕うで時ど計けいを見て驚おどろく。

「それじゃあ、そろそろごはんにしようか。一応、ごはんの場所も考えてあるけど、コタくん何か食べたいものとか、苦手なものとかある？」

「苦手なものは特にないですね。那な珂か川がわさんが食べたいものを食べましょう」

「私が今一番食べたいのはコタくんなんだけどなあ」舌なめずりをする那な珂か川がわさん。

「じゃあ二番目ですね！」

　女の子との会話って難しいなあ！

　そのまま僕は、那な珂か川がわさんに腕うでを引かれて、ちょっと高そうなイタリアンレストランにやって来た。さすがに店内までは、加か賀が美みたちも入って来られないだろう。誰だれにも監かん視しされていない束つかの間まの休息を満まん喫きつする。

（──もしもし、私、美み玖くさん。今、衝つい立たての向こう、あなたたちの隣となりのテーブルにいるの）

　クソ怖こわいわ！

　どうやら食事時も気を休ませられないらしい。

「コタくん、どうかした？」

　テーブルの向かいで、上品に小首を傾かしげる那な珂か川がわさん。こういう格調高いお店だと、彼女の品の良さが際きわ立だつ。天あま津つ風かぜとは違ちがった、また別の品の良さというか美しさがこの人にはある。

「すみません、また小うるさい羽虫が耳元を掠かすめたもので」

「コタくん、虫にも好かれるのね」那な珂か川がわさんはくすくすと笑う。「コタくんが人気者だと私も嬉うれしいわ」

「那な珂か川がわさんのほうが人気者でしょう。サッカー部のエースの先せん輩ぱいやら、メジャーデビューしたミュージシャンの先せん輩ぱいやら……転入以来、無数の告白を受けてきたと聞きき及およびます」

「そうね。でも私は、たった一人に好いてもらえればそれで良いいから」

　両手を顔に添そえたまま、那な珂か川がわさんは頰ほお杖づえを突ついて上うわ目め遣づかいで僕を見やる。

　セクシィな挙動にドキドキする。

　ドン、と隣となりから床ゆかを踏ふみならす音が聞こえた。那な珂か川がわさんは困こん惑わくしたように姿勢を正す。

「どうしたのかしら、隣となりの人」

「きっとマナーの悪い客なのでしょう。気にしないほうが良いいですよ」

　バレないか冷や冷やしながら、那な珂か川がわさんを窘たしなめる。ちょうど店員さんが水とおしぼりを運んできてくれた。ランチのコースを予約してくれていたようだが、メインは五つの選せん択たく肢しから選べるらしい。僕はハンバーグを、那な珂か川がわさんは生ハムとルッコラのパスタを注文した。

　店員さんがバックヤードへ去って行き、一ひと息いき吐ついたところで──突とつ然ぜん、視界の右側が赤く明めい滅めつした。

「──っ!?」びっくりして立ち上がりそうになるのを必死に堪こらえる。

「コタくん、どうかした？」

　不思議そうに小首を傾かしげる那な珂か川がわさん。僕は、何でもありません、と笑え顔がおで答える。

　飛とび跳はねた心臓を必死で宥なだめながら、状じよう況きようの把は握あくに努める。

　頭の中にアラートのようなものが響ひびき渡わたっている。どうやらまた例の『致ち命めい的な因果律』云うん々ぬんが発生したらしい。今度はまたどんなしょうもない理由で世界が滅めつ亡ぼうしてしまうのか。一周回って逆に楽しみになってくる。

　次し第だいに視界の右側にぼんやりと文字が浮うかんできた。




『那な珂か川がわきららとの会話に失敗したら、世界滅めつ亡ぼう』




　…………。

　なんだそんなことか、と僕は拍ひよう子し抜ぬけする。

　前回は激げき辛からカップ焼きそば絡がらみのクソゲーだったが、今回は簡単そうで良かった。

　大体、会話に失敗って何だよ。失言とかしなきゃいいだけだろう？

　これまでだって上う手まくやってきたんだから、何も問題なんかないだろう、ははっ。

　大した『致ち命めい的な因果律』じゃなくて良かったと安心して水を飲んでいたところに、きららさんは身を乗り出し尋たずねてきた。

「──ねえ、コタくん。私と天あま津つ風かぜちゃんのどっちが好き？」

「ぶふぉ!?」

　盛せい大だいに水を噴ふき出だした。

　慌あわてて受け取ったばかりのおしぼりでテーブルを拭ふく。幸い、那な珂か川がわさんのほうまでは被ひ害がいが出ていなかったようだが……今はそれどころではない。

　いやそれ究極の質問じゃねえか……！

　天あま津つ風かぜと答えたら那な珂か川がわさんが傷つき、那な珂か川がわさんと答えたら天あま津つ風かぜが傷つく。

　そして両者を慮おもんぱかり、両方好きだとかふざけたことを抜ぬかしたら、両方から怒おこられるのだ。

　あるいは、苦くるし紛まぎれに加か賀が美みや八や重え樫がしの名前を出しても同様だろう。

　つまり正解のない、どちらを選んでも誰だれかが悲しむ質問。

　ならいっそ、激げき辛からカップ焼きそばのほうがまだマシだったよ！　あれ僕がつらい思いするだけでいいんだもん！

　答えに窮きゆうする僕を、那な珂か川がわさんは期待に満ちた瞳ひとみで見つめてくる。

「ねえ、どっち？」

「えっと、それは……」

　全身に冷ひや汗あせを搔かきながら、全力で目を泳がせて思考を巡めぐらせる。聞こえなかったフリ作戦も無理そうだ。必死に考える。どうすれば、どうすれば世界は救われるんだ……！

「……すみません、よくわかりません」

　考えすぎて頭がぐしゃぐしゃになり、結局僕はわけもわからずしゃべり出す。

「正直に言うと、初めはどうして那な珂か川がわさんみたいな美人が、僕みたいなカス虫を構うのか不思議で仕方ありませんでした」

「カス虫って……」那な珂か川がわさんは苦い顔をする。

「だから、きっとクソ陰いんキャの下級生をからかって遊んでるだけなのだと思いました」

「私は、そんな──」

「わかっています」

　那な珂か川がわさんの不満げな声に被かぶせるように僕は言う。

「那な珂か川がわさんが、そんな人じゃないって、今ならわかります。あなたがとても誠実で真面目で優やさしい人であることを、僕は知っています。でも、それを教えてくれたのは天あま津つ風かぜなんです」

　天あま津つ風かぜが、自分の青春に僕らを巻き込んでくれたおかげで、那な珂か川がわさんのことを知ることができた。天あま津つ風かぜがいなければ、那な珂か川がわさんのことをただの不幸の種としか考えられなかった。

「二人が僕に構ってくれたおかげで、僕の学校生活は一変しました。とても楽しい、それこそ中学時代からは考えられないくらい賑にぎやかな、『青春』の舞ぶ台たいに引き上げてくれたんです。だから那な珂か川がわさんにも天あま津つ風かぜにも、僕はとても感謝しているんです。どちらのことも、好ましく思っています。これが恋れん愛あい感情なのかどうか、僕にはわかりませんけど……少なくとも今、二人に優ゆう劣れつをつけることは──できません」

　考えがまとまらずに、取り留めがなくなってしまったが、それが噓うそ偽いつわりのない僕の気持ちだった。というかこれ以外に答えようがない。これで世界が滅ほろぶならもう勝手に滅ほろべと、半ば投げやりになっていたところで──那な珂か川がわさんは不意に苦く笑しようした。

「──相変わらずコタくんは真面目だなあ。デートなんだから、ここは私のご機き嫌げん取りに適当なこと言っておけばいいのに」

　そう言って那な珂か川がわさんは、ツン、と僕の額を軽く突ついた。

「でも、真しん摯しに答えてくれてありがとう。私にもまだチャンスがあるってわかって、嬉うれしい」

「……優ゆう柔じゆう不ふ断だんですみません」

「いいよ。意外と思し慮りよ深ぶかいのも、コタくんの魅み力りよくだもん」

　那な珂か川がわさんは、にっこりと極ごく上じようの笑えみを浮うかべた。いつの間にか、視界の赤明めい滅めつは止やんでいた。どうやら──何とか無事に『致ち命めい的な因果律』は回かい避ひできたらしい。内心で胸をなで下ろす。ホントに心臓に悪いので、できればこういうことはもう勘かん弁べんしてほしい。

（湊みなとくんやるね。今、天あま津つ風かぜさん、声が漏もれないよう口を押さえながら身み悶もだえして喜んでる）

　……勘かん弁べんしてくれ。恥はずかしすぎて僕は生いき地じ獄ごくだよ……。

　加か賀が美みへの突つっ込みも覇は気きが出ない。憔しよう悴すいしきっていたところで、料理が到とう着ちやくしたので僕は気を取り直して食事に集中する。

　それからは取り留めのない会話が続いていく。そもそも僕らの共通の話題など、〈アオハル・パーティ〉のこと以外ないのだから、必然的に話題の中心は部活のことになる。

「──それにしても、このまえの水遊びは楽しかったわね。私、あんなにはしゃいだの高校入って初めてかも」

「ノリノリでしたもんね。那な珂か川がわさん、大人っぽいからああいう子どもの遊びは好まないと思っていたので意外でした」

「……幻げん滅めつした？」

「いえ、むしろ那な珂か川がわさんの新たな一面を知ることができて嬉うれしかったです」

「ギャップ萌もえってやつだ」

「……那な珂か川がわさん、最近、天あま津つ風かぜに毒されてきてません？」

「噓うそ!?　私、天あま津つ風かぜちゃんのことなんか全然好きじゃないんだからね！」

　どうやらまだ現実を認められないらしい。

「大体私、天あま津つ風かぜちゃんが嫌きらいなのよ。綺き麗れいで要領良くて面おも白しろくてみんなの人気者で、まるで天使だわ」

「それはつまりもう、一周回って大好きということでは……？」

「加か賀が美みちゃんのことも嫌きらいだわ。小ちっちゃくて可か愛わいくて優やさしくてママで、まるで聖母だわ」

「嫌きらってる様子がまったく見受けられない！」

「極きわめつけは八や重え樫がしきゅんね。何なのあの子、可か愛わいすぎでしょう。あれで男の子なんて、とても信じられないわ。いつか絶対、お人形さんみたいなフリフリの可か愛わいい服を着せて鑑かん賞しようしてやるんだから」

「それもうただただ褒ほめてますよね？」

　ようするに、〈アオハル・パーティ〉の面々のことが大好きらしい。

　そう指し摘てきしようとしたまさにそのとき、背後から予想外の声が飛んできた。

「私もきららさんのこと好きです！」

　慌あわてて振ふり返かえる。するとそこには、天あま津つ風かぜが仁に王おう立だちしていた。天あま津つ風かぜは、初夏らしい空色の七しち分ぶ袖そでワンピースにポニーテイルという爽さわやかな出いで立たちだった。

　那な珂か川がわさんもさすがに慌あわてる。

「天あま津つ風かぜちゃん!?　どうしてここに!?」

「すみません！　お二人がデートしてるのが羨うらやましくてずっと尾び行こうしてました！　私もデートがしたかったんです！」

「結構理り不ふ尽じんなこと言ってるけど、胸を張りすぎて逆に怒おこれない!?」

「そんなことより、私もきららさんのこと大好きです！」胸に手を当てて、天あま津つ風かぜは朗々と言う。「美人でスタイル抜ばつ群ぐんで一見ギャルっぽいのに面めん倒どう見が良くて優やさしくて素す敵てきなきららさんが大好きです！」

「わ、わかったから天あま津つ風かぜちゃん……！　お願いだからそのへんで勘かん弁べんして……さすがに恥はずかしいわ……！」

　珍めずらしく赤面しながら那な珂か川がわさんは天あま津つ風かぜを窘たしなめる。いつの間にか店中の注目を集めていた。まあ、極ごく上じようの美少女が極ごく上じようの美女に突とつ然ぜん大声で告白しているのだから、それは人目を集めるだろう。むしろ僕みたいな木こっ端ぱがそんな素す敵てきな現場に居合わせてごめんなさいという気持ちになってくる。

「まあまあ、二人とも落ち着いて」

　さすがにこの状じよう況きようを静観するわけにはいかないと判断したのか、加か賀が美みが助け船を出す。ちなみに彼女は、半はん袖そでＴシャツにキュロットスカートに帽ぼう子しというコーディネートだった。一見すると小学生にしか見えない。

「バレちゃったからには仕方ないし、せっかくだしもうみんな一いつ緒しよにご飯食べようよ」

「加か賀が美みちゃんに八や重え樫がしきゅんも居たの……もう！　せっかくのデートだったのに！」

　那な珂か川がわさんは憤いきどおるが、満まん更ざらでもなさそうだ。

　結局、それから衝つい立たては取とり払はらわれ、五人でいつもどおりの昼食と相成った。

　那な珂か川がわさんは、僕と二人でいたときよりも、心なしか楽しそうだった。
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「では、私たちは帰りますね。きららさん、琥こ太た郎ろうさん、お邪じや魔ましてすみませんでした」

　食事を終え、レストランを出ると開口一番天あま津つ風かぜはそう言った。てっきりこれから五人で遊ぶものだと思っていたので、僕は戸惑う。

　那な珂か川がわさんも同様のようで、困こん惑わくしたように天あま津つ風かぜを見やる。

「え、天あま津つ風かぜちゃん本当にいいの？」

「はい、満足しましたので」天あま津つ風かぜは爽さわやかに笑う。「それに元々これはきららさんの勝者特典のデートです。それをこれ以上邪じや魔ましてしまうのは何というか、申し訳なくて」

「天あま津つ風かぜちゃん……」感かん極きわまったように那な珂か川がわさんは呟つぶやく。「あなたにも分別があったのね」

「何言ってるんですか、きららさん。私、分別の塊かたまりですよ？」

「その発言がもう分別なさすぎでしょ！」

　那な珂か川がわさんは相変わらず楽しそうだ。いつの間にか僕の背後にやって来ていた八や重え樫がしが僕にだけ聞こえるように呟つぶやく。

「邪じや魔ましちゃってごめんね。あとのことは僕に任せて、きみはデートを楽しんでおいでよ」

「……天あま津つ風かぜと加か賀が美みはともかく、おまえまで尾び行こうに参加してたのは意外だったぞ」

「そうかな？　僕の任務は天あま津つ風かぜさんの監かん視しだから、天あま津つ風かぜさんのいるところならどこへでも行くよ」

「そういうものかな」

「そういうものだよ」八や重え樫がしは小さく胸を張る。「それに、もしきみが〈アオハル・パーティ〉を壊こわすようなこと──たとえば那な珂か川がわさんの誘ゆう惑わくに負けて彼女と付き合い始めたりしたら、その瞬しゆん間かん世界が滅ほろぶ可能性もあるからね。僕としてはわりと冷や冷やだったよ」

「だから、僕の知らないところで世界の趨すう勢せいに巻き込まないでくれよ！」

　僕の切望する一いつ般ぱん的かつ当あたり障さわりのない平へい穏おん無事な学園生活をなんだと思っているのか。

「でも、どうやらその心配もないみたいだ。那な珂か川がわさんも〈アオハル・パーティ〉のことは気に入っているみたいだし、それを壊こわすようなことはしないだろう。彼女、ああ見えて繊せん細さいで聡そう明めいだから。ただ──」

　そこで八や重え樫がしは一度言葉を切り、静かに僕の顔をじっと見上げながら言う。

「彼女は何かを隠かくしている。それもとんでもない秘密を。今はまだ判断に迷ってるみたいだけど、いずれ動くことになるだろう。彼女が望むと望まざるとにかかわらず、ね」

「──それはつまり、那な珂か川がわさんもおまえみたいな特別な人間ってことか？」

　僕は声を低くして尋たずねる。考えなかったわけではない。彼女のような美人が、何の理由もなく僕のような何の取とり柄えもない人間に近づくはずがないのだから。

　しかし、八や重え樫がしは小さく首を振ふる。

「いや、そこまでは言ってないよ。ただ何となく、彼女からは躊躇ためらいのようなものを感じるというだけさ。僕の取とり越こし苦ぐ労ろうかもしれないけど」

「それは、おまえの超ちよう能力のおかげで、そう感じるのか？」

「──いや、女の勘かんさ」

　そう言って、八や重え樫がしは可か愛わいらしくウィンクをした。男の振ふりをしているくせに、たまに女の子出してくるのはドキリとするのでやめてほしい。

　それから三人は賑にぎやかに去って行った。再び僕と那な珂か川がわさんの二人が取り残される。

「それじゃあ、コタくん。デートの続きしよっか」

「──そうですね」

　僕らはゆっくりと歩き出す。

「次はどこへ行くんですか？」

「次はねえ……とっておきの場所かな」

　笑え顔がおで答えるが、いつもより少しだけ那な珂か川がわさんの表情が硬かたい気がした。緊きん張ちようしているのだろうか。

　会話らしい会話もなくスタスタと歩き続ける。

　やがて那な珂か川がわさんは、ひとけの無い路地裏で足を止めた。こんなところでいったい何をするつもりなのか。さすがに訝いぶかしく思うが、何かを尋たずねるよりも先に、那な珂か川がわさんは振ふり返かえる。

「──ねえ、コタくん」

　これまで見たことがない、切なげな顔。僕は思わずつばを飲み込む。

「こんなところで──ごめんね。でも……私もう、耐たえられなくて……」

「なに、を──」

　瞳ひとみを潤うるませて僕を見上げる那な珂か川がわさんは、一歩こちらに歩み寄る。女性特有の濃のう厚こうな甘い匂においが立ち上り、僕は目め眩まいを覚えて一歩退く。

　しかし、いつの間にか僕は壁かべ際ぎわに追いやられていた。これ以上退くことは叶かなわない。

　那な珂か川がわさんは、再び一歩こちらに歩み寄る。少し手を伸のばすだけで触ふれ合あえる至近距きよ離りで、彼女は熱い吐と息いきを零こぼす。

「コタくん……」

　ゆっくりと、那な珂か川がわさんは右手でスカートの裾すそを摘つまみ、たくし上げていく。

　これから何が始まろうとしているのか。混乱と困こん惑わくと、微かすかな期待で思考が巡めぐらない。

　外気に晒さらされる、健康的な白い太もも。

　無意識に生なま唾つばを飲み込み──次いで、彼女が太ももに結わえ付けられていた小ぶりなナイフを手にした瞬しゆん間かん、思考が完全に停止した。

「コタくん、本当にごめんね。これから──あなたを殺します」
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　やっぱりか！　そんなことだろうと思ったよ！

　僕は長い間の謎なぞがようやく解けた喜びと、現実の厳しさに打ちひしがれる。

　那な珂か川がわさんみたいな美人が、何の目的もなく僕みたいな凡ぼん夫ぷに絡からんでくるなんて最初からおかしいと思ってたんだよ！　一いつ瞬しゆんだけ、那な珂か川がわさんだけは特別で本当に僕に気があるのかもなんて考えちゃった自分が全力で恥はずかしいよ！　やっぱりいつもの不運だよ！

　問題はその目的とやらが、想定を超こえてくるものだったことだが、幸い想定を超こえられることがここ最近多すぎて、この程度ではあまり驚おどろかない。

　那な珂か川がわさんも意外だったようで、訝いぶかしげな顔で僕を見る。

「……驚おどろかないのね」

「いえ、驚おどろいてます。驚おどろきすぎて逆に驚おどろいてないように見えているだけです」

「そ、そう……そういうものかしら。まあ、いいわ」

　言って、彼女は左手で長い髪かみをかき上げて告げた。

「私はね──コタくんを殺すために、今から二十年後からやってきた殺し屋なの」

　……なるほど。そういうパターンのやつね……。

　いつか加か賀が美みは言っていた。天あま津つ風かぜの青春を邪じや魔まするために、未来から刺し客かくが送られてくる可能性があると。

「好意がある振ふりをしてあなたに近づいたのも、あなたを殺すためよ。どう？　軽けい蔑べつした？」

「いえ、振ふりでも構ってもらえて嬉うれしかったです。周囲の目は正直痛かったですが、僕のこれまでの人生で、僕に積極的に絡からんできてくれる人は、那な珂か川がわさんが初めてでしたから」

「……気の毒に」

　那な珂か川がわさんの瞳ひとみが同情に揺ゆれる。頼たのむから放っておいてほしい。

「あなたをすぐに殺さなかったのは、天あま津つ風かぜちゃんの転入を待っていたから。本当の狙ねらいはね、あの子なの」

　それから那な珂か川がわさんは、天あま津つ風かぜが将来タイムトラベル理論を生み出すこと、その理論を巡めぐって争いが起きること、天あま津つ風かぜはとびきりの幸運を持っているため直接の標的にはできないこと、そして天あま津つ風かぜの青春を邪じや魔ますることで理論そのものが生まれなくなることなどを訥とつ々とつと語る。すでに二回目の僕は、話半分に聞き流す。

「あなたと天あま津つ風かぜちゃんが出会うより早く、あなたを殺すこともできたんだけどね。でも、そうしたらあの子はきっと別の誰だれかと出会って、またその誰だれかさんと一いつ緒しよに青春するわ。それだと意味がないから……あの子が〈アオハル・パーティ〉を作るまで待ったの。そのおかげで、あの子は青春を楽しんでいる最中に、あなたを失うことになる。きっとあの子は絶望するでしょう。その絶望が──未来を救うの」

「未来を、救う？」

「ええ。時間を自由自在に移動できるなんて、さながら神の御み業わざだもの。その力を手にした者が、世界を支配すると言っても過言ではないわ。だから、有力者や国がこぞって〈群ぐん青じよう理論〉を狙ねらい始めた。情勢は激化して、治安は悪化して、世界各地で数多あまたのテロが起こったわ。私はそのテロで家族を失った。父も母も弟も、みんな死んでしまった。あの子のせいで……！」

　血を吐はくように、那な珂か川がわさんは呻うめく。

　僕は──自身の考えの至らなさを悔くやんだ。

　加か賀が美みから、未来の話を聞かされたとき、僕はそれを無意識のうちに、どこか遠い異世界の話なのだと思ってしまった。ファンタジィやメルヘンの世界のことなのだと、思考停止をして思ってしまった。大きな争いが起こった、という話を聞いても、そんなものか、とそれ以上考えなかった。

　でも、本当はそれは地続きの現実で。

　ならば当然、その争いで命を落とした人が少なからずいるのは自明だ。

　那な珂か川がわさんのように、つらい思いをした人は、それよりさらに大勢いるだろう。

　それに加か賀が美みの義手。彼女はぼかしたが、もしかしたらあの怪け我がもテロが原因かもしれない。あんな小さい女の子が、腕うでを失うほどの怪け我がをするなんてよほどのことだ。

　そこでもやはり考えが至らなくて──僕は後こう悔かいする。

「だから私は、〈群ぐん青じよう理論〉を有する〈天あま津つ風かぜ機関〉の敵対組織〈クロノスポート〉に入り込んだ。そこで死しに物もの狂ぐるいの訓練を経て、時空移動の適性を見み出いだされ──今ここにいるの」

　那な珂か川がわさんは震ふるえる手で改めてナイフを構え直す。

「ここに来るまで、私はたくさんのものを失った。今さら引き返すことなんてできない。ここであなたを殺せば、未来は本来あるべき正しい形に修正される。リーダの〈クロノス〉が、私にそう約束してくれた。これは私の聖戦なのよ……なのに！」

　不意に那な珂か川がわさんは今にも泣き出しそうな顔で僕を見上げた。

「あと少しで目的を達成できそうなのに……手の震ふるえが、止まらないの……！　全身に力が入らなくて、少しでも気を抜ぬくと倒たおれそうなの……！　どうしてよ……あなたを殺すことなんて簡単な、はずだったのに……！」

　目め尻じりに涙なみださえ浮うかべて、それでも雫しずくを零こぼさないよう必死に堪こらえる那な珂か川がわさんの姿があまりにも痛ましくて、僕は自分の生死が懸かかった状じよう況きようだというのに暢気のんきに彼女に語りかける。

「あの、那な珂か川がわさん。それはたぶん、無理をしているからだと思うんですよ」

「無理？　無理なんてしてないわよ……！」

「だってそういうの、那な珂か川がわさんの柄がらじゃないですもん」

　僕は真まっ直すぐに那な珂か川がわさんを見つめて言う。

「僕の勝手なイメージですけど、那な珂か川がわさんは、明るくて元気で面めん倒どう見の良いい、ちょっとえっちなお姉さんです。そんな人が、たとえ復ふく讐しゆうのためであっても、人殺しなんて無理でしょう」

「そ、それはそういうキャラクタを演じていただけで……！」

「そうですか？　実際、〈アオハル・パーティ〉で活動しているときの那な珂か川がわさんは、とても楽しそうで魅み力りよく的に見えました。演技をしていたとは……僕には思えません」

「それ、は……」

　那な珂か川がわさんは言いい淀よどむ。ナイフを握にぎる右手も、いつの間にか無気力にぶら下がっている。

　トランプのときも、水遊びのときも、那な珂か川がわさんはとても生き生きとしていた。それこそ本当に青春を謳おう歌かしているように。僕にはあれが、任務上仕方なくやっていた行こう為いにはとても思えない。彼女は〈アオハル・パーティ〉を楽しんでいた。それは、紛まぎれもない事実だと思う。

　だから、それを壊こわすことに躊ちゆう躇ちよしているのだ。ましてその手法が、青春とはほど遠い人殺しによるものなのだというのだから──なおさらだ。

　那な珂か川がわさんは沈ちん鬱うつな表情で俯うつむいてしまう。特に拘こう束そくされているわけではない僕は逃にげ出だそうと思えばこの場から逃にげ出だせるのだが、今の那な珂か川がわさんを放っておくわけにはいかないので、黙だまって立たち尽つくして彼女の決断を待つ。

　そんなとき──不意に、往来から人ひと影かげが差した。

「──湊みなと琥こ太た郎ろうだな？」

　突とつ然ぜん男の低い声で名前を呼ばれ、僕は驚おどろいて声のほうへ視線を向ける。

　視線の先には、全身を黒いスーツで覆おおい、濃こいサングラスを掛かけたガタイのいい男が五人、路地を塞ふさぐように立っていた。

　まるで僕らが路地から往来へ逃にげるのを防ぐように。

　那な珂か川がわさんも異変に気づいた様子で顔を上げる。僕は彼女を庇かばうように、半身を乗り出す。

「……人ひと違ちがいですけど、何か用っすか？」

　本能的にヤバい予感がしたのでとぼけてみる。しかし男たちには通じなかったようで、五人で頷うなずき合うと、何も言わないままジリジリとこちらに向かって歩みを進め始める。

「──っ！　コタくん、こっち！」

　危険を察知したのか、那な珂か川がわさんは僕の手を引いて走り出した。路地の奥しか逃にげ道みちはないが仕方がない。男たちは騒さわがしい足音を立てて追いかけてくる。

「な、那な珂か川がわさん！　あの没ぼつ個性な殿との方がたたちはお知り合いですか！」

「まさか！　私はコタくんみたいな貧ひん弱じやくな男の子が好きなの！　筋肉は趣しゆ味みじゃないわ！」

　そう言うと那な珂か川がわさんは、より力強く地面を蹴けって前に進む。運動神経が良いいのは知っていたが、男の僕でも全速力で走って何とか付いていけるくらいなので、那な珂か川がわさんの脚あしはかなり速いはずだ。あるいはこれも未来の訓練の賜たま物ものなのか。

　だが、足の速さだけではどうにもできない現実があって。

　僕らはすぐに袋ふく小ろこ路うじへ追おい詰つめられてしまった。

　壁かべを背にして、那な珂か川がわさんを庇かばうように彼女の前に立たち塞ふさがり、男たちと対たい峙じする。

「……人ひと違ちがいって言ってるんだけどな。そもそも、お兄さん方何が目的なんすか？」

　時間を稼かせぐために強がってみせるが、効果はないようだ。統とう率そつされ、訓練された動きで僕らの逃にげ道みちを塞ふさぐように迫せまってくる。

　距きよ離りも詰つまり、先頭の男が手を伸のばせば僕に届く間合いに至ったところで、覚かく悟ごを決める。

「……わかったよ。僕が狙ねらいなら好きにするといい。ただ、この人は無関係だから今すぐこの場から逃にがしてあげてほしい」

「ちょっとコタくん!?」

　那な珂か川がわさんの悲鳴を無視して、僕は懇こん願がんするように男の顔をじっと見上げる。だが──。

「──ダメだ。見られたからには二人とも処分する」

　無む慈じ悲ひに男はそう言い放った。

　ああ、くそっ……。このままだと那な珂か川がわさんにも危害が及およぶわけか……。ならいっそ、無茶を承知で暴れ回って、彼女が逃にげる隙すきを作るべきだろうか。

　どうしようもなく破は滅めつ的な思考がよぎって、まさしくそれを実行しようと足あし腰こしに力を込こめた次の瞬しゆん間かん──。




　──突とつ然ぜん、空から女の子が降ってきた。




　降ってきた、というよりは落ちてきた、というほうが正しいだろうか。

　真上から垂直に自由落下してきた少女は、僕と男の僅わずかな隙すき間まに着地する。そして衝しよう撃げきを殺すためか、全身をバネのように収縮させた姿勢から平然と立ち上がると、この場にそぐわない朗ほがらかな声で言った。

「──お待たせ、こた太くん」

「……遅おそいんだよ、美み玖くえもん」

　そう、空から降ってきたのは、クラス委員長の加か賀が美み美み玖くであった。

　黒服の男たちも、小学生みたいな女の子が降ってきたことに驚おどろき、困こん惑わくしている。そしてさらに──。

「──楽しそうなパーティをしているね。僕も混ぜてもらおうかな」

　男たちの背後から、不意にハスキィな声が響ひびく。数名の男たちが驚おどろいたように振ふり返かえる。やがて暗がりから現れたのは、とても見知った綺き麗れいな顔。

「八や重え樫がし……！」

「やあ、琥こ太た郎ろうくん。きみもなかなか人気者じゃないか。ちょっと妬やいちゃうな」

　まるで散歩の途と中ちゆうにふらりと立ち寄ったような気軽さで、八や重え樫がし楓かえでは片手を上げた。

　いきなり助すけっ人とが現れたことに黒服たちは動どう揺ようを見せるが、すぐにまた統とう率そつを見せた。おそらく、現れたのが幼女と線の細い美少年だったことから、影えい響きようは軽けい微びだと考えたのだろう。

　それは極きわめて正常な判断と言えるだろう。まさか戦力にもならなさそうな二人が、未来から来たターミネーターとやべー組織の超ちよう能力者だなんて、お釈しや迦か様さまでも思うまい。

　結局数秒と待たずに、黒服五人は全員地面に伸のびていた。機械で身体からだを強化している加か賀が美みならともかく、生身の八や重え樫がしが純じゆん粋すいな格かく闘とう術でここまで強いとは思わなかった。

　感心と呆あきれが綯ない交まぜになった複雑な感情で、状じよう況きようを見守る僕。

「──どうやら彼らは〈聖せい白はく色しよく委員会〉のエージェントみたいだ」

　八や重え樫がしは手に付いた土つち埃ぼこりをパンパンと払はらいながら言った。

「それよりも──」

　八や重え樫がしはぐるりと今立っている〈アオハル・パーティ〉の面々を見回して意味深に笑う。

「ちょっと場所を変えようか。どうやら僕らは、少し話し合いをする必要性がありそうだ」
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「──なるほど。つまり琥こ太た郎ろうくんを除く〈アオハル・パーティ〉の全員が、天あま津つ風かぜさんのために集まっていたというわけか。これはさすがに──予想外だったな」

　八や重え樫がしは感心したように息を吐はいた。

「予想外はこっちの台詞せりふだよ」加か賀が美みは怒おこったように頰ほおを膨ふくらませる。「そんな大事なこと、どうして今まで隠かくしてたの。未来が変わっちゃうかもしれないんだよ」

「……私はそもそもその未来を変えるために来たんだけど」

「那な珂か川がわさんもそんな悪いことする子に育てた覚えはないよ！」

「こっちも育てられた覚えはないけどね!?」

　移動した先のファミレス角席は賑にぎやかだった。

　先ほどの路地裏での殺さつ伐ばつとしていた状じよう況きようからは一転、今はドリンク片手に、互たがいの素す性じようを明かすネタばらしが行われていた。ボックス席の片側に僕と八や重え樫がし、反対側に加か賀が美みと那な珂か川がわさんが座っている。

　天あま津つ風かぜをのけ者にしてしまっているようで心苦しいが、こればかりは仕方がない。

　加か賀が美みは自身が未来から来たことを、八や重え樫がしは〈ＳＳＰ財団〉という秘密組織のエージェントであることを、そして那な珂か川がわさんは未来から僕を殺しに来たことを明かす。

　さすがにあの状じよう況きようで、全員一いつ般ぱん人じんですよ、という言い訳は通用しなかったとはいえ、こうも潔いさぎよくみんなが秘密を明かすのは少し拍ひよう子し抜ぬけではあった。ただ、さすがにすべての秘密を明かす必要はないと判断したようで、加か賀が美みは自身がサイボーグであること、八や重え樫がしは自身が超ちよう能力者であることと女性であることを伏ふせていた。

　彼女たちの判断を尊重して、僕も余計なことは何も言わなかった。

　そして黙だまっていてもどうしたって話題は、天あま津つ風かぜのことに集束する。

「とりあえず状じよう況きようをまとめると、私が湊みなとくんを守るため、八や重え樫がしくんが天あま津つ風かぜさんを監かん視しするため、那な珂か川がわさんが湊みなとくんを殺すために〈アオハル・パーティ〉に入ったってことだよね？」

　率そつ先せんして会話を整理する加か賀が美み。忘れがちだが、彼女はクラス委員長なのでこういう集団での話し合いをまとめることに長たけている。ほかの面々は黙だまって首しゆ肯こうして同意を示す。

「でも、それちょっとおかしくないかな？」

「おかしいって、何がだい？」暢気のんきにコーヒーを傾かたむけながら八や重え樫がしは尋たずねる。

「八や重え樫がしくんはいいの。監かん視しが目的ならより近づくため〈アオハル・パーティ〉に加入することは必ひつ須す条件と言えるから。まあ、それよりまえに湊みなとくんに近づいた理由が少し不ふ明めい瞭りようで怪しいけど……今は見み逃のがしてあげる。問題は、那な珂か川がわさんだよ」

　加か賀が美みは那な珂か川がわさんを真まっ直すぐに見み据すえる。

「話を聞く限り、那な珂か川がわさんは私たちと違ちがって湊みなとくんに近づく理由がないんだよ。だって、彼女の目的は湊みなとくんを殺すことなんだから、好意を持ってる振ふりして近づくなんて、むしろリスクが高い愚ぐ策さくだよ」

「そ、それは、天あま津つ風かぜちゃんをより絶望させるために──」

「さっき言ってた、信しん頼らいした相手に裏切られて云うん々ぬんってお話だね。でも、それならむしろ湊みなとくんよりも天あま津つ風かぜさんに直接近づくべきだよね。純じゆん粋すいな彼女に取り入る方法なんていくらでもあるんだし、湊みなとくんを介かいして〈アオハル・パーティ〉に参加しようとするのはあまりにも迂う遠えんすぎるし、不確実だよ」

「確かに、委員長の言うことはわかるよ。でも、実際彼女はそうしていた。その事実を、きみはどう判断するんだい？」試ためすように八や重え樫がしは加か賀が美みを見る。

「うん、だからきっと、好意を持ってる振ふりをして湊みなとくんに近づいたのは、〈組織〉の指示なんかじゃなくて、那な珂か川がわさんが自分の判断で勝手にやったことなんじゃないかなって」

　今度は加か賀が美みが那な珂か川がわさんに意味深な視線を向ける。那な珂か川がわさんは気拙まずそうに目を逸そらす。

「……だったら何よ？」

「だったら──素す敵てきだなって」

「……は？」

　意味がわからなかったのか、那な珂か川がわさんは声を上げる。僕も加か賀が美みが言わんとしていることがわからない。加か賀が美みは、ふにゃりと柔やわらかく笑った。

「ようするに那な珂か川がわさんは、湊みなとくんを始末するためというよりは、天あま津つ風かぜさんを絶望させて〈群ぐん青じよう理論〉が生まれないようにするために、未来から来てるわけだよね？」

「そ、そうだけど……」

「本当は、手っ取り早く湊みなとくんを殺しちゃうのが一番なんだけど、那な珂か川がわさんはあえてそれを選せん択たくしなかった。何な故ぜか。答えは簡単で、つまり那な珂か川がわさんは最初から湊みなとくんを殺すつもりなんかなかったんだよ」

「僕を、殺すつもりがなかった？」

　それはそもそも那な珂か川がわさんが未来から来た目的と矛む盾じゆんしないか？

「矛む盾じゆんなんかしないよ」加か賀が美みは当然のように答える。「ようするに那な珂か川がわさんは、湊みなとくんを殺すことで天あま津つ風かぜさんを絶望させるんじゃなくて、湊くんに自分を好きになってもらうことで、彼女を絶望させる道を選んだってこと」

「────っ」

　思わず息を吞のむ。

　天あま津つ風かぜと出会ったあの日、加か賀が美みは言っていた。天あま津つ風かぜは湊みなと琥こ太た郎ろうのことが好きだと。そして、湊みなと琥こ太た郎ろうと過ごした青春の日々から着想を得て、タイムトラベル理論を生み出した。

　ならば──そもそも僕が別の女性を好きになり、その女性と楽しく青春を過ごしていたとすれば、逆説的に天あま津つ風かぜはタイムトラベル理論を生み出せないことになる。

　それで──那な珂か川がわさんは僕に近づいたのか。ようやく合が点てんがいく。

　僕に好意を持っていることをアピールして……その上で、自分を好きになってもらうことにより、自分の未来を救おうとしたのか。

　那な珂か川がわさんが人殺しなんてできない優やさしい人であることは、共に過ごしたこの数週間でわかっている。でも、彼女にも目的がある。その折せつ衷ちゆう案としての選せん択たく肢しだとしたら……なるほど、加か賀が美みの言うように、それはあまりにも素す敵てきだ。

　あからさまに動どう揺ようを示しながらも、那な珂か川がわさんは反論を試みる。

「で、でも、私は今日実際にコタくんを殺そうと──」

「失敗したんでしょう？」

　加か賀が美みは包み込むような満面の笑えみで那な珂か川がわさんを見み据すえる。

「湊みなとくんと仲良くするために〈アオハル・パーティ〉に入ったけど、ここでの活動が思いの外楽しくなっちゃって、それで自分でも何がしたいのかわからなくなっちゃったんだよね？　だから、〈アオハル・パーティ〉への想おもいを断たち切きるために、当初の目的に立ち返って湊みなとくんを殺そうとした。でも──できなかった。情が、移りすぎてたから」

「それ、は──」

　那な珂か川がわさんは反論できない。

　そしてその反応が──どうしようもなくそれが真実であることを示していた。

　やがて那な珂か川がわさんは血を吐はくように気持ちを吐と露ろする。

「……加か賀が美みちゃんの言うとおりよ。天あま津つ風かぜちゃんが嫌きらいだった。大だい嫌きらいだった。だってあの子は、私が家族を失う直接の原因を作った人だから。だから最初、天あま津つ風かぜちゃんが転入してきたあの日、あの子の前でコタくんとイチャイチャするのはとても気分が良かった。悔くやしがっているあの子の顔を見て、せいせいした。でも……そんな醜みにくい私を、あの子は慕したってくれた。まるで仔こ犬いぬのように純じゆん粋すいで、人を疑うことを知らなくて、そのくせ好こう奇き心旺おう盛せいだから、私も放っておけなくて……」

　見ているこちらがつらくなるほど悲痛な様子で、那な珂か川がわさんは目を伏ふせる。

「気がついたら、そんな破は天てん荒こうなあの子のことが好きになってた。嫌きらわなくちゃいけない相手なのに、家族を奪うばった仇かたきなのに、好きになってしまった。天あま津つ風かぜちゃんだけじゃない。加か賀が美みちゃんも、八や重え樫がしきゅんも──そして何よりコタくんも。みんなのことが、好きになってしまった。〈アオハル・パーティ〉は……私にとって、あまりにも居い心ごこ地ちが良すぎた。だから……わからなくなっちゃった。私が何をしたいのか、何をすべきなのか……」

　今にも泣き出しそうな沈ちん鬱うつな表情で、那な珂か川がわさんは俯うつむく。僕は何も言えなかった。彼女のような過か酷こくな経験をしたこともなければ、何の決意や目的もない、当たり前の日常をこれまで当然のように送ってきたから。

　不意に加か賀が美みは、テーブルの上に置かれて固く結ばれた那な珂か川がわさんの手を、優やさしく握にぎった。

「……きっとすごくつらかったんだよね。だから、復ふく讐しゆうのために生きるしかなかった。でもこの時代で、何も知らない平和な人たちに触ふれて、那な珂か川がわさんは押し殺してきたはずの本当の自分を思い出してしまった。さっき天あま津つ風かぜさんも言ってたけど、本当のあなたは、明るくて、真まっ直すぐで、誰だれよりも優やさしい女の子だよ。人殺しなんて、できっこないし、仮にできてもあなたが苦しむだけで誰だれも救われない。だから私は、那な珂か川がわさんの選せん択たくを尊重するよ。あなたはこれからも、湊みなとくんに色いろ仕じ掛かけをすればいい。私の目的とは反するけど、私はあなたの目的を無下にはできない」

「加か賀が美みちゃん……」那な珂か川がわさんは潤うるんだ瞳ひとみを加か賀が美みに向ける。

「あなたはあなたで、自身の目的のために努力すれば良い。湊みなとくんがどういう未来を選せん択たくするのかは、彼に委ねよう。でも、これだけはわかってほしいな。悪いのは天あま津つ風かぜさんでも湊みなとくんでもなく、テロを起こした〈群ぐん青じよう理論〉を悪用しようとしてる人だってこと」

「……うん！」

　力強く頷うなずいて、那な珂か川がわさんは抱だきつくように加か賀が美みの胸に顔を埋うめた。

　張はり詰つめていたものが、切れたのかもしれない。加か賀が美みは慈じ愛あいに満ちた所作で、彼女の頭を優やさしく撫なでる。

　どうやら、那な珂か川がわさんの件は一応の解決を見せたらしい。

　しかし──僕は心中穏おだやかではいられなかった。

　僕の選せん択たく一つで、少なくとも誰だれか一人は必ず不幸になるというのがまずおかしい。

　天あま津つ風かぜを選べば那な珂か川がわさんは不幸なままだし、那な珂か川がわさんを選べば今度は天あま津つ風かぜが不幸になる。後者の場合、もしかしたら加か賀が美みも片かた腕うでを失うような大怪け我がを負うことはなくなるかもしれないけど……。ただ、みんなが幸せになる未来が、存在し得ないことは何となくわかる。

　未来を『知ってしまう』ことの弊へい害がいというか、行動の結果が見えてしまうのはつらい。

　そう考えると正史──つまり加か賀が美みの未来で、天あま津つ風かぜが〈群ぐん青じよう理論〉を作り出したことがそもそもの間ま違ちがいである気がしてならない。実際、そのせいで加か賀が美みも那な珂か川がわさんも不幸になっている。何な故ぜ天あま津つ風かぜは、そんなものを生み出してしまったんだ……？

　根本的な部分を考えていたところで、那な珂か川がわさんは加か賀が美みから離はなれて顔を上げた。その顔は涙なみだに濡ぬれていたが、どこか吹ふっ切きれたように清すが々すがしい。

「──コタくん、傷つけようとしてごめんなさい」

「……いえ、傷つけられていないので気にしないでください。それに、那な珂か川がわさんは僕の手を引いて逃にげてくれました。むしろ命の恩人です」

「……ありがと。コタくん、やっぱり優やさしいね。本当に好きになりそう」

「──勘かん弁べんしてください」

「うふふ、本気にせよ振ふりにせよ、私はこれからも全力でコタくんを落としにいくからね！　覚かく悟ごしてよね！」

「……お手柔やわらかにお願いします」

　僕は曖あい昧まいに笑って応じる。今の僕には、どう対応して良いのかわからない。

「──それで、那な珂か川がわさんは〈聖せい白はく色しよく委員会〉と関わりがあるのかい？」

　ずっと機会を窺うかがっていたのか、八や重え樫がしは話題を戻もどす。那な珂か川がわさんはふるふると首を振ふった。

「私は──今はどこの組織からもバックアップを受けていないわ。それに……〈聖せい白はく色しよく委員会〉という組織にも聞き覚えがない」

「〈聖せい白はく色しよく委員会〉──確か、神しん智ち科学の研究機関だよね？」と加か賀が美み。

「神しん智ち科学？」聞き覚えのない言葉に僕はおうむ返しをする。

　八や重え樫がしは微び笑しようを浮うかべて答える。

「神しん智ち科学というのはね、神秘的直感によって神の叡えい智ちを得ることを目的とした学術だよ。わかりやすくいうと、オカルティズムというやつかな。それを大真面目に研究しているのが〈聖せい白はく色しよく委員会〉さ。僕の所属する〈ＳＳＰ財団〉の上部組織でもある」

「……よくわからないんだけど、なんでそのオカルト集団に僕は命を狙ねらわれたんだ？」

「さあ……細かい事情は知らないけど、彼らもまた天あま津つ風かぜさんにご執しゆう心しんでね。一応は、彼女の件は僕ら〈ＳＳＰ財団〉に一任されたんだけど、もしかしたら僕らの様子見の対応に、急進派の連中がジッとしていられなくなって勝手に動き出したのかも」

「なんだ、また天あま津つ風かぜか」

　もう状じよう況きように慣れちゃって驚おどろけねえよ。

「〈ＳＳＰ財団〉は下部組織とは言っても、世界中に支部を持つ独立した巨きよ大だい組織だからね。〈聖せい白はく色しよく委員会〉の介かい入にゆうは立派な越えつ権けん行こう為いだ。この件は上にも報告しておくから、今日みたいに琥こ太た郎ろうくんが襲おそわれることはもうないと思うけど、一応気をつけてね」

　話が大きくなりすぎて実感が湧わかない。

「大だい丈じよう夫ぶだよー。湊みなとくんのことは私が守ってあげるからねー」

　どぎつい色のメロンソーダをちゅーちゅー啜すすりながら、加か賀が美みが暢気のんきに言う。そういえば、そもそも加か賀が美みは僕を守るために未来からやって来ていたのだった。ならば、現代のどのような勢力に襲おそわれようとそれほど心配しなくてもいい気がする。

　そう考えたら少しだけ気持ちが楽になる。那な珂か川がわさんに殺されそうになることも今後はなさそうだし、命が狙ねらわれていること自体をそれほど気にしなくていいだのから。

　だから真の問題はやはり、僕が今後どの未来を選せん択たくするか、ということなのだが……。

　そもそもどうして僕なんかに未来の決定権があるのか。

　覚かく悟ごがあることが幸福である、という話を聞いたことがあるが、僕は噓うそだと思う。

　未来を知っていることの責任、誰だれかが不幸になる選せん択たくを強しいられる重圧なんてモノは、個人が背負うべきではない。

　そんな大それたものを半ば強制的に背負わされた僕は、ただ不幸だっただけなのだろうか。

　それとも──何らかの超ちよう越えつ的な意思によるものなのだろうか。

　何もわからない僕は、黙だまり込んでコーヒーを啜すすることしかできない。

　すっかり冷め切ったコーヒーは、舌を抉えぐるように苦かった。
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　怒ど濤とうのデートが明けた翌日の月曜日。

　学園に向かう道の途と中ちゆうで、僕は天あま津つ風かぜとばったり会った。

「おや、琥こ太た郎ろうさん。こんなところで奇き遇ぐうですね」

「……いや、おまえ絶対待まち伏ぶせしてただろ」

　偶ぐう然ぜんを装よそおって驚おどろいた顔を浮うかべるが、天あま津つ風かぜは道の真ん中で仁に王おう立だちをしていた。これで待まち伏ぶせじゃないと考えるほうが不自然だ。何よりもこの場所は、初めて天あま津つ風かぜと出会ったあの道なのである。

　しかし、天あま津つ風かぜはすっとぼけるようにそっぽを向いて鳴らない口笛を吹ふく。

「何のことでしょう、私、さっぱりわかりません。それよりも琥こ太た郎ろうさん、せっかく偶ぐう然ぜん会ったのですから一いつ緒しよに行きましょう」

「……まあ、いいけど」

　あくまでも偶ぐう然ぜんということにしたいらしい。天あま津つ風かぜが何を企たくらんでいるのかわからないが、断る理由もなかったので、僕らは並んで歩き出す。

「今日も良い天気ですね、琥こ太た郎ろうさん」

「ああ、そうだな。おまえの機き嫌げんが良いいからかな」

「──？　私の機き嫌げんとお天気がどう関係するんです？」

「……失言だった、何でもない」

「変な琥こ太た郎ろうさんですね」

　天あま津つ風かぜは楽しそうに笑う。おまえにだけは変とか言われたくねえわ。

　ただ邪じや気きのない天あま津つ風かぜの笑え顔がおは、月曜の朝特有のかったるい気持ちを軽くしてくれるから不思議だった。早く国は、この笑え顔がおをポートレートに残して全国販はん売ばいしたほうがいい。

　それにしてもこんな良い子が本当に僕のことを好きなのか……相変わらず信じられない。

「どうしました、琥こ太た郎ろうさん？　私の顔に何か付いてますか？」

「口の周りに牛乳の跡あとが付いてる」

「今朝は和食です」

　天あま津つ風かぜは澄すまし顔だ。揺ゆさぶりには動じないらしい。

「和食かあ、良いいなあ。僕も本当は、朝は和食が好きなんだけどな。手間掛かかるのわかるから親には頼たのめないし、自分で作るのも面めん倒どうだから、結局いつもパンだよ」

「じゃあ結けつ婚こんしましょうか？」

「どうして加か賀が美みもおまえも、生活観の違ちがいだけでそんな気軽にプロポーズできるんだよ！」

「え、琥こ太た郎ろうさん、美み玖くさんにプロポーズされたことがあるんですか？」

　しまった！　失言だった！

「美み玖くさん……まったくのノーマークでしたが、彼女もライバルでしたか……！　確かに琥こ太た郎ろうさんは母性をくすぐる可か愛わいらしい一面もあります……美み玖くさんも素す敵てきな女の子ですし、私もうかうかしていられません……！」

　口元に手を当てて、何やらぶつぶつと呟つぶやいている天あま津つ風かぜ。加か賀が美みもわりと頭のネジがいかれてるんだけど、表面的には真面目な委員長を演じているせいで、やつの戯たわ言ごとを天あま津つ風かぜは真に受けてしまったらしい。いやまあ、元を正せば僕の失言が悪いんだけど。

　天あま津つ風かぜは真しん剣けんな顔で僕を見上げながら言った。

「──実は、琥こ太た郎ろうさん。折り入ってお願いがあるのですが」

「なんだよ、改まって」

「今日、〈アオハル・パーティ〉が終わった後、二人だけで少しお出かけしませんか？」

「それ、は──」

　不安に揺ゆれる瞳ひとみで僕を見つめる天あま津つ風かぜを見てピンとくる。

　これは──デートのお誘さそいだ。

　昨日、僕が那な珂か川がわさんとデートをしたから、きっと心配になってしまったのだろう。

　僕の心が、那な珂か川がわさんに決まるかもしれないと。

　だから、わざわざ待まち伏ぶせをしていたのか。天あま津つ風かぜの健気けなげさが微ほほ笑えましい。

「──いいよ。ごはんでも食べに行こうか」

「いいんですか！」天あま津つ風かぜは、ぱあっと表情を輝かがやかせる。

「食事くらいいくらでも付き合うよ。まあ、僕も小こ遣づかいを貰もらってる身なんで高いところは無理だけど」

「で、では、是ぜ非ひ琥こ太た郎ろうさんとご一いつ緒しよしたいところがあるので、そちらでもよろしいですか？　お金も掛かかりませんので！」

「お金が掛かからない……？」

　そんな食事処どころがあるのだろうか。よくわからなかったが、天あま津つ風かぜが行きたいというのであれば是ぜ非ひもない。

「じゃあ、場所は天あま津つ風かぜに任せるよ」

「はい！　お任せください！」天あま津つ風かぜは心底嬉うれしそうに笑う。「はああ……琥こ太た郎ろうさんと食事デート楽しみです……！」

「大げさだな」

　あまり楽しみにされすぎたら、天あま津つ風かぜの場合、時を加速したりもしかねないので、適当に窘たしなめる。

「──じゃあ、今日も一日学園頑がん張ばるか」

「はい！」

　満面の笑えみで答える天あま津つ風かぜに愛おしさすら覚えながら、僕らは通学路を歩いて行く。
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　──何な故ぜ、こんなことになってしまったのか。




　全身に冷ひや汗あせを搔かきながら、僕は慣れないナイフとフォークを取り落とさないよう必死に握にぎりしめる。

　目の前の純白のテーブルクロスの上には、見たこともない豪ごう奢しやな料理が置かれている。食べ方さえよくわからないものを、見よう見まねで端はしから口に放り込み嚥えん下げしていく。味なんてまったくわからない。

　ちらりと視線を皿から前方へ移す。その先には上品な身なりの男女が仲睦むつまじげに座っていた。男性のほうは五十代前後だろうか。ロマンスグレーの髪かみを丁てい寧ねいに撫なでつけた紳しん士しで、おしゃれな口ひげがダンディズムを加速させている。双そう眸ぼうには落ち着いた知性の光が宿っており、本来であればこの空間における異分子である僕にも穏おだやかな視線を向けてくれていた。

　その隣となりには、とても美しい妙みよう齢れいの女性が座っている。まさか三十代ということはないだろうが、どう贔ひい屓き目めに見てもそれくらいにしか見えないのだから仕方がない。長く艶つややかな黒くろ髪かみと、柔やわらかな微ほほ笑えみを湛たたえるその姿は、僕のよく知る誰だれかの面おも影かげがある。

「琥こ太た郎ろうくん。苦手なものがあったら遠えん慮りよなく言っていいからね」ダンディ紳しん士しが優やさしく言う。

「琥こ太た郎ろうさん、たくさん召めし上あがってね」妙みよう齢れいの女性も続く。

「ハハハ、アリガトウゴザイマス」

　愛あい想そ笑わらいを浮うかべて僕は機械的に謎なぞの食材を口に運んでいく。何な故ぜか食べても食べても、気がつくと料理の載のった新しい皿が目の前に置かれている。もしかしたらわんこそばスタイルなのかもしれない。僕は無心で手を動かし続ける。

「琥こ太た郎ろうさん、おなかが空いていたのですね。今日はシェフが腕うでによりを掛かけてくれるそうなので、楽しんでいってください」

　僕は暢気のんきな声のする真横に首を向ける。

　そこには満面の笑えみを浮うかべた天あま津つ風かぜの姿が見えた。いつもの天あま津つ風かぜだ。この非日常の中で、見慣れた彼女の存在だけが、今の僕の拠より所どころだった。

「アリガトウ、アマツカゼ。オレ、シェフダイスキ」

「あはは、なんで片言ですか」

　天あま津つ風かぜが嬉うれしそうに笑う。すると向かいに座る男女も笑った。

　それから天あま津つ風かぜは、改めて目の前の男女に言った。

「ね──お父様、お母様。琥こ太た郎ろうさん、面おも白しろくて素す敵てきな方でしょう？」

　お父様、お母様。

　そう、目の前に座る品の良いい男女は、天あま津つ風かぜ撫なで子しこのご両親であらせられるのであった。

　つまり僕は今、どういうわけかクラスメイトの女子のご両親と食事を共にしているのである。

　いったい何な故ぜ、こんなことになってしまったのか。僕は小一時間まえのことを振ふり返かえる。




　放課後、いつものように部室に集まった〈アオハル・パーティ〉の面々は、『本校舎全体を使った、絶対に走ってはいけない鬼おにごっこ』という理り不ふ尽じんな活動を終えて解散した。普ふ段だんはみんなで途と中ちゆうまで一いつ緒しよに帰るのだが、今日に限っては、天あま津つ風かぜの「すみません、今日はこのあと用事があるのでここで別れましょう」という鶴つるの一声によって部室で散会となった。

　明らかにいつもと違ちがう天あま津つ風かぜの様子に、ほかの面々は何かを察したらしく意味深な笑え顔がおを貼はりつけて部室を出て行った。去り際に加か賀が美みが一言。

（湊みなとくん、もしお泊とまりするならアリバイ作ってあげるからね）

　うるせえ。頼たのむから何かを察しても気づかなかった振ふりをしてくれ。

　面めん倒どう見が良いいというよりも、あいつただの耳年増なんじゃないか……？

　新たな見地を得られたところで、何も知らない天あま津つ風かぜが立ち上がる。

「それでは、琥こ太た郎ろうさん。参りましょうか」

「──よし、行くか」

　僕も重たい腰こしを上げる。決して行きたくないわけではないし、むしろ天あま津つ風かぜと放課後の食事デートなんて跳とび上あがりそうなほど嬉うれしいのだが、それ以上に緊きん張ちようしてしまっているのだから仕方がない。すでに気持ちで押されている。行き先は天あま津つ風かぜに任せてしまっているので地の利はあちらにある。ならばせめて心構えだけは強くあらねばならない。

「それで、どこへ行くんだ？」

「えへへ、それは内ない緒しよです。着いてからのお楽しみということで、少し我が慢まんしてくださいね」

「サプライズってやつか。でもここ最近、僕は驚おどろくことが多かったから、驚おどろき慣れてるんだ。今はもう並なみ大たい抵ていのサプライズじゃ驚おどろかない自信があるぞ」

「そうなんですか……」天あま津つ風かぜは少し残念そうだ。「とりあえず、それほど遠いわけではないのですが、時間が惜おしいので車で向かいます」

　天あま津つ風かぜに連れられるまま、校門前で待っていたリムジンに乗り込む。リムジンなんて初めて乗るので緊きん張ちようは増すばかりだ。正直に言って、もう気持ちのほうは完敗している。

　初老の運転手衣きぬ笠がさ氏の巧たくみな運転により、車は揺ゆれることなくするりと走り始める。リムジンの中は広々としておりとても快適ではあったが、会話らしい会話はなかった。僕が緊きん張ちようしているのは言わずもがなだが、天あま津つ風かぜも少し緊きん張ちようしているようだ。

　何とも言えない沈ちん黙もくの中、数分間の衣きぬ笠がさ氏の丁てい寧ねいなハンドル捌さばきの末、目的地に到とう着ちやくした。

　そこは東しの雲のめ学園都市の外れに位置する、見たこともないような豪ごう邸ていであった。

　警備員が待機する鉄門もん扉ぴを、フリーパスでリムジンが通とおり抜ぬけていった時点で何となく嫌いやな予感はしていたのだ。

　車から降りて、ホワイトハウスもかくやという建物を前にした僕は、声を震ふるわせて尋たずねる。

「あ、天あま津つ風かぜさん……？　ここはいったい……？」

「私のおうちです。琥こ太た郎ろうさんが驚おどろかない方で良かったです。小学生の頃ころ、一度だけクラスメイトをおうちに招待したことがあったのですが、何な故ぜかとても驚おどろかれてしまいそれから疎そ遠えんになってしまったので……。やっぱり琥こ太た郎ろうさんは特別ですね！」

　可か愛わいらしくはにかんで天あま津つ風かぜは言う。

　喜んでもらっているところ本当に申し訳ないけれども……僕は死ぬほど驚おどろいている。

　そもそも女の子の家に招待されたのが初めてだったし（加か賀が美みはノーカン）、何よりこの常識外の豪ごう邸ていだ。天あま津つ風かぜは前世でいったいどんな徳を積んだのだろうか。いや、それ以前に──。

「あ、天あま津つ風かぜさん……？　確か食事に行くというお話だったかと思うのですが……？」

「はい、だからおうちに琥こ太た郎ろうさんを招待したのではないですか。おうちごはんならお金も掛かからないでしょう？」

「僕の知ってるおうちごはんと少し違ちがうな……」

　実質ホテルに住んでるようなものじゃねえか。

　僕の反応を見た天あま津つ風かぜは、途と端たんに心配そうに眉まゆ尻じりを下げる。

「あ、あの……もしかして、いきなりおうちごはんにお誘さそいするのは失礼でしたか……？」

「い、いや！　そんなことないぞ！」僕は慌あわてて首を振ふる。「いやあ！　食事楽しみだなあ！　天あま津つ風かぜのところのシェフはみんな料理上手だからなあ！」

　半ば自や棄けになってそう言うと、天あま津つ風かぜはぱあっと表情を輝かがやかせる。

「そうですか！　良かったです！　今日は月に一度の特別な日なので、シェフも気合いを入れて作ってくれると思います！」

「……特別な日？　何かあるのか？」

　そう尋たずねると、天あま津つ風かぜは満面の笑えみで頷うなずいた。

「はい！　今日は両親と私の家族三人で、一いつ緒しよに夕食を食べる特別な日なんです！　両親は仕事が忙いそがしくてなかなか一いつ緒しよに夕食が摂とれないのですが、月に一度だけお仕事を無理矢理切り上げて帰ってきてくれるんです。ですから、是ぜ非ひ琥こ太た郎ろうさんをその一席にご招待したくて──」




　そして──今に至る。

　おかげで僕は、極度の緊きん張ちようの中、味もわからない何らかの食材を嚥えん下げするだけの存在に成り下がっている次し第だいだ。腕うでによりを掛かけてくれたシェフにまったくもって申し訳が立たない。

「──しかし、撫なで子しこがまさかボーイフレンドをこの食しよく卓たくに招いてくれるとは……」

　不意に感かん極きわまったようにお父上が言う。

「この子は小さい頃ころから、身体からだが弱くてね。だから、こんな日が来るなんて……うぅ……」

「あなた、食事中ですよ」

　言葉を詰つまらせるお父上を、隣となりに座るお母上が優やさしく窘たしなめる。そうだな、すまない、とハンカチで目元を拭ぬぐい、お父上は改めて僕を見やる。

「琥こ太た郎ろうくん。撫なで子しこからきみの話はよく聞いているよ。知的で勇ゆう敢かんで誠実で謙けん虚きよでユーモアがある非の打ち所のない立派な少年であると」

　それはどこの世界線の僕でしょうか、と思わず尋たずねそうになるが余計なことは言わない。

「……ハハ、恐きよう縮しゆくです」

「撫なで子しこは昔から引っ込み思じ案あんでね。私も気を揉もんでいたのだが……よくこんな素す敵てきなボーイフレンドを見つけられたものだ。もし良かったら、親しくなった切きっ掛かけを教えてもらえないだろうか」

「……切きっ掛かけ、ですか」

　僕はチラリと天あま津つ風かぜを見やる。切きっ掛かけは──まあ、間ま違ちがいなくあの食パンダッシュなのだけど、果たして天あま津つ風かぜの奇き行こうをこの温おん厚こうそうなご両親にお話ししても良いものだろうか。娘むすめの奇き行こうを知って卒そつ倒とうしたりはしないだろうか。

　仲睦むつまじい家族関係にヒビを入れかねない現実の厳しさに僕が戸と惑まどっている隙すきに、天あま津つ風かぜが先に頰ほおを朱しゆに染めて答えた。

「琥こ太た郎ろうさんは──私の『初めて』の人なのです」

「ング──ッ!?」

　天あま津つ風かぜの衝しよう撃げき発言に驚おどろいて、口に放り込んだばかりの何らかの肉にく片へんを丸まる吞のみしてしまった。慌あわてて水を飲み、ようやく人ひと心ごこ地ちついたと思ったときには、空気が一変していた。

　ご両親は表情を凍こおらせて静止し、周囲に控ひかえていた使用人と思おぼしき男女たちからは、殺意にも似た冷たい視線の集中砲ほう火かを浴びせられている。

　僕はダラダラと冷ひや汗あせを流しながらも必死に取とり繕つくろう。

「い、いやだなあ、天あま津つ風かぜは！　その言い方だとみんな誤解しちゃうだろう？」

「──私の何が誤解してしまうのかな？」

「…………」

　お父上が言い知れぬ重圧を掛かけてきた。そういえば、当たり前だけどご両親も『天あま津つ風かぜ』なのだった。当然この場では、名前で呼ぶのが正しいのだが……え、待って、そんな重要な名前呼びイベントをこんな自己保身の場で消費してもいいの？

　謎なぞの葛かつ藤とうはあるが背に腹は代えられない。仕方なく僕は覚かく悟ごを決める。

「──撫なで子しこさんは、親しい友人を持つことが『初めて』だったそうです。僕自じ身しんは、転入してきた彼女の隣となりの席に座っていただけの、何の取とり柄えもない人間です。ただ席が近かったというだけの理由で、彼女と親しくなっただけなのです。期待をさせてしまったのであれば、すみません。でも僕は、彼女の『初めて』の友人となれたことを幸運に思っています。それが──噓うそ偽いつわりのない僕の本心です」

　しばしの沈ちん黙もくが食堂に満ちる。沈ちん黙もくが質量を持って襲おそい掛かかってくるイメージ。

　僕、またなんかやっちゃいましたか……？

　不安で押しつぶされそうになる。しかし次いで、割れんばかりの拍はく手しゆに包まれた。

　何事かと周囲を見回すと使用人さんたちが皆みな、感かん極きわまったように僕に拍はく手しゆを送っていた。

　困こん惑わくしながら隣となりの天あま津つ風かぜに視線を向けると、頰ほおを上気させた天あま津つ風かぜが「琥こ太た郎ろうさん……！」と熱い視線で僕を見つめていた。何か変なスイッチ入っちゃってますね……。

　それから、みんなと同じように目に涙なみださえ浮うかべたお父上が言った。

「琥こ太た郎ろうくん。そんなにも娘むすめのことを思ってくれてありがとう……！　きみのような素す晴ばらしい好青年と出会えて、娘むすめも幸せだろう……！　どうかこれからも娘むすめをよろしく頼たのむ……！」

　テーブルに手さえ突ついて、お父上は頭を下げた。僕は慌あわてる。

「ちょ、止よしてください……！　友だちと仲良くするのは当たり前のことです。そんなお父様にお願いされるほどのことではありません！」

「そう……だな。きみならば、そう言うだろう」お父上はようやく頭を上げた。「撫なで子しこ……素す晴ばらしい友人を持ったな」

　父に優やさしげな視線を向けられ、天あま津つ風かぜは満面の笑えみで答えた。

「はい！　最高のお友だちです！」

　どうやらとりあえず一難は去ったらしい。僕は胸をなで下ろす。

　それから、お父上が僕をまじまじと見つめて感心したように言う。

「しかし、よくよくできた好青年だな。きっとご両親も素す晴ばらしい方々なのだろう。琥こ太た郎ろうくん……そういえば、きみの苗みよう字じは何と言うんだい？　娘むすめがいつも名前でしかきみを呼ばないので、わからないのだが」

「湊みなとと言います。湊みなと琥こ太た郎ろうです。最初に名乗るべきでしたね、失礼しました」

　僕は礼を欠いていたことをすぐに謝罪する。しかし、お父上は何な故ぜか不思議そうな顔で僕を見つめていた。

「ミナト……まさか、『さんずい』に演奏の『奏』の湊みなとさんかい……？」

「はい。その湊みなとです」

「なんと──」お父上は、何な故ぜか得心いったように天を仰あおいだ。「そういうことか……」

「な、何か気になることでも……？」

「いや、そういうわけではないのだ。気に障さわったのであれば謝るよ」

　お父上は、そこでワインを一口飲む。

「ただ、撫なで子しこと琥こ太た郎ろうくんが出会ったのはきっと運命だったのだろうと、そう思っただけだ。神様の──思おぼし召めしなのだろう。だから、どうか最後まで撫なで子しこと仲良くしてやってほしい」

　それだけ言うと、お父上はどこか寂さびしげに笑ったのだった。
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「くるしい……たべすぎた……」

　やたら良いい匂においのするふかふかのベッドに僕は仰あお向むけに寝ね転ころぶ。

「あはは、琥こ太た郎ろうさん、本当にたくさん召めし上あがっていましたものね」天あま津つ風かぜは楽しそうに笑う。「シェフたちも琥こ太た郎ろうさんの食べっぷりにとても喜んでいました。でも、無理をさせてしまってごめんなさい」

「いや……僕が勝手にやったことだ。気にしなくていい」

　そう答えてから、僕は深く息を吐はいた。

　何とか大きなトラブルもなく会食は終しゆう了りようした。どういうわけか僕の評価はストップ高のようで、ご両親に是ぜ非ひ来月もまた来てほしいと懇こん願がんされてしまったほどだった。

　本音を言うとこんなに緊きん張ちようする食事はしばらくご免めんだったが、熱意あるお誘さそいを断れるほど僕も人間ができていなかったのでつい、喜んで、と答えてしまった。

　それから、食べ過ぎてろくに動けなくなってしまった僕を休ませるために、個室へ通してもらった。おそらく客間なのだろう。

　今は、天あま津つ風かぜと二人きりだ。先ほどまでとはまた違ちがった緊きん張ちようを感じる。

　僕は額に力なく腕うでを乗せて天を仰あおぐ。

　何というか、とても稀け有うな体験をしたような気がする。まさか出会って三週間ほどしか経過していないクラスメイトの女子の両親と食しよく卓たくを囲むことになるとは……一ヶ月まえの自分に言っても絶対に信じてもらえないだろう。

　でも……あんなにも喜んでくれたのであれば、僕も嬉うれしい。普ふ通つう一人ひとり娘むすめの男友だちなんて、悪い虫以外の何ものでもないので、害虫扱あつかいされて下手をしたら殺されるのではないかと密ひそかに危き惧ぐしていたが、こういうとても好意的なご両親もいらっしゃるという見知は新しん鮮せんだった。

　ただ、残念ながら食事の味だけは本当にほとんどわからなかったのが悔くやまれる。次の機会はもう少し余よ裕ゆうを持って味わえると良いいのだけど……。

「なんだか……少し変な感じですね」不意に天あま津つ風かぜが言う。

「変って何がだ？」

「何って、その……」少し言いにくそうに天あま津つ風かぜは続ける。「私のベッドに……琥こ太た郎ろうさんが横になっていることです」

「えっ、これ天あま津つ風かぜのベッドなの!?」

　客間じゃないんだ！　道理でやたら良いい匂においがするわけだよ！

　慌あわてて起き上がろうとするが、それより早く天あま津つ風かぜによって制される。

「い、良いいんです！　大だい丈じよう夫ぶですから！　どうぞ琥こ太た郎ろうさんは思う存分、お休みになってください。その……もし、琥こ太た郎ろうさんが嫌いやでなければ、ですけど……」

　恥はずかしそうに言って、天あま津つ風かぜは視線を逸そらす。そんなふうに言われてしまったら、遠えん慮りよして起き上がっても、天あま津つ風かぜのベッドが嫌いやだったから、と誤解されて彼女につらい思いをさせてしまうかもしれない。

　仕方なく僕はこのまま天あま津つ風かぜのベッドを借りることにする。本当に仕方なくであって他意はない。天あま津つ風かぜの芳ほう香こうに包まれて日々の疲つかれを癒いやそうだとか、そんなことは微み塵じんも思っていない。思っていないのだが、このままここで眠ねむってしまったらたぶん僕は涅ね槃はんに至れるのではないかという根こん拠きよのない確信があった。

　照てれ隠かくしなのか、天あま津つ風かぜは話題を変える。

「そ、そういえば、お父様とお母様が、何か失礼なことを言ったりしませんでしたか？」

「いや、全然そんなことないよ。素す敵てきなご両親だな。おまえを心の底から愛してるのがこっちにも伝わってきたよ」

「あ、ありがとうございます」照れたように天あま津つ風かぜは笑う。「私は少し、過保護すぎると思うのですが」

「大切な一人ひとり娘むすめなんだから、当然だろう。逆にうちは男だからっていうのもあるだろうけど基本的には放任主義だからね。新しん鮮せんだった」

「今度は……琥こ太た郎ろうさんのご両親にもお会いしてみたいです」

「──機会があればな」

　僕は曖あい昧まいに答える。父親は変人で、母親はパワー系なので、とても立派な天あま津つ風かぜの両親と見比べてしまうと少し恥はずかしいのだけれども。

　それからしばしの沈ちん黙もく。何か言わなければ、と思うが血糖値が上がりすぎて上う手まく頭が働かない。天あま津つ風かぜも何も言わずただじっとこちらを見つめている。

　僕と彼女の息づかいだけが、空間にこだましていく。何だか変な気持ちになる。

「あの、琥こ太た郎ろうさん」不意に天あま津つ風かぜが口を開いた。「今日は本当にありがとうございました」

　いつの間にか、天あま津つ風かぜもベッドに腰こしを下ろしていた。手を伸のばせばすぐに届く距きよ離りで、彼女は続ける。

「急なお誘さそいで、ご迷めい惑わくではありませんでしたか？」

「迷めい惑わくではないけど……正直驚おどろいたよ」

「では、サプライズは大成功だったわけですね」天あま津つ風かぜは嬉うれしそうに笑った。「でも、さすがに出会って間もない男の子を、両親の揃そろった食事の席に招くのは些いささか非常識な行いだったという自覚はあります。それでも嫌いやな顔一つせずに付き合ってくださって……琥こ太た郎ろうさんには本当に感謝しています」

　意外とそういう常識は持っているらしい。

「非常識ってほどでもないだろう。まあ、確かにあまりこういう状じよう況きようはないだろうけど、それでも新しん鮮せんな経験だったよ。さすがに緊きん張ちようしたけどな。僕もご両親に会えて良かったよ」

　これは偽いつわりのない本心。天あま津つ風かぜの両親は、間ま違ちがいなく普ふ通つうに生きているだけなら、同じテーブルで食事を摂とるなんてことは絶対にないほどの上流階級の方々だったから。

　それから天あま津つ風かぜは、どこか寂さびしげに微ほほ笑えんだ。

「──両親を、安心させてあげたかったのです」

「安心？」

「はい。私が、普ふ通つうの女の子として、青春を謳おう歌かしているのだということを──伝えたくて」

　何を、言っている──？

「──ねえ、琥こ太た郎ろうさん」

　天あま津つ風かぜは、再び呼よび掛かけてくる。でも、声こわ色いろは先ほどと異なり少し硬かたい。

「私……琥こ太た郎ろうさんにだけは噓うそを吐つきたくないんです」

「……急にどうした？」僕は上体を起こして姿勢を改める。

「直接的な噓うそを吐ついてきたわけではありませんが……それでも、あえて本当のことを告げないのは、噓うそを吐ついているのと同じことなのだと思います。私は……琥こ太た郎ろうさんにだけは、誠実でありたいんです」

　何だか抽ちゆう象しよう的なことを言ったかと思ったら、天あま津つ風かぜは不意に僕の膝ひざの上の手を握にぎってくる。

　温かくて小さな手は、少し震ふるえていた。

「ですから……本当のことをお話します」

　そして天あま津つ風かぜは、真まっ直すぐに僕の目を見つめて、告げた。

「私は────十八歳まで生きられません」
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　突とつ然ぜんの告白に、僕は頭の中が真っ白になった。

　十八歳まで……生きられない？

　何を言っているのか。意味がわからない。だって、こんなに元気なのに──。

「じょ、冗じよう談だんにしては笑えないな」

　声が上うわ擦ずらないよう注意しながらそう言うが、天あま津つ風かぜは静かに首を振ふる。

「──以前、私は身体からだが弱くて中学に行っていないというお話をしたのを覚えていますか？」

「……ああ、もちろん」

「あれは、間ま違ちがっているわけではないのですが、正確というわけでもなくて……。私、生まれつき免めん疫えきに問題があって、お医者様からは十五歳まで生きられないと言われていたんです」

「────」

　身体からだが弱い、というのは今のパワフルな天あま津つ風かぜからは想像もできない。

「だから私は、学校でみんなと一いつ緒しよに遊びたいという気持ちを紛まぎらすために、学園物の漫まん画がやアニメやライトノベルにのめり込んでいきました。お話の中で描えがかれる青春は、どれも輝かがやいて見えて──満足に一人で空の下も歩けない私には、とても眩まぶしかった」

　当たり前の、どこにでもいる平へい凡ぼんな子ども時代を送ってきた僕のような人間には、決して理解できない領域の苦く悩のう。

「私は、現実逃とう避ひをするように、たくさんの物語に触ふれてきました。ワクワクするような、ドキドキするような、狂くるおしいほどに素す敵てきな物語にたくさん出会いました。でも……いくらそれらに触ふれても、私は満たされなかった。それで、あるとき気づいてしまったんです。どれほど望んでも、私はお話の中のみんなのような素す敵てきな青春は送ることができない。何な故ぜなら私は、主人公ではなく──脇わき役やくなのだから」

　天あま津つ風かぜの悲しい目。僕は何も答えられない。

「私は生きる気力を失って、それからますます体力が落ちていきました。このままでは本当に危ない、とお医者様から入院を勧すすめられたある日──父は私を仕事場に連れて行ってくれました。きっと気分転てん換かんのつもりだったのでしょう。そしてそこで──事故に遭あった」

「……事故？」

「はい。仕事場で謎なぞの爆ばく発はつ事故が起こったんです。私はそれに巻き込まれて、そのまま意識不明となり──三年間眠ねむり続けました。そして目覚めたのが──三ヶ月まえのことです」

　中学に行っていなかった、というのはその三年間の意識不明が原因だったのか。少しずつ、パズルのピースが塡はまっていく。

「今から三ヶ月まえ──何な故ぜか私は唐とう突とつに、何の前まえ触ぶれもなく、意識を取とり戻もどしました。しかもどういうわけか、すっかり元気になって。お医者様は、奇き跡せきというしかないと喜んでいました。私も、とても嬉うれしかった」

　良かったじゃないか。眠ねむっていて、目が覚めたらすべての問題が解決していたなんて、まるで白しら雪ゆき姫ひめだ。大団円のハッピーエンドではないか。

「でも──事はそう単純ではなかったようです。私の身体からだは、全然変わっていませんでした。もちろん、眠ねむっていた三年間で成長はしています。背も伸のびたし──胸も少し。でも……大元である免めん疫えきの不具合は、何も変わっていなかった。お医者様が言うには、本当は元気に動き回れるはずがないそうです。現代医学では、とても説明できない──不思議な状態なのだと」

　身体からだが弱いのは、何も変わっていなかった。

　だから、本来の十五歳まで、と言われていた寿じゆ命みようが、眠ねむっていた三年間をプラスして十八歳まで、となったのか……。

　先ほどお父上が、最後まで仲良く、という不思議な言い回しをしていたのは、娘むすめの死期を悟さとっていたからなのか、と気づく。

「元気であるはずがないのに、とても元気な今の私は、この世界においてとても不安定な存在です。もしかしたら三年と待たずに、明日には真っ当にベッドの中で冷たくなっているかもしれません。でも──それでも良いのです」

　ぎゅっと。握にぎる手に力を込こめて、天あま津つ風かぜは真まっ直すぐに僕を見つめる。

「奇き跡せきでも、不思議でも、何でも構いません。私は元気に、自由に、お外を動き回れるようになりました。憧あこがれの学校にも通うことができるようになりました。私はこれを、神様が不幸だった私に授さずけてくださったロスタイムなのだと思っているんです。この奇き跡せきがいつ終わるのかはわかりません。神様の気まぐれですから。明日かもしれないし、二十年後かもしれない。未来のことは私たち人間にはわかりません。でも、だからこそ──私は気づいたんです。神様が与あたえてくださったこの素す敵てきな時間を、有意義に使おうと」

　天あま津つ風かぜの瞳ひとみに力が戻もどる。いつものパワフルでエネルギッシュな、きらきらと輝かがやくあの瞳ひとみを僕に向けて朗々と宣言する。

「ずっと恋こい焦こがれてきた学園生活を、青春を──。私が主役の、私の物語を──。私はこの身が朽くち果はてるまで、楽しみたい。だから私は、青春を満まん喫きつするって決めたんです！」

「────」

　それが────天あま津つ風かぜの本質なのか。

　ようやく僕はそこで合が点てんがいく。

　彼女が執しつ拗ようなまでに〈青春〉に拘こだわる理由。

　それは、この上なく純じゆん粋すいな──彼女の願いと覚かく悟ごなのだった。

　僕は思わず笑えみを零こぼす。

　ああ、何と健けな気げで────愛おしいのかと。

　半ば無意識に、僕は彼女の肩かたを抱だく。

　天あま津つ風かぜは一いつ瞬しゆん、びくりと震ふるえるが、すぐに力を抜ぬいて身体からだを預けてくる。

「──なあ、天あま津つ風かぜ」

「…………はい」

「僕も、手伝うよ。おまえの青春を。おまえの──物語を」

「……え？」

　驚おどろいたように天あま津つ風かぜは僕の顔を見上げた。僕は彼女を真まっ直すぐに見返して──微ほほ笑えむ。

「プラセボ効果って知ってるか？　効果があると信じて飲めば、小麦粉でも万ばん能のう薬になるんだ。だから、おまえが当たり前のように青春を楽しめば、きっとおまえの身体からだは自分が本当に健康体なのだと思い込む。そうすればいずれ──おまえの病気は跡あと形かたもなくなる。つまり、おまえが青春を満まん喫きつすることが、イコールおまえの病気の治ち療りようになるわけだ」

　僕の提案に、天あま津つ風かぜは目を丸くする。

「そんな……でも……」

「都合が良いい、か？　そうだな、都合が良すぎる。でも、おまえが元気に動き回れていることがそもそもこの上ないご都合主義なんだ。だったら、もう一つくらいご都合主義が起きてもバチは当たらないだろう。だって天あま津つ風かぜは──これまで散々苦しんだんだから」

「琥こ太た郎ろうさん……」

　僕を見上げる天あま津つ風かぜの双そう眸ぼうが潤うるんでいく。目元いっぱいに溜たまった液体は、やがて雫しずくとなってこぼれ落ちる。僕は指でその雫しずくを拭ぬぐって、宣言する。

「だから僕が、おまえを──おまえの〈青春〉で優勝させてやる。楽しいことをたくさんしよう。面おも白しろいことをたくさんしよう。どんなわがままでも、僕が叶かなえてやる。だから──おまえは、病気を治すために全力で青春を楽しめ」

「……ずるいです、琥こ太た郎ろうさん」

　天あま津つ風かぜは、頰ほおを染めて、どこか困ったように僕を見やる。

「そんな格好良いことを言われたら……ますます琥こ太た郎ろうさんを好きになってしまいます」

「そのまま惚ほれてくれてもいいんだぞ？」

　冗じよう談だんめかしてそう言うと、

「──では、試ためしてみますか？」

　そう言って天あま津つ風かぜは、不意に僕に顔を向けたまま目を閉じて、わずかに顎あごを上げた。
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　…………え？

　これは……いったいどういう状じよう況きようなのだろうか。

　三十センチと離はなれていない距きよ離りで、女の子が目を瞑つぶってジッとしている。

　何な故ぜか唇くちびるに意識が集中する。薄うす紅べに色の瑞みず々みずしい口くち唇びるは、何かを待つように結ばれている。

　……いやいや、待て。きっと誤解だ、何かの間ま違ちがいだ、あの天あま津つ風かぜがまさかそんな。

　理性ではわかっているのに、本能が抗あらがえない。

　吸い寄せられるように、僕は彼女に顔を寄せていく。

　互たがいの吐と息いきさえ感じられる至近距きよ離りで天あま津つ風かぜを見つめる。長いまつげが頰ほおに影かげを作っていた。

　その整った顔立ちに見とれるように僕はさらに顔を寄せて──。

　──何な故ぜかそのタイミングで、突とつ然ぜんスマホが着信を奏かなでた。

　まるで無理矢理合わせられた磁石の同極のように、僕と天あま津つ風かぜはパッと離はなれる。

　あ、危なかった……勢いに任せて取り返しの付かないことをしてしまうところだった……。

　安あん堵どのような未練のような、何とも言えない心持ちで着信相手を確かく認にんする。

　意外なことにそれは、那な珂か川がわさんであった。眉まゆを顰ひそめて通話に応じる。

「──もしもし？」

『あ、コタくん？　お元気？』

「まあ、元気は元気ですけど……急にどうしたんですか？」

『いや、昨日は天あま津つ風かぜちゃんにデートの邪じや魔まされちゃったからね！　意い趣しゆ返しに私も良いい感じのタイミングで邪じや魔ましてやろうと思って！　どう？　ちゅーとかしそうだった？』

　……なるほど、そういう趣しゆ向こうね。

　僕は複雑な心境で答えた。

「──いえ、むしろナイスタイミングでした」
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　ふと天を仰あおぐと、満天の星空が広がっていた。

　五月の終わりともなれば、日中はだいぶ夏の気配が漂ただよいつつあるが、夜はまだ少し肌はだ寒ざむい。

　開けていたブレザのボタンを閉めて、僕は夜道を歩く。

　天あま津つ風かぜ家からの帰路だった。

　天あま津つ風かぜは、もう遅おそいから帰りは車で送っていくと申し出てくれたが、それは僕が断った。

　腹ごなしがてら歩きたいというのもあったが、何よりも一人で考える時間が欲ほしかったから。

　ポケットに手を突つっ込み、ゆったりとした歩調で足を進めながら頭の中を整理する。

　天あま津つ風かぜは、このままではあと三年と経たたずに死んでしまうらしい。

　彼女がそう言うのだから、それは事実なのだろう。

　だが、二十年後から来たと言っている加か賀が美みと那な珂か川がわさんは、未来でも天あま津つ風かぜが当然のように生きていることを匂におわせている。だから多分、少なくとも彼女たちの未来では天あま津つ風かぜは死んでいないのだろう。

　それは、僕がさっき思いつきで言った〈青春療りよう法ほう〉が功を奏したからなのだろうか。そうであるならば何も問題はないし、見事なハッピーエンドだ。

　でも──何となくそうではない気がする。

　もしそうなら、何故未来の天津風がタイムトラベル理論を開発したのかが説明できない。

　一いち概がいには言い切れないが、タイムトラベル理論を開発しようなんていう動機の根本は、普ふ通つう、過去に戻ってやり直したい何かがあるからだろう。

　ただ明るく楽しい青春時代を送り、そのおかげで自分の病気も治ったのであれば、そもそも過去に戻もどりたいなんて思うはずがない。

　加か賀が美みは言っていた。タイムトラベル理論──〈群ぐん青じよう理論〉は、彼女の青春時代の体験がインスピレーションとなったと。だから、天あま津つ風かぜが実際に楽しい青春時代を送ったことは間ま違ちがいのない事実なのだろう。でもたぶん──それだけでは、ないのだ。

　もちろん、偶ぐう発はつ的に、あるいはただ興味本位でタイムトラベル理論が開発されてしまった可能性までは否定できないけれども……。

　何か決定的な情報を──僕は隠いん蔽ぺいされている気がする。

　それに、その天あま津つ風かぜの生み出した〈群ぐん青じよう理論〉が原因で、未来では争いが起きてしまっている、というのも気き掛がかりだ。これは言いい換かえるならば、〈青春療りよう法ほう〉が奏功した結果、未来で争いが起きるとも取れる。つまり、未来で争いを生まないためには、天あま津つ風かぜが三年後に死ぬ必要があるということなのだろうか……？

　話が壮そう大だいかつ複雑になりすぎて何だか良くわからなくなってきた。

　僕は一度立ち止まり、再び天を仰あおいで、息を吐はく。

　考えても、答えなんて出ない、か。

　いずれにせよ天あま津つ風かぜの話は、加か賀が美みに確かく認にんを取っておく必要があるだろう。

　明日──できれば天あま津つ風かぜのいないタイミングで、あいつに尋たずねてみよう。

　そう結論づけて、再び歩き出す。

　すると突とつ然ぜん、視界が赤く点てん滅めつして、頭の中にアラートのようなものが響ひびき渡わたった。

　……まただ。例の『致ち命めい的な因果律』とやらである。昨日の今日で騒さわがしい限りだ。

　だが、今は僕一人しかいない。ならば、それほど差さし迫せまった危機ではないのだと思うが……。

　逸はやる鼓こ動どうを抑おさえながら、僕は右みぎ眼めに意識を集中させる。

　するとぼんやりと虚こ空くうに文字が浮うかんできた。夜でも見やすいように明るく加工された文字には、次のようなことが書かれていた。
















『六月八日──湊みなと琥こ太た郎ろうが死亡しなければ、世界は消しよう滅めつする』
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　六月一日──本日は一般的に衣ころも替がえの日である。

　その例に漏もれず、我らが東しの雲のめ学園も衣ころも替がえが行われ、一気に学園全体が夏めいて見える。

「琥こ太た郎ろうさん琥こ太た郎ろうさん！　見てください、セーラ服ですよ！」

　重たい気分を引ひき摺ずるように教室に足を踏ふみ入いれた瞬しゆん間かん、まるで長い間留守番を言いい渡わたされていた犬が飼い主の帰宅に気づいたときのような俊しゆん敏びんさで天あま津つ風かぜが飛びついてきた。

　言葉どおり天あま津つ風かぜは、眩まぶしいくらいに白いセーラ服を着用していた。空色のラインが入った襟えりと同色のスカーフが、夏の爽やかさと透明感を演出しており、元気で活動的な天あま津つ風かぜにとてもよく似合っていた。

　僕の感想を待つように天あま津つ風かぜは、拳こぶしを胸の前に固めて身を乗り出してくる。昨日、衝しよう撃げき的な告白をしてきたとはとても思えない自然な仕草だった。どうやら昨日の出来事は、僕らだけの秘密にするつもりのようだ。

　だから僕も怪あやしまれないよう、なるべくいつもどおりに応じる。

「女子は衣ころも替がえが楽しそうでいいよな。男子なんてブレザ脱ぬいで半はん袖そでシャツ着るだけだぞ」

「そうですか？　でもほら、男の子は制服よりも肉体を見せびらかしたいのではないですか？　薄うす着ぎになることで、筋肉がより目立ちますから」

「まあ、運動部ならそういうやつもいるかもしれないけど……。僕は特に鍛きたえてないし」

「確かに、琥こ太た郎ろうさんはどちらかというとインドアですものね。でも、琥こ太た郎ろうさんの細身で引ひき締しまった身体からだ、私好きですよ。特に夏服は鎖さ骨こつのラインがよく見えて正直ドキドキします」

「大だい丈じよう夫ぶ？　何かおまえ、那な珂か川がわさんに毒されてない？」

「きららさんですか？　何な故ぜです？」

　心底不思議そうに小首を傾かしげる天あま津つ風かぜ。どうやら那な珂か川がわさんは天あま津つ風かぜに、天あま津つ風かぜは那な珂か川がわさんに影えい響きようされているようだ。これ以上この話題に触ふれても良いことがなさそうだったので、早々に切り上げて席へ向かう。その途と中ちゆう、

（昨夜ゆうべはお楽しみでしたね……！）

　脳のう裏りに響ひびく加か賀が美みの声。加か賀が美みの席へ視線を向けると、彼女はこちらに意味深な笑えみを向けていた。軽口に付き合う気にならなかったので、そんなんじゃないよ、と僕は適当に返して席に着く。

「おはよう、琥こ太た郎ろうくん」後ろの八や重え樫がしも声を掛かけてくる。「夏服涼すずしげでいいね」

　振ふり返かえると八や重え樫がしは、何な故ぜか衣ころも替がえをせずにブレザを着込んでいた。

「え、おまえ夏服は？」

「日光に弱いからね。特別に冬服のまま許してもらってるんだ」にっこりと笑ってから八や重え樫がしは声を落とす。「──というのは建前。本当はその……ほら、胸がちょっと……」

「……ああ、なるほど」

　それだけですべてを理解する。薄うす着ぎになったら確かに胸の膨ふくらみが目立って、実は女の子なのだということがバレてしまう危険性が高まるのだろう。それほど大きいわけではないのだが、リスクにはなるだろう。少し気の毒だ。

「まあ、これも仕事だからね。暑さのほうは自己暗示で多少はどうにかなるから……」

「無理はするなよ。熱中症しようとかで倒たおれられたらそれこそバレかねない。危なくなったらすぐに僕に声を掛かけろ」

「ありがとう、優やさしいね、琥こ太た郎ろうくんは」

　微ほほ笑えみかけられて、僕は思わず顔を逸そらした。いけない、忘れていた。そんな守れない約束なんかすべきではない。僕は何事もなかったように前を向く。

　ちょうど担任の村むら雨さめが教室に入ってきたところだった。




　　　　２




「湊みなとくん、何か隠かくしてるね？」

　昼休み、普ふ段だんならば部室で〈アオハル・パーティ〉の面々と食事を摂とるのが日課になっていたが、今日は加か賀が美みが「クラス委員の仕事があるから」と辞し、もののついでとばかりに「あ、力仕事あるから湊みなとくんもちょっと付き合ってよ」と半ば強ごう引いんに天あま津つ風かぜたちから離はなされてしまった。そして、僕の手を引いてひとけのない廊ろう下かの端はしまでやって来ると、加か賀が美みは腰こしに手を当てて上うわ目め遣づかいで僕を睨にらんだ。

「昨日、天あま津つ風かぜさんとデートしたんでしょう？　そのときに何かあったの？　えっちなことしようとして拒きよ絶ぜつされたとか？」

「……そんなんじゃないよ」

　加か賀が美みの真まっ直すぐな視線を受け止められず、僕は思わず目を逸そらす。昨日のことを加か賀が美みに話すべきか否いなかを、ずっと悩なやんでいる。今ならば、もしかしたら何かの間ま違ちがいなんじゃないかという淡あわい希望も持てるが、話した結果加か賀が美みにそれを肯こう定ていされてしまったら、もう逃にげ道みちがなくなってしまうから。

　未来から来た加か賀が美みならば、例のフラグが真実かどうかを知っているはずだ。未来の天あま津つ風かぜから、話を聞いている加か賀が美みならば──。

「湊みなとくん！」

　急に強い語調で名前を呼ばれて、僕は驚おどろく。すると加か賀が美みは、背せ伸のびをして僕の顔に両手を伸のばすと、無理矢理摑つかんで視線を合わせてきた。彼女は眉まゆを吊つり上あげている。

「お話するときは目を見て！　私は湊みなとくんの味方だって言ったでしょ！　気になることがあるならなんでも言ってよ！　私、湊みなとくんのためなら何だってするんだから！」

　加か賀が美みの信しん頼らいが、今は少しつらい。言い知れぬ焦しよう燥そう感のせいでイライラしてしまう。

「……じゃあ、聞くけど」棘とげ付いた言葉が衝ついて出る。「僕を騙だましたのか」

「み、湊みなとくん、何を言って……？」

　僕の豹ひよう変へんに驚おどろいたのか、加か賀が美みは不安げに瞳ひとみを揺ゆらす。僕は彼女の両手首を摑つかみ、壁かべ際ぎわに追おい詰つめる。

「じょ、冗じよう談だんにしては質たちが悪いんじゃないかな、湊みなとくん……？」

「何でもするって言ったろ」

「言ったけど、それは──」顔に恐きよう怖ふすら滲にじませて、加か賀が美みは目を逸らす。

「話をするときは目を見るんだろ」

　僕は手首の拘こう束そくを解き、両手で彼女の顔に触ふれて、無理矢理目を合わせながら問うた。

「──僕は、死ぬのか？」

　それだけで──彼女の顔は、一いつ瞬しゆんで青ざめた。

　その反応が、どうしようもなく真実を表していて、逆に笑ってしまった。

「……そうか、僕は死ぬのか」

「み、湊みなとくん、どうしてそれを……？」

　心配そうに瞳ひとみを揺ゆらしながら、加か賀が美みは恐おそる恐おそる尋たずねてくる。

「昨日、フラグを見たんだ。僕が死なないと、世界が滅ほろぶって馬鹿げたフラグを」

「ああ、そうか……」加か賀が美みは切なげに天を仰あおぐ。「湊みなとくんには、全部わかっちゃうのか……」

「それに昨日、天あま津つ風かぜに病気のことも聞いたよ。もし、知っていてあえて隠かくしていることがあるのなら、話してほしい。せめて、自分が死ぬ理由くらいは知りたいだろ」

　加か賀が美みは逡しゆん巡じゆんするように瞳ひとみを彷徨さまよわせるが、やがて観念したように微ほほ笑えんだ。

「……うん、わかった。でも、ここだと気持ちが沈しずみそうだから、屋上で話さない？」

「屋上の鍵かぎなんか借りられるのか？」

「実はこっそり作った合あい鍵かぎがあるのです」

「…………」

　真面目な委員長という設定はどこへ……？

「あはは、気にしない気にしない。そうだ、途と中ちゆうでお昼ごはんにパンでも買っていこう」

　加か賀が美みに言われるまま、途と中ちゆう購こう買ばいで焼きそばパンを買って屋上へ向かう。屋上なんて初めてなので少し緊きん張ちようする。

　慣れた手つきで厳重に施せ錠じようされた鍵かぎを開け（厳重とは）、屋上へ出る。

　さあ──と。僕らはわずかに湿しつ気けをはらんだ初夏の風に出で迎むかえられる。空は透すけるような快晴。暖かな日差しが降り注ぎとても心ここ地ち良よい。

「ほら、湊みなとくんこっち」

　加か賀が美みに手招きをされて足を進める。その先の足あし下もとにはアルファベットの『Ｈ』が大きく描えがかれていた。おそらくヘリポートなのだろう。

　それから加か賀が美みはその『Ｈ』を覆おおい隠かくすように、どこからともなく取り出したレジャーシートを広げた。ちょこん、とその上に腰こしを下ろし、彼女はしたり顔でこちらを見上げる。どうやら隣となりに座れ、という意味らしい。抵てい抗こうしても無む駄だなので大人しく指示に従う。

　それからしばらく二人並んで買ってきたパンを黙だまってかじる。話題が話題だけに切り出し方が難しく、また少し緊きん張ちようもしていた。

　焼きそばパンを丸々一個食べ終わったタイミングで、加か賀が美みがぽつりと語り始める。

「──どこから話そうかな。まずは、騙だますみたいなことして本当にごめんなさい。でも、こうしないと未来が変なふうに変わっちゃう可能性があったんだ」

「いいよ、別に噓うそを吐ついてたわけじゃないんだろう？」

「……でも、意図的に重要な情報を伏ふせてたわけだから、噓うそを吐ついてるのと変わらないよ」

　加か賀が美みは申し訳なさそうに眉まゆを下げる。昨日、天あま津つ風かぜも似たようなことを言っていたが、みんな生き真ま面じ目めが過ぎると思う。

「結論から言うとね、湊みなとくんは死んじゃうんだ。今から一週間後の、六月八日に」

　改めて告げられた死のスケジュールに、一度だけ心臓が強く鼓こ動どうする。

「その理由や状じよう況きようまではわからないけど……きみは何者かに殺される。それは、私たちの歴史の──紛まぎれもない一ページ。そして天あま津つ風かぜさんは、その過去を変えるために、タイムトラベル理論〈群ぐん青じよう理論〉を作り出した」

　意図的にか、加か賀が美みはあえて淡たん々たんとした口調で続ける。

「いつかお話したよね？〈群ぐん青じよう理論〉ではこの時代までしか遡さかのぼれないって。これがその答え。未来の天あま津つ風かぜ博士が設定した今年の二月十七日を起点として、タイムトラベルは実行される。時空間転移に適性のある人しかタイムトラベルはできないんだけどね。そして天あま津つ風かぜ博士にはその適性がなかった。だから、代わりに私が湊みなとくんを守るために派は遣けんされてきたの。疑問に思わなかったかな、那な珂か川がわさんと私が未来の別の時点から過去に飛んできたのに、今この同じ世界線に共存できていることを。その理由は、過去の同一地点に飛んでいるから、だよ。そして私たち未来人が過去に飛んだだけでは、基本的に世界線は移行しない。特に湊みなとくんの死の運命は、強固に因果律によって定められているみたいだから」

　僕が死ななければ世界が崩ほう壊かいする、という因果律による予測か。

　その具体的な理由まではわからないが、少なくともそれが避さけられない運命であることは間ま違ちがいないようだ。

「でもそれだとおかしくないか？　そもそも最初の話だと、天あま津つ風かぜは僕と楽しい学園生活を送ったことで〈群ぐん青じよう理論〉を思いついたわけだろう？　でも、僕が来週死ぬなら、僕と楽しい学園生活なんて送れないじゃないか」

　至し極ごく真っ当な疑問だったと思うが、加か賀が美みは切なげに首を振ふる。

「──送ってるよ。これまでの三週間と、来週までの一週間」

　加か賀が美みの言葉の意味がわからず一いつ瞬しゆん惚ほうけるが、すぐにその真意に気づき僕は総毛立つ。

「ちょ、ちょっと待て……！　たった一ヶ月だぞ……！」

「その一ヶ月が、彼女にとっては掛かけ替がえのないとても大切な時間だったんだよ」

　加か賀が美みは真まっ直すぐに僕を見て告げる。

「天あま津つ風かぜさんはこれまでの人生で、満足に学校にも通えず、友だちを作ることもできなかった。誰だれよりもそれを切望していたのに。だから、この学園に編入して、湊みなとくんという掛かけ替がえのない友だちを作って、ごく普ふ通つうの女子高生のように青春を謳おう歌かできたことが──とても嬉うれしかった。その後の人生を、タイムトラベル理論開発のために捧ささげるくらいにはね」

「そんな……バカな……」

　にわかには信じられない。天あま津つ風かぜと出会ってから、僕は特に何もしていないし、ただ状じよう況きように流されていただけだ。それなのに天あま津つ風かぜは、僕と過ごした時間を、その後の人生を変えるほど大切なものだと思ってくれているという。仮に僕が死んでも、まあ、涙なみだの一つくらいは流してもらえれば十分で、彼女ほどの器量があれば、すぐにまた僕なんかよりもよほどまともな新しいボーイフレンドの一人や二人できるだろう。そいつとまた楽しくやればいいではないか。

　それなのに何な故ぜ──そこまで僕に拘こだわるんだ。執しゆう着ちやくが、常じよう軌きを逸いつしている。

「天あま津つ風かぜさんが言ってたでしょう？『初めての人』だって。確かにそれは、初めはひよこのインプリンティングに近い感情だったかもしれないけど、それでも彼女にとってはこの上なく誠実な気持ちなんだよ。衝しよう撃げき的な出会いから湊みなとくんに一ひと目め惚ぼれをして、そして彼女は無意識にきみを『初めての人』に設定した。だから湊みなとくんが死んでしまった後も、彼女はきみのためにずっと貞てい淑しゆくを守り続けている。これはね、究極の純愛なんだよ」

　ダメだ……理解を超ちよう越えつしてる……。

「だから私が未来から送られてきたの。きみを死の運命から守るために。きみが死んでしまったという未来を──変えるために」

「ま、待ってくれ……そこもおかしいだろう。もし仮に僕が死ななければ、そもそも天あま津つ風かぜが未来でタイムトラベル理論を開発することがなくなる。未来人のおまえや那な珂か川がわさんが今この時空にいるという事実が、タイムパラドクスになる」

「そう──だね。最悪、未来人の私がきみを死の運命から守ったら、その瞬しゆん間かん、時空連続体の綻ほころびが連れん鎖さ反応のように全宇宙に伝でん播ぱして、その結果宇宙は崩ほう壊かいしてしまうかもしれない。実際、タイムパラドクスがどのような現象を招くのかは、誰だれも試ためしたことがないからわからないんだけど……まあ、ろくなことにはならないよね。もしかしたら、何事もなく新しい世界線に移行するだけなのかもしれないけど……。でもたぶん、きみがフラグを見た以上、そう都合良くはいかないと思う」

「だったら──！」

「それでも」加か賀が美みは真まっ直すぐに僕を見つめて告げた。「それでも、天あま津つ風かぜさんは歴史を変えることを望んだの。きみを、死の運命から救うことを……願ったんだよ。世界を敵に回しても、たとえその結果きみに嫌きらわれてしまったとしても、天あま津つ風かぜさんは湊みなとくんの『生』を選んだんだ。きみが生き残る世界線に移行する可能性に賭かけたの。それほどまでに……彼女はきみのことを想おもってるんだよ」

　そう告げる加か賀が美みの瞳ひとみに噓うそはない。だからそれが──どうしようもない真実なのであると僕も理解せざるを得なかった。でも、それは……！

「それは、世界に対するテロも同然じゃないか……！」

「そうだね。だからこのことを知っているのは、世界で天あま津つ風かぜ博士と私だけ。天あま津つ風かぜ博士が、まさか世界を滅ほろぼすために〈群ぐん青じよう理論〉を開発したなんて誰だれも考えていない。だから暢気のんきに、この時代の天あま津つ風かぜさんに灰色の青春を送らせて〈群ぐん青じよう理論〉の開発を封ふうじ、それを自分たちだけで独どく占せんしようなんて考えてるんだよ」

　話が壮そう大だいすぎて何が正しいのかわからなくなってくる。どうしてこんなことになってしまったのか、と考えてまた一つの疑問が浮うかんでくる。

「……待ってくれ。それなら天あま津つ風かぜの寿じゆ命みようはどうなるんだ。彼女はあと三年しか生きられないんじゃなかったのか？」

「それは……」加か賀が美みは気拙まずそうに言いい淀よどむが、すぐに観念したように言った。「きみが死んでしまったら、自然と落ち着くみたい。何をしてでも歴史を修正するっていう、新しい生きる目標ができちゃったからね」

　プラセボ効果──。

　昨日、天あま津つ風かぜに語ったことが、結果的に違ちがう形で現実になったということか。

　僕の死という事実が、逆の意味で彼女の薬になってしまった。

「じゃあ、今から天あま津つ風かぜに例の強運の能力のことを説明して助けてもらうことはできないのか？　確か、その気になればゼロパーセントのことでも、因果律をねじ曲げて実行できるんだろ？　僕の死という事実を、それで変えてもらうことはできないのか？」

「それは……無理なの」加か賀が美みは首を振ふる。「少なくともこの時代の彼女は、自身の能力に自覚がないし、まえにも言ったけどかなりの現実主義者なの。だから、きみが死んでしまったという事実はあっさりと受け入れられてしまう。彼女が現実を認めてしまった以上、きみの死は覆くつがえらない。それに、そんなことをしたらそれこそタイムパラドクスを生むでしょう。因果律の修正で私たちの存在そのものが消されちゃうかもしれない。リスクが高すぎるよ」

　何というか、重ね重ねスケールが大きすぎて理解が及およばない。

「で、でもさ。仮に僕が来週の一件から生き存ながらえたとするだろう？　それで時空なんたらも特に大きな影えい響きようがなければ、そのまま何事もなく新しい歴史に切きり替かわるわけだ。でもその場合、天あま津つ風かぜは……？」

　僕の質問に、加か賀が美みはどこか寂さびしそうに笑った。

「──実はね、もしもそのことを湊みなとくんに聞かれたら見せなさい、って言われてる映像があるんだ」

　加か賀が美みはポケットから小さな機械を取り出してレジャーシートの上に置き、スイッチらしきものを押した。

　すると突とつ然ぜん、眼前に映像が映し出された。どうやら空中に映像を映し出すプロジェクタのようだ。驚おどろきながらも、僕は映像に集中する。

　無機質な薄うす暗ぐらい部屋だ。研究室のようなイメージだろうか。複数のディスプレイが冷たい光を放っている。中央には、オフィスチェアにゆったりと腰こしを下ろした髪かみの長い誰だれかの姿が見える。ディスプレイの照明が逆光になり顔がよく見えないが、そのシルエットから女性であることが窺うかがえる。

『──琥こ太た郎ろうさん。お久しぶりです』

　映像の女性がどこか緊きん張ちようしたように口を開いた。その声を聞いた瞬しゆん間かん、それが天あま津つ風かぜ撫なで子しこなのだと気づいた。おそらくは──未来の。

『お久しぶりです、というのも琥こ太た郎ろうさんからすればおかしいですね。琥こ太た郎ろうさんは、今日もそちらの〈私〉と会っているのですものね。何を言っているのでしょうか、私は』

　女性はどこか照れたように笑い、頰ほおを搔かく。その何気ない所作は今の天あま津つ風かぜとほとんど変わっておらず、映像の天あま津つ風かぜが紛まぎれもなく未来の天あま津つ風かぜなのだと僕は確信する。

『琥こ太た郎ろうさん、こんにちは天あま津つ風かぜ撫なで子しこです。このような不ふ明めい瞭りような映像でのご挨あい拶さつで、大変申し訳ありません。未来の情報をあまり多く〈そちら〉へ持っていくと、時空連続体に乱れを生じさせる怖おそれがありまして、最低限の映像とさせていただいております』

　いったいこれから何を言い出すのか。僕は緊きん張ちようして映像に集中する。

『──さて、琥こ太た郎ろうさん。急に色々なことを知ってしまい、混乱していることと思います。あなたがこの映像を見ているということは、私の〈群ぐん青じよう計画〉を知ったということです。そしてその上で私の寿じゆ命みようについて疑問を抱いだいた。その場合、私の口からお話したほうが琥こ太た郎ろうさんの理解の手助けになると思い、美み玖くちゃんにこの映像を託たくした次し第だいです』

〈群ぐん青じよう計画〉──死の運命にある僕を生かして、別の世界線移行を目指すことか。

『まず、改めて私たちの世界における〈正史〉のお話をしましょう。私たちの世界では、私が高校一年生の六月八日、琥こ太た郎ろうさんは命を落とします。因果律による修正が危き惧ぐされるため、その具体的な状じよう況きようなどは伏ふせさせていただきますが……とにかく琥こ太た郎ろうさんは亡なくなりました。突とつ然ぜんのことだったので、私は本当にショックを受けました』

　とても悲しそうに、映像の天あま津つ風かぜは目を伏ふせた。

『だから私は、たくさん勉強をして──そしてついに〈群ぐん青じよう理論〉を生み出すことに成功しました。すべては琥こ太た郎ろうさんが亡なくなってしまった歴史を変えるためです。ですが、本当に歴史の修正が可能なのかは私にもわかりません。かつて歴史の修正を叶かなえた人類は存在せず、運命を書かき換かえるという行こう為いは神に等しい行いであるためです。琥こ太た郎ろうさんの死が私たちの世界の〈正史〉になっている以上、それは因果律に規定された決定事じ項こうです。つまりどうあっても〈世界〉があなたを殺そうとする、ということになります。それに抗あらがうということが、どのような結末をもたらすのか……正直私にも見当がつかないのです』

　先ほど加か賀が美みが言っていた、時空連続体の綻ほころびが全宇宙に伝でん播ぱして云うん々ぬんという話だろう。そして僕が世界崩ほう壊かいの因果を感知している以上、その予想は正しいことになる。

『さて、ここからは琥こ太た郎ろうさんの死という歴史の修正が成功したあとのお話になります。聡そう明めいな琥こ太た郎ろうさんのことです、きっと気づいてしまったことでしょう。あなたのお考えどおり──もし無事に世界線移行を果たした場合、そちらの世界線で三年後に私は死にます』

　はっきりと──映像の天あま津つ風かぜは言い切った。僕は思わずつばを飲む。

『ですが、本来であればそちらが〈正史〉なのです。私が〈群ぐん青じよう理論〉なんてものを作ったばかりに、世界は混乱してしまった。美み玖くちゃんのような不幸な子どもを……たくさん生み出してしまった』

　タイムトラベル理論を巡めぐった争いのことを、悔くやんでいるのか。

『元々私は、死の運命にありました。しかしその運命を──琥こ太た郎ろうさんに肩かた代がわりさせてしまった。だからその歪ゆがんだ因果を修正する必要があるのです。琥こ太た郎ろうさんの死の運命を乗のり越こえ、世界の修正が因果律によって許容されて初めて、世界は真のあるべき姿に戻もどるのです。ですから、どうか私の死のことはお気になさらないでください』

　穏おだやかに、自分の死を受け入れることを微み塵じんも後こう悔かいしていないように彼女は語る。

『ねえ、琥こ太た郎ろうさん。初めて会ったあの日から──私はあなたのことが大好きです』

　突とつ然ぜんの告白に心臓が一ひと際きわ強く高鳴る。

『直接言えなかったことを、何度も何度も後こう悔かいしました。胸の中にだけ秘めていたら、ある日突とつ然ぜん琥こ太た郎ろうさんがいなくなってしまったので……。でも、それでも、琥こ太た郎ろうさんと過ごした一ヶ月あまりの日々は、本当に私の宝物になったのです。私は──幸せ者でした』

　どうして、そこまで僕のことを……！

『だから、そんな幸福を与あたえてくれた琥こ太た郎ろうさんに恩返しをするため、私は〈群ぐん青じよう理論〉を生み出したのです。世界を、あなたが当たり前のように生きている、あるべき姿へ戻もどすため』

　僕が死んだから〈群ぐん青じよう理論〉が生み出されたのか。〈群ぐん青じよう理論〉が生み出されたがゆえに、僕は死ぬのか。

　卵が先か鶏にわとりが先か──僕には難しいことはわからないけれども。

　少なくともこの未来の天あま津つ風かぜは、〈群ぐん青じよう理論〉が生み出される現実を否定していることがわかる。当たり前のように自分が生きている世界そのものを──否定している。

『一つだけ、わがままを言ってもいいでしょうか。もし、琥こ太た郎ろうさんが無事に生き存ながらえたら、そちらの〈私〉ともっともっとたくさんの青春を送ってあげてください。私が一ヶ月だけ過ごすことができた夢のような時間を、あと三年間、〈私〉と一いつ緒しよに過ごしてあげてください。それだけでもう、私の人生には意味があったのだと、そう思えるので』

　そう言って、映像の天あま津つ風かぜは微かすかに笑った。

『では、このあたりにしておきましょう。琥こ太た郎ろうさん、どうかご武運を。……あ、最後にもう一つ。〈私〉が死んでもどうか、そのことを引ひき摺ずらないでください。〈私〉との思い出を、重荷に感じないでください。私も〈私〉も、あなたの幸せだけが望みですから──』

　そこで映像は終しゆう了りようした。加か賀が美みは緩かん慢まんな動作で機械をしまう。

「──天あま津つ風かぜ博士は、世界の消しよう滅めつや自分の死の運命を天てん秤びんに掛かけてなおも──きみの『生』の可能性を選んだんだね。……すごいね、本当に」

　そう言って加か賀が美みはどこか寂さびしそうに笑った。

　僕が死ぬか、天あま津つ風かぜが死ぬか。そんな極きよく端たんな二に択たくしか、この世界には存在しないらしい。

　もう何が正しいのかわからない。

「……でも、天あま津つ風かぜの〈群ぐん青じよう計画〉は失敗に終わるわけだろ」僕は、必死に頭を整理して言う。「僕が生き残ることが〈致ち命めい的な因果律〉に直結するとわかった以上、僕が生き残る世界線へは移行しないってことだろうが」

　僕が死ななかった場合、未来が変わるためタイムパラドクスが発生する。

　そして世界は、その〈致ち命めい的な因果律〉を許容するほど甘くないということなのだろう。

　だからその場合、世界そのものが崩ほう壊かいしてしまう。

　どうしようもない現実を突つきつける僕に、それでも加か賀が美みは穏おだやかに微ほほ笑えんで言った。

「それでも私は……湊みなとくんを助けるよ」

「……は？」

　思わず間の抜ぬけた声を上げてしまう。世界の崩ほう壊かいという致ち命めい的な結果を知ってなお、僕を助ける……？　意味が、わからない。

「私は湊みなとくんを助ける。でもそれは、天あま津つ風かぜ博士の指示に従うからじゃない。私は、私の意思で、湊みなとくんを助けたい。だって湊みなとくん、これまでずっと私の無茶に付き合ってくれてたから……湊みなとくんが困ってるなら、助けてあげなきゃ」

「……だって、そんなことしたら世界が──」

「元々、その予定でこの時代に来てるわけだしね」加か賀が美みは屈くつ託たくなく笑う。「それに私はもう未来では天てん涯がい孤こ独どくだから。未来に戻もどっても、あまり良いいことがないんだ。だから──このまま世界が終わっても、それならそれで構わないよ」

　さも当然のようにそう言うが──その覚かく悟ごを固めるまでに、彼女はいったいどれほどの絶望を乗のり越こえてきたのだろうか。

　絆ほだされて、彼女の好意に甘えてしまいそうになる。何も考えず、彼女の言葉を受け入れてしまえばどれほど心が楽になるか。

　迷いは一いつ瞬しゆん。それでも──僕は、一晩考えた結論を伝える。

「────迷めい惑わくだ」

「……えっ？」

　予想外の言葉だったのか、加か賀が美みは何を言われているのかわからないというふうに目を丸くする。僕はレジャーシートから立ち上がり、加か賀が美みを見下ろして淡たん々たんと告げる。

「僕には──そうまでして生きる理由がない。誤解しないでくれ。別に死にたいとか、生きていたくないとか、そういう後ろ向きな理由じゃないんだ。ただ、死の運命が提示されて、それに従わなければ世界が消しよう滅めつするとまで言われて、それでも生きたいとはどうしても思えない」

「ま、待って……湊みなとくん、きみは、何を──」

「それに僕が生き延びるってことは、天あま津つ風かぜを死なせるってことだ。僕は、僕か天あま津つ風かぜのどちらかしか生き残れないんだったら、天あま津つ風かぜが生き残る世界を選ぶよ。そもそも少なくともそれは、一度は確定された未来なんだろう？　だったらやっぱり、それが世界のあるべき姿だよ」

「で、でも私は、その未来を変えるために──」

「だからそれが迷めい惑わくだって言ってるんだ」ハッキリと、そう告げる。

「天あま津つ風かぜが僕を好きだと言ってくれたことも、おまえが僕を助けたいと思ってくれるのも素す直なおに嬉うれしいけど、賛同はできない。頼たのむから、僕の意向を汲くんでくれよ。僕は世界も消しよう滅めつしてほしくないし、天あま津つ風かぜにも死んでほしくない。僕だって本音を言えば死にたくはないけど──まあ、それで死ぬなら本ほん望もうだ」

　それだけ伝えると僕は加か賀が美みの返事も待たずに歩き出す。

「ま、待ってよ、湊みなとくん！　なら私はどうすれば良いの！」

　背中から必死な声が飛んでくる。僕は一度足を止めて振ふり返かえることなく答える。

「どうもこうもいつもどおりしてればいいだろう。天あま津つ風かぜは、あと一週間何も知らないまま、明るく楽しい学園生活を送るんだろう？　なら、僕らのやることは決まってる。タイムパラドクスが起こらないように、あいつの青春をサポートすることだ。もしかしたらこの一週間でまた別のフラグが立つかもしれないしな。だからおまえも、変なふうに意識しないでいつもどおりやってくれよ」

　一方的に言って、僕は再び歩き出す。加か賀が美みが何か叫さけんでいるのを背中に受けながら──僕は屋上の扉とびらを閉めた。

　その日の午後──加か賀が美みは初めて講義をサボった。
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　放課後、僕らはまたいつものように〈アオハル・パーティ〉の部室に集まっていた。

　加か賀が美みの姿もちゃんとある。心配そうにする天あま津つ風かぜに、加か賀が美みは「ちょっとお昼食べ過ぎちゃっただけだから」と答えていた。その様子に無理をしている感じは見受けられない。どうやら僕の言ったことを受け入れてくれたようだ。

　それから少し遅おくれてチアの制服を着た那な珂か川がわさんが現れ、全員が揃そろったところで、天あま津つ風かぜはまたいつものように満面の笑えみを浮うかべながら言った。

「とても素す敵てきなことを閃ひらめきました！　皆みなさん──肝きも試だめしをしましょう！」

「……肝きも試だめし？」那な珂か川がわさんがスポーツドリンクをがぶ飲みしてから応じる。「まだ時期が早いんじゃない？　六月になったばかりよ？」

　確かに一いつ般ぱん的に肝きも試だめしといえば、真夏に納のう涼りよう目的でやることが多い気がする。

「ええ、夏にももちろんまたやるつもりなんですけどね」

　天あま津つ風かぜは言いながらスマホの画面を僕らに見せる。地方ニュース記事が表示されていた。

「実は、町の外れの廃はい病院が来月から取とり壊こわしになるらしくて。せっかくなので、取とり壊こわされるまえに肝きも試だめしをやってみたくなったのです」

「……また天あま津つ風かぜちゃんは本能に忠実ね。第一、廃はい病院なんて絶対危ないから立ち入り禁止でしょうに」

「そこにこっそり侵しん入にゆうする背徳感が青春の醍だい醐ご味みじゃないですか。ホラー的なドキドキと、バレたら怒おこられるというドキドキが重なる吊つり橋ばし効果を狙ねらっています」

「たぶん確実に吊つり橋ばし効果の認にん識しき間ま違ちがえてるわね！」那な珂か川がわさんは目を剝むく。

「でも、そういうのにワクワクする気持ちはわかるよ」八や重え樫がしはフォローする。「僕は賛成だよ。おあつらえ向きの廃はい病院なんて、滅めつ多たにあるものじゃないだろうからね。まあ、もし見つかったら不法侵しん入にゆうにはなるだろうけど、きっと大だい丈じよう夫ぶだよ」

　八や重え樫がしは僕にウィンクを飛ばしてくる。おそらくもしバレても、奴やつの洗脳操作でどうにでもなる、ということを暗に言っているのだろう。

　そもそも天あま津つ風かぜが閃ひらめいてしまった時点で僕に拒きよ否ひ権はないし、多少の危険があっても誰だれかが何とかしてくれるだろうという目算があるので、僕はあまり考えずに答える。

「まあ、夏を先取りするのも良いいんじゃないかな。それでいつ行くんだ？」

「そうですねえ……」天あま津つ風かぜは顎あごに指を添そえて考える。「老ろう朽きゆう化があまりにも酷ひどいとさすがに危険なので少し調査をしてからになりますから……一週間後くらいでどうでしょう？」

　一週間後──と頭の中で言葉を整理して、僕は固まる。

　僕の代わりに八や重え樫がしが先に計算をして答えた。

「ってことは、今日が一日だから六月八日ってことか。うん、僕は大だい丈じよう夫ぶだよ。門限とかも特にないし、夜遅おそくなっても問題ない」

　六月、八日。つまり僕が──死ぬ日。

　どうやら天あま津つ風かぜが企き画かくした肝きも試だめしの最中に、僕は何らかの理由により命を落とすらしい。

　僕は言葉を詰つまらせるが、僕の様子には気づかなかった那な珂か川がわさんが肩かたを竦すくめて言う。

「私も平気よ。本当は気が進まないんだけど……あなたたちだけじゃ心配だから、年長者として同行してあげる。その代わりお化けが出たら何とかしなさい」

「あれ？　もしかして、那な珂か川がわさん、お化けとか苦手なの？」

「……八や重え樫がしきゅん。私に苦手なものなんてないわ。ただ少しだけ、ほんの少しだけ、暗いところとかラップ音とか半透とう明めいの人とかゾンビとか、そういうものを普ふ通つうの人よりも些いささか、好まないというだけ」

「その感情を人は苦手と呼ぶんだよ」

　珍めずらしく那な珂か川がわさんをからかって笑う八や重え樫がしだったが、そこで目め敏ざとくあることに気づく。

「委員長、やっぱり具合悪いんじゃない？」

「えっ？」不意に水を向けられて驚おどろいたように加か賀が美みは視線を動かす。「全然？　滅め茶ちや苦く茶ちや元気だよ？　肝きも試だめし最高！　私、三度のごはんよりもホラー映画が好きだよ」

「……それはもうただのヤバい人よ、加か賀が美みちゃん」

　呆あきれたように言って、那な珂か川がわさんは加か賀が美みの顔を覗のぞき込む。

「でも本当。あまり顔色が良くないわ。今日はもう帰って休みなさい。それができないって言うなら……天あま津つ風かぜちゃん、今日の活動はもうこれで終わりにしない？」

　那な珂か川がわさんは天あま津つ風かぜに提案する。天あま津つ風かぜは心配そうに頷うなずいた。

「そうですね、美み玖くさんが楽しめないようであればやる意味もありませんし……今日はもう解散しましょう」

「ま、待って、天あま津つ風かぜさん！」慌あわてたように加か賀が美みは両手を広げて天あま津つ風かぜを制する。「私は元気だから！　全然、何も問題ないから！　だからやろう？　今日も何か楽しいことを考えてきてくれたんでしょう？」

　その不自然なほど必死な様子に天あま津つ風かぜは困ったように眉まゆを顰ひそめる。

　僕には加か賀が美みが必死な理由がよくわかる。どれだけ望んでも、〈アオハル・パーティ〉の活動は今日を含ふくめてあと七回しかできないのだから──。

　未来を変えないためにも、天あま津つ風かぜが明るく楽しい学園生活を満まん喫きつするためにも、残りの七回は確実にこなしておきたいというのが本音だろう。しかし──。

「美み玖くさん、やっぱり今日は少し様子がおかしいです」

　天あま津つ風かぜはゆっくりと首を振ふり、どこか寂さびしそうに微ほほ笑えんだ。

「そんな具合が悪そうなのに無理をしないでください。今日一日くらい良いいではないですか。明日も明後日あさつても、時間はまだたくさん残っているのですから」

「時間は──ッ！」

　とっさに反論しようとして、加か賀が美みはそこで止まる。さすがにそれが失言であると気づく程度にはまだ冷静らしい。

　口を噤つぐみ、拳こぶしを固めて俯うつむく加か賀が美み。何となく、微び妙みような空気が漂ただよい始めたので、僕はすかさず助け船を出す。

「──天あま津つ風かぜの言うとおりだぞ、委員長。具合悪いなら、今日はもう終わりにしよう。それで早く帰って、たくさん寝ねて、そうすれば明日にはもうすっかり元どおりになってるよ。だから──無理するな」

　一いつ瞬しゆん、とても悲しそうな顔で僕のことを見るが、加か賀が美みは余計なことは言わず、そうだね、とだけ呟つぶやいた。

　結局、今日はそのまま解散となった。家に着いたのは午後四時過ぎ。こんなに早く帰宅したのはすごく久しぶりな気がして──少し寂さびしくなった。元々陰いんキャで、友だちもいなかったから、孤こ独どくには人よりも耐たい性せいがあるつもりでいたけれども……。

　どうやらこの三週間で、僕も随ずい分ぶん〈アオハル・パーティ〉に絆ほだされてしまったようだ。

　それくらいに──この三週間は、騒さわがしくて、忙いそがしくて、何よりも楽しすぎた。

　だから。

　残りの一週間も、悔くいが残らないよう目め一いつ杯ぱい楽しまなければならない。

　僕は改めて──覚かく悟ごを固めた。
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　翌日、水曜日。

　いつもどおりに登校して、教室へ向かう道すがら、廊ろう下かでばったりと担任の村むら雨さめと遭そう遇ぐうした。

「おはよう湊みなと！　今日も遅ち刻こくせず来られて偉えらいぞ！」

「……おはようございます」

　朝一だというのに、相変わらず竹刀しないを引っさげた脳筋に辟へき易えきする。

「どうした湊みなと！　元気がないな！　男の子の日か！」

「…………」

　女の子と違ちがって男は周期的に体調不良になるわけではないのである。

　朝から暑苦しく肩かたを叩たたいてくる村むら雨さめを鬱うつ陶とうしく思い始めたところで、あることに気づく。

　そういえば、肝きも試だめしのことを村むら雨さめの耳にも入れておいたほうが良いいかもしれない。村むら雨さめは一応書類上〈アオハル・パーティ〉の責任者ということになっているので、もし課外活動中に問題が発生したら迷めい惑わくを掛かけかねない。

　まあ、その課外活動中に僕は死ぬらしいんですけどね！（自じ虐ぎやくジョーク）

「あの、相談があるんですけど」

「お、湊みなとが相談なんて珍めずらしいな。何でも聞いてくれ。性の悩なやみか？」

　脳細さい胞ぼうがショッキングピンクなのかこの女教師は。

「……実は来週〈アオハル・パーティ〉で課外活動をすることになったので一応報告しておこうかなと」

「課外活動？」村むら雨さめは眉まゆを顰ひそめる。「いつどこへ行くんだ？」

「来週の火曜日、町外れの廃はい病院に」

「何しに？」

「肝きも試だめしです」

　素す直なおに答えると、案の定村むら雨さめは頭を抱かかえた。

「肝きも試だめしかあ……ってことは夜だろう？　許可出しづらいなあ……」

「え、マジすか？」

　その反応は意外だったが、考えてみれば当然のことだった。未成年が夜、立ち入り禁止の廃はい病院で肝きも試だめしをやると言って、嬉き々きとして許可を出す大人がいたらそちらのほうが問題だ。

　良かれと思ってやった報告のせいで、肝きも試だめし自体の開かい催さいが危あやぶまれる事態に陥おちいり焦あせるが、しばらく頭を抱かかえて考え込んでいた村むら雨さめは名案を思いついたように手を叩たたいた。

「なら天体観測という名目にしろ。それなら夜という部分も町外れという部分も、光害を言い訳にできる」

「良いいんですか？」思わず尋たずねる。そんな大人いて良いのか？

「本当は良くはないけど……まあ、おまえたちなら大だい丈じよう夫ぶだろう」村むら雨さめは快活に笑う。「その代わり危険なことはするなよ。夜もなるべく遅おそくならないように」

　珍めずらしく教師らしいことを言って、村むら雨さめは僕の背中をポンと叩たたいて歩き出す。

「それよりも、私は湊みなとが天あま津つ風かぜたちに心を開いてくれたことのほうが嬉うれしいんだ。上には上う手まいこと報告しといてやるから、おまえたちはその青春を満まん喫きつしなさい」

「その……ありがとうございます」

　礼を言うと、村むら雨さめはぴらぴらと片手だけ振ふって角を曲がっていった。

　一時はどうなるかと思ったが、とりあえずは問題なさそうだ。僕は晴れやかな気持ちで廊ろう下かを歩く。ポケットに手を突つっ込むと中からは未使用の水風船が出てきた。そういえば、体操着のポケットに入っていたと、今朝母親から行きがけに渡わたされたのだった。夏にまた使うかな、と考え、それからその予想が決して当たらないことを思い出して、僕は苦く笑しようする。

　水風船を丁てい寧ねいにポケットにしまい直したところで教室に着いた。引き戸を開くと──。

「湊みなとくん！　また遅ち刻こくギリギリだよ！」

　いきなり聞き慣れた鋭するどい声が飛んできた。慌あわてて視線を下げると、そこには腰こしに手を当て頰ほおを膨ふくらませる我らがママ委員長加か賀が美みの姿が。少しだけ動どう揺ようしながらも僕は応じる。

「お、おお、委員長、おはよう……。身体からだはもう平気なのか……？」

　恐おそる恐おそる尋たずねるが、加か賀が美みは本当に何事もなかったようにいつもどおり答える。

「うん、一晩寝ねたらもうすっかり元気だよー。昨日は何か変な空気にさせちゃってごめんね」

　あまりにもいつもどおりなので、僕は少し面めん食くらう。

「いや……僕のほうこそ、色々わがまま言ってごめん」

「いいよー、それこそ気にしないでー。私も湊みなとくんのこと考えてるつもりで自分のことしか考えてなかったから……。でもこれからは、ちゃんときみの意見は尊重するから安心してね」

「──そうか」

　万ばん感かんの思いを込こめて頷うなずく。わかってもらえたのであれば、良かった。加か賀が美みのことだけが唯ゆい一いつの気き掛がかりだったので、理解してもらえたのであれば嬉うれしい。

　あとは後こう顧この憂うれいなく、残り少ない〈アオハル・パーティ〉を楽しむだけだ。

　ありがとう、とだけ告げて僕は席に着いた。

「おはようございます、琥こ太た郎ろうさん」いつものように隣となりの天あま津つ風かぜが笑え顔がおで挨あい拶さつをしてくる。「美み玖くさん元気になって良かったですね！　琥こ太た郎ろうさんも心なしか機き嫌げんが良さそうです！」

「そうだな」僕は上じよう機き嫌げんに答えた。「きっとこの一週間は人生で最高の日々になるだろうね」




　　　　５




　楽しい日々はすぐに過ぎ去るもので、あっという間に六月八日がやって来た。

　その間、特に大きな変化はなく、これまでの三週間同様、賑にぎやかで慌あわただしく、それでいて明るく楽しい日々を送ることができた。こんな毎日がずっと続けば良いのにと、思わないではいられないほどに──それはそれは素す晴ばらしき日々だった。

　加か賀が美みもあれ以降特に変わった様子はなく、これまでどおりのママ的なマスコットを続けてくれていた。

　ちなみに八や重え樫がしや那な珂か川がわさんにも、せめて事情を話したほうがいいだろうか、という葛かつ藤とうもなくはなかったが、下手に心配をされて〈アオハル・パーティ〉の活動が疎おろそかになっても困るので、結局は黙だまっておくことにした。僕が目の前で死んでしまうというのは、おそらく大変ショッキングな出来事だと思うので彼女たちの心に大きな傷を残しかねないという懸け念ねんはあったが、まあ、後のことは加か賀が美みが上う手まくやってくれるだろうと、無責任に思い込むことにした。

　だって本来、未来に何が起こるかなんて、誰だれにもわからないことだから。

　天あま津つ風かぜの計らいで、本日放課後の〈アオハル・パーティ〉の活動はお休みとなった。というか、天あま津つ風かぜ自身が「ちょっと準備があるので」と一人で先に帰ってしまったのだ。

　今回の肝きも試だめしは、場所が場所ということで天あま津つ風かぜ家の全面的なバックアップの下、安全に行われることになっている。何でも、その後の解体費用を負担する代わりに立ち入り許可を貰もらったとか……。

　重ね重ね規格外の金持ちであることを思い知らされる。まあ、天あま津つ風かぜの病気のこともあるし、大切な一人ひとり娘むすめが夜よる遅おそく何だか良くわからない廃はい病院で肝きも試だめしをしたいなんて言い出したら、あの常識人なご両親なら天あま津つ風かぜの望みを叶かなえるために全力のバックアップをするであろうことは容易に想像できるのだけれども。

　おかげさまで今回の肝きも試だめしが合法的なものになったのだから、文句はない。ＰＴＡなど怖こわくないのである。もっとも、天あま津つ風かぜ自身は合法になってしまったことで、ドキドキ感が薄うすれてしまったと多少不満げではあったのだが。

　天あま津つ風かぜ家の専門チームにより入念な事前調査が行われ、老ろう朽きゆう化が激しく危険な場所には立ち入りができないようコース取りなども決まり、また当日は天あま津つ風かぜ家スタッフによるホラー演出も加えられることが決まったとか。

　いや、それもう肝きも試だめしじゃなくてただのお化け屋や敷しきじゃねえか、と思わないでもなかったが、まあ、天あま津つ風かぜが楽しそうだったので彼女の自由意志に任せることにした。

　そうつまり今回の活動は、天あま津つ風かぜがホスト側であり、彼女は総合演出として裏方に回るため、僕らと一いつ緒しよに肝きも試だめしには参加しないのである。

　そもそもおまえが肝きも試だめししたかったんじゃなかったのかよ、という気持ちもあるが、たぶん途と中ちゆうから僕らを驚おどろかせるほうが楽しいことに気づいてしまったのだろう。

　斯か様ように青春令れい嬢じようは気まぐれなのである。

　さて、一いつ旦たん解散して家まで帰ってきた僕は、ベッドに寝ねそべって天てん井じようを眺ながめながらぼんやりとしている。

　何というか──不思議な気持ちだった。

　これから数時間後に死ぬのか、と思っても怖おそれや後こう悔かいはなく、達観したような妙みように晴れやかな気分であり──ようするに意外と悪くない心持ちなのである。

　視界の右側は相変わらず、あれ以来、時折思い出したように因果律の致ち命めい的なフラグを示して、赤く明めい滅めつしている。いちいち鬱うつ陶とうしいが、常にではないのが救いか。

　つまり──僕の死の運命は変わっていないことになる。

　それはそうだ。僕が死ななければ、致ち命めい的なタイムパラドクスが起きてしまうのだから。むしろ、何かの拍ひよう子しに勝手に運命が変わってしまうほうがよほど困る。

　もしかしたら、決して抗あらがえない運命ならば受け入れるしかないという、ある種の諦てい観かんから来る反動の達観なのかもしれないけれども、無様に取り乱さないのは精神衛生上ありがたい。

　ただ、これから数時間後に死ぬことがわかっても、残された今という時間で特にやることも思いつかないあたり、我ながら人間としての浅さが垣かい間ま見みえて苦く笑しようするほかない。

　せめて家族に何か伝えておこうか、とも思ったがそもそも今はみんな出で払はらってしまっていて誰だれもいないのだからそれも叶かなわない。

　最後の晩ばん餐さん的に何か美う味まいものでも食べようかとも考えたが、あまり食欲もなかった。死し刑けい囚しゆうは刑けいが執しつ行こうされるまえに何でも好きなものを食べさせてもらえると聞くが、たぶんロクに味わえないのだろうなとそんな知見が得られた。

　ならば最後にやり残したことは何だろうか──。改めて考えて、僕は半ば無意識にスマホを取り出していた。

　最後に会いたい人、最後に話したい人は誰だれだろうか、と考えたとき最初に思おもい浮うかんだのは──天あま津つ風かぜ撫なで子しこだったから。

　初日に教えてもらって以来、一度も掛かけたことのない天あま津つ風かぜの番号にコールする。

　少し緊きん張ちようする。何を言えばいいのだろうか。下手なことを言ったら未来が変わってしまう可能性もあるのだから余計なことはしないほうが良いいに決まっているが、それでも無む性しように彼女の声が聞きたくなってしまったのだから仕方がない。

　三コール後、『もしもし』と聞き慣れた天あま津つ風かぜの美声が耳じ朶だに響ひびいた瞬しゆん間かん、何な故ぜか泣きそうになった。

「──もしもし、僕だけど」

『私に息むす子こはいませんが』

「詐さ欺ぎじゃねえわ」

『その突つっ込みは琥こ太た郎ろうさんですか。驚おどろきました、どうかされましたか？』

　僕は突つっ込みで個を認にん識しきされているらしい。多少ショックを受けながら僕は答える。

「いや、何か急に天あま津つ風かぜの声が聞きたくなってさ。もし今忙いそがしくて迷めい惑わくならもう切るけど」

『大だい丈じよう夫ぶです！　私は超ちよう絶ぜつ暇ひま人じんです！　切らないでください！』

　妙みように必死な声で天あま津つ風かぜが叫さけぶ。もしかしたらもう準備が終わって何もすることがなく、話し相手に飢うえているのかもしれない。

「なら良かった。こっちから電話するのって初めてだから緊きん張ちようするな」

『そうですね……私もドキドキしています。まさか琥こ太た郎ろうさんからお電話をいただけるなんて思ってもいなかったのでとても嬉うれしいです。正直ドッキリを疑っているレベルです』

「大げさだな。たかが電話くらい」

『だって、番号をお伝えしてから一ヶ月くらい経たつのに一度も掛かけてきてくださらなかったので……。私はお電話でも琥こ太た郎ろうさんとたくさんお話したいのに』

　そうは言われても、僕は天あま津つ風かぜと二人で楽しく四方山よもやま話ばなしができるほど会話が上う手まくないのだから仕方がない。電話をしたは良いいが、話題がなくて無言になってしまったらそちらのほうがつらいのである。それに──未来の天あま津つ風かぜからの告白が脳のう裏りをよぎり、変に意識してしまう。

「……そっちの準備は終わったのか？」

『あ……はい、そうですね。概おおむね終わりました。最高の一品に仕上がっていると思います』

「……少しは手心を加えてくれな？」那な珂か川がわさんとかマジで泣き出しかねない。

『うふふ、皆みなさんが恐きよう怖ふに泣なき叫さけぶところを見るのが今から楽しみです』

「おまえそういうキャラじゃなかっただろ！」

　いつものお淑しとやかでぽやぽやしてる天あま津つ風かぜに戻もどって！

　この一ヶ月ですっかり日課になりつつある天あま津つ風かぜとの掛かけ合あいは、行き場のない焦しよう燥そうにも似た感情で満たされた心に、確かな安らぎを与あたえてくれる。僕はようやく本題を切り出す覚かく悟ごを固める。

「──なあ、天あま津つ風かぜ」

『はい、何でしょう？』

「たとえば、本当にたとえばだけどさ、明日から急に僕がいなくなったら……どうする？」

『えっ……』戸と惑まどったように言葉を吞のむ天あま津つ風かぜ。『そう、ですね……。そんなこと想像もしたくないですけど……とりあえず泣くと思います』

「泣くのか」

『はい。もう滅め茶ちや苦く茶ちや泣くと思います。たぶん死んじゃうくらい泣き続けるでしょう』

「死ぬなよ」

『死にませんよ。だって目め一いつ杯ぱい泣いたあとは、いなくなった琥こ太た郎ろうさんを探さなければなりませんから。死んでいる場合ではありません』

　天あま津つ風かぜは、きっぱりとそんなことを言い切った。僕は思わず言葉に詰つまる。何な故ぜならそれは、未来の天あま津つ風かぜの行動を的確に言い表していたから。

『私は琥こ太た郎ろうさんと青春をすると決めたのですから、勝手にいなくなられても困ります。私の持てるすべての力を使って、どこへ消えたとしても何年経たっても、必ず琥こ太た郎ろうさんを探し出してみせます』

「……その結果、絶対にもう会えないことがわかったらどうするんだ？」

『ならば、もう一度会える方法を模も索さくするまでです。そもそも、私が琥こ太た郎ろうさんと出会えたことだって、本当に奇き跡せきみたいなものなのですから、またそんな奇き跡せきが起きて二度と会えなかったはずの琥こ太た郎ろうさんとばったり出会うことができる可能性も決してゼロではありません。私の琥こ太た郎ろうさんへの執しゆう着ちやくを甘く見みられては困りますよ』

「──なんで」

『えっ？』

　天あま津つ風かぜの疑ぎ問もん符ふ。溜ため込んでいたものが堰せきを切ったように溢あふれ出だす。

「どうして……僕なんかに、そこまでこだわるんだよ……！　たまたま曲がり角でぶつかって漫まん画がみたいな出会いをしただけだろう……！」

　本当はこんなことを言うために電話をしたわけではないのに。

　次から次へと天あま津つ風かぜを非難するような言葉が衝ついて出る。

「大体、この一ヶ月でいい加減、湊みなと琥こ太た郎ろうの凡ぼん俗ぞくさに気づいただろう！　僕は何もない、底の浅い人間なんだよ！　天あま津つ風かぜに好かれるような、天あま津つ風かぜが想像しているような立派な人間じゃないんだよ！　おまえには、僕なんかよりももっとずっとお似合いの人間がたくさんいるはずなのに……！　僕のことなんかさっさと忘れてくれれば、世界は平和なはずなのに……！」

　感情にまかせて本来言ってはいけないことまで口にしてしまう。

　天あま津つ風かぜには意味がわからないだろう。このあと──僕の死後、まさか自分が世界崩ほう壊かいを天てん秤びんに掛かけて僕を救い出そうとするなんて、夢にも思っていないだろうから。

　言葉を詰つまらせる僕に、天あま津つ風かぜはどこか優やさしげな声で言う。

『ねえ、琥こ太た郎ろうさん。実は私、琥こ太た郎ろうさんにずっと伝えたかったことがあるんです』

「……なんだよ」

『琥こ太た郎ろうさん。私なんかと仲良くしてくれて──ありがとうございます』

　それは予想もしていなかった言葉だった。僕は頭が真っ白になる。

『私、初めてまともに学園生活を送れるようになって、ものすごく嬉うれしくて、でも同時にとても怖こわくて──。だから不安に押しつぶされないように、私は必要以上にはしゃいでいました』

「……パンを咥くわえて走ったり、か？」

『はい。さすがに私にも、それを奇き行こうであると判断する程度の分別はあります。でも、私にはそれしか知識がなかったから。初めての学園生活で失敗しないためには、漫まん画がやライトノベルで得た知識を、そのまま実行することしかできなかったんです』

「…………」

　奇き行こうは百も承知で──それでも縋すがるしかないほど、不安だったのか。

『そんなとき琥こ太た郎ろうさんと出会いました。琥こ太た郎ろうさんは、漫まん画がや小説のような、衝しよう撃げき的な出会いをしてなお、私に自然体で接してくれました。私の奇き行こうを見てなお、非常識でわがままで身勝手でオタクで空気も読めず流行にも疎うとい私を、避さけるでも憐あわれむでもなく、どこにでもいる普ふ通つうの女の子のように接してくれました。そんな自然体の優やさしさが──どれほど嬉うれしかったかわかりますか？』

「────」

　小さな頃ころから病弱で、普ふ通つうの女の子のような青春を送ることは決して叶かなわないと諦あきらめていた天あま津つ風かぜは、どういうわけか奇き跡せき的な偶ぐう然ぜんによって、普ふ通つうの女の子のような青春を送ることができるようになった。

　でも普ふ通つうではない人生を送ってきた彼女には、〈普ふ通つうの女の子〉がよくわからなくて。

　気持ちばかりが焦あせってしまい、漫まん画が知識を盲もう信しんして奇き行こうに走っていたとき──僕と出会った。

　僕はあのとき──天あま津つ風かぜとぶつかったとき、すぐにでも逃にげ出だすべきだったのかもしれない。今日きよう日び、食パンを咥くわえて走るようなイカれた少女とは、関わり合いになるべきではないと、一いつ瞬しゆんで切り捨てて、無視をするのが正解だったのかもしれない。

　ところが、僕もまたいわゆる〈普ふ通つうの男子高校生〉ではなくて。

　これまで数多あまたの不幸に遭そう遇ぐうしてきたがために、天あま津つ風かぜの奇き行こうもある程度許容できてしまった。

　だから僕は、天あま津つ風かぜを少し変わった女の子程度にしか考えず、普ふ通つうに接してしまった。

　そんな僕の行動が、密ひそかに天あま津つ風かぜを救っていたというのか──。

『そんな私だけの特別なあなたを慕したうことは──おかしいことでしょうか？　運命的な出会いをしたあなたと一いつ緒しよに青春を送りたいと思うことは、そんなに奇き異いなことでしょうか？　私は──そうは思いません。だから、琥こ太た郎ろうさんは迷めい惑わくに思うかもしれませんが、何があっても私はあなたを想おもい続けます。それが、私があなたに執しゆう着ちやくする理由です』

　そこで一度言葉を切り、天あま津つ風かぜは穏おだやかな声で言った。

『琥こ太た郎ろうさん。私と出会ってくれて、ありがとうございます』

「────っ」

　言葉が出ない。

　喉のどが詰つまり、目め頭がしらが熱くなる。

　僕は最初、天あま津つ風かぜが僕を気に掛かけるのは、出会いの刷り込みインプリンテイング効果なのだと思っていた。

　でも、そうではなかった。

　天あま津つ風かぜは偶ぐう然ぜんぶつかった僕という存在ではなく、僕個人の行動に惹ひかれてくれていたのだ。

　普ふ通つうではない日常を送っているがゆえに、大たい抵ていの異常を普ふ通つうとして見ることができる僕。

　この広い世界で僕だけが、天あま津つ風かぜを普ふ通つうの女の子として見られる。

　普ふ通つうに憧あこがれる〈普ふ通つうではない女の子〉の天あま津つ風かぜ撫なで子しこを。

　偶ぐう然ぜんを超ちよう越えつした奇き跡せきにも思える。

　だからきっと。




　僕たちは──出会うべくして出会っていたのだ。




　僕はこれまでずっと、偶ぐう然ぜん出会ってしまっただけの凡ぼん夫ぷが天あま津つ風かぜと一いつ緒しよに居ることに引け目を感じていた。彼女にはもっと相応ふさわしい人間がいるのだと、思い込みたかった。天あま津つ風かぜ撫なで子しこと湊みなと琥こ太た郎ろうは、それほどまでに釣つり合あいが取れていないと信じていた。

　でもそれは、自分に自信のない僕が天あま津つ風かぜを諦あきらめるための──言い訳だった。

　天あま津つ風かぜはとても魅み力りよく的で、一いつ緒しよに居たら絶対に好きになってしまうとわかっていた。そうならないよう、逃にげ道みちを用意して、見ない振ふりをした。本心から──目を逸そらした。

　だけど、何の意味もなかった。

　ああ、認めよう。僕は天あま津つ風かぜ撫なで子しこのことが好きだ。

　あの曲がり角でぶつかった瞬しゆん間かんから──僕はもう、とっくに彼女にイカれていたのだ。

　そしてもう、自分に噓うそを吐つく必要がないことを知り──感情が溢あふれ出だす。

「……礼を言うのは僕のほうだ」

『私、琥こ太た郎ろうさんに何かしました？』

「……僕は、運が悪くて、中学時代は灰色の学校生活を送っていたんだ」

『そう、なのですか』

「だから高校もまた、同じようにつまらない無味乾かん燥そうな日々が続いていくと思っていた」

『──はい』

「でも、天あま津つ風かぜと出会えた。きみと出会えて、きみは僕を青春の舞ぶ台たいに引き上げてくれた」

『それが私の望みだったからです。私は自分のためにやったに過ぎません』

「それでも」

　それでも──僕は救われたのだ。

「天あま津つ風かぜと出会って、〈アオハル・パーティ〉に関わって、急に日常が色付いていったんだ」

　灰色だった青春が、鮮あざやかに彩いろどられていった。

　人並みの幸福を感じられるようになった。

　望んでも決して得られないと思っていた、当たり前の日常がそこにはあった。

「だから──ありがとう。撫なで子しこ。僕と出会ってくれて、ありがとう」

　流れるように衝ついて出た言葉。電話の向こうで天あま津つ風かぜが息を吞のむ気配がする。

　急に恥はずかしくなって、火ほ照てった顔を冷やすために頰ほおに手を添そえる。

　何な故ぜか頰ほおは、熱く濡ぬれていた。

『あの、その……そう言っていただけて、私も光栄です……！』

　電話の向こうの天あま津つ風かぜは、今にも踊おどり出しそうな声こわ色いろでそう答えた。

「……何だか照れくさいな」

『そう、ですね……少し、恥はずかしいです。面と向かってでは、ちょっと言えませんね……私、今顔真っ赤です』

「奇き遇ぐうだな、僕もだ」

『お揃そろいですね』

「ああ」

『──ねえ、琥こ太た郎ろうさん』

「なんだ？」

『……いえ、呼んでみただけです』

　何かを躊躇ためらうようにそう言ってから、天あま津つ風かぜはくふふ、と嬉うれしそうに含ふくみ笑わらいをした。

　何とも可か愛わいらしい子だ。たまらなく天あま津つ風かぜのことが愛おしい。

　今さらながらに後こう悔かいの念が押し寄せる。本当はただ最後に声が聞きたかっただけなのに、せっかく固めた覚かく悟ごが揺ゆらいでしまいそうだ。

　このまま天あま津つ風かぜと二人で、この先も漫まん画がみたいな青春ラブコメを送りたいと、そんな絶対に届かない願いを抱いだいてしまいそうだ。

　でも──それは、絶対的に不可能なのだ。

　僕が死ななければ、世界が消しよう滅めつする。それは因果律によって定められた運命だ。

　──しかし。

　それはつまり、僕が死にさえすれば世界は安泰であるとも言えるのではないだろうか。

　発想を、逆転させる。

　急に思考が冴さえてくる。

　これまでのわだかまりが解消されて、ハイになっているのかもしれない。

　発想は悪くないはずだ。この方向で、何か、抜ぬけ道みちはないだろうか。

　僕は考える。実はずっと頭の片かた隅すみに引ひっ掛かかっていることがあるのだ。

　何か──何か。この状じよう況きようを打開できそうな、何気ない言葉をごく最近聞いたような──。

　頭の中で高速でここ数日の出来事を思い返し、そしてその言葉はつい先ほど耳にしたことに気づく。たった数分まえ──天あま津つ風かぜが言っていたある言葉を思い出し、僕は全身が総毛立つ。




　──まさか、そんなことが可能なのだろうか。




　わからない。あまりにも荒こう唐とう無む稽けいが過ぎる。

　でも──もし可能なのであれば、ひとまず目先の問題は片かたが付く。まだ一つ大きな問題が残ってしまうが……それはまた時間を掛かけて別の方法を考えれば良い。

　ダメで元々だ。試ためしてみる価値は十分にある。

「なあ、天あま津つ風かぜ。ちょっと相談があるんだけど──」




　　　　６




　時刻は午後八時を回ったところだった。

　家まで迎むかえに来てくれた天あま津つ風かぜ家のハイヤーに乗り込み（すでにみんなピックアップされていた）、揺ゆられること数十分。

　僕らは目的の廃はい病院前に到とう着ちやくした。月明かりすら届かないような曇どん天てん。ゴロゴロと、遠くのほうで雷らい鳴めいも轟とどろいている。空気も湿しめっており、お膳ぜん立だてはバッチリのようだった。

「……コタくんごめん私もう無理かも」

「まだ入口ですよ!?」

　さっそく雰ふん囲い気きに飲まれて脱だつ落らく寸前の美女一名。僕は腕うでに縋すがりついてくる那な珂か川がわさんを優やさしく宥なだめる。普ふ段だんの那な珂か川がわさんならば雰ふん囲い気きに乗じての色いろ仕じ掛かけか、と警けい戒かいするところだったが、この反応はたぶんガチのやつだと思われる。

　課外活動という名目上、全員制服のままだったが、それがまた雰囲気を盛り上げている。

　ハイヤーを運転してくれた老紳しん士し衣きぬ笠がさ氏は、ＬＥＤライト主流のこのご時世にわざわざ白熱電球の懐かい中ちゆう電灯を渡わたしてくる。

　衣きぬ笠がさ氏の説明によると、最上階の理事長室に置いてあるお札を回収して戻もどってくることが目的らしい。道のりは一時間ほどとのことで、ずいぶん本格的だなと感心する。

　説明を聞き終えた那な珂か川がわさんは今にも泣き出しそうな顔でこちらを見上げてくる。

「……コタくん私漏もれそう……お願いだからおトイレ付いてきて……」

「さすがにそれは無理ですので加か賀が美みと行ってください」

「加か賀が美みちゃあああん……」

　ふらふらと今度は加か賀が美みに縋すがりつく那な珂か川がわさん。今からこんな調子で大だい丈じよう夫ぶなのだろうか、と少し心配になる。

　それから、無事にトイレから戻もどってきた那な珂か川がわさんと加か賀が美み、そして怖こわがっているのか怖こわがっていないのかよくわからない八や重え樫がしの四人で、真っ暗な病院の中へ入っていく。

　懐かい中ちゆう電灯は思った以上に薄うす暗ぐらく、心こころ許もとない。それもそのはず、ご丁てい寧ねいにも電池が切れる寸前だった。たまに不安定に明めい滅めつするのがより恐きよう怖ふを煽あおる。

「……お願いコタくん絶対に手を離はなさないで……無事に出られたら何でも好きなお願い聞いてあげるから……」

「いや別に、そんな約束しなくても離はなしませんけど」
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　那な珂か川がわさんと合法的に手を繫つなげるのだからむしろ今が役得というものだろう。というか、手を繫つなぎながら僕の腕うでにしがみついてきて、二にの腕うでに全力で胸を押しつけてくれているので、これ以上を望んだらバチが当たる。

　まったく怖こわがっていない加か賀が美みに懐かい中ちゆう電灯を持たせて先頭を任せ、その後ろに僕と那な珂か川がわさん、しんがりが八や重え樫がしという布ふ陣じんだった。

　少しだけゆったりとした歩調で、順路を進んでいく。

　無人の車くるま椅い子すが勝手に進んでいったり、廊ろう下か脇わきに立っていた点てん滴てきスタンドが突とつ然ぜん倒たおれたりと、それっぽい演出がなされる度たびに、那な珂か川がわさんの悲鳴が響ひびき渡わたる。

　最初は役得と思っていたが、これそろそろ右の鼓こ膜まくヤバいかもしれない。

　肝きも試だめしとは別の部分で身の危険を感じ始める。

「……加か賀が美みちゃんはともかく、八や重え樫がしきゅんは怖こわくないの……？」

　声を震ふるわせながら尋たずねる那な珂か川がわさん。八や重え樫がしは余よ裕ゆうの表情で肩かたを竦すくめる。

「僕は〈財団〉の仕事で慣れてるからねえ。そういえば昔、僕が仕事を始めたての頃ころ、ある山奥の限界集落で村人全員が理性を失って殺し合ったことがあったんだけど──」

「ごめん八や重え樫がしきゅんホントごめん！　お願いだから今その話やめて！　絶対怖こわいヤツ！」

「いや、別に怖こわくはないですよ。ただ村人の溶とけ出した脳から大量の原虫が──」

「ギャー！」

「────っ」

　あれれ？　急に右の音が聞こえなくなったぞ？　鼓こ膜まくないないしちゃったかな？

「バカなことやってないでほら先行くよ。ぐずぐずしてたら置いてっちゃうんだからね」

「お願い美み玖くママ、私を見捨てないでえ！」

　涙なみだ声ごえで那な珂か川がわさんは叫さけぶ。普ふ段だんとのギャップが激しすぎてとても、いつもエロい学園のアイドルと同一人物とは思えない。

　それでも僕らは、何とか天あま津つ風かぜの仕し掛かける演出の数々をくぐり抜ぬける。

　終しゆう盤ばんに差さし掛かかると、さすがの那な珂か川がわさんも疲つかれたらしく静かになってきた。というか、今にも死にそうな顔をしている。何だか気の毒ですらある。

　そしてようやく辿たどり着ついた最上階の廊ろう下かに──その人物はひっそりと佇たたずんでいた。

　窓の外の雷らい光こうがフラッシュとなり、その姿を一いつ瞬しゆんだけ鮮せん明めいに映す。

　それがあまりにも意外な人物だったので、僕は呆あつ気けにとられた。

　芋いも色のジャージに身を包み、片手には竹刀しないを引っさげているその人物は──紛まぎれもなく、僕らの担任の村むら雨さめ教きよう諭ゆだった。

　いったい何な故ぜこんなところに──？　もしかして、やはり僕らの様子が気になって見に来たのだろうか、などと考え始めたところで加か賀が美みが叫さけんだ。

「伏ふせてっ！」

　言うなり、加か賀が美みに飛とび掛かかられる。僕と那な珂か川がわさん、そして後ろに控ひかえていた八や重え樫がしも含ふくめてまとめて、薄うす汚よごれた廊ろう下かに押し倒たおされた。

　いったい何事か、と文句を言おうとした次の瞬しゆん間かん──。

　脇わきの柱の、先ほどまで僕らの顔があったくらいの高さに、突然鋭利な切れ込みが入った。

　刹せつ那な遅おくれて、ガギャン、という聞いたこともない金属音が廊ろう下かに響ひびき渡わたる。

　状じよう況きようが理解できず、ただ尻しりもちをつく僕をよそに、僕以外の三人は素す早ばやく立ち上がる。

「……なるほど。これは盲もう点てんだったな。まさか村むら雨さめ先生が刺し客かくだったなんてね」と加か賀が美み。

「実体のある人間なら怖こわくないんだから……！」那な珂か川がわさんは鼻息を荒あらくする。

「琥こ太た郎ろうくんは下がって！」八や重え樫がしは珍めずらしく声を荒あららげた。

「な……何がどうなってるんだよ……！」

　情けなく腰こしを抜ぬかし尋たずねる僕に、加か賀が美みは答える。

「ごめんね、実は湊みなとくんの件、みんなにお話ししちゃったんだ。そうしたらみんな、きみを守るって言って聞かなくてね」

「お、おい！　何勝手なこと言ってんだよ！　僕のことは自分で何とかするから、放っておいてくれよ！」

「そういうわけにもいかないんだよ、琥こ太た郎ろうくん」

　僕を庇かばうように立たち塞ふさがった八や重え樫がしが、こちらを見ることなく言う。

「実は僕も、きみを守ることが任務の一つでね。きみを守った結果、世界が崩ほう壊かいするのであれば──きみを守った後で、また新たにその問題に取とり掛かかれば良い。差し当たっては、きみの身の安全のほうが大事だ」

　それから、恐きよう怖ふをひた隠かくすためか、八や重え樫がしの発言に被かぶせるように那な珂か川がわさんも続く。

「わ、私だって、元々は運命を変えるために来たんだから！　本来の目的はコタくんを殺すことだけど、逆にコタくんを生かすことで変わる未来もあるって思うから！　今回は三人で協力してコタくんを守るって決めたのよ！」

「なんで、みんな──」

　運命には、決して抗あらがえないのに。

　どうしてそんな自分の身を危険に晒さらしてまで、僕を助けようとするんだ……！

　そう尋たずねようとするが、僕の思考を先読みしたように、加か賀が美みはウィンクを飛ばして揚よう々ようと言い放った。

「みんなが湊みなとくんを助ける理由？　そんなもの決まってるよね。みんな湊みなとくんのことが大切だからだよ。湊みなとくんが居て、初めて私たちの〈アオハル・パーティ〉は成立する。だから、こんなところで一抜ぬけされたら、困るんだよね！」

　それだけ言うと、加か賀が美みは重心を下げ、一気に村むら雨さめと距きよ離りを詰つめる。目にも止まらぬ高速移動。水みず鉄でつ砲ぽうのときに見せたハイパーモードとかいう奥の手だ。そのまま竹刀しないの間合いのさらに内側のゼロ距きよ離りに付き──密着状態からテイクバック無しの体捌さばきだけで強きよう烈れつな右ストレートを打ち放った。

　ズダン、という重たい打だ撃げき音が響ひびく。村むら雨さめの身体からだは堪たまらず壁かべに打ち付けられた。

　……今の、ジークンドーの接せつ触しよく法とワンインチパンチだよな……？

　この幼女、やべーな……。

　さしもの村むら雨さめもあの不意打ちをまともに食らったらどうしようもなかったのか、ぐったりして動かない。それでも加か賀が美みは油断していないのか構えを解くことなく、村むら雨さめに対たい峙じしている。

　不意に八や重え樫がしが叫さけんだ。

「データ照合できた！　彼女は〈財団〉が抱かかえる〈ルイン〉クラスのエージェントだ。〈SSP-1028-JP〉──一いつ般ぱん名は〈抜ムけラばサ玉メ散・るブ氷レのー刃ド〉。棒状のものを持つだけで、あらゆる物を切断する〈妖よう刀とう・村むら雨さめ〉を顕けん現げんさせる。おまけに刀身に発生させた露つゆを斬ざん撃げきとして飛ばすことができる。文句なしの……化け物だ。今のうちに身動きを封ふうじて──」

　最後まで言い終わるまえに。

　何の脈みやく絡らくもなく突とつ然ぜん、加賀美の左腕が宙を舞った。

「な──っ！」

　見えなかった。何も見えなかったが、力なく床ゆかにへばっていたはずの村むら雨さめが竹刀しないを振ふり抜ぬいているところを見るに、目にも止まらない速さで斬ざん撃げきを繰くり出だしたことは間ま違ちがいない。

　慌あわてたように加か賀が美みは距きよ離りを取る。左ひだり腕うで──幸いなことにそちらは義手のほうだ。実質的なダメージはないだろうが、それでも戦せん闘とう力は大おお幅はばに削けずられてしまった。

　誰だれもが迂う闊かつに動けない中、村むら雨さめはゆらりと立ち上がる。先ほどの加か賀が美みの強きよう烈れつな一いち撃げきも、さほど効いているようには見えない。

　村むら雨さめは、あくまでも教室にいるときと同じ自然体な立ち居振ふる舞まいのまま告げる。

「──湊みなとを差し出せ。私の目的はヤツを始末することだけだ。他の連中などどうでも良いい」

「村むら雨さめ先生」八や重え樫がしが慎しん重ちように声を掛かける。「我々〈財団〉は、湊みなと琥こ太た郎ろうを重要人物と定めることに決めたはずです。あなたの行動は、〈財団〉の決定に反している」

「残念。私の依い頼らい主はもっと〈上〉だよ。〈財団〉の決定などに従う必要はない。もっとも、私個人としては湊みなとをそれなりに評価しているので、この決定は少々残念なのだが」

「〈上〉……つまり〈聖せい白はく色しよく委員会〉ですか。なるほど、先日の一件しかり、彼らが独自に動き出しているのであれば、我々も〈委員会〉を切るときが来たということでしょうか。元々、利害が一いつ致ちしていたというだけの関係です。そちらがその気なら──こちらも容よう赦しやしない」

　冷れい徹てつに言い放ち、八や重え樫がしは構えを取る。

「……ああ。〈識サブ域リミ下ナルの・フ幻アン想トム〉、おまえは本当に鬱うつ陶とうしいな……！」

　心底面めん倒どうくさそうにそう言い放ち、村むら雨さめは無造作に竹刀しないを振ふるった。

　飛ぶ斬撃。

　那な珂か川がわさんが即そく座ざに見切って僕を押し倒たおしていなければ、今ごろみんな真っ二つだった。

　化け物たちの異能バトルに付いていけない僕に、那な珂か川がわさんは優やさしく告げる。

「大だい丈じよう夫ぶよ、コタくん。必ずあなたを守ってみせるから、その柱の陰かげでジッとしていて」

「ちがっ、那な珂か川がわさん待っ──」

　止める暇ひまもなかった。言うや否いなや那な珂か川がわさんは、八や重え樫がしとともに村むら雨さめに突つっ込んでいく。

　廊ろう下かの先で、三人は超ちよう次元異能バトルを開始する。

　僕は完全に遅おそきに失したことを悟さとる。

　今下手に動けば、加か賀が美みたちを巻き込んでしまう怖おそれがある。

　ああクソっ……！　こんなことは計算外だ……！

　とにかくこの混こん沌とんとした現状をどうにかしなければならない。

　誰だれも傷つかないうちに、上う手まいこと村むら雨さめの気を引くことはできないだろうか。

　わずかでも利用できそうなものを、周囲で探し回り──そしてポケットの中に、ある物が入っていたことに気づく。

　これ、は──。

　瞬しゆん時じに頭の中に閃ひらめく馬鹿げたアイデア。しかし──暢気のんきに検討している暇ひまはない。

　直感に従い、僕は村むら雨さめにバレないようこっそりとこの場を抜ぬけ出だし、階下の水場へ向かう。奇き跡せき的に水道は生きていた。その事実で作戦の成功を確信する。手早く目的を果たすと再び最上階の廊ろう下かへと躍おどり出でる。

　それを構えて──一いつ瞬しゆん止まる。

　──怖こわい。

　そこにあったのは、ただただ本能的な恐きよう怖ふだった。実行したが最後、すべてが終わる。

　しかし、迷っている場合ではない。逡しゆん巡じゆんは刹せつ那な──覚かく悟ごを決めて僕は叫さけんだ。

「村むら雨さめ！」

　同時に──手に持っていたものを思い切り村むら雨さめに向かって投とう擲てきする。ピンク色の物体は、真まっ直すぐに村むら雨さめに向かって飛んでいく。

　僕はいつかやった水みず鉄でつ砲ぽうサバゲを思い出す。あのときは那な珂か川がわさんが不意を突つくために今の僕と同じことをしていた。

　──水風船の投とう擲てき。

　偶ぐう然ぜんにも、制服のポケットには水風船が一つだけ入っていた。その奇き跡せきに──感謝する。

　僕が投げつけた水風船は、真まっ直すぐ村むら雨さめに迫せまる。

　僕が叫さけんだ時点で村むら雨さめはこちらに注意を向けている。当然、水風船が飛んでくることにも気づく。加か賀が美みたちと異次元の戦せん闘とうを繰くり広ひろげる中、村むら雨さめは鬱うつ陶とうしそうに、しかし、これを好機とばかりに無造作に竹刀しないを振ふるう。

　──飛ぶ斬ざん撃げき。

　水風船は、村むら雨さめに届くことなく途と中ちゆうで呆あつ気けなく切断され。

　その延長上にいた僕は、何な故ぜか突とつ然ぜんぐるりと視界が反転し。

　そのまま即そく座ざに意識を失った。
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　──八や重え樫がし楓かえでは、自分が大した戦せん闘とう力を持っていないことを自覚していた。

　そもそも彼女は、潜せん入にゆう捜そう査さタイプのエージェントであり、村むら雨さめのような純じゆん粋すいな戦せん闘とうタイプのエージェントと真っ向から戦っても、勝ち目など万に一つもないことはわかりきっていた。

　事実、三対一という圧あつ倒とう的てきな人数不利の中でも、村むら雨さめは上う手まくこちらの攻こう撃げきを捌さばきながら五ご分ぶ以上の戦いを続けていた。共きよう闘とうする加か賀が美みと那な珂か川がわだって、十分な手て練だれだというのに。

　化け物──先ほど八や重え樫がしは比ひ喩ゆ的に村むら雨さめをそう表現したが、実際に対たい峙じしてそれは比ひ喩ゆや誇こ張ちようなどではない単なる事実なのだと思い知らされる。

　第一、〈セーフ〉クラスの自分でさえ、核かく兵へい器きと同等の危険性を持つと言われているのに、一つ上の〈ルイン〉クラスの村むら雨さめが、一いつ般ぱん人じんに毛が生えた程度の彼女たちにどうにかできると考えるほうが間ま違ちがっている。

　しかし──この場は三人協力して琥こ太た郎ろうを守らなければならない。

　加か賀が美みが言うには、琥こ太た郎ろうの死は〈正史〉の一つとして決定事じ項こうらしい。死の運命が定められている以上、どうあっても〈世界〉は彼を殺そうとする。

　どれだけ八や重え樫がしたちが運命に抗あらがったところで、〈世界〉の修正力が働き、琥こ太た郎ろうの死という結末に因果律は収束するだろう。

　だから、八や重え樫がしたちが行っていることはまったくの無む駄だなのかもしれない。

　何をしたって、運命は変えられないのかもしれない。

　でも──それでも。

　八や重え樫がしは、それが琥こ太た郎ろうを見殺しにする理由にはなっていないと思う。

　湊みなと琥こ太た郎ろうという少年は得え難がたい存在だ。天あま津つ風かぜ撫なで子しこが彼にゾッコンであるのは周知の事実なので別に横よこ恋れん慕ぼするつもりもないが、それでも琥こ太た郎ろうのことは好ましく思う。

　自分のことを異能の存在ではなく、普ふ通つうの女の子として扱あつかってくれる稀け有うな存在だから。

　だから──。八や重え樫がしは決心を固める。

　何としてでも隙すきを見つけて、村むら雨さめを無力化しなければならない。

「村むら雨さめ！」

　突とつ如じよ背後から響ひびいた琥こ太た郎ろうの声。その瞬しゆん間かん、対たい峙じしていた村むら雨さめに僅わずかな隙すきが生まれたのを、八や重え樫がしは見み逃のがさなかった。次いで振ふるわれる〈妖よう刀とう・村むら雨さめ〉。その斬ざん撃げきをギリギリのところで見み極きわめて躱かわし、今一歩力強く踏ふみ込む。すぐ目の前には、村むら雨さめの驚おどろいた顔。だが、今さら遅おそい。

　八や重え樫がしは歯を食いしばり、村むら雨さめの額に思い切り頭ず突つきを叩たたき込む。それと同時に接せつ触しよくの瞬しゆん間かん、ありったけの思念を注ぎ込む。

『湊みなと琥こ太た郎ろうへの絶対服従』

　もう二度と琥こ太た郎ろうに刃やいばを向けられないよう、脳の在り方そのものを強制的に書かき換かえる。

　バチン、と反動で八や重え樫がしは弾はじかれ、そのまま反対の壁かべまで吹ふき飛とばされる。背中を強打し呼吸が止まる。激痛に目が眩くらむが、それでも意識を保って村むら雨さめを睨にらみつける。

　村むら雨さめは──力なくその場に突つっ伏ぷした。そのままピクリとも動かない。どうやら八や重え樫がしの強制洗脳で意識を失ったらしい。ようやく八や重え樫がしはゆっくりと息を吐はく。心臓を貫つらぬく鈍どん痛つうに思わず顔をしかめる。

「八や重え樫がしきゅん！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　すぐに那な珂か川がわが飛びついてくる。八や重え樫がしは片手で制しながら苦く笑しようする。

「……何とかね。那な珂か川がわさんは怪け我がはない？　女の子の肌はだに傷なんて付いたら大変だ」

「もう……ばかっ」照れたように那な珂か川がわは口を曲げる。「私は大だい丈じよう夫ぶよ。でも、加か賀が美みちゃんが──」

　言われて八や重え樫がしは慌あわてて加か賀が美みに目を向ける。そうだった、左ひだり腕うでを切り落とされて──。

「私も大だい丈じよう夫ぶだよー」どこか緊きん張ちよう感のない声で加か賀が美みが答えた。「元々こっちの腕うでは義手なんだ。さすがに今は動かないけどこれくらいなら何とかなるよー」

　加か賀が美みは床ゆかに落ちた左ひだり腕うでを拾い上げて、無理矢理切断面にくっつける。動きはしないものの、見た目だけは怪け我がをしているように見えない。

　色々あったがとにかく──みんな無事のようだ。

　これもひとえに、すべてあのタイミングで隙すきを作ってくれた琥こ太た郎ろうの機転のおかげだ。結局、また彼に助けられてしまったことになる。

「──琥こ太た郎ろうくん。こっちは片付いたからもう出てきて良いよ」

　万ばん感かんの思いを込こめて八や重え樫がしは柱の陰かげに声を掛かける。しかし、反応はない。

　不ふ審しんに思い、八や重え樫がしたちは三人揃そろって柱の陰かげに向かう。

　そこで──。

　湊琥太郎は死んでいた。

　どう贔ひい屓き目めに見ても、一目で死んでいることがわかった。

　何な故ぜならその遺体は──首が切断されていたから。

「い……いやあああああ───っ！」

　加か賀が美みの絶ぜつ叫きようが、高らかに響ひびき渡わたった。

　彼女は琥こ太た郎ろうの遺体に縋すがりついて、半狂きよう乱らんになって叫さけぶ。

「湊みなとくん！　お願い起きて！　村むら雨さめ先生を倒たおして、運命に打うち克かったと思ったのに！　こんな……こんなのってないよ！　うわああああ！」

　遺体の胸に顔を埋うずめて子どものように泣きじゃくる加か賀が美み。

　八や重え樫がしはショックを受けて言葉を発せないでいた。

　琥こ太た郎ろうの衝しよう撃げき的な遺体を目もく撃げきしたから、というのももちろんあるが、それ以上に運命の過か酷こくさを嫌いやと言うほど思い知らされてしまったから。

　運命には決して抗あらがうことができないという──あまりにもシンプルな答え。

「──クソッ！」

　無意識に柱に拳こぶしを叩たたき込む。右手の骨が軋きしむが痛みは感じなかった。

　心のほうが、よほど痛かったから──。

　那な珂か川がわもその場に泣なき崩くずれる。

　もはや為なす術すべはない。沈ちん鬱うつな表情でただ黙だまり込み、八や重え樫がしは二人の少女を眺ながめていた──。

「──皆みなさんお揃そろいですね」

　突とつ如じよ背後から場ば違ちがいなほど明るい声が響ひびき渡わたった。

　あまりにもこの場にそぐわない声に驚おどろき、八や重え樫がしは急いで振ふり返かえる。そこに立っていたのは──天あま津つ風かぜ撫なで子しこだった。

　後ろ手を組んだ天あま津つ風かぜは、ニコニコとこちらの様子を窺うかがっている。

　まずい──！　と八や重え樫がしの脳内に危険アラートが鳴なり響ひびく。

　このまま琥こ太た郎ろうの遺体を天あま津つ風かぜに目もく撃げきさせてはならない。頭部を切断された愛する人の遺体など見せられて、正気を保てる人間がどれほどいるというのか。

　まして天あま津つ風かぜは、あらゆる確率事象を操作する異能者なのだ。現実の厳しさに耐たえられなくなって、そのまま世界を消しよう滅めつさせてしまう可能性だって決してゼロではない。

　とにかくどうにかしてこの場を切きり抜ぬけなければ、と八や重え樫がしは思考を巡めぐらせるが、あの激戦の直後で満足に呼吸も整えられていない現状では思考は空回りするばかりだった。

　まずいまずい、とそればかりが脳内を占しめ、いっそ天あま津つ風かぜを力ちから尽ずくで昏こん倒とうさせてこの場を凌しのごうかという短たん絡らく的な発想に身を委ねそうになったところで──天あま津つ風かぜは、満面の笑え顔がおを浮うかべながら後ろ手に持っていた何かを八や重え樫がしたちの前に晒さらし、朗々と言い放った。




「てってれー♪　ドッキリ大成功ー！」




「……………………は？」

　八や重え樫がしは、天あま津つ風かぜの言っていることが理解できなかった。

　ご丁てい寧ねいにも彼女は、『ドッキリ！　大成功！』と書かれたプラカードまで手にしていた。

　それくらい──彼女の言動は常じよう軌きを逸いつしていた。あまりにも場ば違ちがいな言葉に怒いかりすら湧わいてくる。このお嬢じよう様さまはこんな状じよう況きようだというのに暢気のんきに何を言っているのか。思わず声を荒あららげそうになるが、それより早く天あま津つ風かぜは言った。

「見事に皆みなさん引ひっ掛かかりましたね！　琥こ太た郎ろうさん、もう十分ですよ！　起きてください！」

「あ、天あま津つ風かぜちゃん、あなた何を言って──」泣きはらした顔で、那な珂か川がわは天あま津つ風かぜを睨にらむ。

　那な珂か川がわが今にも摑つかみかかりそうになったところで──八や重え樫がしは急に目め眩まいがした。

　突とつ発ぱつ的な、あまりにも激しい目め眩まいだった。まるで脳みそを直接シェイクされるような不快感に一いつ瞬しゆん意識が飛びかける。視界は真っ暗で、耳鳴りも酷ひどい。世界を認にん識しきできない。今自分が立っているのか寝ねているのかもわからない状態に陥おちいり、八や重え樫がしは混乱する。

　新たな刺し客かくの精神攻こう撃げきか。すぐにでも臨戦態勢を取りたいところだったが、身体からだの自由が利きかない以上それも叶かなわない。このまま為なす術すべもなく殺されてしまうのだろうか。八や重え樫がしは数秒後の死すらも覚かく悟ごして、最後に最愛の妹の顔を思おもい浮うかべたところで──突とつ然ぜん、何事もなかったかのように意識が戻もどった。

　目め眩まいも耳鳴りもすぐに立ち消える。警けい戒かいして他の面々にも意識を向けるが、どうやら二人とも八や重え樫がしと同じような状態だったらしく、不ふ審しんと警けい戒かいを滲にじませていた。

　いったい何が起こったのか。

　混乱しながらも、改めて周囲の状じよう況きようを確かく認にんする。

　そして次の瞬しゆん間かん──信じられないことが起こった。

「──っ。いやあ……死ぬかと思ったわ……」

　むくりと。

　突然、琥太郎が起き上がった。
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　──ゆらゆらと、意識だけが暗い水の中のようなところを揺蕩たゆたっていた。

　光もなく、音もなく、温かくも寒くもなく、何とも言えない不思議な心持ちだ。

　初めての感覚だったが、これが死というものかと、ぼんやり理解する。

　いずれこの意識も霧む散さんして、〈僕〉という存在は完全に消え去ってしまうのだろうか。

　ただそれまでの間、この何も無い空間に漂ただよっているだけというのは何とも寂さびしく心こころ許もとない。

　ならばいっそ、一気に意識も断たち切きってくれたほうが楽なのに──。

　そんな消極的な思いを抱いだき始めていたまさにそのとき。




「────起きてください！」




　聞こえるはずのない音が聞こえる。

　誰だれよりも大切な人の声が聞こえる。

　その涼すずやかな調べに導かれるように、僕の意識は暗い水の中から急浮ふ上じようする。

　霧む散さんしかけていた意識が、少しずつ元の形を取とり戻もどしていくようなイメージ。

　光が、音が。

　感覚が〈世界〉を捉とらえ始める。

　それから、ああ、と思い出す。

　僕は──まだ死ぬわけにはいかないのだと。




　次の瞬しゆん間かん──唐とう突とつに僕は意識を取とり戻もどした。




　パチパチと二、三度瞬まばたきをしてみる。何も問題はなさそうだ。ゆっくりと身体からだを動かしてみる。少し節々が軋きしむが許容範はん囲いだ。僕はそのまま上体を起こす。

「──っ。いやあ……死ぬかと思ったわ……」

　思わず零こぼれた軽口に、僕のすぐ側にいた三名が皆みな驚きよう愕がくに顔を染める。

　まるで死体が生き返ったかのような加か賀が美みたちの驚おどろき振ぶりを見て、どうやら僕の計画が上う手まくいったことを悟さとる。

　それにしても何だか首回りの違い和わ感かんが酷ひどい。首が切断されていたわけでもあるまいに。

「み、湊みなとくん……え、待って、なんで、どういうこと……」

　加か賀が美みは僕の胸に縋すがりつきながら、涙なみだで濡ぬれた顔を僕に向ける。僕は彼女の頭にそっと触ふれて微ほほ笑えむ。

「──だから言っただろ。僕のことは自分で何とかするって」

「い、意味がわからないよ……だって、湊みなとくん、今、確かに──」

　余計なことを言いそうな加か賀が美みの口に人差し指を押しつけて僕は努めて明るく言う。

「いやあ、実は天あま津つ風かぜと二人で、他の三人にドッキリを仕し掛かけることにしてな！　肝きも試だめしの途と中ちゆうで僕が死んだらきっとみんなとても驚おどろくだろうと思ったんだ！　まさかここまで信じられるとは思ってなかったよ、はっはっは！」

「琥こ太た郎ろうさんの演技の賜たま物ものですね！　まさか村むら雨さめ先生まで巻き込むなんてさすがです！」

　天あま津つ風かぜは表情を輝かがやかせて尊敬の眼まな差ざしで僕を見やる。

「──まさか、そんな……し、信じられない……！」

　そこでようやく僕の意図に気づいたのか、加か賀が美みは愕がく然ぜんとした表情で僕を見つめた。僕は小さく頷うなずいて肯こう定ていを示す。

　そう──。

　もしも僕の死が、〈世界〉に刻まれた逃のがれられない運命なのだとしたら。

　それに抗あらがうには、〈世界〉以上の力を持った存在に助けを求めるしかない。

　──事象連続体任意遷移抽出能力。

　厨ちゆう二に病びようキッズが辞書片手に作り出した必殺技わざのような天あま津つ風かぜの持つ特性は、あらゆる確率事象を操作する。そしてその気になれば──確率ゼロ事象でさえも、顕現する。

　すなわち、僕の死という〈世界〉に刻まれた因果律を、〈ドッキリ〉という彼女の現実によって上書きしたのだ。

　この発想を閃ひらめいたとき、僕は電話口で天あま津つ風かぜにこう言った。

「他の三人に対して、肝きも試だめしの途と中ちゆうで僕が死ぬというドッキリを仕し掛かけよう。詳しよう細さいはこっちで考えるから、おまえはタイミングを見計らってドッキリを宣言してくれ。もしかしたらおまえも驚おどろくくらい迫はく真しんの演技になるかもしれないけど、心配するな。僕は傷一つ負わないから」

　これにより僕の身に何が起きても、天あま津つ風かぜはその現実をドッキリなのだと思い込む。僕の死という発生確率百パーセントの事象でさえ、強制的にゼロにする。

　現実を否定するのではなく、現実を肯定させることで、事実を否定する。

　かつて加か賀が美みは言っていた。天あま津つ風かぜは、破は天てん荒こうに見えてその実とても常識的な人間であると。だから常識的に起こりうることであれば、その現実を肯こう定ていしてしまう。

〈正史〉では、僕の死は天あま津つ風かぜに肯こう定ていされてしまった。

　でも逆にいうならば、肯こう定ていさえされなければ、僕の死という運命さえ、どうにかなるのではないかと、そう思ったのだ。

　だから僕は一計を案じた。

　わかりやすく言うと、天あま津つ風かぜにドッキリという方便を与あたえ、僕が実際には死んでいないと思い込ませたということだ。

　さらに、少なくとも一度は確実に僕が死んだことで、未来で天あま津つ風かぜがタイムトラベル理論を開発する目もしっかりと残した。おかげでタイムパラドクスも発生していない。

　本来であれば僕が死んだ時点で、〈世界〉は正史の世界線を辿たどるはずだった。しかし、天あま津つ風かぜが無理矢理それを認識によってねじ曲げた。

　言うなれば、今この時空の中で僕は、生きている状態と死んでいる状態が重ね合わせのようになっている。だから、僕の生死はまだ確定していない。

　こんなデタラメなことが本当に成功するのか、正直賭かけではあったが、どうやらすべて上う手まくいったようで──僕は胸を撫なで下おろす。

　確証があったわけではない。それでも──成功する可能性が高いという根こん拠きよはあった。

　天あま津つ風かぜは、これまで何度も確率操作を行ってきた。

　カエルを降らせたり、オーロラを出したり、天候を操ったり、ジョーカーを自分の手元に集めたり──最初は何でもアリなのかと思ったが、僕はこれらにある共通項こうを見つけた。

　天あま津つ風かぜが確率操作を行うとき──そのすべてに僕が関与しているのだ。

　天あま津つ風かぜは、気まぐれで確率を弄いじっているわけではない。すべて僕を意識してそれを行っているのだ。

　つまり言いい換かえるならば。

　僕自身が彼女に確率操作をさせていることにほかならない。

　ならば。

　上う手まいことお膳ぜん立だてをしてやれば、僕に絡からめて逃のがれられない死の運命さえもねじ曲げられるのではないか──。

　そう、思ったのだ。

　この世界で、僕だけが、天あま津つ風かぜの確率操作に干かん渉しようできる。

　世界一の幸運を持つ天あま津つ風かぜに、世界一不幸な湊みなと琥こ太た郎ろうだけが対たい抗こうできる。

　実際、ただの偶ぐう然ぜんかもしれないけど、天あま津つ風かぜと出会ってからの僕は、これまで当たり前のように見み舞まわれていた理り不ふ尽じんな不幸に襲おそわれることが激減した。

　その事実の真に意味するところまでは、今の僕にはわからなかったが、とにかくそれを利用することで運命をやり過ごすことができたのだから、まずは一いつ旦たん万ばん々ばん歳ざいだろう。

　遅おくれて八や重え樫がしと那な珂か川がわさんもその事実に気づいたようで、信じられないというような顔で僕を見つめてきた。そんな顔をされると何だか申し訳なくなってくる。

　僕は後ろめたさを誤ご魔ま化かすように、二度手を叩たたき、また努めて明るく言う。

「さあさあ、腹も減ったしそろそろ帰ろう！　村むら雨さめ先生は何だか疲つかれて眠ねむってしまったみたいだから、協力を仰あおいだ僕が責任を持って下まで運ぼう！　天あま津つ風かぜ、食事の準備は？」

「はい、バッチリです！　我が家のシェフが皆みなさんのために腕うでによりを掛かけてご馳ち走そうを用意してくれています！　早くみんなでお屋や敷しきへ向かいましょう！　今日は皆みなさん、本当にお疲つかれさまでした！」







[image: エピローグ]

　六月二十四日──今日は全国的にＵＦＯの日である。

　天あま津つ風かぜ撫なで子しこがそんな特別な日を見み逃のがすはずもなく、放課後またいつものように〈アオハル・パーティ〉の面々が部室に集まるや否いなや、開口一番満面の笑えみを浮うかべてこう言った。

「とても素す敵てきなことを閃ひらめきました！　今日はＵＦＯを探しましょう！」

「……ＵＦＯなんて大たい概がいは誰だれかの見み間ま違ちがいかトリックだぞ」僕は呆あきれながら応じる。

「もう！　琥こ太た郎ろうさんは浪漫ろまんがありませんね！」天あま津つ風かぜは怒おこったように頰ほおを膨ふくらませた。「もちろん、見み間ま違ちがいやトリックのものが多いことも理解しています。しかし、すべてがそうではないと思うのです！　百に一つ、いえ、千に一つくらいは本物の地球外生命体の船に違ちがいありません！」

「……悪あく魔まの証明すぎる」

「ですので今日は、その千に一つのＵＦＯを探したいと思います！」

　手を叩たたき、嬉うれしそうにそう提案する天あま津つ風かぜを窘たしなめるように加か賀が美みは言う。

「でも、天あま津つ風かぜさん。ＵＦＯなんてどうやって探すの？」

「この専門資料にＵＦＯの呼び出し方が書いてあります」

「それよくコンビニの雑誌コーナーに置いてある死ぬほど頭が悪そうなペーパーバックだよね!?」

「何でも、円えん陣じんを組んで空に手を挙げながら『ベントラーベントラー』と唱えるそうです」

「想定以上に頭が悪そうだ！」

　加か賀が美みはオーバリアクションで頭を抱かかえた。慰なぐさめるように八や重え樫がしは彼女の小さな肩かたを叩たたく。

「まあまあ、仮に宇宙人の乗る船じゃなかったとしても、どこかの基地から飛んでいる軍事機密兵器だったりするかもしれないし、一いち概がいにＵＦＯの存在を全否定するのは如何いかがなものかな。いずれにせよＵＦＯは男の浪漫ろまんだよ」

「さすがは八や重え樫がしさん、やっぱり男の子ですね！　浪漫ろまんがわからない琥こ太た郎ろうさんは見習ってほしいです！」

「…………」

　いやそいつ実は女の子なんだよ、と言いたいのをぐっと堪こらえる。

　まあでも、この賑にぎやかな〈アオハル・パーティ〉も随ずい分ぶんと日常の一部になったものだと感じ、僕は思わず苦く笑しようしてしまう。

　あれから。

　特に大きな変化はなく、日々は続いていた。

　世界が崩ほう壊かいすることも、あるいは因果律の収束により僕が原因不明の突とつ然ぜん死しを起こすこともなく、ただ淡たん々たんと、これまでと何も変わらないように、時間は流れていった。

　八や重え樫がしによると、〈聖せい白はく色しよく委員会〉とやらと〈ＳＳＰ財団〉は、正式に袂たもとを分かったらしい。元々たまたま一部の利害が一いつ致ちしていたから傘さん下かに入っていただけなので、大きな影えい響きようはなく、それどころかこれまで〈委員会〉関連で手を出せなかった〈特別封ふう印いんプロトコル〉にも大手を振ふって関われると息巻いていた。

　唯ゆい一いつの懸け念ねん事じ項こうは、あの日、村むら雨さめをけしかけてきた黒幕の正体や目的が、結局わからず終じまいだったことだ。あの後意識を取とり戻もどした村むら雨さめは、すっかり一連の記き憶おくを失ってしまっていた。これは、八や重え樫がしの強制洗脳の影えい響きようではなく、元々情報漏ろう洩えいを危き惧ぐして仕し掛かけられていたものらしい。何な故ぜ僕を狙ねらったのか。それすらわからないのは気味が悪いが、こればかりは仕方がない。

　いずれにせよ、〈財団〉はこれからも全力で僕を保護してくれるらしいので、あの夜のように刺し客かくに狙ねらわれることはなくなるだろう、とのことだった。

　それは素す直なおにありがたい。

　ただ、それと同時に素す直なおに喜べない事情もある。




　──天あま津つ風かぜの寿じゆ命みようのことだ。




　というか、本質的な話、問題は何一つとして解決していないとさえ言える。

　僕が生き延びてしまったせいで、天あま津つ風かぜはあと三年で死んでしまう。

　これもまた運命なのだと、未来の天あま津つ風かぜは言っていた。

　僕が天あま津つ風かぜの家にお邪じや魔ましたあの夜、彼女に約束した〈青春療りよう法ほう〉は、どうやら奏功しないらしい。理り屈くつの上では完かん璧ぺきなはずなのにいったい何が問題なのか。

　現時点では不明なことが多すぎて手に負えない、というのが正直なところだ。

　おまけに僕の死という運命は、現状あくまでも〈世界〉によって保留されているに過ぎない。言ってしまえば、問題の先送りをしているに等しい。

　本当の問題──つまり、僕か天津風のどちらかが死ななければならないという運命には、まだ何も決着がつけられていないのだ。

　だから、天あま津つ風かぜと一いつ緒しよに青春を楽しみながらも、同時に彼女と僕の死の運命を乗のり越こえるための策を考えていかなければならない。

　やはりそれは僕にしかできないことで。

　天あま津つ風かぜに惚ほれられた責任を、しっかりと果たしていきたいと思う。

　おかげで僕の青春は、天あま津つ風かぜ一色になりそうだったが──後こう悔かいはない。

　何な故ぜなら僕は僕で、またどうしようもなく天あま津つ風かぜに惚ほれてしまっているのだから。

　こんな幸せなことはないだろう。

　だから──。

「何をのんびりしているんですか、琥こ太た郎ろうさん！　屋上へ行きますよ！」

[image: ]

　天あま津つ風かぜの声で僕は我に返る。いつの間にか部室には僕と天あま津つ風かぜだけが残されていた。

「みんなは？」

「皆みなさんは先に屋上へ向かいましたよ！　ほら、琥こ太た郎ろうさんもそんな物思いに耽ふけっていないで行きましょう！」

　星ほし屑くずを散らしたような漆しつ黒こくの双そう眸ぼうを煌きらめかせながら、天あま津つ風かぜはドヤ顔で僕に手を差さし伸のべてくる。

　どうしたものかと一いつ瞬しゆん悩なやみ──僕は、苦く笑しようを浮うかべてその手を取った。




　──究極的な話、青春とは運ゲーである。




　今もその考えを改めるつもりはない。

　人生は、いつだって〈運〉に左右される。

　有史以来、世界中の人々が〈運〉によって喜び、そして泣いてきた。

　それは疑いようのない事実だ。

　でも──そのことに悲観するのはやめようと思う。

　不幸であることは、そう悪いことではない。

　何な故ぜなら僕は、不幸であるがゆえに、天あま津つ風かぜと出会えたのだから──。




　これからも、僕と天あま津つ風かぜの青春ラブコメな日々は続いていく。

　もしかしたらこの先には、また世界が崩ほう壊かいするような悲劇的な結末が待ち受けているかもしれないけれども。

　そんな未来も、天あま津つ風かぜと一いつ緒しよなら怖こわくはない。

　何な故ぜなら、これは天あま津つ風かぜが主役の青春ラブコメだから。

　天あま津つ風かぜが楽しむ、彼女のための物語が、そんな悲劇で終わるはずがないから。




　だから僕はこれからも全力で──天あま津つ風かぜの青春ラブコメに忖そん度たくしていく。








あとがき









〈運〉というのは、良くも悪くも人の一生を大きく左右してしまうもので、しかも一いつ切さいの制せい御ぎよが利きかない、というのだから困ります。誰だれしも〈運〉に翻ほん弄ろうされ、涙なみだを吞のんだ経験はあるはず。もしかしたらまさに今、〈運〉のために悔くやしい思いをしている方もいらっしゃるかもしれません。そんな方は、是ぜ非ひ本作を読んでみてください。きっと少しだけ、気持ちが楽になるはずです。

　この本は、そんな不運な方に向けた──サプリメントのようなものなのだから。




　どうもご無ぶ沙さ汰たしております、紺こん野の天てん龍りゆうでございます。

　ちょうど二年ぶりの電でん撃げき文庫新刊です。少しでもお楽しみいただければ幸いです。

　念願のラブコメです。ずっと書きたかったので感無量です。決して時流に乗って嫌いや々いや書いたわけではないのでご安心ください。むしろ最高に楽しんで書きました。「紺こん野のさんの好きなものを好きなように書いてください」と言ってくださった新担当阿あ南なん氏に圧あつ倒とう的てき感謝を。




　本作は、軽く読んで軽く笑える、明るく楽しい学園ラブコメです。

　難しいことは考えず、勉強や仕事で疲つかれた頭を休ませたいときなどにお読みくださいませ。

　天あま津つ風かぜたちの青春は、これからも当たり前のように続いて行きます。やがて来たる運命に、彼らがどのような答えを見み出いだすのか──どうか彼らの青春を見守ってあげてください。




　ところで、前作『エンドレス・リセット』であとがきを書かなかったら、「編集部と喧けん嘩かでもしたのだろうか」と心配されてしまい、申し訳ないことをしたな、と反省しております。

　実はあれは、最後に素す敵てきな見開きのイラストが入ったため、その後に僕の駄だ文ぶんを綴つづるのもどうだろうと考えて止めただけなので……そんな深い意味はないのです。すみません。




　あと最近他社でミステリィ作家をやっておりまして、錬れん金きん術じゆつの存在する世界での密室殺人を扱あつかった『錬れん金きん術じゆつ師しの密室』（早はや川かわ書しよ房ぼう）や、シンデレラの世界で発生した王子殺しをシンデレラが論理と屁へ理り屈くつで解き明かす『シンデレラ城の殺人』（小学館）なども好評発売中ですので、よろしくお願いいたします（宣伝）。

　ミステリィとか小難しくて苦手、というミステリィ初心者の方にこそ読んでいただきたい入門書的な位置付けになっております。興味がございましたら是ぜ非ひ。




　最後になりましたが謝辞を。

　担当編集氏の阿南様。ご多た忙ぼうの中、新担当を引き受けてくださって本当に感謝の言葉もありません。オンライン打ち合わせの最中に、可か愛わいらしい闖ちん入にゆう者がやって来たときには、思わずほっこりしてしまいました。ちなみに担当氏のイチ推おしがママ委員長であることは、二人だけの秘密にしておきますね。

　イラストの塩しおかずのこ様。ご多た忙ぼうの中、拙せつ作さくのイラストを引き受けてくださって本当に望外の喜びでございます。キャラクタデザインをいただいたとき、そこには理想の〈アオハル・パーティ〉の面々が並んでいて、滂ぼう沱だの涙なみだを流しながら感動いたしました。イラストの圧あつ倒とう的てきパワーに負けないよう、気を引ひき締しめて執しつ筆ぴつを続けて参ります。

　そしてデザイナ様、校こう閲えつ様、営業様、書店員の皆みな様さまと、本作に関わってくださったすべての方に、最大級の感謝を。




　それでは、二巻でまたお目にかかれることを楽しみにしております。





二〇二一年六月某ぼう日じつ自宅　無音にて

著者　紺野天龍
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